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第一章 序 說 

第一 節 佛國對 支經濟 進出の 沿革 

怫國と 支那との 經濟關 係は葡 • 西* 蘭， 英の 諸國に 次いで 一 ーハ六 〇 年 絹 貿易に 始まる。 爾來 佛國は 英國の 對支經 濟發展 

に 時には 拮抗し 時には 之に 協同 便乘 して 對支 進出 を 遂げ、 領土 的、 利 權的且 金融資本 的に 鞏固な 地盤 を 築き上げ、 之が 保 

持に 力めて ゐる。  ： 

第 一廣 東 貿易 時代 

1 六 六 〇 年以來 時偶 佛國 船の 廣東を 訪れて 絹 其 他 支那 特産物の 取引 をな す もの あり、 一 六 九 八 年に は佛國 商社 廣 東に 出 

現し、 一七 二八 年に は佛國 ファクトリ ー の 正式 設立 を 見た。 一七 七 六 年に 佛國 は廣 東に 領事 を 設置した が、 十八 世紀 中佛 

第一章 序  說  1 


佛國對 支終濟 勢力の 全貌  .  二 

支 貿易に 見る ベ き發展 はなかった。 十九 世紀に 入っても 當初は 歐洲に 於け る 對英關 係の 故に 佛國は 支那に 於て 勢力 を 伸張 

する ことが 出來 なかった。 只舊 敎布敎 事業に 於て は 貿易 關 係よりも 遙に 早く 佛國人 は他國 人に 率先し、 特に 南支に 手を染 

め、 旣にづ 七、 八 世紀の 交、 佛國の 在 支布敎 活動に 目醒 しい ものが あった 英佛の 和 成り、 一八 三 二 年佛國 領事 は 公然 國 

旗 を 揭げる ことが 出來、 鴉片 戰爭の 結果、 英支 南京 條 約が 締結せられ たの を 見る や、 佛國 政府 は全權 公使 ラグルネ ー を 支 

那に 派して 一 八 四 四 年 黄 埔條約 (修好 通商 航海 條約) を 締結 させ、 英. 米と 同等の 通商 上の 特權を 獲得した" 夫れ のみな 

らす ラグルネ I は 翁に 禁止に 遭った 奮 敎布敎 の 自由 を 回復し、 沒 收布敎 財産の 還付 を 受けて 佛國を 在 支 全 舊敎の 保護者た 

らしめ た。 

第二 十九 世紀 後半 

英米に 伍して 對支 進出の 條約 上の 足場 を 築いた 佛 國は英 • 米 • 露の 三 國と相 競って 支那と 條約 締結 を 重ねて 之 を 補强し 

た。 其の 爲に は英國 と共に 武力 を發 動す る こと をも敢 へて した。 佛國は 特に 在 支舊敎 徒の 待遇の 改善 を 策し、 所謂 「保護 

權」 を 樹立した" 夙に 印度支那に 對 して 領土 的 野心 を 有せる 佛國は 一 八 六 一 一年より 一 八 九 五 年に 至る 間、 謀略と 武力行使 

と 隊約締 と を 繰返して 遂に 印度支那 を 略取し、 進んで 雲 南 *廣 西 *廣 東に 向って 延びん とする 素地 を 固めた。 一八 九 五 

年て は 日本の 遼東 半島 領有に 對し露 *獨 と共に 三 國干涉 をな す 傍ら、 露國と 一緒にな つて 支那の 日 淸戰爭 賠償金 支 拂の爲 

に 四 億 法の 借款に 應じ 金融 的な 活動 を 始めた。 同年 龍 州鐵道 敷設 權と雲 南 ， 廣東 * 廣 西に 於け る 鑛山經 營に關 する 人的 權 

益 を 設定した〕 次いで 一 八 九 七 年に は 海 南 島 不割讓 を 取 極める と 同時に、 白 耳義シ ンヂケ I トの 名を藉 りて 露國 と共に 京 


漢鐵道 借款の 設定 を^し、 龍州鐵 道の 延長 及び 安南國 境より 雲 南に 向ふ鐵 道の 敷設 擦 を 獲得し、 め， 仏 一 八 九 八 年に は 東京 邊 

境 不割讓 を 取 極め、 同時に 雲 南鐵道 敷設 經營權 を 獲得し、 之と 前後して 廣州灣 租借 條約を 締結した。 更に 翌 一八 九九 年に 

は 佛支合 辦の福 安 公司 を 組織して 四川 鑛 山に 關 する 利 權 契約 を 締結した。 

第三 二十世紀 歐 洲大戰 前 

十九 世紀末より 引 續きー 一十 世紀 初頭より 歐 洲大戰 まで は 列 國の對 支 利權 活動が 旺盛 を 極め、 從て佛 國の對 支經濟 活動 も 

1!^ も 華 々しか つ た 時期 で あ る 卽ち日 ？ 一 め 戰爭に 依り 老大 支那 の 積 弱が 暴露す る や、 之に つけ 入って 列國 の 利 權爭奪 は 鉋く 

所 を 知らす、 政治的に は 露の 旅大、 獨の山 東 租借と なり、 而 して 佛國は 前述の 如く 廣州灣 租借 條約を 締結す るに 至った が、 

一方 經濟 的に も 或は 露 銀行 を 通じての 佛國 資本の 活躍と なり、 或は 正 太鐵道 借款、 汁 洛鐵道 借款 等、 所謂 鐵 道と 銀行と 

に 依る 佛國の 支那 侵略 は SP. 獗を 極めた。 斯 かる 列國の 利權 活動 は 支那 民衆の 憤激 を 買 ひ、 遂に 一 九 〇〇 年の 義和 M 事件と 

： なって 爆發 したが、 其の 媾和 締結に 際しても 列國は 元金 四 億 五 千 萬 海 關兩の 賠償金 を 議定し、 此の 中 佛國の 取 分 は 七 〇， 

八 七 八、 二 四 〇 海 關兩卽 ち 露、 獨に 次ぎ 第三 位の 巨額であった. ノ 此の 賠償金が 纏て 中 法實業 銀行の 破綻 整理に 充てられた 

の は 後述の 如くで ある。  に 

日露 戰爭に 依る 帝政 露國の 敗戰は 露國. の 極東 行動 を 挫折せ しめたと 共に、 佛 國の對 支經齊 活動に 重大な 轉 機を與 へた。 

卽ち 日露 戰爭 以前の 佛 國の對 支經濟 政策 は專ら 露國と 提携して 英國 に對抗 し、 佛國 資本 は露國 名義の 露淸 銀行 を 通じて 支 

那 の各掩 借款に 投下され て 居た が、 此の 戰爭 以後 は、 多年の 競爭 相手で ある 英國と 提携し 或は 川漢及 粤漢鐵 道へ の 貸付に 
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應じ、 或は 支那の 京 漢鐵道 利 權買戾 しに 對し 英佛 五分 利 付 金 借款に 應 する 等、 打って 變 つた 佛國の 態度であって、 これ は 

歐洲 政局の 反映と して 一 九 〇 四 年に 成立した 英佛 協商の 餘 波と 見る こと、 が 出来る けれども、 叉 常に 他國の 背後に 隱れて 利 

權を 獲得しょう とする 佛國 の傳統 的對支 政策の 現れと も 見る ことが 出来よう。 日露 戰爭 後の 佛國 の對支 活動の 第二の 特徵 

は 所謂 四國 借款 團、 六國 借款 團 等の 國際 共同 投資 團 中に 於け る 活動で ある。 これ は 佛國の 特徵と 言 ふよりも 寧ろ 支那 を 舞 

臺 とする 各國の 投資 勢力が 其の 勢力 均衡の 爲に、 自由 奔放な 活動 を 止めて 漸く 協調 的 態度に 出ざる を 得 なくなった 結果と 

見るべき であらう。 

四國 借款 圑の 成立 過程に ついては 後 章に 詳述 するとして、 該 借款 團は 一九 一 一年の 湖 廣鐵道 借款 を繞 つての 各國の 角逐 

の 洁果. ひ ある。 卽ち 支那 政府が 粤漢鐵 道の 完成 を 目的と する 外資導入 を圖 つて 居る のに 際し、 英米が 共同して 獨 逸に 對^ 

し、 後に 之に 米 國が參 加して 四 國の國 際 投資 團 となった 譯 であるが、 其の 借款 引受に 參 加した 佛國 財圑は 東方 滙里 銀行 卽 

ち 印度支那. 開發を 主眼と する 銀行の 支店であって、 沸國は 未だ 專ら 支那 開發を 主眼と する 投資 銀行 を 有たなかった。 然る 

に 一九 一 三年 支那 大陸 を 投資 活動の 對象 とする 佛國 系の 中 法實業 銀行が 設立され、 嘗て 露淸 銀行 を 通じ、 叉白國 資本と 共 

同して 投資 を 行 つ て 居た 佛國 は兹 に 獨自の 投資 機關を 擁し て 投資 活動 を なすこ ととな つた。 

前述 湖 廣鐵道 借款 は 痛く 支那 民心 を 刺戟し それが 一 つの 動機と なって 遂に 辛亥 革命 を 招来した が、 革命 後の 政府が 財政 

難に 陷り 頗る 窮地に 陷 つたので 袁世凱 は 佛國に 借款 を 申込んだ。 一九二 二 年中 法實業 銀行 は 最高 一億 五 千 萬 法 を 限度と し 

て 財政 借款に 應じ 更に 翌 ！ 九 一 四 年 欽渝鐵 道 借款に 應 じた" これ 等 は 純然たる 佛國 借款で ある。 素より 斯 かる 怫 國獨自 の 

惜款 以外に 白國と 共同した 借款、 例へば 一九二 一年の 隴海鐵 道 借款、 一 九 一 三年の 同 成鐵道 借款 等が あって、 鐵 道と 銀行 


とに 依る 佛國の 支那 服が 着々 進んで 居た のが 歐洲 大戰 前の 狀 態であった。 

第 四 歐洲大 戰後滿 洲專變 前 

日露 戰爭 後歐 洲大戰 まで は佛國 にと つて 對支 投資の 最も 盛な 時期で あつたが、 一 九 一 四 年 歐洲大 戰勃發 する や 怫國は 支 

那を 顧みる 餘裕 なく、 前期の 如き 活潑 なる 借款 活動 は 絶え、 對支 貿易に 於ても 一 九 一 三年 四千 六 百 萬 海關兩 であった もの 

がー 九 一 四 年に は 三千 萬 海 關兩に 激減し、 一 九 一 七 年に は 一 一千 七 百 萬 海關兩 にまで 亵 落した。 翌年 歐洲に 砲煙 漸く 牧 つた 

とはいへ、 戰爭に 依る 打擊は 佛國を 多大の 戰債國 となした 爲に、 法價大 暴落 を 演じ、 さなき だに 放漫な 不良 貸付 をな し 銀 

爲替 思惑 をして 失敗した 中 法實業 銀行 は 一九二 一  年 遂に 破綻の 止むな きに 至った。 佛國 政府 は 支那に 於け る 重要な 投资機 

關 である 該 銀行 破綻が、 極東の 債權 者に 對 しての みならす 佛國對 支 政策 自體 に對 しても 大 なる 影響 ある を 認め、 急遽 之 を 

救^す ベ く 支那 政府の 協力 を 得て 中 法實業 銀行 整理 會社を 組織し、 極力 整理に 努め 大戰 中支 拂猶豫 となって 居た 團 賠償 

金の 爲替 相場に 關 する 所謂 「金 法 問題」 の 解決した 一 九 一 一 五 年，、 該 賠償金 を 以て 中 法實業 銀行の 救濟 資金と なし 改めて 資本 

金 を 一 一千 萬 法に 增 額して 中 法ェ商 銀行と 改稱 して 開業す る ことと なった。 

比の 頃から 佛國 の對支 貿易 も 漸く 戰 前の 水準に 復歸 した けれども 佛國の 戰禍に 依る 創痍 は 意外に 深く、 爲に對 支 借款 活 

動 を 起す 程の 餘 力なく、 僅に 一 九 一 ー〇 年 新四國 借款 團に 加入して、 對 支經濟 活動の ゼ スチュ ァを 示した に 過ぎなかった〕 

新四國 借款 團は もともと 歐洲 大戰に 依って 急激に 支那に 其の 勢力 を增强 した 日本 を 牽制す る爲に 組織され たもので あるか 

ら、 何ら 積極的 目的 もな く、 其の 活動 も 極めて 消極的であって、 唯 他の 團體が 支那 政府に 借款 を與 へ， るの を 抑制す る 作用 
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をな したに 過ぎない。 隨 つて 滿 洲事變 までの 佛 國の對 支經濟 活動 は 借款 及 金融 方面に 於け るよりも 主として 貿易 方面に 限 

られ た。 然し、 雲 南 地方 は佛領 印度支那に 接壤 せる 地であって、 夙に 佛國 勢力の 浸潤 地で あるから、 佛國は 他國に 蛮ダし 

て 此の 地方の 開發に 着目し、 旣に 十九 世紀末 鐵道 並に 鑛 山に 關 する 數 多の 利 權を 獲得した が、 一九 三 〇 年に は 印度支那 政 

廳の 補助金に 依って 成る フラ ン ス會 社より 雲南鐵 道に 對し 三千 一 一 百 萬 米 弗 を 直接 投资 して 西南 ル I トの强 化に 乘 出した。 

第五 滿洲 蓽變後 

滿洲 事變が 世界 恐慌 r 一  九 三 一 年〕 と 時 を 同じく して 起った の は 興味の ある 現象で あるが、. 此の世界 恐慌が 支那に 影響 を 

與 へたの は 一 九 三 一 一 乃至 四 年で ある。 從て 此の頃の 佛支 貿易 は 極度に 沈滯 し、 一 九 一 一九 年 七 千 四百 萬 海關兩 であった もの 

が、 一 九 三 二 年に は 三千 八 百 萬 海 關兩、 一 九 三 四 年に は 實にニ 千 七 百 萬 海關兩 となって 極度の 減少 をな した。 然し 孫 逸 仙 

死後 十 年 政爭と 内亂に 終始して 居た 支那が 一九 三 三 乃至 三 四 年の 頃、 蔣介石 治下に 漸く 統一 の緖 にっき 始めてから は、 外 

國投资 家の 支那への 關心は 再び 復活し、 金融に、 鐵 道に、 鑛山 其の 他の 事業に、 投資の 觸 手が 次第に 動き 始め、 佛 國も歐 

洲 政局の 紛糾 を繞 つて 本國 問題の 調整に 多忙 を 極めた とはいへ、 東亞の 利權は 百方 其の 維持に 努め、 特に 自己 植民地 印度 

支那に 姿 蒸せる 西南 支那に 經濟的 勢力 を 扶植し、 此の方 面からの 支那 征服 を 目標と する 計畫が 漸く 露骨に 現れ 始めた、 時 

恰も 今次 事 變が勃 發し佛 支 經濟關 係 も 亦 著しい 影響 を 受けた。  ， 

第二 節 最近 佛國對 支經濟 勢力 槪況  ， 一 


上述の 如き 沿革 を 有する 佛國對 支經. 濟 勢力の 最近に 於け る 狀態は 次章 以下に 詳説せ むと する 所で あり、 其の 概要 は 本書 

に 添付せ る 『佛 國對 支經濟 勢力 一 覽表』 の 示す 如くで ある。 

左に 經濟 勢力の 主體 とい ふべき 支那 在留 佛國 人人 口、 在 支 佛國系 商社の 現在 概況 を 揭げ、 而 して 經濟 勢力 自體の 指標と 

して 佛國 の對 支投资 額、 佛支 貿易 額、 支那 各 港 出入 佛國 船舶 噸數の 各項 を 選んで 其の 現在 概況 を摘錄 し、 以て 最近に 於け 

る 佛國 の 對支 經濟 勢力 の 輪廓 を 示さう。 

第一 支那 在留 佛國 人人 口 

在 支佛國 人人 口 は 昭和 十 一年 (一 九 三 六 年) 末に 於て 香港 在住者 を 併せ. 男女 計 五、 一 一六 〇 人を算 する。 遡って 大正 十四 

年末に は 三、 一 五三 人であって 其 後 昭和 十 年末まで 三千 人 乃至 四千 人の 間 を 往来し、 昭和 十 一 年に は 一 躍して 五 千 人臺と 

なつたい 獨逸 入の ニー、 八 一 一人より 多い とはいへ、 葡萄牙 人の 八、 三 五六 人に 遠く及ばない。 尤も，. 安 南 人の 八、 三 一八 

人 を <;: すれば 一 三、 五 七 八 人に 達し 在 支米國 人人 口 を 凌ぐ。 佛國 人の みで は 在 支 第三 國人全 體の五 ％ に 過ぎす、 安 南 人 を 

合すれば 一 三.^。. に 達する。 支那 事 變は在 支 佛國入 人口に も 影響を及ぼし、 可成り の 減少 を來 した" 左に 昭和 十 一 年末に 於 

ける 在 支佛國 人の 分布 を 示し、 事變の 進行した 昭和 十三 年 (一 九 三 八 年) 末に 於け る 各地 在留 佛國 人人 口 を 不詳なる 地域 

を 除き 附記して 事變に 依る 在 支佛國 人の 減少 程度 を 示さう。 

一 九 一一 厂六 年末，  一 九 jjl I 八 年末 

男  女  計. 男  女  計 

天津 地方  九 五 七  i 1、八0ニ  . 

第一章 序說  七 


匕 

包 

芝 


天 

山 海 


家 


佛國對 支經濟 勢力の 全 1 


京 

罘 


へ 北京 を 含む) 


0 


(同 


ゆ 


靑 島 

靑 


濟 


坊 

濟 


北 支 

上 


地 


方 

南 


一九 

一六 

一一 一 


一三 

一、 i 

il 


1 


< 七 

セーハ 


杭 


一 


香 全 南 雲 廣 Vlil 廈福中 成 重宜長 沙鄭漢 九^ 

支 支  支 

^ づ、  小 

第 港 計 計 南東 頭 門 州 計 都 慶昌沙 市 州 口 江湖 


序 


八 _35：  二 五 二 

三 九：?^      ノ、 九九 


ニニ 一  ャ 


三 0 お 六 Q 


0 一七 

-fcj  一 


え 七 八 


一 = ◦ 八— 一 


二  1^ 

三— 三 


C3 七 五 

七 ニニ 三 八 ra 三 
へ 一三 ノ\ 六— 


0  0 


六 7v 


五 七 
三：^ 七三 六 


七 


九 


佛國對 支. i 濟 勢力の 全貌 

支那 香港 澳門逼 計  |||、03ー|  inii 八 


1〇 


第二 在 支 佛國系 商社 

在 支 佛國系 商社の 主だった もの は百餘 に過ぎない。 業種 別と 商社 數 大凡 左の 如くで ある。 英國系 商社 は 勿論 米國系 商社 

に 比しても 如何に 劣勢なる かが 知られる であらう。  • 


銀 行 業 

不動産 金融 販寶 信託 及 土地 建物 業 

保險業 

有價 證券 賣賈 仲介 業 

電燈、 電車 及 水道 事業 

鐵道、 航業及 旅行 案內業 

貿易業 

霧、 新聞 雜誌社 

圖書 販賣業 


四 

五 〇 

二 


土木 建築 請負業  三 

藥品、 石 輪、 香料 及 植物油 製造業  二 

造船、 機械、 車輛 附屬 品、 タイア 製造 及 金屬管 熔接 業 四 

酒類、 麥酒釀 造 及 製 永 業  五 

麵包及 菓子 製造業  二， 


旅館業 其 他 

言 
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第一 一一 佛國對 支 投資 額 

佛國 の對支 投資 を 借款 投资と 事業 投資との 兩 方面より 見る と 次の 如くで ある- 

(ィ) 借  款 


九 三 九 年 一 月 一 日 現在に 於け る 支那 國民 政府 外債 中 佛國の 引受になる ものの 未 償還 高 合計 は 左の 如くで ある 


英 


米 


貨 

貨 


き- 

き 一 


財政 部所 管 外債 

五、 九 六 五、 〇〇〇 磅 

1 〇〇、〇〇〇、〇〇〇 法 

ニ四、.^^l 九、 五 〇〇 米 弗 


鐵道 部所 管 外債 

三、 九 五 七、 一 〇 七磅 

六 四、 九 八 五、 〇五〇 法 


支那 貨建 


合  計 

九、 九 ニニ、 一〇 七磅 

二 六 四、 九 八 五、 〇五〇 法 

二 四、 九 一 九、 五 〇〇 米 弗 

三 四、 五 〇〇、〇〇〇 元 


1  三 四、 五 〇〇、〇〇〇 元 

右 を 一 九 三 八 年 十一 一月の 公定相場 によって 元單 位に 換算 十れば 財政 部所 管 外債と 鐵道 部所 管 外債の 合計 は 三 〇 六、 三 一 

七、 五一 二 一： 兀 となり、 これが 支那 外債 總額 中に 占める 割合 は 一  <.七％ である。 

財政 部所 管 外債  一九 一、 〇 五一、 〇〇〇 元 

鎩道 部所 管 外債  一 一 五、 二 六 六、 五 一 三 元 

合  計  三 〇 六、 三 一 七、 五 ニニ 元 

尙ほ佛 人 Guy  Lacam の 調査に よれば、 支那 政府の 證券 及 債務 中 佛國の 保有す る 分 は 一 九 三 八 年始に 於て 約 一 一十 一 億 法 

で * 支那 政府 債務 總 額の 二三，^ に當 ると 推定され てゐ る。 

(口) 事業 投资  - 

一九 三 一年に 於け るリ ー マ-教授の 調査に よれば. 佛國 の對支 事業 投資 は 九 五、 〇〇 七、 二 〇〇 米 弗で、 列 國の對 支 事 

業 投资總 額 中に 占める 割合 は 三 • 八 ％ である。 その後の 佛國 の對支 事業 投資の 變 遷に關 して は 信憑す るに 足る 發表 を兒な 

いが、 前記 Lacam の 調査に よれば 三十 七 億 法と されて ゐる。 
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かくして 今 Lacam の 調査に 大過な きものと すれば、 一九 三 八 年始に 於け る佛國 の對支 投資 は 借款 投資、 事業 投資 を 4  口 

計して 五十八 億 法、 これ を 米 弗に 換算 すれば 一億 六 千 百 萬 米 弗と なり、 その 額 は 大體に 於て 米國と 匹敵す る。 而 して 右投 

資 額が 佛國の 海外投資 總額 中に 占める 比率 は五ズ にすぎないが、 無論 この 一事 を 以て 佛國の 對支關 心が 小なる ものと 斷す 

るの は 早計で、 爾来 佛國も 他の 諸 列強と 同様 支那 を 最も 將來 性に 富んだ 商品 並に 資本 市場と して 重要視して ゐ たこと を 忘 

れて はならない。 

第 四佛支 貿易 額 

佛支 貿易 は從來 支那に 取って は 米 • 日 • 英 *獨* 香港 等に は 及ばない が 叉 相當に 重要な ものであった。 殊に 支那と して 

は自國 生産物の 顧客と して 卽ち 生絲、 豚 腸、 桐油、 茶、 卵 及 卵 製品、 皮革、 落花生、 豚 毛の 常 華客と して 重要性が 感ぜら 

れてゐ た〕 然るに 支那 事變發 生後 我が 無敵艦隊 による 全 支那 沿岸の 航行 遮斷 により 水路に よる 支那 奥地と 通商が 著しく 阻 

礙さ るに 至った 結果、 佛支 直接 貿易 は 稍.' 減じた が、 佛國の 領土た る佛領 印度支那が 支那と 境 を 接して ゐ る爲、 此處を 

經 由しての 佛支 間接 貿易 は 著しく 伸張した ので ある。 廣東陷 り、 汕頭陷 落し、 北海 亦 皇軍の 占領す る 所と なって 以 來佛領 

印度が 蔣介石 政 權に對 する 殆んど 唯一 の 武器 軍需の 供給路と 化した こと は 注目すべき 事象で ある。 佛國 の對支 輸出品 は 翁 

來.^ 屬， 化學 製品 • 染. 料， 機械工 具 等 を 主と したが、 事變後 武器 軍需品の 輸出の 夥しく 增 加した こと は 見逃がせない 事實 

である。 

弗 國 は 本國は 外に 數 多の 植民地 を 持って ゐる 故佛支 貿易の 檢 討に は 佛本國 支那 間の 貿易と 同時に 支那と 佛國 植民地 卽ち 


佛領 印度支那 • アル ゼリャ .モ ッコ 等との 間の 貿易 狀況を も 併せ 考究す る 必要が ある。 特に 事變 後に 於け る佛領 印度支那 

と 支那との 貿易に 就て は 詳細の 檢討を 要する が、 實 際の 調査に 當 つて は 中 國海關 統計 以外に 信憑す ベ き 資料が 得られない 

の を 遺憾と する。 貿易 上に 現れた 支那 對佛本 國の關 係 は 低度 產業 品對 高度 産業 品の 關係 にある.^ 卽ち 支那 は 佛木國 に對し 

て 主として 原料 品 乃至 食料品 を 供給し、 佛本國 より 精製品 を 仰いで ゐる。 然るに、 支那の 貿易 上佛國 植民地に 對 する 關係 

は 之と 異り、 支那の 產業的 水準 は 上位に 立って 佛國 植民地に 對 して ゐる。 卽ち 支那 は佛國 植民地に 綱 緞* 綿布 等の 如き ェ 

業 製品 を 供給し、 米、 石炭、 石材 等の 如き 原料 品、 食料品 を 仰いで ゐ るので ある。 

佛本國 及佛國 植民地と 支那との 最近の 貿易 額 は 次の 如くで ある。 (單位 千 元) 、 


, 本 


佛 國植， '民 地 


支那より 輸入 支那へ 輸出 合 計 

九 三 六 年  一 一一 0、一 一一 八 九  一八、 一一 一八 一  £ 八、 七 七 0 

九 三 七 年  一一 一一 一、 窗ー  Ims ハ 

九 三 八 年  一一 Q、g 一一 一  八，ー§  一一 一八 、さ 六 


支那より 輸入 

二  3六 

一一 五、 さ 

一一 九、 og 


支那へ 輸出 

一八、 ニー 

八 八、 § 

11 七、 M0 


合  計 

、至 七 

二  §1 

W 六、 


第五 支那 各 港 出入 佛國 船舶 噸数 

最近 數 年間の 支那 各 港に 於け る佛國 船舶 出入 噸數は 左の 如くで ある。， 


內國 ^ 航路 


噸數 (千 噸〕 總噸 數に對 する 比率 

九 三 五 年  一一 ーーーーー  ？ 1 
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噸數 (千 噸) 


外 國、 JS 路 


總顿 數に對 する 比率 

1 倉 


三 
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一九 三 六 年  i  ？ i  l、i  一一  i% 

一九 一一 一七 年  一一 一八 八  C5%  1、奠  一 K 五 ％ 

一九 三 八 年  i  三 九 ％  一、  02 ハ  M  一一  ％ 

一 九 三 七 年內國 航路 外國 航路 を 通じて 佛國 船舶の 支那 各 港 出入 噸數は 一 、四 三 五千噸 にして、 總噸 數に對 する 比率 は  一 • 

五 九 ％ に過ぎない。 內國 航路に 於て は英. 支 •？ 諾， 蘭， 獨. 伊-米に 次いで 第 九 位に あり、 外國 航路に 於て は英 *曰* 支 *諾* 

米 は 勿論 獨 A- 葡の 諸國 にも 及ばす して 同じく 第 九 位 を 占め、 內外 航路 を 通じて 英- 支.？ ¥ 獨-米 • 蘭に 次いで 第 八 位に 

居る。 

お， の 支那 航蓮 上に 於け る 池 位 は 云 ふに 足らぬ 微々 たる ものである。 事變の 影響 を 受けて 一 九 三 八 年に は 更に 顿數カ 減 

一して ゐる d た.^ 總噸 數に對 する 比率に 於て は 却って 向上して ゐる 因みに、 香港 入港の 佛國 船舶 噸数の 增大 せる は 注目 

に 値 ひする。 一 九 三 七 年と 三 八 年との 佛國 船舶 香港 入港 隻噸數 左の 如し U 

一 九 三 七 年  一 八七隻  六 一 一 、五 九七噸 

一九 三 八 年  二 〇 八隻  六 六 二、 五 七 〇 噸 

第三 節 佛國對 支經濟 勢力の 性格 

米 國の對 支經濟 勢力と 同様に、 佛 國の對 支經濟 勢力に も 其の 沿革 現狀を 一貫せ る 性格が かなり 明確に 看取され る。 共に 

文化 事業に 力を入れて ゐる點 に 於て 一致す る 外、 米 國の對 支經濟 勢力と 佛 國の對 支經廣 勢力と は 其の 性格 正に 對踱 的で あ 

る.。 卽ち、 米國は 殆んど 獨自の 政治的 權益を 設定す る ことなくして 其の 經濟的 實カを 以て 雄 厚な ろ對 支經濟 進出 をな して 


ゐ るのに 對 して、 佛國は 支那に 向って 矢鳕に 政治的 權益を 貪つ て 置きながら 其れ 相應の 經濟的 勢力 を 之に 伴って ゐ ない。 

怫國對 支經濟 勢力の 性格 特徵と 見るべき もの を列擧 すれば 左の 如くで ある。 

一 、 舊き 植民 政策の 傳統 

佛國の 對支經 ^勢力 は 同國が 嘗て 葡. 西の 諸國 と共に 行った 掠奪 的 植民 政策の 傳 統を脫 する ことが 出來 す、 左の 如き 特 

徴の ある 支那 植民地 化の 態度 を 持した。 要するに、 政治的 色彩が 濃厚な ので ある。 

1、 可及的 領土 的 野心 を 充足す る。 

2、 其の 不可能な 場合に は 租借地、 租界、 勢力 範圍 等の 權益を 設定して、 切りに 利權を 獲得す る。  ， 

3、 設定した 權 益の 上に 權 カ的且 地主 的に 振舞 ふ。 

概して 政治的 活動が 先んじて 經濟的 實カ並 活動 之に 伴 はない。 

二、 借 款 投. 資 

利子 配當 生活 者  一- entier の國 である 佛國 は國際 的に も 亦 金貸國 として 立 廻り、 支那に 對 しても 鬣 易 利益よりも 投資 を 重 

んじ、 投資の 中に 就ても 事業 投資よりも 比較的に 借款 投资に 重き を 置いて ゐる (註〕。 

三、 翁に は 露. 白、 後に は英 との 協調 . 

佛國は 當初對 支 態度に 於て 共通の もの を 持った 露國と 提携し、 時には 其の 背後に 隠れて 英國の 對支經 濟發展 に 拮抗し、 

又 白 耳 義を愧 儡と して 利用す る 所が あつたが、 後に は 英國と 協同して 之に 追隨 すると 共に、 叉單獨 にも 前面に 現れる に 

至った。 
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四、 舊敎 布教 事業  ， 

支那に 對 する 基督 舊敎 布教 事業 は 超國家 超國民 的で あると 稱す るが、 事實 は然ら す。 舊 敎布敎 事業に 於て 怫國は 古く 且 

大 なる 勢力 を 有する。 特に 十九 世紀 中 「保護 權」 なる も、 の を 樹立して 他に 對 して 優越 地位 を 占めた。 佛國舊 敎布敎 事業 

は 支那の 開 市場の みならす 奥地 邊陬に 深く 喰 ひ 入って、 一方 宣敎師 は 其の 生活 を 支那に 同化す ると 共に、 他方 敎會 のみ 

ならす 廣大な 土地、 數 多の 家屋 を 獲得し、 經濟的 自立 を 策す ると 共に 行败及 裁判の 實權を も 樹立して 一見 小 王 國の觀 を 

呈 して ゐる U 布 敎並社 會救濟 の 事業 を 主と する。  . • 

五、 南支 雲 南に 對 する 特殊の 關心  •  ， 

印度支那 を 支那より 奪取した 佛國は 之と 接 壌の 南支 雲 南に 特殊の 關心を 寄せた。 總 じて 防衛 的な 怫國 の對支 態度 も 南支 

雲 南に 關 して は 積極的であって、 概ね 支那の 資源に 冷淡な 佛國も 雲 南の 鑛產 資源に 對 して は 少 からぬ 熱意 を 有する。 

(註) 借款 投資の 占める 比率 は 0>英* 米諸國 にあって 二割 前後なる に、 佛國 にあって は 實に五 割 を 越えて ゐる ことが、 一 九 三 一年 

リ I マ. I の 調査に 窺 はれる。 

1 九 三 一 年リ ー マ ー 調査に 甚く 日 ニ央* 米 ，佛 各 國對玄 投資 種別 金額 (單位 百 萬 米 弗〕 並に 百分率 

事業 投資 同 百分率 借款 投資 同 百分率 總 投資 同 百分率 

日  本  九 二 一人  七 や 九 ％  一一 零 一  一一 一一 一 •  一  ％  . 一、 一一 一一 や 九  ー00ふ％  . 

同 百分率  美 *0%  一一 一八 丄ー％  憂 *ー％ 

英  國  SS  八 一 一三 IfK  一 や 0% 1、 一八 九-一一 一 000% 

同 百分率  一一 一八ん ％  19  一  ％  一一 


米  國 

同 百 か 率 

同 百分率 

歹  國. ^ 

同 百分率 


1コ 


零 一 

六 丄％ 

九 五 *0 

一一 W 


七 八 人 ％ 一 

£ や は％ 一 

七 八 丄％ 一 


四 一 * 七 

九ャ Hi 

一一 2% 

七 一 0，四 

100禽 


二 憂： 

一 

一二ん ％_ 


i 人 

六 丄％ 

五ん％ 

一一 一、 §ー垒 

專0% 


琴0% 

琴0% 
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第一 一章 鎖 工業 

第 一忙 *K 

怫歸 西の 鑛業 投資 は 殆んど 雲 南 省 及び 四川 省に 集中して 行 はれた が、 未だ 大規模な もの はない。 今 その 沿革 を 見よう。 

佛國は 一八 九 五 年の 條約 によって、 支那が 雲 南 省の 鏔山を 採掘す る 場合に は. 技師 其 他所 用人 物 を 佛國に 求むべき こと を 

約 さしめ、 且つ 安 南 鐵道を 雲 南府迄 延長す る 權利を も 取得した。 次いで 一 八 九 七 年 六月 龍州鐵 道の 雲 南への 延長 及び 廣東、 

廣西、 雲 南の 鑛山 採掘 權を 支那に 要求して その 大部分 を 獲得し、 又 更に 四川 省に 進出した" 卽ちー 八 九九 年に は佛 支合辦 

福 安 公司 を 組織し、 四川 鑛 山に 關 する 契約 を 締結し、 四川 省に 於け る 炭礦 其他鑛 山の 採掘 權を 主張した ので ある。 玆に於 

て 佛國の 勢力 は 英國の 利權と 衝突せ ざる を 得 なくなり、 事毎に 反目 を續 けたが、 其 後 歐洲の 政情と 圑匪 事件と に 影響 せら 

れ、 次第に 協調主義 を 採る やうに なった。 一九 〇 二 年に 於け る英怫 兩國の 支那 政府との 協定に よれば、 兩國旣 得の 雲 南 省 

外 六 筒 所に 於け る鑛山 採掘権 を英佛 合同の 雲 南 公司に 移譲した ので あるが、 本 公司 は 其 後 別に 活 澄な 活動 をして ゐ ない 様 

である" 

1 九 〇 一 一年 佛國 外務省の 調査報告 によれば、 佛 鼠の 對支鑛 山 投資 額 は 五 〇〇 萬 法に 達する と 云 はれる。 

其 後 雲南鐵 道の 開通に 依り、 雲 南省產 錫の 輸出の 輸送 路を 掌握す るに 至り、 間接に 雲 南 省の 鑛 業に 參 加す る こと を 得、 


數 筒の 佛國會 社 は 筒^ 產錫を 大量に 支配す る やうに なった ので ある。 

第二 節 ェ 業 

第一 總說 

怫國の 工業 投資 は 前世紀 末 頃から 上海 を 中心として 發展 して 來た。 併し、 上海： a に 天津に 於け る 電力 事業 を 除けば、 大 

規模なる もの は 僅かに 一 .. 1 一 ある だけで ある。 

一 八 七 八 年、 或る 佛國 商人 は 廣東省 南海に 支那 最初の 近代， 的製絲 工場 を 設立した けれども、 數 年も經 たぬ 間に 沒 落して 

しまった。 佛國 外務省の 調査報告 によれば， 一 九 〇 二 年、 佛國人 所有の 紡績 會社 及び 堙草會 社. (五 〇 萬 法) が 上海と 漢ロ 

とに 在った と 云 ふ。 同年、 天津 法 租界 電燈房 及び 中 法 求 新 機器 輪 船 製造所 等が 設立され たが、 其 後 は專ら 上海 を 中心とし 

て發展 して ゐる。 就中 一 九 〇 六 年 設立の 上海 法 商 電車 電燈 公司 は その 最大なる ものである。 

第二 機械工業 

機械工業の 中で 最も 注目すべき もの は、 中 法 求 新 機器 輪 船 製造 廠 (socidtd  Franco-Chinoise  de  Constructions  Maalliques 

et  Mdcaniques) である。 略 稱を中 法 求 新 製造 廠 r I^iousl.n  Dock) と 云 ひ、 前名 を 求 新 機器 輪 船 製造所 ^.Nicholas  Tsu  Engin- 

eering WOIks) と稱 した。 Nicholas  Tsu  Engineering  Works は、 一 九 0ー 一年に 東方 懼理 銀行 (Banque  de  rlndo-chine) の 買 
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辧朱志 堯が资 本 金 五 〇 萬兩を 以て 創設した ものである。 一 九. 一 四 年 朱 志堯は 財政 部の 保證を 得て、 當 造船所 及 ，び 其の 經營 

に屬 する 同昌. 紗廠竝 に 油 房. を檐 保と して 滙豐 銀行から 八 〇 萬兩を 借 入れた が、 一 九 一 八 年辨濟 不能の ため 同年 四月 一 日、 

之 を佛國 郵船 會社 代表 孛利杜 (Famberteaux) 及び 歇乃達 (Schneider) 鋼鐵廠 代表 羅 達に 讓 渡して しまったので、 純然たる 

佛國 商社に 變 じた。 併し、 その 時に 龍 華 護 軍使 盧永祥 及び 上海 總商會 の 強硬な 反對 があった 爲め、 財政 部より 國務 會議に 

建議の 上 之 を 國營に 移す こと を 決定した が、 其 後兩國 交涉の 結， 果 遂に 現在の 合辦 企業に 改組され たもので ある。 本 製造 廠 

の營 業種 目 は、 造船、 船渠、 汽耀 製作、 電氣 及び ァセチ リン 溶接、 銅鐵鑄 物、 銅鐵製 窓枠 家具 事務用品 等の 製作 修理で あ 

るが、 その 規模 は大體 左の 如くで ある。 


鰲本 金， 

工場 用地 

江 南 水面 線 

錨 地 (Kelth) 

斜 路 (slipway) 

乾船渠 (コ ry  rock) 

機械工 場 


一 、 二 〇〇、 〇〇〇 雨 

五 〇 畝  • 

四 〇〇呎 

仝 長 二 五 〇 呎 汽船 五隻 迄碇繁 

1 臺、 修繕 及び 塗換用 

一基、 長 二三 五呎、 口 巾 三 五呎、 渠ロ 水深 ニー •  ニ呎 

鑄 物 工場 (能力 一 〇 噸) 

汽罐 工場 ( 一 、 五 〇〇 馬力 迄、 ss-ch  Yarow  s 

木型 工場 

組立 工場 (能力  一 、 二 〇〇 馬力 M)  、 

鐵道部 (客 貨車、 電車、 貨物自動車 ノ 建造 修理) 


船 部 C 曳船 業、 並 小 蒸氣、 够ノ 船の 建造 修理) 

職工 數  約 七 〇〇 11 1、 〇〇〇 人 

主なる 怫國系 機械 工廠 を列擧 すれば 左の 如くで ある。 
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第三 其 他の 工業 

其の 他の 雜 工業の 多く は 餘り大 資本 の もの もな く、 その 數も亦 僅かで ある。 一 例 を 擧げて 見よう。 それ は康成 造酒 廠 

(social  Franco-Chinoise  Distillerie  de  Hankou) の 如き ものである。 同社 は、 pasur-s  Methods により、 諸 花果露 酒、 藥 

酒、 汾酒、 白酒 * シ&ッ プ等を 製造し、 その 日產 能力 は 酒精 (純) 一、 〇〇〇 ガロンに 上る と 云 はれる。 本廠は 一九二 三年、 

罐詰 食料品 部 を增設 し、 叉 自家製 品 以外 張 裕釀酒 公司 及び 惠泉汽 泉 公司 等の 葡萄酒、 麥酒、 其 他 製品の 取次 販賣も 開始し 

た。  . 

土木 建築業に 於て は、 主として 建築 及び 不動産の 管理、 投資 竝に 金融に 從 事し、 自動車 工業に 於て は、 自動車の 組立 修 

理に 止まり、 何れも 餘り 大規模で はない。  _  . 

.M に 主なる 雜 工業 商社 を列擧 すれば 次の 通りで ある。  . • 
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西南 軋 油 公司 
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第三 節 電車 及電氣 事業 

第 一 上海 法 商 電車 is, 燈 公司 (compagnie  Fral^aise  de  Tramway  et 

a  Eclairage  Electriques  Shan お： lai.)  ， 

本 公司 は、 當初佛 蘭 西 租界 ェ 部局で あつたが、 一 九 〇 六 年 白 國商國 際 遠 東 公司 (cie.  Internationale  Extreme  orient) が 

上海 佛蘭西 租界 當 局と 佛 租界 內の電 草電燈 事業 經營の 特許 を 得て 設立した 新會 社で ある。 初めの 資水金 は 三 〇〇 萬 法で、 


株式 は 悉く 佛國に 於て 募集され 總 本店 を 巴 里に 設置し、 佛國會 社 法に 依り 組織され、 專門 代理店 を 白 國商國 際 遠 東 公司と 

し、 經營は 上海 佛 租界 ェ 部局が 之に 當 つて ゐ たが、 一 九 〇 七 年上 海に 辦事處 を けた。 其 後 租界の 發展拉 に 水道 部の 設置 

等に 伴 ひ、 資本金 を 二 千 萬 法に 增資、 次いで 一九二 八 年 五 千 萬 法、 一九二 九 年 七 千 五 百 萬 法、 一九 三 一年 一億 法に 增 資し 

た 0 

本 公司の 發電所 は 初め 汽カ により 三、 五 〇〇KW 迄 設備した が、 一九 一九 年に 至り 大擴 張の 必要 を 生じ、 しかし 冷却水 

の 補給 方法が つかぬ ため， ディ I ゼル 機關を 採用す る ことに 決定して、 一九二 二 年 一、 〇〇〇KW  ニ臺、 一九二 四 年 三、 

〇〇〇KW 一 一 臺の据 付 を 終った。 其 後 m、 六 〇〇KW 發 電機 を 一 ー臺宛 順次 六臺据 付け、 更に 一 九 三 三年 八、 〇〇〇KW 1 

臺增設 し、 全部で 十一 臺三 七、 六 八 〇KW ディ ー ゼル 機關五 〇、 〇〇〇 馬力 を 有する、 ディ I ゼ ル發電 所と して は 世界 第 

一 の大 容量の ものと なった。 

次に 水道で あるが、 最初 上海 佛 租界の 水道 は 上海 自來水 公司から 給水 を 受けて ゐ たので あるが、 一八 九 六 年に 同 租界 ェ 

部局 は 自ら 水 廠を蕭 家 渡に 設立 自營 し、 後一 九 〇 八 年に 至り 公營を 民營に 改める ことと なった。 卽ち本 公司に 賃貸 經營せ 

しめたの である。 本 公司の 規模 竝に 設備の 大様 は 次の 如くで ある。 

(1) 發電所 設備 

發電所 容量  三相交流  三 七、 六 八 〇KW  . 

原動機 

種  類  ディ I ゼル  ディ ー ゼル  ディ， "ゼル  ディ ー ゼル  ディ I ゼル  ディ I ゼル 

製作者  ズ ルザ I ズ ルザ I ズ ルザ I ズ ルザ一 ズ ルザ I ズ ルザ 1 
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防 水栓 

業  績 

毎日 平均 給水 量 

平均 一人  一 nl 消費量 

收入 年額 

. 第二 章 鑛 


佛 租界、 面積 一 〇こ 一二 平方 籽、 人口 四 三 五、 〇〇〇 人、 使用者 戶數 六、 八 〇 五戶 

黃浦江 

、 

1 二  總 面積 八、 六 四 〇 平方钎 

四  總 面積 三 一 五 • 四 平方 籽  - 

ニニ  總 面積 四、 一 二 五平 方籽 

四  總 容量 二 〇、 〇〇〇 立方 米 

二  總 容量 四、 六 八 七 立方 米  ， 

二  總 容量 四、 六 八 七 立方 米 

四  容量 各 三 六 〇、 二 五 〇、 七 五 〇、 一、〇〇〇 立方 米 

獨水用 六 能力 毎時 四、 三 〇〇 立方 米 

淨水用 六 能力 毎時 四、 五 〇〇 立方 米 

此 外に 毎時 能力 各 二 五 〇、 二 〇〇、 一 二 〇 立方 米の 唧筒三 あり G 

全長  一 ニニ、 七ヒ 〇 米 

七 二。 

四 六、 二 六 六 立方 米 (最高 一 日耠 水量 六 六、 六 1 〇 立方 米) 

一 〇 六 リットル 

一 、 二 〇 六、 〇 三二兩 ( 一 九 三 一 年度) 

ェ 業  二 九 
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三 〇 


第一 一 天津 法 租界 電燈所 (L、Energie  E16c:trique  de  Tientsin) 


天津 法 租界 電燈房 は 一 九 〇 一 一年 資本金 一 一 五 萬 元 を 以て 設立され た" 

ある。 同 電燈房 は牆子 河畔に 所在し その 營業區 域は狹 小で は あるが- 

ある。 

(1) 發電所 設備 

發電所 容量  三相交流 五、 三 〇〇KW 


汽 

種 

原 動 

穆 

容 


作 


廻 轉 

發 電機 


數 


者 

類 


ラン カツ シャ 1 

. 三 

タ I ビン 

B  B  G 

K  W  一、  二 五 〇 

, 三、 〇〇〇 

二 

三 相 交流 


水 


タ 


管 式 

二 

I ビン 

B  B  G 

二、 八 〇〇 

三、 〇〇〇 


三 相 交 流 


租界 內の 電燈 電力 を 供給し、 その 經營は 租界 當 局で 一 

成績 は 極めて 良好で ある。 規模 その他 は 次の 如くで _ 


製 

容 


作 者 


臺 

(2) 發 

總 發 

尖 頭 

平 均 

年 負 


波 

や 

質 

ね 

負 


數 

年 


BBC 

五、 〇〇〇 

K  W  一、  二 五 〇 

五 〇 

三、 〇〇〇 

一 九 二 四！ 


BBC 

五、 〇〇〇 

二、 八 〇〇 

五 〇 

三、 〇〇〇 

一九二 六 


状 況 (一九 三 三年) 


量 

率 


K WH 石炭 消 一 


六、 〇〇〇、  〇〇〇K  WH 

四、 〇〇〇KW 

六 八 〇KW 

1 七 • 〇％ 

1 . 三赶 
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佛國對 支經濟 勢力の 全貌  .  三 二 

、 第三 章 貿易 

<  ヽ 

第一 節 佛支 貿易の 沿革 

第 一 廣東 貿易 時代よ リ I 九 0 五 年 迄 

歐羅 巴と 支那との 直接 貿易 は 一 五 一 六 年 (明朝 正德十 一 年) 葡萄 人の 廣東來 港に よって 開始され たので ある。 葡萄 人の 

渡 支 以後 西班牙、 和 蘭、 英國 の各國 商人 も 相次いで 通商 を 求めて 支那に 渡來 し、 稍々 後れて 佛國も 亦 一 六 六 〇 年 (淸朝 順 

治 十七 年) に 船を廣 東に 廻 はして 佛支 直接 貿易の 端緒 を 開いた。 其の後 一 六 九 八 年に 法國 公司 (compagnie  De  chine) が 

廣 東に 設立され、 叉淸朝 政府で は 承認し なかった が、 一七 二八 年に は 佛國の 商務 辦事 處、 一七 七 七 年に は 佛國の 領事館が 

夫々 設置され た。 併し 此の 時代の 佛支 間の 貿易 は遲々 として 振 はす、 一  < 四 二 年の 英支 南京 條 約の 成立まで は 殆ど 見る ベ 

きものがなかった。 

南京 條約 締結 後 佛國は 英國に 倣って 支那と 通商 條約を 締結 せんこと を 求め、 一 八 四 四 年 遂に 佛支 修好 條 約が 成立した。 

是が佛 支兩國 間に 於け る 正式 條約 締結の 始めで ある。 其の後 一 八 五八 年の 天津 條約、 一 八 六 五 年の 佛支條 約 改訂に よって 

佛國の 支那に 於け る 通商 權は 次第に 擴大 された。 

他方 蹄國の 印度支那に 對 する 侵略的 植民 政策 は 十八 世紀 後半から 開始され た。 卽ち 佛國は 一 七 八 七 年交趾 支那 王が ルイ 


十六 世に 其の 侵犯され た 領域の 回復 を依賴 したの を 奇貨と して 攻守同盟 を 結び、 爾來數 次の 段階 を經て 一 八 八 五 年 遂に 印 

度 支那き 其の 領有と する に 至った。 印度支那の 領有に 成功した 佛國は 之 を據點 として 更に 南支に 對 する 政治的 經濟的 支配 

に乘り 出さう と 企 岡した ので ある。 卽ち 一 八 八 五 年の 安南條 約に よって 怫國 商人が 支那と 印度支那との 境界 を 通過して 貿 

易に 從事 する こと を 認めし め、 更に 兩國 相互の 貿易 を 促進す る 見地より 同 國境線 附近に 道路 及 鐵道を 敷設す る 權限を も 承 

認 せしめた。 而 して 翌 一 八 八 六 年に は 越南 遽界 通商 章 程 を 結び、 保 勝 以上 凉山 以北 を 開 市場と して 指定し、 怫領 印度支那 

よりの 輸入 稅及 支那より 佛領 印度支那への 輸出 稅は 支那 海關 輸出入 稅の 夫々 五分の 四、 三分の 二と 定めた」 越へ て 一八 八 

七 年に は 商務 專條を 結び 龍 州 (廣西 省)、 蒙 目 (雲 南 省)、 蠻耗 (雲 南 省) を 開 市場と 定め 前年の 稅率を 更に 十分の 七、 十 

分の 六に 夫々 改訂して 佛支 貿易 を 一 暦 有利に 導いた ので ある。 

一 八 九 五 年 佛國は 又 商務 專條を 改訂し、 

(一 ) 蒙 目 保 勝 間の 開港 場を蠻 耗を廢 して 河口と なし、 新に 思 茅 (雲 南 省) を 開 市場と する。 

(一 一) 雲 南、 廣東、 廣西諸 省の 鑛山 開發の 場合に は 先 づ佛國 の 承認 を 求める。 

(三) ？ま越 鐵路を 延長す る 場合 は佛支 間の 協議に より 之 を 國境內 に 延長し 得る。 

等 を 締約せ しめた。 而 して 佛領 印度支那の 領有 後 支那の 西南 諸 省 を 目 己の 勢力 範圍 たらしめ やうと 野心に 燃える 佛國 は、 

1 八 九 七 年 乃至 一 八 九九 年の 三ケ 年間に 矢繼 早に 支那に 要求 を 提出し 次の 諸 條約を 締結した し 

1、 海 南 島 を他國 に割讓 或は 租借せ しめない。 

二、 東京に 隣接せ る廣 東、 廣西、 雲 南の 諸 省 を他國 に割讓 或は 租借せ しめない。 
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三、 東京 雲 南 間の 鐵道は 佛國が 建設に 當る。 

四， 廣州灣 の 九十 九ケ 年間 租借。  • 

一 九 〇 五 年 以前に 於け る佛支 貿易 額に 就て は 中 國海關 統計で は 知る ことが 出來 ない が、 ( 一 九 〇 五 年 以前の 沸 支 貿易 額に 

ついては 中 國海闢 統計に 記載が なく、 單 に歐洲 大陸 諸 國と云 ふ 項目 中に 包含 せられて ゐる に過ぎない、) 東印度 會 社の r 對 

支 貿易 史」 によれば、 一 七 九 一 一年の 廣 東の 對外 貿易 額 一 千 一 一 百 五十六 萬 海 關兩中 佛國は 四十 一 萬 海關兩 (對支 輸出 は 四 萬 

九 千 海 關兩- 對支 輸入 は 三十 六 萬 一千 海 關兩) で 支那の 對外 貿易 額 中 僅かに 三 •  二，^ を 占める に 過ぎす、 英米 は 勿論 和 蘭 

よりも 遜； 5,1 があった。 蓋し 十八 世紀末 佛國は 極端な 保護貿易 政策 を 採った 結果 極力 輸入 を防遏 し、 支那 茶の 輸入 を さへ 禁 

止した ので ある。 從 つて 當時 の 佛支 貿易 が 停滞 狀態 にあった の は當然 である。 其の 後 南京 條約 によって 廣東外 四 港が 開港 

され、 殊に 上海の ヒ ンタ ー ラ ンド が對外 貿易に 開放され てから は 支那の 重要 輸出品た る 生絲及 茶の 歐咪 輸出 は好轉 する に 

至った" 當時 佛國は 歐洲に 於て. は 絹 織工 業の 最も 發 達せる 國 であった から 歐洲向 生絲の 大部分 は 佛國に 向けられて ゐた。 

是 等の 生絲は 主として 東印度 會 社の 如き 英國 船に よって 倫敦に 送られ 佛國 商人 は倫敦 市場に 於いて 購入す るの が 常態で あ 

つたが、 一 八 六 九年ス H ズ 運河の 開通 以後 は マル セ I ュ に 直接 輸送され ろ ものが 多くな つた。 

^  第二 一九 0 五 年よ リー 九 三 五 年 迄 

一、 一九 0 五 年よ リ歐洲 大戰迄 

1 九 〇 五 年 (日露 戰爭 勃發) 以後 一九 一 三年 (歐 洲大戰 勃發) 迄の 間の 佛支 貿易 は 累年 增 加し、 一 九 〇 五 年の 貿易 額 一 一 


汗 1 一 百 萬 海 關兩が 一 九 一 三年に は 四千 六 百 萬 海關兩 となり 一 一倍 以上の 增加を 見た。 この 佛支貿 の 發展は 主として 佛阈の 

對支 輸入の 增 加に 基く もので、 佛國の 支那 商品 輸入額 は 一 九 〇 五 年の 一 千 八 百 八十 萬 海關兩 より 一 九 一 三年の 四千 七十 萬 

海 购兩へ 二 千 一 百 九十 萬海關 兩を增 加して ゐる。 他方 佛國 商品の 對支 輸出 は微々 として 振 はす、 一九 〇 五 年の 三百 八十 萬 

海 關兩が 一 九 一 三年の 五 百 一 一十 萬 海關兩 へと 百 四十 萬海關 兩を增 加した に過ぎない。 此の 期間 中に 於け ろ 支那の 對外 貿易 

就中 輸入 貿易 は 著しく 仲 張し、 日 ニ央* 米 • 獨の 諸國は 何れも 對支 輸出の 發展を 見た に 反し 獨り佛 國の對 支 輸出の みは 不 

振であった。 之 は 他に 原因 も あるが、 其の 最大 原因 は 怫國の 輸出品に は 重工業 生産 品が 少く、 大量 消費 を 伴 はない 奢侈 品 

的 性質の 物が 多いた めに、 支那への 大量 輸出が 無かった のに 由る ので ある。  . 

二、 一 九 一四 年よ リー 九 一九 年 迄 

世界 大戰 中の 佛支 貿易 は 輸出入 共に 戰前 に比べ 著しく 後退し、 一 九 一 四 年 乃至 一 九 一 九 年の 六ケ年 平均 貿易 額 は 一 九 一 

三年に 比較す ると 對支 輸入 は 二八 ％、 對支 輸出 は 八 二 ％、 輸出入 合計に 於て 四 三 ％ を 減少した。 

三， 一九二  0 年よ リー 九 三 五 年 迄 

世界 大戰中 極度に 萎縮した 佛支 間の 貿易 は戰後 漸次に 恢復し、 一 九 一 一三 年に は 旣に戰 前の 水準 を 突破して 佛國の 對支輸 

入 は 三千 九 百 六十 萬 海 關兩、 對支 輸出 は 七 百 五十 萬 海 關兩、 合計 四千 七 百 十 萬 海關兩 に. 達し、 一 九 〇 五 年 以来の 佛支 貿易 

の 新 記錄. 作った、 其の後 佛支 貿易 は 益々 好調に して 一 九 二八 年に は 輸出入 合計 九 千 三百 六十 萬 海闘兩 (支那の 對外 貿易 

總 額の 四 •： 一八 ％ に 達し 佛支 貿易 開始 以來の レ コ I ドを 示した。 尤も 一 九 一 一八 年に 於け る佛支 貿易の 躍進に ついては 同年 

六月 ボアン カレ I がフラ ンの價 値 を 五分の 一 に 切； 卜げ た 爲佛國 の對外 貿易が 出超に 轉じ たこと を も 併せ 見る 必要が ある。 

第三 章 貿  易  一二 


三 六 


？ り- 


九 一 一八 年 を：^ として 再び 逐年 褰 額の 一 路を迎 り 一 九 三 
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斯 くの 如く 伸長した 佛支 貿易 も 世界 を 襲った 恐慌の 影響 を 蒙- 

四 年に は 一 一千 七 百 九十 萬 海 關兩に 低落した。 

一 九 一 一九— 三 四 年の 五ケ 年間に ニニ 一、 三 三年の 兩年を 除く と 英米 獨の對 支 貿易 は 何れも 輸入 は 減退した が 輸出 は增 加し 

たに 對 して 弗 國の對 支 貿易 は 輸出入 共に 減退した〕 其の 主因 は 佛國の 輸出品 中高 級贅澤 品が.^ くして 自然 恐慌の 影響が 長 

びいた こと、 英米 獨等 の 支那 市場 に對 する ダン ピ ン グ 乃至 爲替ダ ン ビングの 猛烈であった こと 等で ある。 


第一 表佛支 貿易 額 表 (一九 〇 五 II 九 三 四 年) 


年 度 佛國 より 輸入 


九 〇 五 

九 〇 六 

九 0 七 

九 〇 八 

九 〇 九 

九 一 〇 

九 1 一 


一一 一、 八 二、 查 S 

S 、二八 一、 六 七 S 

5 五八、 六 llfs 

一一 、一八 一、 さ 一七 

二、 七六0, さ 一一 二 

11  一、 0 一八 、一首 一 


支那の 對外輸 

入總額 中に 占 

める 害， 4 口 


CK 七 


佛國へ 輸出 

海關兩 

一へ、 八 七 一一， ニー  1 一一 一一 

一一 五 、三 五八、 九 六 四 

1  一一 07s 五八、 Ifs 

ー1  一一 一、 i、i 

II 一八、 五 力 八、 一叢 

一一 一八 ぺニ 九、 五ー1三 

一 1 一九、 10  二、  一 差 


支那の 對外輸 

出總額 中に 占 

める 害 合 


合  計 


一一 一一、 2! 一、 八 六 七 

1 一九、 六 四し、 さ 1 一八； 

蓋、 八 一七、 m グ 

2 ヨ 二 

10、七七九、九1^^3ー 

51 、五 さ、 S ハ S 一 

B  一一 、ニー  01 


支那の 對外貿 

易總額 中に 占 

め る 割合 

ー亍ーーー へ 


一九二 一 ll、ftrs 一 

1 九 ニニ  5 冗 九、 五一 七 

一九 一四 四、 九 五一、 SM 

一九 一 五 11、 罜 0、 五 九九 

一九 一六 二  ，〈一一 一七、 八 八 四 

一九 一七  一一、 一一 io 九 、二 ハ 0 

一九 一八 1、五 六 八、 01 八 

一九 一九 ー1ー、 一一 一七 五、 八 0 九 

一九二 〇 . 四、 八 七 八、 五一 九 

一九二 一 さ s、ll 一！ 八 

一九二  二  s、glrH  一  0 

一九二 三  ^l、Ifs<、ss 

一九二 四  一 0、 芸 0、0 一八 

一九二 五 11ー、望八、九六七 

一九二 六 一七、 01六、一 一七 三 

一九二 七  一 3、 七 00、0 九 一一 一 • 
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第三 佛支 貿易商 品の 變遷 

一、 對支 輸入 商品の 變遷 

旣述の 如く 佛支 貿易 開始 當初は 主として 支那の 生絲が 佛國に 向けられ、 佛國は 十九 世紀末 年 迄 支那 生絲の 最大 顧客で あ 

つた。 二十世紀に 入って 米國及 香港の 支那 生絲 輸入 增 加の ため 稍壓 されて、 佛國は 支那 生絲 輸入の 順位に 於て 第一位 を 米 

國 或け 香港に 讓る ことがあ つたが、 第一 r 位 以下に 返く ことに/一かった〕 一九 一三 年の 佛國の 支那 生絲 輸入額 は 千 萬海關 

兩 であった が、 世界 大戰 終了の 一 九 一 八 年に は 一 一千 七 百 萬 海 關兩に 達した。 一 九 一 九 年 以後 一 九 三 四 年に 至る 佛國の 支那 

生絲 輸入 量 は 次表に よつ て 見る 事が 出来る。 

最近 は 米國の 支那 生絲 輸入額 は佛國 よりも 犬なる ことが 多い。 是は 佛國が 生絲を 主として 需要の 比較的 限られた 高級品 

製造に 用 ひ、 而も 一部 は 支那 生絲に 代へ て 日本 及 伊太利 産の 生 絲を用 ひるに 至った に 反し、 米國 では 絹 靴下 製造の 如き 大 

衆 向きの 大規模 工業に 生絲な 使用す るた め 大量の 支那 生絲を 必要と する に 至った による。 

1 九 一 九 年より 一 九 三 四 年に 至る 支那 生絲の 主要 仕向 國別輪 出 量 及 百分比 
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最近に 於け る 支那 生絲の 主要 仕向 國別 輸出 額 

一九 三 五 年  一九 三 六 年 
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白 絲及柞 蠶絲の 三種 を 包括す) 


九 三 七 年 
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佛國對 支經濟 勢力の 全貌  p..- 

米 國 一、 需 ニー、 直  賽 二、  i  一、 Is-  一！ 2 化  i 六、 夷 

日本 二 七  七七 七  六 一一 S  S 六 i  S  - 一一、 七 一へ 

香 港  一 一三  一八 七  一一 一一 一  S  一一 一一 一 一、 一一 八 一  i  i 

佛國が 支那より 輸入す る 商品の 中 終始 首位 を 占める 生絲の 地位 は牢 として 拔く 可から ざる ものが あるが、 第一 一位 以下の 

商品に つ いて は 時に より 消長が あった。 一 九 一 三年の 輸入品 中 第一 一位に ある 獸 皮の 輸入額 は 三百 萬 海 關兩で 第 一 位の き筋 

の 輸入額 四千 萬海關 兩を遙 かに 下 廻って ゐた。 生 絲.獸 皮に 次いで 茶 • 繭 綱， 麥稈眞 田 等の 輸入 は 何れも 二百 萬 海 關兩に 

達し、 落花生 丄 S 類. 豚 毛 等 は 何れも 百 萬 海關兩 以上であった。 世界 大戰勃 發以來 各種 支那 商品の 輸入 は 著しく 衰 へたが 

唯 例外的に 一 九 一 八 年に は 生絲の 輸入 增加 があった。 大戰 終結 後 支那 商品の 輸入 は 漸次 恢復した が、 生絲が 依然 輸入品. - 

の 第一位 を 占め、 第二 位 は 落花生、 之に 次いで 卵 製品 *茶* 繭 綢* 麥稈眞 田 • 豚 毛. 獸皮 • 腸 衣 • 桐油 等が 主要 輸入品で 

ある 0  . 

生絲に 次ぐ 重要 輸入品で ある 落花生 は 世界 大戰前 は 佛國が 最大の 顧客であった。 一九 一三 年に 於て は、 支那 輸出 落花生 

の 三 〇ゲ0 は佛國 に、 一 四 は 和 蘭に、 九 は獨 逸に 仕向けられた〕 戰後も 支那 落花生の 輸入 は 依然 重要な 地位 を 占 

め 一 九 一 二 一年に 於け る 輸入額 は 三十 三 萬擔に 達し 支那 輸出 落花生の 一 一四 • 八 ％ を 占めて ゐる。 一 九 三 一 一年に は佛國 は尙ー 一 

六 • 八 ％  (獨逸 は 一 八 • 八％) を 輸入して 第一位で あつたが、 一 九 三 三年に は 一 七 ！一 . ^となり 和 蘭、 獨 逸に 次ぎ 第三 位 

となった) 落花生. は 佛國に 於て 工業 原料と して 使用され る。  - 

近時 原^ 落花生 は佛領 アフリカ、 英領 印度 等より 多量に 輸入す る 結果 支那よりの 輸入 は 漸減の 傾向に ある 


第二 表 佛國對 支 重要 輸入 商品 表 (一九 三 一年よ 
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落棉 及屑棉 
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(單位 海 關兩) 

1 九 三 四 年 

rs 一九、 七 八 九 

1、11ー九九、0ーーー0 

八 六 。、八 二 

、■ 八 §、？1|| 九 

五 七 七、 0 九 六 
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ニ八ーーー、五ち^1 
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二、 對支 輸出 商品の 變遷  ，  , 

佛國對 支 輸出品 は 一九二 〇 年頃 は 染料が 筆頭であって、 之に 次いで は 油 類、 緒 製品、 香水 • 白粉 等の 化 狭 品であった。 

其 他に は 小額の 時計 及び 毛織物が 輸出され、 金屬 及金屬 製品 は 殆ど 輸出がなかったり 然るに 其の後 數 年間に 著しい 變化を 


佛國對 支， 1 濟 勢力の 全貌  四 二 

生じ、 一 九 一 一六 年に は 毛織物 第 一 位、 人 緒 織物 第一 一位- 化粧品 第三 位、 染料 第 四 位、 酒類 第五 位と なった。 

加 之從來 貧弱であった 金屬 品の 輸出が 漸く 增 加の 兆 を 示し 始めた. 一 九 三 〇— 三 四 年に て は 佛國の 重工業の 發展と 他方 

支那の 經濟 建設 運動の 進展と 相俟って、 金屬及 其の 製品が 輸出品 中 最も 重要な 地位 を 占める ことと なった (，H の 時 弋に弗 

國の 輸出 額が 減少した こと は 第二の 三に 於て 述べた 如くで ある )。 一 九 三 一 年に は 金 屬が第 一 位 を 占め、 一 一 百 四十 萬 金單位 

で對支 輸出の 一三 丄ニ％ を 占めた。 毛織物が 第二 位、 機械 及金屬 製品 は 第三 位と なった。 翌三ニ 年 は金屬 製品 二百 三十 萬 

金單 位で 第 一 位、 化 擧藥品 は 百 十 萬金單 位で 第一 一位、 機械 及 工具 は 第三 位で ある。 三 三年 は金屬 製品が 再び 第 一 位と なり、 

金額 も 四百 三十 六 萬金單 位に 增 加した。 而 して 金屬が 第二 位、 化學藥 品が 第三 位で ある〕 更に 三 四 年に は金屬 製品 Q 三百 

七十 八 萬 金 單位を 第 一 位と し- 機械 及 工具の 百 四十 TO 萬金單 位が 之に 次ぎ、 其の 他 煙草 用紙 • 酒類 • 毛織， • ヒ粧ロ S の 頁 

である 佛國の 多-支 輸出品 は 以上の 如く 輕 工業 品 中心から 重工業 品 を 根幹と す る 方向に 推移した。 

a- 上グ -.il 國 f- 支 輸出品 を 支那が 各國 から 輸入す る 商品 總 額の 上から 見る とき は、 概して 重要な 地位 を 占める ものが 乏し 

い 力 一 九 三 三、 三四兩 年間に 於て 其の 一 一 〇％ 以上 を 占める もの は 天 絹 及 人絹 織物 • 化粧品 • 酒類 • 煙草 用紙であって、 

1 〇％ 以上の ものに は金屬 製 品 * 人^ 絲， 精油が ある。 他 は 何れも 一 〇％ に充 たない ものである。 

金屬 製品 は 一 九 三 一 一年に 於て は 支那の 同 品 輸入 合計の 一 三 .四％ - 三 三年に は 一 五 *四％ を 占 かた。 

第三 表 佛國對 支 重要 輸出 商品 表 (海 關金單 位) 

品 目， 一九 三 一年  1 九 三 二 年  一 九 三 三年  一九 三 四 年 
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一 S 一、 究ーーー 

二 rs 

ニー 一一  i 

六 一、 sli 

£ 八、 一一 八 S 

一三  一一！ 一一 一六 

一 五二七 0 

OC-0 


第 四 佛國對 支 貿易 收支 

佛國 の對支 貿易 收支は 一 九 三 四 年に 於て 八十 一 一 萬 海 關兩の 出超 を 見た 以外 は 連年 入超 繼續 して ゐる (第 四 表參照 y 


第三 章 ^ 


四 三 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌  四 四 

1 九 〇 五 年より 一 九 三 三年に 至る 一 一十 九 年間の 入超 累計 は 八 億 三千 三百 五十 一 萬 五 千 海 關兩に 達し、. 年 平均 一 一千 八 百 七 

十四 萬 一 一千 海 關兩の 入超と なる。 此の 入超 現象 は大戰 中より 戰後 了？ ニー  年まで は 稍々 減じた が、 一 九 一 二 一年より は戰前 

の 水準 以上に 復し" 一 九 一 一 五 年に は 遂に 五 千 三百 萬 海 關兩に 達して 入超の 記錄を 示した。 

1, 九 二八 年より 輸入の 減少に 伴 ひ 入超 も 漸減し、 一九 三 三年 は 入超 額 五 百 萬 海關兩 となり 歷 年の 最低と なった。 而し 

て、 翌 一 九 三 四 年 は 生絲の 輸入が 大 減した 爲に 一 轉 して 出超と なった。 以上の 如く 佛本國 は對支 入超 を續 けて 来た けれど 

も、 本國 以外に 植民地 保護 國の對 支 貿易 牧人が あり、 且つ 佛本國 の對支 投資 及び 借款の 利子、 海運 收入 等が あるので、 前 

記の 入超 を 補填し 得る こと は 云 ふ 迄 もない。 

一 九 三 五 年 乃至 一 九 三 八 年間の 佛本國 及 植民地 を 含めた 對支 貿易 收支を 見る と次褐 第五 表の 如くで ある。 

第 四 表 佛國對 支 入超 額 年表 


一九 〇 五 年 

1 九 〇 六 年 

一九 〇 七 年 

！ 九 〇 八 年 

一九 〇 九 年 

1 允一 . 〇 年 

一九 一一 年 

一九 一 二 年 


s、0 さ、 海關兩 

三、 0 七 七、 一一き ク 

一一 七、 S 九九、 九 五 九 > 

一一 九、 七 一一 五、 七 差 ク 

一一 一六、 S 六、 セ 00 ク 

一一 一 3 六 八、 六 00 ク 

一一 一 ro 八 一一 一、 九 八 一一 ク 

憂 、へ 七 六、 七 一 0- ク 


九 

九 


三 年 

四 年 

五 年 

六 年 

七 年 

八 年 

九 年 


九 二 〇 年 


一一 一！ trgnHC 五 

110、srl 一一 

一： 八、 oso、o 八 九 

一一 rs 二  ro 七： 九 

1 一一 一一、 一一 一一 六、 九 一九 

1 一八、 窗、 八 一九 

一一 一 0、 九  一 0、 一八 0 

一六、 一一 一一 七、 九 一 ま 


ニー  年  13  一  oroii 一  一 

ニニ 年  一 iir  一一  00、11 二  0 

二三 年  三 11、0 一 冗、 00 五 

一一 四 年  一一 一 SI、i, ハ、 一 so 

二 五 年 ，  吾 3 一一 八 、一一 豪 

二 六 年  五一 、ニー 九、 八 六 九 

二 七 年  一一 rwrl 一一 

二八 年  Mcrsa  、一奠 

二 九 年  一一 一八、 一 憂、 九九 ー1 一 

第五 表 佛本國 及 屬領對 支 貿易 收支表 (單位 元) 


九 

九 


九 三 〇 年 

九 三 一年 

九 三 二 年 

九 三 三 年 

九 三 四 年 

九 三 五 年 

九 三 六 年 

九 三 七 年 

九 三 八 年 


佛本國 


佛領印 

変 支那 


モ 口 


ァ 


ル ゼ 

ァ 


廣州灣 

祖 借地 


佛領西 

アフリカ 


九 三 五 年 

支 都へ 輸出 

支那より 輸入 

合  計 

九 三 六 年 

支那へ 輸出 

支那より 輸入 


一一 一一、 一 一一 一 ハー、 八 六 S  九 七 一一、 九 一一 0 

一一 九、 、六？ 八 12、五六ー 一 

slnsrn^^  io?n ハー r&< 一一 

一 < 、一 「八 0、 五一 一一 六 一八、 0£七、 六 七 四 

1  一一 SK へ、 さ 一 0 九、 sin ハさー 

S 八、 七 一  〈さ 151r 力 S  、一一  S 


一 0、 七 八 さ 

一。、 S ハ 

二  、一一 ま 

二、 一一 七 八 


一 S1 

、八 一一 一一 一- 

、八 £ 六 

一一 一八 八 

、七 五六 

、s 


S  、七 力 < 

，ー兰 望 

： 八 五、 ーー八一 一一 

一 r 七 M 七 


门 

九 
七 

薩ノさ ョ3 

£3 
ま 

？ U 

ごヒ 

0 

八 

九 
rv 

へ 

—四 

九 

七 

、七 二 「八 六 四 ^ 

一一 一、sl 一七 、一一 一八 九 ク 

七、 一一 七  一、 000  ^ 

五、 一一 k 八、 六 .0  ^ 

(出超) 八 一一 0、 一八 八 ク 

ー五 、八 八 二、 八 一四 元 

一 一 一、 00 八、 0 八 S ク 

. 一七、 五一 一一 七、 S 九 ク 

一 i 、漏 ^ 


佛領東 

アフリカ 


佛領 印度 


合  ijl  一口 


一三、 =lc 八 

一一 ：0  二、  0 六 八 

九 ーハ、 ズー 一一 

ニー  li_ 


ri  一一 ニー 一 

一 sin  一  01: 

一六 八、 麵 

一一 ハ<  、一 ま ハー 


さ 一、 slllrsl 一 

:p  一一  £、0 八 S 、カー ラ 

{究 、一 1ー£ 九、 六 £ 九 

11 三、 2 一一、 一一  1  一二 


II  一  rKi 、一一 一八 七 

k 五、 八 九 七、 SH( 

、一 3ri 

、空、 IK 八、 〈0 一一 一 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌 


四 六 


合 
計 

支 

那 
よ 

輸 
入 

支 九 

那 -で 
へ 八 
年 

出 

合 
計 

支 
那 
よ 
り 

人 

支 九 

那 5 

へ 七 

年 

輸 
出 

パ 

七 
ハ： 

八 

四 
七 

究 

m 
-ゃ 

五 

七 

七 

- 

八 
六 
CD 

五 

八 
七 

ノに 

九 
九 

七 

0 
-±：2 

五 
五 

九 

五 

究 
さ 

1 

八 

四 

0 

八 

七 

九 

八 

パ 

-fa 

四 

フ'、 

七 
/\ - 

九 
五 

0 
五 

7C 
五 

C3 

m 

七 

0 

0 

ま 
セ 

五 

四 

m 
四 

◦ 

四 

七 

五 
八 

四 

八 

九 

- ヒ 

O 

四 

-ヒ 

0 

四 

1 

八 

六 

： さ 

S  、一七 r 一一； 至 

, 五 七、 五八 r 九 量， 

一 ニー、 四 ors 一一 

一 0 一一、 き ハ 、一一 八 七- 


四五、 き 〈、八 四 五- 

、 一 1、実慮 

、き 一 0ー一、竜 


(註) 一九 i 年 は佛領 印度支那より 例外的に 米の 輸出が 多かった 爲めニ 千 四百 萬 元の 出超 を 見た のであって- 

で、 一九 三 六 年 千 九 百 萬 元、 一九 三 七 年 千 二百 萬 元、 一九 三 八 年 二百 萬 元で ある 0 

佛 國變領 中チュ 一一 ス、 シリア 其 他 は 省略 0  . 


此の 年 以外 は 毎年 入超 


, 第二 節 佛支 貿易の 現狀 

第 I 支那 對外 貿易に 於け る 佛國の 地位 

一、 佛本國 の對支 貿易 

佛賽易 QI 貿易に 對 する 割合 は 一九 0 五 年以來現在に 至る 迄、 大體ニ  五 ％ の 間にある。 最近 數 年間の 佛支 貿易 

總額 の裹貿 if 對 する 割合 I き、 一 九 三 五 S 四千 一 一 百 六十 萬 元で 二  . 八録、 一 九 一二 六 入 百 七す 

元で 一 マ 九 六ズ、 一 九 三 七 年 は 四千 七 百 七十 萬 元で 一 ェハ六 ％、 一  九 三 八 年 逢 千 八 百 七十 萬 元で 一 一 -Hi を 占めて ゐる。 


而 して 佛 國の對 支 輸入 は 各 國對支 輸入 總 計の 五 •〇 七 ％( 一  九 三 五 年)、 四丄ニ 〇％( 一  九 三 六 年)、 三 • 八 七 ％( 一  九 三 七 年)、 

對支 輸出 は 各 國對支 輸出 總 計の 一 • 四 一 九 三 五 年)、 一 • 九 五 ％( 一 九 三 六 年)、 一 • 五八 ％( 一  九 三 七 年) である。 以上の 

如く 佛國 は對支 入超 國で あるから、 輸入 は 輸出よりも 相對 的に 重要な 地位に ある。 

二、 佛國 植民地の 對支 貿易  . 

然るに 佛國は 所謂 「持てる 國」 であって 本國 以外に 佛領 印度支那、 モ n ッコ、 アル ゼ リア、 廣州灣 租借地、 佛領東 • 西 

阿弗利加 及佛領 印度との 對支 貿易が あるが 故に、 之をブ 口 ッ ク として 合計 するとき は 一 九 三 七 年に 於て 一 億 三百 三十 萬 元 

となり、 同年の 支那 貿易 總額 (十七 億 五 千 九 百 萬 元) の 五 • 七 五 ％ に相當 する。 斯 くの 如く 佛本國 及 其の 植民地 は 對支貿 

易に 於て 相當 有力な 地歩 を 占める が、 之 を 英帝國 の 一 一七 上 ハグ。、 米 國及屬 領のー 一四 *〇.^、 日本 帝國の 一 五 • 六 ％ に 比 す 

る 時 は、 到底 足 許に 及ばな いのは 勿論 • 獨 逸の  一 二-二 ％ に比べて すら 遙に徑 庭が ある。 (第 六表參 照) 

第 六 表 列 强ブ. ロックの 對支貿 為 額 及 百分比 (單位 千 元)  . 

1 九 三 六 年 


英帝國 

米國 及簡領 

日本 帝國 

0  逸 


支那へ 輸出 支那より 輸入 

一 酉 、二 三  一憲、 一一 五一 


合 


IJi.. 


一八 九、 

一七 0、 七 一一 七 

1 五 o、oin 


i  、五八 九 

一一 一一 £、 五 r 

一一 一九、 一 さ 一 


sn 一九、 s さ 一 

一 ーーハ％ 

21、 六 a 

孝 二 ％ 

！ー！ oriKo 

一八 九、 一 § 

二  .四％ 


 1— 九 ，J 一一 —七 年 

支那へ 輸出 支那より 輸入 

一一 s、0 九九 一 冗 八、 一一 ◦ 六 


一九二、 五八 八 

130 八 

s、i 


第一 「章 貿 


易 


1ー1 一 冗、 

10 九、 ほハ五 

七 一一、 5" 

四 七 


ムロ  計 

四 九 八、 Hi 

二 七丄ハ ％ 

Irsl 一 

貢 

一一き、 九 さ 一 

一 五丄ハ ％ 

三 八、 七壬ハ 

ニー  倉 


佛國對 支 I- 濟 勢力の 全貌 

佛本國 及屬領  一一； riKi ハ 

其 他 合計  九 gs  、八 三 七 

第 七 表 佛本國 及屬領 の對支 貿易 額 (單位 

地  域 

佛本國 

佛領 印度支那 

モロッコ 

アル ゼ リア 

廣州灣 租借地. 

佛 領西ァ フ リカ 

同 東アフリカ 

佛領 印度 

合  計 


Kr 五一 六 

さ 六、，？ さ 

千 元) 

1 九 三 五 年 

S 一一、 さ 七 

山ハ五 、六一 六 

10、 七 八 七 

二、  i 

ー舊 

II  一二、  Kill 


九 一一、 八 三 

2 ハー 一 ー％ 

:、六2、さー七 


九 三 六 年 

0 八、 七 六 九 

一一 r 九 S 

二、 一  一 七 八 

11、八七八 

ニー 一一 

ニハ八 

九 3 一八 八 


,1  一 M 


四 八 

WO 一一 一一 一一 

0! 八、 ま 九 


九 三 七 年 

£ 七、 七究 

a 一一、 八 一七 

八. i 

一一、 0 九 八 

1、5 

1 一 一 一一 一 

1 七 


一 05 一九 0 

一、 七 九 M、oel 


其の 對支 貿易 は 一 九 三 五 年 六 千 五 百 萬 元 


植民地 中對支 貿易 上 最も 重要な も の は . 云 ふ 迄 もな く佛領 印度支那 であつ て 

(四 • 四 〇％)、 一  さ 二 六 年 二 千 七 百 九十 萬 元 (一 • 六 九ぎ、 一 九 三 七年覃 二百 八十 萬 元 (二. 四 〇％) に 達し. 殆ど 本國の 

對賽き 劣ら S 貿易 額 を 示して ゐる (因 ^ 九 三 晕は佛 印より 支那へ i 物 輸出が 未 I の 巨額 —三千 萬 元— に 達 

した 爲 めに 本 國の對 賽易額 を 凌駕した ので ある)。 佛領 印度支那の 對蹇鬆 入 品と して は、 倉、 i が 何れも I 葛 


元に 達する 以外、 見るべき ものが なく、 對支 輸出に 於て は 西貢 米 i 出額が 薪然 多く、  I 九 三 五 年の 三千 萬 元は 例外と し 

て も、 章 四百 萬 元 乃至 千 萬 元に 達する。 但し 佛領 印度支那に 於け る 米 商人 は 雲に 依って 占められて 居る こと は 注目す 

べきで ある。 米にまで は 石炭が 百 五十 萬 ー兀程 度の 輸出 を 見る 外 導し t のがな、 尙佛領 印度支那の 貿易に ついては 

第三、 事變 後に 於け る佛支 貿易に 述べる ことと し、 其 他の 植民地の 對支 貿易 は 以下の 表 を 以て 示さう。 

第 八 表 怫國屬 領別對 支 貿易 額 及主耍 輸出入 品 


ァ. <ゼ リア 及 モロッコの 支那 茶 輸入額 (單位 元) 

國  別  一 九 三 五 年 

アル ゼ リア 

輸入 總額 

茶 輸入額 


モロ. ッコ 


in 碧、 Is 

1  一、 I  一一 一  3、 七 S 八 

(七. 言 


一 0、 七 八 rs 一 

一 0、 一  1  一一 一！ 0、 七 ：1  一二 

(1 人 ％) 


輸入 總額 

茶 輸入額 

6^ は 支那の 茶 輸出 總 額に 對 する 割合 を 示す 0 

佛領東 阿弗利加 對支 主要 輸入品 (單位 元) 

1 九 三 五 年 

織  物  一 七 r 九 S 九 

第三 章 賈  易 


九 三 六 年 


11、 八 六 0、 八 九九 

一一、 Ifnri 

(八 丄 ヌ) 


二、 一  ハ 

二、  OS 八、 九 六 一 


九 三 六 年 

き、 S 


九 三 七 年 


二、 0 五 r 九 S 

一、 八曼、 九- 究 


八 、一美、 素 

八， 1 さ 一、 sorl 

(一 1まハ％:* 


九 三 七 年 

S  、七， 五八 


九 三 八 年 


、七 八.？、  SO 六 

三 一 冥、 九 2 九 


七、 If! 晃 、さ 一 1ー 

七、 g 一  1|、1- 一九 


一 九 三 八 年 

二ぶ 八 一 11 

四 九 


佛國封 支經濟 勢力の &貌 


五 〇 


茶 


綿 糸、 刺 繍 品 一 

其， 他 合 計 一 


茶 


其 


佛領東 阿弗利加 對支 主要 輸出品 


其 他  <1 口 


詰 

計 


rig 

二 六、 一七 八 

置 、。六 八 

(海 關金單 位) 

1 九 三 五 年 

ニー、  2 冗 

ニー、 0 七 八 

U 卓 位 元) 

一九 三 五 年 

£ーーー七 、重 ハ 

物  + 一九、 i 

他 合 計  §、九八ー 一一 

佛領西 阿 弗 视加對 支主耍 輸出品 (海 關金單 位 〕 

1 九 三 五 年 


佛領西 阿弗利加 對支 主要 輸入品 


雜  貨 

其 他 合計 

佛領 印度 對支 輸出 額 (海 關金單 位) 


一、 § 

一、 CSS 


r 六 00 

一 rili 

九 六、 §ー 


九 三 六 年 

ri 一 

七、 一七 一一 


九 三 六 年 

S 七 七、 一六 八 

ス 一一、 苦 九 

so、s 九 八 

九 三 六 年 

四、 一一 H ハー 一 

3 一 さ 一一 


九 一二 一一 六 

ニー 九 

二  r  ニー 一  11 一 


九 三 七 年 

一一 n 一一 一六 

一一 n-lH ハ 


九 三 七 年 

靈ハ、 一八 一 

八 八、 八 一六 

匿、 二八 

九 三 七 年 

1、§ 

1、ー一八ニ 


一一： 七 

一 1 一一 一、 さ a 


九 三 八 年 

六 。一 

1 パ 01- 


九 三 八 年 

一一 八 七， 九！  3 

ニー rs 

異、 ii 醫 

九 三 八 年 

一一 一九二 

一き 1 


合  計 

佛領 印度 對支 主要 輸入品 (單仗 元) 


終  ^ 


其 他 合計 一 


九 三 五 年 

二 、靈 

九 三 五 年 

lilo、s 

八 0、 五六 一 

120、 八 七 九 


九 三 六 年 


九 三 六 年 

二八、 局 

一一 1ー六、 九 一三 

1 六 八、 1C. 


九 三 七 年 

二 ハー 一一 

九 三 七 年 

六 八 四 

IrM 九 


九 三 八 年 


九 三 八 年 

二、 

二、  s 

七 0、i ハ 


三. 佛國 側よ リ 見た る對支 貿易 

佛支 貿易 を佛國 の對外 貿易 上より 見る と、 對支 輸入 は 全 輸入額の 一 •〇 九 ％( 一  九 一 一 五 年/ 〇* 八 七 ％( 一  九 三 六 年) であ 

り、 而 して 對支 輸出 は 全 輸出 額の 〇. 四 六 ％( 一  九 三 五 年)、 〇• 六 一 ー％( 一 九 三 六 年) であって、 佛支 貿易 を佛國 側より 見る 

と 支那 側より 兒た ときよりも 一 層 重要の 度合が 少ない。 元 來佛國 の 輸出品 は化擧 製品 を 第一 として 鋼 鐵及同 製品 • 絹 製品 • 

毛織物より 成り、 輸入品 は 各種 食， 糧品及 石炭 を 主要な ものと する。 

佛國の 主要 輸入 相手 國は 米獨英 であって、 植民地よりの 輸入 は 全 輸入の 一 一 五— 一 一八 ％を 占め、 主要 輸出 相手 國は英 、獨、 

米- 瑞西、 白 耳義、 ルクセンブルグの 諸國 であって、 植民地への 輸出 は 全 輸出の 三 一— 三 四 ％ と 云 ふ 可成り 大きな 割合 を 

占める。  . . 

而 して 佛領 印度.^ 那 と木國 との 貿易 は 植民地よりの 全 輸入額の  一 oil 五 ％、 植民地への 全 輸出 額の 八 「九 ％ に相當 す 

る。 因に 佛國の 相手 國別 t: 出入 額 及 植民地 別 貿易 額に ついては、 次表. V 參 照せられ たい。 
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第 九 表 佛國 相手 國別 輸入額 表 (單位 千 法) 


支 

曰 


白 耳ぶ 


班 


太 


牙 


本 


0 

ルクセ ン ブル グ 


其 他 合計 (植民地 を 合む) 

, % は 輸入 總 額に 對 する 百分比 

第 十 表 佛國 相手 國別 輸出 額 表 (單位 千 法) 


逸 


i 九 三 四 年 

二、 一三 res 

一 S  、七 00 

(0丄 ハー ％) 

九 七、 八 一一 一一 一一 

一一、 一 さ、 一： 一一 一九 

八 四 •！ 三 七 

一九 五、 一一 二 六 

至 一一 一、 九 八 六 

m 八、 自 

四 g  、八 量 

一、 0 九 七、 一 一 一 111 


九 三 四 年 

、九 八 九、 一 九 li- 


1 九 三 五 年，. 

一、 室 八、 一一 一二 ハ 

一一 二八、 一一 0 さ 

(一 •。 き： 

量 一一 一、 七 一 11ー一： 

1 、七 さ、 二 六 一 

一、 五 七 r  一一  S 六 

一九 一、 一 1- 一 . 

(0 ん 1%)； 

IsrlfK 五一 

一、 四 oro  ニー 

三 六 八、 至 1 

110 、九 五 二 


九 三 五 年 

、os 九、 七 七 七 


五 二 


1 九 三 六 年 

一、 七 七！、 0 一七 

一一 一一 S  、二 

S 七 一一、 さ 一一 一 

一 sli 四、 さハニ 

八、 一一 七 I 

ニニ 一、 七 七 四 

一九 四、 i 

OH 六 ％) 

1. 二 七 七、 OS 

一、 六 ssn 一四 八 

g 七、 0 一一 八 

1ー3冗八、0四3 


九 三 六 年 

廳、 m 


支  那 

西班牙 

米  & 

伢太利 

日  本 

瑞  西 

白 耳義、 ルクセ ンブ ルグ 

蘇  聯 

其 他 合計 (植民地 を 含む) 

% は 輸出 總 額に 對 する 百分比 


八 八、 ■ 

II 冗 W  、ま 七 

八 1|ヌ、 ニー 一一 九 

憂 二、 1101 

1 、二 六 rs 

1、 九 七せ、 塞 一一 

一七 r  一一  S 

1 七、 八 さ、 二 九 


第 十一 表 佛國對 植民地 輸入額 表 (單位 千 法) 

植民地  一九 三 四 年 

佛領 西アフリカ  g 八、 八 00 

アル ゼ リア  二、 八 一  一一 一、 mm 

印度支那  六 ニー ー、逢 七 

(植民地よりの 輸入 總 額に 對 する 割合) nolfjx) 

マダ ガス カル  一靈、 I 七 八 


七 二、 0八六 

七 1£、£ さ 1 

1 、六 二、 七 八 二 

slnl 一七 九 

• さ 一一、 0 さ 

1、0 一一 一七 、一一 冗 一 

1、八ー3、八ー三 

一。 30 

1 五、 S 一一、 六 一 四 


1 九 三 五 年 

山 S へ、 0 六 七 

一 ー、層1 ヨー： 一 

五究、 七 一一 ◦ 

一一 10、 六 七 七 


九^ S  二 

(？さー％) 

1 一八き 一 

八 ま、 gsl 一 

1、 九 二、 童 

一一 さ、 二  13 

<11ー、 七 一一 冗 

九 七 rw 一一 一八 

一、 八 5  一一 一  2 

1 五、 S 五一 一一、 六 二 Ifj 
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1 九 三 六 年 

九 一一 一七、 九 S 一 

一一、 八 一一 一八、 九 二八 

1、0五0、ーー^3 

一一 一三、 一九 四 

五三 
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モロッコ 

シリア. 

チュニス 

其 他の 植民地 

合  計 

佛國の 輸入 總 額に 對 する 割合、 


y ハ八、 £ーーー 七 

二八、 10 

七 S 一一、 七 八 S 

五、 八 S 一  1 一、 七 五一 


第 十二 表 佛國對 植民地 輸出 額 表 (單 位. 千 法〕 


植民地 

佛 領西ァ フ リカ 

アル ゼ リア 

印度支那 

(植民地 へ の 輸出 總 額に 對 する 割合〕 

マダ ガス カル 

モロッコ 

シリア 

チュー！ ス 

其 他の 植民地 

合  計 

佛 II の 輸出 總 額に 封す る 割合 


一 九 三 四 年 

き i 

一一 一、 0 八 二、 九 S 

US 九、 ニー 一一 五 

(八 丄％:~ 

一八 九、 W 七 八 

3ハ^|、ーーーー七 

一 ori 七 九 

さ 六、 五 九九 

一一 一へ 一一 一、 六 £ 八 

五、 五一 s、0 へ 八 

一勢 


i、i 

ニー 一一、 1  一一 01 一一 

墨， <八0 

七七 七、 一一 S 

3 一一 八 一一 一、 八 S0 

爵 

一 九 三 五 年 

一一 八 一一、 OS 

一一、 五 七 七、 九 一六 

S 一一 一八、 八 七 一一 

？き 

一八 30 三 

S3 一一 

八 *|  、一一 一七 八 

Is ハ、 さ S 

一一 一一 一一 八 、き 

四、 八 化、 八 0 七 

一一 一丁 五 ％ 


五 四 

五八  一、 S 七 一一 一 

六五 、鱼 S 

五一 一一 ri 九 一 

九 一八、 01 一三 

七、 二  2 九、 九 一一 四 

1 九 三 六 年 

1 ラ： 一一、 八 一三 

一一、 究 o、lfs 

E 、七、 一一 一一 五 

？ー  ％) 

一一 00、 一一 10 一一 一 

一一 一八 一一 nisi ル 

0 一 、八 さ 一 

さ 0、0 一一-一七 

一一 一七 一一、 0 八 六 

五、 一 五 九、 二 (0 

一一 一子 五" <^ 


第 十三 表 佛國對 支軍耍 輸入品 統計 (單 位： 兀) 

商  品  一九 三 五 年 


暦 

麥 

座 


茶 

. 毛 


械製白 

及 卵 

幅、 パ 

花 


操 


白 


生 絲 

製 品 

ナ マ 幅 

由 

、n 


械製 黄生絲 


ン グ ス テ 

皮、 & 


麥 稗 


ン 

田 


九、 卞 x、f 一 

七、 ニー 九 

1、ー0  一、 一一：  一一  0 

七 六 七、 さ 一一 一一 

一一 、一七 八、 一九 七 

八 IH ハ、 九芸 

一一 i  、一七 r 六 S 八 

一六 六、 六 一一 一八 

一一 一一 rsfl 

1 、七 七 八、 HA 

ル七、 五 九九 

一、 ljlfj3 ハ § 

£ 六 0、1- は 九 

四？ 1、 七 S 

srg  二 

五八 一 、s 八 八 
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一 九 三 六 年 

八、 七 九 crEls 

一一、 二三、 一七 六 

二、 三 八、 八 一一 一一 

一、 一一 ocncsi 

一、 一一 二、  so 

一 、ニー r 八 さ 一 

一一 一一 六、 七 さ 

三 二八、 七？ w 

i3rl ョ 

！ 一一. 0、 さ 一 

三 四、 四. え 

へ 四 一一、 九臺 

llx 二、 四 七 二 

H 五、 § 

五六 八、 一一 1 


九 三 七 年 


一一 八。、 

1、 


九 一一 一 „fr 

，き- 

ニ鸾 

，霊- 

ま 一 r 

三 六 _ 

九 一一 六- 

，一 0 セ 

，一 § 

ls、 

一九 や 


一九 四 

二 六 

■g 一一 

-舅 

-四 一八 

-OS 

OS 

s 八 s 

二  k 

_浸ハ 


七 一一 一一 一一； 


1 九 三 八 年 

r さ 一一 九、：. 1 七 七 

5  一  31 

5 一八 i 

1、£ 七 六 

1、ーテ：八 

七 1- ム 

八 一一 一一 

窗、 

s、 

六 一一」、 

き、 


二 九 一 一、 

Is 气 

0, 

一一 八。 

五 五 


さ 一一 0 

1011 

0 

七 ニー 

八 ー1 一一 

一九 六 

一 化 

-七ズ 

八 13 

ニー  9 


佛國封 支， 經濟 勢力の 全貌  五六 

棉 花、 落 棉  lllsr 八 一八  S 九、 g 一  SS  1 一一 一一 六、 七 二 

称蠶絲  inl  一一； 0  030  一空、 七 カル 

0  香  一？ r  一一  一六 八、 W 五 七  一一 ll、一 一 1  BS0 

五倍子  一一 1- 一、 五 g  ニ七、量ー一  1  一二  rlM  ？八、 八 一八 

頭髮辋  九九、 九 五 九  一八 一、 九 一  一一  0  1 六 九、 E 七 七  so、lfi 八 八 

其 他 合計  一一 九、 一 一四 S  、六 K  |ーー0、ー 一一 八 八， 六 一一 0  II 三、 六 四 ー1ー、ー七六  一一 Q、s 一、 七 八 八 

支那 輸出 總 額に 對 する 割合  五 .0 八 ％  ，ー1ー1%  一一 一人 九％  一 ー丄 〈七 ％ 


第二 貿易商 品よ リ 見た る佛支 貿易の 檢討 

一、 對支 輸入品 

第 十三 表の 示す 如く 怫國 の對支 重要 輸入品 は 生絲を 筆頭と し、 麥稈眞 田 • 腸 衣 • 卵 製品 • 豚 毛 • 落花生-桐油， タングステン • 

獣皮 等で ある。 右の 中生 絲の 比重 (第 十四 表參 照) は壓倒 的であって、 一九 三 五 年 四 二 三1ー％ 、- 一九 三 六 年 三 九丄二 ％、 一九 

三 七 年 三 三 丄 1% と 漸減した が、 一 九 三 八 年に は 四 七， 一 % に增 加し、 佛國 對支瑜 出額の 大半 を 占めて ゐる。 斯 くの 如く 佛 

國は 現在に 於ても 依然として、 米國に 次ぐ 支那 生絲の 主要 市場で ある。  . 

生絲 以外の 各 商品の 對支 輸入に 於け る 比重 は 年々 移動が あって、 其の 傾向 は 一定し ない けれども、 落花生 * 桐油 は 幾分 

減少の 傾向 を 示し、 麥稃眞 田 • 腸 衣， 卵 製品 は 漸增の 傾向に ある。 

其 他 各 商品の 對支 輸入に 於け る 比重に ついては、 第 十四 表に 示す 如くで ある。 


第 十四 表 怫國對 支， 輸入 商品 別 百分比 


商 


品 


生 


麥稃帽 及眞田 

腸  衣 

卵 及 卵 製品 

豚  毛 

落花生 

桐  油 

タ ングス テン 

毛 皮、 皮 革 

其 他 合計 


九 三 五 年 

SlNi  一一 ー(％) 

や g 

亍ーハ S 

一 ？さ 

六 丄0 

5 一 

11. 六< 

10?00 


1 九 三 六 年 

=1 九 *ー 一一 

七上ー 八 

I 一一ん 四 

四丄ー 五 

予 七 0 

ー亍 一一 ー0 

ーま 

一 0?00 


九 三 七 年 

臺 丄 七 (％) 

11  一 • 七 六 

四丄0 

一一 一ん 六 

亍七 0 

SH 一一 一一 

一 10 


九 三 八 年 

八 丄 三 

七 .四11 

七 丄 一 一一 

一 1 一人 九 

一一 一 .0 セ 

一 • 四 九 

一 00*00 


次に 以上の 各輸： 商品が 該 品の 支那 輸入 總額 中に 占める 割合 を 一 九 三 六 年 を 採って 示す と 左の 如くで ある. 


生 

獸 


花 


生 

皮 


二八 6% 

1 了 三 ％ 

四 *九％ 

三 丄ハ％ 


衣 


製 品 


茶 


二 一 i 

五 •  ー％ 

二  *九％ 

二  *七％ 


金屬 (アンチ モ II I- タングステン) 

第三 章 賀  易 


二 六 ％ 


五 七 


,  五八 

佛國對 支經濟 勢力の 全貌 

近 S 支 輸出 商品の 中 金額の 最も 犬なる もの は雜 品であって、 金纖品 • 化纖品 • 染料. 機械 工具 及 自動車 *ト ラック 等 

|通器 具が 之にまで ゐる (第 十五 表寵 )。 雜 品の 輸出 は 近時 年 を 追 ふて 增 加し、 一 九 ーーー五 年に は對 支 輸出の 一 五 • 五 

$ あった ものが、 三 六 年 一 一 五 •§、 三 七 年 四 四 入％ となり、 更に 一 九 三 八 年に 於て は 五 五 • まの 著大な 割合 を 示す 

に 至った 第 十六 表參 照)。， 

此の 雑品の 內 容を檢 討す ると、 第 十七 表の 示す 如く 化粧品 • タイヤ ，郵便 小包 ，賣 材料 等の 品目の 明瞭なる もの は 全 

體の ト部 分に 過ぎないで、 七 一 一 ％| 九 五，^ は 品目 不明の 雑品で ある。 

最近 問題と なった 佛國 I 秦 if 此の I 輸出 增 加の 妻と 關聯 して 居.？ と は 勿論で 意が、 右雜 品の 全き 力 

果して 軍器で あるか 否か、 ii 計 外 S 何なる 程 奢で §f 特殊 輸 人が 行 はれて 居る かに 關 して は 之に 深く 立 入 

る ことが 出来ない (佛國 及 列 國の對 支 輸出 中に 於け I 目 不明 雜 品の 輸出 額 比較に ついては 第 十七 蠻第 二十 表參 照)。 

第 十五 表 佛 國 對支 重要 輸出品 統計 (海 關金單 位) ，  - 

一九 三 五 年  一九 三 六 年  一九 三 七 年  一九 三 八 年 

一、 一一 一一 一一、 盡  一一、 醫. 霊  二、  S  、一一 八 一一  3 八 ー1ー、一ーーー一ー 

一、 七 一一 rso 一  一一、 九 一七、 六 八 9  一 、一三 M  、七 八 八  八 九 八、 さ 六 

へ 八 5 ハ 0 四  七七 七、 §ー  i  、一  1  S ハ、 八 S  ， 

音ーー 、九 七 K  . 13、w  - 重. 窗  一美、 i 一 

. S 一七、 裏  i 、一 S  .  二 (八、 貴  霧、 i 


商  品 

雜  品 

金  屬 

化 M> 製品、 藥劑 

染料 及 塗料 

機 械、 ェ 具. 


货車*自動^5^ト ラ ック  量 八、 es 

紙  0  至 0、 九 一 一四 

雜 金^製 品  一一 八 S  、九 W 一一 一 

羊毛 及 同 製品  一一 九 0  一  S 

酒.  類  一一 艽八、 さ 五 

刺繍糸  二八、 2} 

香  油  さ、 九へ 九 

天、 人絹 製品  九 一 5 一一 八 

麻 及 同 製品  一， Is 一一 

其 他 八 n 計  ？、 二 九 七、 llH ハ五 

支那 輸人總 額に 封す る 割合  了翌％ 

第 十六 表 佛國對 支 輸出 商品 別 百分比 

商  品  一九 三 五 年 

金  屬  一一 一一 ー丄ハ 七 

化學 製品、 藥劑  二 マニー 

染料 及 塗料 

- 機械 • ェ 具  五 • 七 五 

貨物 • 自動車 ，トラック  七 上 一一 七 
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s's^  110 八ぶ 九 111  一一 01 、四 九 六 

一一-; 1、 ま 1  一  一一 一一 0、 九 四 七  rls  、一  E 九 

二！！ r  一  0  一一 一  5 「奪！  一!1 一六、 五 五 0 

一一 一一 、一： さ  Kns  九 八、 0 八 二 

一一 二 七、 七 八 一一  八、 七 さ 一  一 0 一一 一、 七 0 九 

ニー 一一、 ー奠  一 五 七、 八 七 一  九 七 、一一 1ー 一一 

一一 一九、 i  ニー 11 、八 八 六 

15 慕  一 一一 一一 、塞  一一 七、 八 ーハ八 . 

五、 八 01  一  I 三、 liH ハ 0  一八、 さ 一 一 

へ、 IS 八， i  rsnl 一九  八、 §rts 

了 力 s%  T§  一一 

一九 三 六 年  一九 三 七 年  一九 三 八 年 

1S*0 九 (％)  人 七 (％)  1.±8 

Ms  一八 二  • 一六 

や 五八  や^  八 4 一一 

は • 七 一一 一  IiH 一： 么  ，g 

ーェ 五  i  £丄0 

七 i  II 三 六  S 

五 九 
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紙  類  I 九 一 

其 他 合計  10?00 一 

第 十七 表 佛國對 支 輸出 雜品 內譯 (海 關金單 位) 一 

品  目  一九 三 五 年 1 

品目 不明の 雜品  八 一七 、一一 一八 七 , 

香  ， 水  さ、 8 一 

レ ー ス及衣 飾 品  一一 八、 00 四 一 

自動車 タイヤ  一六、 六 さ 一 

白  粉  Er 一一 一八 0  ； 

人力車 タイヤ  一一、 七 £0 

郵便小包  一六、一 九 一一- 一 

一 

乾板、 フィルム 、  £s、0 一一 一 一 

其 他 合計  一、 一一 一一 一一、 一 

雜品總 額に 對 する 不明 雜 品の 割合  さ 一 ら％  ： 

第 十八 表 佛國對 支 輸出 金 屬內譯 (海 關金單 位 ^ 

口 叫  目  • 一 九 三 五 年 j 

鋼. 鐡 屑  i 

軌  條  笑 七、 lis  _ 


六 〇 • 

一一 一 *0 八  一一 H 一一 

一 00*00  一  00*00  -§.00 

1 九 三 六 年  一九 三 七 年  一九 三 八 年 

1、 七 一一 一八、 五一 八  一一， 八 一一 八、 九 五八  S  、一一 九 五、 四 一九 

六 六、 一一 八 一  3B  M 九 、四お 七 

一 一七 、一七 九  二 35  1125 六 五 

m、《M  1  一一、 0? 七  一三、 六 九 S 

ペ七七  一一 九 i 一  0  1ー六、一 七 一一 

1ー、0 一一 八  一一、 九 七 S  10  、一一 一一 究 

一一 一一、 八 g  九、 一 一一 一一  10、 一一 九 八 

一一 一八、 六 七 八  一六、 一 or  『 ゼ 五一 

一一、 0 園、 九 一一 一九  一一、 九 八 六 、二八 一一  s、s 八 一一 一、 一一 一一 11 

一九 三 六 年  一九 三 七 年，  一九 三 八 年 

九 六、 一一 0 六  一八 五、 二  、置 七 

1、 るハ 七、 九 S  九 一 1 一、 き 1  一一 九 八、 ES 


棒  釘  i  、さ 10 

其 他 合計  一、 さぶ、 EOl 

支那 金屬 輸入額に 對 する 割合  一一 一 七 ％ 

第 十九 表 列 1： の對 支金屬 輸出 額 比較 (海 關金單 位り 


國 


米 

英 

其 


耳 


合 


國 

計 


那金屬 輸人總 額に 

對 する 佛國の 割合 


1 九 三 五 年 

六、 srcs 

一 0、 さ ハー 3 さ， 

九、 七 八 0、000 

5ー六七 ぶ 六 九 

七、 七 五3は 九 

一、 七 一一せ、 S01 

四セ、 四 一一 iO  、九 一一 10 

1  一一 *五 七 ％ 


第二 十 表 列國の 「不明 雜品」 對支 輸出 比較 表 

國  別  一 九 三 五 年 

獨  國 


ず 


太 


1 一、 九 g  、至 七 

二、 六 0 一一 一 、さ  一二 

へ 3K 七 


一一 一一 八、  <  八 八 

11、 九 一七、 六へ 四 

六 丄0% 

一九 三 六 年 

七、 sir  一一  0 九 

一 0、 一一 八 冗、 一 一八 二 

八、 七 sr 八 S 

三 、八？ 八、 1 四 

rl 一、 四 六 Q 

. 1 一、 九 一せ、 六 八 S 

S 七、 七 九スさ 一一 

(海 關金單 位) 

1 九 三 六 年 

1 一一 、一一 一一 一一 立、 五一へ 

一一、 一 一-七 一一 一、 S 七 

1 、七 ifK 、五一 八 


巨 3、 五 0 九 

1 、一三 1- ，七 八 八 

一一 丄  一 ー％ 

1 九 三 七 年 

1 一一、 七 一一 八、 S3 

九、 八 一一 sn£ 

lo、os 一、 1 一三 1 

セ、0 九 四、 六 五一 一 

七、 六 0  一一、 ニー 一一 

. 1、 雲、 七 八 八 

五七、さ八、1九：^| 

千 二 ー％ 

1 九 三 七 年 

七、 0 九 rog 

八 四 八、 八 七 一一 

IrA 一一 八、 九五八 
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二 七、 9^ 

へ 九へ、 六 1 六 

1  一一 

1 九 三 八 年 

r 九 一一 一一 穴 八 四 一一 一 

rES  、五八 0 

四、 九 さ 一、一  一二 七 

5 一へ 二、 七 八 四 

二ぶ S 三、 二  0 ル 

八九八、六1^- 

1 一八、 sol。 

1 一一 丄六％ 

1 九 三 八 年 

八、 へ 八へ J  S ハ 

UTE 究、 九 八 一 

四、 一一 八！ -、  31 九 

六 1 


米 

英 


六 二 

ニ、八^:九、00七 

1 、九 S  、七 一一 一一 

1 、八 三、 六 七ーハ 

一、 IS 一一、 一一 一二 

五 九 ros 六 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌 

國  四， 八 五一 一 、ニー  1 一一、 一一 1、0ーー七  六、 雲、 ■ 

耳 義  一、i 、！ S  . 八 七？ 、へさ  一、 01 5 一一 四 

ェ n  •  一一 一  r 八 S ハ  S 八 五  臺ー、 § 

國  一一 一、 i 、震  一一， SI、S  . 一一、 四 031H ハ • 

本  sn 臺  芸 一、 一一 六 一一  吾一 八、 さ 一 

上記の 雑品に 次いで は 金屬が 第二 位であって、 一九 三 六 年に は 三 五. 八 ％ に 達した が、 三 七 年 は 一八. 四 ％ に 下り、 更に 

一九 三 八 年に は  一 一 •  一  ％ に 低下した。 此の 金屬 類の 大部分 は 第 十八 表に 示す 如く 鐵及 鋼鐵 であって、 其の 支那 金屬 輸入 

合計 中に 於け る 割合 は 三 ％ —六 ％ の 間にある。 以上 雜品、 金屬を 除く 他の 佛國對 支 輸出 各 商品の 支那 輸入 各 商品 總 額に 對 

する 割合 を 一 九 三 六 年 を 採って 之 を 示す と 次の 如くで ある。 

金  屬  六 • 一〇％ (銅 鐵は九 丄ハ七 ％) 化學 製品、 藥劑  三 • 四 四％ 

交 通 器具  二  •〇〇％  染  料  二 • 一  ー％ 

雜 金. 屬 製 品  一 ニー 五 ％  紙  類  0 人 四 ％ 

機械工 具  o 六 六 ％ 


第三 支那 蓽變 勃發 後に 淤 ける 佛支 貿易 


、 一 九 三 七、 八 年の 佛支 貿易 

事 變勃發 の 前年、 一九 三 六 年の 佛支 貿易 は 支那の 經濟 建設、 幣制の 安定、 豊作に 依る 購買力の 增加 等の 好 條件を 反映し 


て、 輸入 輸出 共に 一 九 三 五 年より 著しく 增 加した。 

一九 三 七 年の 後半 は 事 變の爲 に佛國 の對支 貿易 は 大打擊 を 被った が、 其の 前半に 於て 好調であった 爲に、 全體 として 一 

九 三 六 年の 輸出入 合計 四千 八 百 萬 元より 僅に 百 萬 元 を 減じた だけで ある" 而 して 佛 國の對 支 輸出 は 一 九 三 六 年の 千 八 百 萬 

元より 三百 萬 元 減じた が、 支那の 對支 輸出 は 三千 萬 元より 三千 一 一 百 萬 元に 增 加した。 更に 佛國 の對支 貿易 を 本國と 植民 

地と を 一 括して 見る とき は、 一 九 三 七 年に は 一 九 三 六 年の 九 千 三百 萬 元より 一 億 三百 萬 元に 增加を 示した。 而も 支那へ の 

輸出 は 一 九 三 七 年の 八月 乃至 十一 一月の 交戰 期間に 於て すら 前年 同期の 九 百 萬 元より 千 八 百 萬 元に 激增 した 爲に、 同期に 於 

て 支那よりの 輸入 は 前年の 二 千 八 百 萬 元より 一 一千 五 百 萬 元に 下った が、 尙 一 ケ年を 通計す ると 前述の 如く 貿易 額の 上向 を 

示した。 右の 後半期に 於て 英 • 米* 日 *獨 の 支那へ の 輸出が 何れも 激減した のに、 佛國 だけが 以上の 如く 增 加した の は、 

主として 印度支那よりの 米の 輸出が 增 加した に 因る ものと 考 へられる (第一 一十 一 表參 照)。  . 

これ は、 蓋し 交戰 leil 域の 擴大に 伴 ふ 食糧の 生產 不足 を 補給す る 必要に 出で たもので あらう。 

一 九 三 八 年に 於け る 佛本國 と 支那との 貿易 を 一 九 三 七 年に 比べる と、 輸出 は 千 五 百 萬 元より 千 八 百 萬 元に 增 加し、 各國 

の 支那への 輸出 總 計に 對 する 佛國の 割合 は 一 ，五八 ％ より 二， 〇五％ に增 加した。 只 支那よりの 輸入 は 前年の 三千 二百 萬 元 

より 二 千 萬 元に 低落した。 

右の 輸出 增加 は佛國 の對支 武器 輸出の 增 加に 因る ものである こと は 疑 を容れ ない。 (第一 一十三 表參 照) 
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第二 十一 表 佛領 印度支那 對支 主要 輸出品 統計 


品  別 

米  穀 

石  炭 

石材 • セ メ ント 

海産物， 


藥 劑 

染 料 

其 他 

第二 十二 表 

生 


. 品 

香 料 


塗 

合 


花 


1 九 三 五 年 

II  一 3 ハ 01 、カー 一一 0 

rsl- ュ、 八 七 九 

SI 、一 S 

一 1 一八 八、 1晝 

看 50S 

一一 一 五、 10-1 

一 C 九、 七九ーー 一 

臺、. 九九 res 七 


煙 

蔬 


佛領 印度支那 對支 主要 輸入品 統計 

別  一九 三 五 年 

屬  sn 一一 一八 

織 品  1 一一 一一 一、 八 さ 一 

£八11 、き 

草  ー§、八七五 

茱  一九 Hi  、八 一一 0 


(海 關金單 位) 

1 九 三 六 年 

3ハ究、 震 

一、 五一 53 ぼ 

三 S 、一七 二 

ー舊、 九 七 一一 一 

さ 一 0、E1 一七 

臺ー、 1 一一 八 

一一 sr 九 七 一 1ー 

二  S  、一一 萬 

七、 九九 S 冗 六 

(單位 元) ， 

1 九 三 六 年 

一、 一三 一一ぶ 一 1 冗 

UTS 七 r 八 一一 七 

1H(S  、七 七 S 

1六、 六 111 一 

iiir 七 OS 

111310 


1 九 三 七 年 

一 0、mrs3 

ー、暨0、£九六 

1SS  、八 一一 二 

一一 一 OS  、五八 W 

E 九 r さ 八 

1 一一 1 一一、 さ 二 

lfH>  、六  一 0 

八  一、 0£ 八 

一一 一一、 一三  一、 §fi 

1 九 三 七 年 

115 九 一一、 お  一二 

r 一一 一一 一一、 八 一！ 一八 

111011、 九九 一 

i  、さ 一？ 

一 H02 一  II 


六 四 

1 九 三 八 年 

六、 七 八 ro 一九 

一一 一、 七三、 九 一九 

一一 1、 ー醫 

§、■ 

一一 さ 一一、 九 一一 一七 

一 五 res 

一三、 六 Is 

IfKill 一一 

二、 九 さ、 0 七 一一 一 

一九 三 八 年 

五、 究 一 、七 六 七 

S  、一一 一  ss、s 八 0 

S 七 、一九 一 

E 二 七、 八 九 八 

11 豪、 一 S 

11 一一 一九、 一 厘 


果 

石 材 


藥 

匕 


材 

學 


其 他 


磁 器 

香 料 

製 品 

製 品 

合 計 


一 七、 S 

九 S 、七 0 八 

一 さ 一、 晋八 

七 r  一一  0 一一 

一一 一一 一一、 一 S 

ニー 八、 八 九九 

、八 Mf 五六 一一 


一； 。望 ハ 

1g  、一一 一八 四 

三  一、 0 さ 

一 00、 昼 

i  、五 七 八 

一一 一 ifn ま 0 

九、 八鱼 、六七ーーー 


爵、 S 

110 九、 九九 0 

Kill 

八 0、 五 

一 or 昌 

遺、 二  OS 

一一 一、 八 壬ハ、 y さ 一 


一一 八 一 i 

一一 さ、 九 七 九 

一八 3 一至 

一二 0、 七 21 

七： き、 g 六 

き 00 

一 五、 八 iroo  二 


第二 十 I 二 表 最近 佛支 貿易 額 表 (％ は 支那の 封 外 輸出入 合計 額に 對 する 百分率 を 示す) (單位 元〕 


佛國 より 輸入 

1 5  一 H ハー、 八 六 四 

一八、 一一 一八 0、五棄 

一 rion 一七 

一八、 一一 一 g  、一一 一一 一一 一一 


奚 

一一き 


佛國へ 輪 出 

一一 九、 二  sr 六 七 八 

三 0、 一一 一八 八、 さ 一 0 

一一 一一 一、 窗ー、 m ハ 

一一 o、ls 一、 ズ八 


SM  一一  0 

一一 一人 九 


合  計 

四 一一、 六 03§1 

S 八、 七 一 (九、 奚 

IT 七究、 S 

一一 一八、 七 oro 一一  一: 


亍 一八 

一王 ハ六 

一一 丄 一一 一一 一 


1 九 三 五 年 

1 九 三 六 年 

1 九 三 七 年 

1 九 三 八 年 

/一、 武器 輸出の 經路 

南京 放 li. 後の 國民 政府 は 四つの 武器 供給 動脈 を 有って 居た。 卽ち (1) 每漢 線-— 香港、 (2) 甘肅、 新 疆を經 て ソ聯と 結ぶ 

供給路、 (3」 昆明 I 海防 佛領 印度支那)、 (4) 雲 南 I 緬甸に 至 ス 供、 祐路 である。 併し 粤漢 線は廣 東、 漢 口の 陷落 以前から 

旣に 猛烈な 签爆を 受けて 輸送 能力が 減殺され、 且つ 漢 口より 重要 機關が 奥地に 撤退す ると 共に、 此の 供給路の 重要性が 頓 

に 喪失す るに 至った。 而 して 第二の ソ聯 への 通路ば 距離が 長く 輸途に 不便で あり、 從て陕 西 甘肅を 地盤と する 共産軍に と 
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つて は 之 を 利用す る こと は 好都合で あるが、 四川、 貴 州、 雲 南 諸 省 を根據 とする 蔣政權 にと つて は 作戰上 第三の 佛領 印度 

支那の 連絡 路 及び 第 四の 緬甸經 由 路線 (英國 の 援助に 依る) を 利用して 交戰 能力.^ 培養す るに 至る の は當然 である。 此の 

第三の 供給路 は 四川、 貴 州、 雲 南-を 經 由して 佛領の 海港に 通す るが 故に、 空襲の 危險も 比較的に 少ない。 斯 くして 一九 三 

七 年 六月 頃より 蔣政權 の漢ロ 放棄、 昆明 移轉を 見越して 佛國の 武器 輸出 は 益々 積極 化し、 其の 間、 我國 から 再三 佛國 に對し 

て 武器 輸出 禁止の 申入れ をな したに 拘ら す、 依然として 之 を繼續 して 来った ので ある。 以上の 佛國對 支 武器 輸出 は 英米 並 

にソ 聯の對 支援 助の 動向に 便乘 し、 其の 虎 威を藉 つて 執拗に 行 はれて 居り、 一面 其の 商業 上の 利益 を 博す ると 共に、 他面 

支那の g 期 抗戰を 側面より 援助して、 日本の 大陸 進出の 結果 佛領 印度支那に 於け る 自己の 勢力が 脅威 を 受ける こと を 阻止 

4j ん とする 意圖に 出で たもので ある こと は 明白で ある。 

一二、 西南 支 貿易に 於け る 佛國の 勢力 

第一 節 第一 に 於て 概述 した 如く 佛國は 西南 支に 於て 多年 經濟的 勢力 を扶殖 した" 

米國 領事の 報告に 依る と、 一 九 三 〇 年の 雲 南 省の 對外 貿易 額 は 一 一千 五十 五 萬 六 千 米 弗であった が、. 一 九 三 一 年に は 僅に 

四百 五十八 萬 二 千 米 弗と なり、 此の 中 六 〇 ヅ は佛 商人の 取引に 係る ものであって、 米 國はニ 英國は 一 五 ％ の 割合 を 

占めて 居た と 謂 はれる。 

佛國の 對支全 貿易 額 は 左程 犬で はない が、 雲 南 貿易に 於け る 其の 勢力が 上述の 如く 最も 優越な の は 其の 歷 史的 背景の 然 

らしめ る 所で ある-  . 

最近の 雲 南 貿易 額 及び 其の 全 支 貿易 額に 於け る 割合 は 左記の 如くで ある。 


1 九 三 五 年 

1 九 三 六 年 

1 九 三 七 年 

1 九 三 八^ 


二 千 九 百 萬 元 

三千 八 百 萬 元 

四千 九 百 萬 元 

五 千 八 百 萬 元 


( 一 • 九 五 ％) 

0 丁 三 〇％) 

(一丁 七 五 ％) 

(三 • 五三 ％~ 


支那 事 變勃發 以来 躍進せ る 雲 南の 對外 貿易の 相手 國は 元より 佛國 だけで はない が、 事 變以來 西南 支に 於け る佛國 勢力の 

墳 加の 顯 著な ものが ある ことが 推知 出来る。 


第二 十四 表 南支 對佛印 陸 境 貿易 額 


0 

蒙 


茅 


以上 三 地の 全 支 貿易に 於け る 割合 

第二 十五 表 支那 對佛印 貿易 額 表 


一 九 三 五 年 

10 九、 八 一六 

一一 三、 灵.？ 、八 0 八 

(一. 養) 

一、 0 二 七、 呈ハ 

(◦•0 き 

二  S  、七 一一 3ハ§ 


1 九 三 六 年 

0>0  一  ％.) 

三 r 七 八 0、 10 六 

(了さー％:- 

一、 一一 七 1、 五 九 八 

三 一一 一、 一 m2 は 八 

亍 01%. 


1 九 三 七 年 

一一！ 七 九、 £八九 

(0*0ーー％) 

望、.？ 九 0  、八员 

(1  一 .ss 

八 八 九、 一一 八 0 

S 五、 0 究、 六 一 W 

一一 *五ー％ 


九 三 八 年 


元 


究八、 0 八 一 

五一、 一八 一一、 九 一一 七 

(1 亍 1 五 ％) 

吾ー七、 せ 一六 

(0,0  一一 ー％:> 

五一 一一 、四 一八、 さ 一 3 

三 丄 三 ％ 


(％ は 支那の 封 外 輸出入 合計 額に 對 する 百分比 を 一 1$ す) 


1 九 三 


五 年 

第三 章 貿 


佛領 印度支那より 輸入 

力、 九 七 二、 九 一一 Q 

(ゃ憲 

易 


佛領 印度支那へ 輸出 

ffj  、六 S 一一 一、 五六 一一 

0>九< さ 


合 


計 


六 If さ 八 一一 

(1%) 


元 


六 七 


一八、 0ST_(3 

(一食) 

一： 九、 九 さ、 七 s- 

(子 通 

一一 七、 臺ー、 一一 九 五 

(一一 一 *0 一 ハ％) 


九、 八 九 一一 一、 六 室 _ 

(1%) ： 

ニー、 八 壬 (、五 さ 一： 

(i さ 

一 五、 八 iroQ 一一； 

. (一一-養) 一 


一一 七、 九 s  、づー S 七 

(ェハ き 

巨、 八 一一 究 

£ー 一一、  二ハ 七、 一 

(一 H ハ 0%) 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌 

1 九 三 六 年 

1 九 三 七 年 

1 九 三 八 年 

四- 香港と 脾頷 印度支那との 貿易  ， ； リ 

第一 一十 is つて 知る 如く、  Img 一  九 一一 一六 g 一  《九 まら 一 九  一二 七 S  二. 四 0 

躍し 更に r 八 雷 二 .  §i した 二  I 年 十月 末廣東- 漢ロ  ii い i し y 並せ 

に廣九 g 輸 |簡 せられた f  、慕 對南賽 S 非常な 打擊 i けき ととな り、 從來 墓よ/ ruu  i 

一.， し 一- 广-ぽ v-CJb/^^  /.^ ザ乂. i.】 ら， e る ものが 多くな り、 叉 同時に 支 f 歩え の 物 

られ， こ. な 一 日- 佛領 印度に 陸揚げして 海防より 陸 境き 經て支 f へ 入せ" ォ 7 ダカ 4- 

ズ づ、 l.p^ に a こおつ 母方へ られ、 若く は トラックに， 依って 廣州 灣經由 香港へ^ 出せら 

產も 重慶、 若く は昆 明に 集中の 上 溟越 鐵路に 依って 海^へ. > せられ 来 《 

る ものが 激增 した。 右の 事實は 次表に 依って 看取す る ことが 出来よう  ， 


第二 十六 表 


九 三ヒ— 三 八 年 香港 貿易 (單位 香港 弗) 

香港 へ 輸入 


香港よ 


輸 出 


匕 

中 

南 


支 

支 


九 三 八 年 十 一 月 

一一 一一 一、 11 、一八 Q 

1、究0、1ー§1四 

21、ーー三ーー、0111 


九 三 七 年 十 一 月 

rs 一九、 八 Q 一一 一 

九 八 一一 一、 一一 ー七3 

1  一一、 og  、七？ K 


九 三 八 年 十 一月 

一一、 九 <| 一一、 九 八 二 

九 七 六、 0 七 七 

一 1 一、  < 八 一一、 八 七 一 1 一 


九 三 七 年 十 一月 

EI  、七 さ 一、IS 一一 

Irs ハー 一一、 0 一一 一一 

一一 一、ーー八 八、 og 


全  支  一一 八、 一一 九  一 九、 W1 七、 九 一 ま  七、 八 £ー一 、ま 一  K 、ニー 一一、  £六 八 

佛領 印度支那  一一、 so  、八 九 七  330  一  nsno 一一  limll 九 

佛  國  一醫 、五 g  .  ニー 一一 ri  八 一一 ri ま  woi 七 

廣州濟  一、 舊、 £ 八 一  一、0 登、 slfl  1、 ニ九气 i  i.i 

其 他 合計  _fl 一一 一、 六 gfs 、八 一一 六  究、 六 七ュ、 一 103  S 、一一 一八 一 2 九 八  e5 一二 『一 一一 m 

卽ち 廣東陷 落後 香港 に ストックした 貨物が 急激に 廣州灣 及 海防 方面 に 輸送され たので ある" 右 十一月の 香港 貿易 表 の 示 

す 如く、 輸出入 總 額の 減少よりも、 其の 對 南支 貿易の 減少が 著しく 眼を惹 く。 而 して 此の 對 南支 貿易の 激減 は對廣 州灣及 • 

佛領 印度支那 貿易の 增 加に 依って 聊か 相殺され た感が ある。 

佛領 印度支那 向け 輸出 は 一 九 三 八 年 十 一 月 は 前年 同期に 比べ て 五一 ー％ を增 加し 廣州灣 向け は 同じく 九 四 ズを增 加した。 

斯 くの 如く 佛領 印度支那 及 廣州灣 は 第一 一節 第三に 於て 述べた 如ぐ 佛國の 武器 輸送 經路 として 役立って 居る ばかりでなく、 

又 第三 國 商品の 對支 輸出、 支那 物産の 對外 輸出の 經路 としても、 事 變以來 特殊な 役割 を 果して 居る ので ある。 
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第一 節鐵道  _ 

第一 沿  革  ， 

一、 南支へ の 進出 

佛國の 對支鐵 道 進出の 企 圖は佛 印と 境 を 接する 南支に 於て 比較的 早く、 且つ 順調に 進涉 した- 卽ち 一 八 八 四 年の 淸佛戰 

爭は 翌年 天津 條約を 以て 平和 克復した が、 是に 依って 支那 は 佛國の 東京 領有- 安 南の 保護領 化 及 その 鐵道 敷設 權を 承認し、 

次で 國境 劃定 及 通商に 關 する 追加 補足 條 約に 依り、 支那 領內 への 鐵道 延長 權と でも 稱 すべ きもの を 認める に 至った。 斯ぐ. 

てこの 利權は 一 八 九 六 年 六月 五日、 安南鐵 道の 延長と して 諒山 • 龍 州 間 路線の 敷設 權 獲得と して 實 現し、 費務林 公司 Ln 

Cie  de  Fives-Lilles が 工事 を 請負 ふこと となった。 これ は 列 國の對 支 鐵道權 益 獲得の 最初であって、 英國の それに 先 だつ 

こと 一 一年で ある J 

これに 引續 いて 佛國が 南支に 於て 確保した 鐵道 敷設 權は 一 八 九 七 年の 龍 州 鐵路の 東方 延長 線、 安南國 境と 雲 南 省 城 を 連 

絡す る 路線、 一 八 九 八 年の 東京より 雲 南府に 室る 路線、 南 寧 • 北海 線、 赤 坎* 喑舖線 等の 多數に 上り、 南支に 於け る 勢力圏 

を 設定した ので あつたが、 實 際に 起工せ る もの は 皆無であった。 而 して 右のう ち 東京 ， 雲 南府間 路線 は 一 九 〇 三年 印度 支 

i-.^ 廳 び-補助に 係る 鎮 越!！ 路 公司 La  compagnie  Fran り aise  des  Chemins  de  Fer  de  I-Jndo-chine  et  du  Yunnan の 創立 及 


び 中 法 合 訂濱越 鐵路章 程の 締結に 依って 具體 化し、 難 工事 を 克服して 一 九 一 〇 年 海防- 老開 I 雲南府 間八 五 一 秆を 完成し 

た。 本 鐵道は 形式的に は佛支 共同 經營の 如くなる も. 支那 側 雲 南 省 當局は 用地 を 提供せ る 外 何等の 權利 義務 を 有せす、 公 

司 は 建設、 管理、 經營の 諸 権利 を 八十 年に 亘 つて 特許 せられた 所の 所謂 外國 承辦鐵 道であって、 廣九鐵 道 英國段 及び 東 

淸鐵 道と 共に、 在支鐵 道中の 特殊 形態に 屬 する。 

此 間に 於て 注目すべき は 雲 南、 四川 兩 省に 於け る 英佛兩 勢力の 接觸 であって、 一 八 九 六 年兩國 間に は 協調 成立した が、 

その後 佛財 團は漢 口、 信 陽 地方より 成 都に 至る 路線の 建設 權を 獲得し、 更に これ を 雲 南に 延長す る計畫 をな せる に對 し、 

英國 もまた 浦 信 鐵道を 成 都に 延長し AJ れを ビルマに 連絡 せんと 企て 協調 は 空文に 歸 した" 然るに 兩國は 米、 獨兩國 の 進出 

を 惧れ. 一九 〇 五 年 十月 遂に 在 支鐵道 建設に 關 する 協定 を 取決め、 中部 支那に 於け る鐵道 企業の 獨占を 宣言し、 共同 歩調 

をと る こと を 申合せた。 

二、 投資 活動 

中 北支に 於け る佛國 の鐵道 事業 進出 は 南支に 見る 如き 表面的な 動き を 見せす、 專 ら便乘 主義と も 謂 ふべき 獨特の 性格に 

從 つて 借款 投資 の 設定 に 多忙であった。 

卽ち佛國は當初支那に於て共通の利害を^^せる露國側と提携し、恰も支那政府の鐵道建設埶；勃輿に乘じ晤躍を續けたが、 

1 八 九 七 年 五月 芦 漢鐵： 道 (現在の 京漢鐵 道) 建設に 對し  一 一 、 二 五 〇 萬 法の 借款 契約 を 結んだ 支那 鐵道硏 究會社 Soci ま 

d.Etudes  des  Chemins  de  Fer  en  Chine の 名を以 つてす る 白 耳 義財團 の 出現の 如き は、 正に その 典型的 進出 形式と も 見る 

べきで ある。 同財團 の內容 は露淸 銀行 を實體 とする 佛露兩 財界の 有力な 援助 を 伴 ふ ものであって、 本 鐵道計 畫に對 し 米、 
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ijl- 國對 支經濟 勢力の 垒貌  .  ， 七 二 

英、 獨の 提出 レた條 件が 苛酷に 過ぎて 行惱 みとな り 居れる に乘 じ、 極めて 輕 易なる 非 侵略的 態度 を以 つて 契約 を假に 成立 

させ- 幾何 もな く 獨國の 山 東 侵略 等 を 理由と して その 改訂 を 迫り、 一 八 八 九 年 六月 二十 六日 上海に 於て 新 契約 を 締結す る 

に 至った。 右 契約 は債權 者に とって 極めて 有利なる もので、 殆ど 承辦鐵 道の それと 選ぶ ところな く、 支那 側の 名 儀の みの 

監督 權の 下に 建設 權は もとより、 借款 期限 三十 年間 或は それ 以上に 亘 る廣汎 なる 經螢權 を 保有す る ものである。 

同じ 露淸 銀行の 佛人 技師 は 山 西 省鑛產 開發の 目的 を以 つて、 この 声 漢鐵路 の 培養 線た る 正 太 鐵路の 踏査 計畫を 進め、 一 

八 九 八 年 五月 支那 政府と 露淸 銀行との 間に 借款 草 約が 取 交され、 一 九 〇 一 一年 十月 十五 日 前記 支那 鐵道 硏究會 社の 獲得せ る 

と 酷似せ る條 件を以 つて 五分 利附 四、 〇〇〇 萬 法の 借款 契約が 上海に 於て 調印され た。 露淸 銀行 は 表面的に は 露 支 合辦と 

なって 居る が、 支那 側 出資 はなく、 露國側 資本 は 主として 佛國國 民爲替 銀行の 供給に 係る もので、 上記 ニ鐵 道に 對 する 佛 

國 側の 進出 策の 如何に 巧妙なる か を 見る ことが 出来る。 

京漢鐵 道の 今 一 つの 培養 線と も 謂 ふべき^ 洛鐵道 (洛 陽— 鄭州— 開封 間 一 八 六秆、 後 隴海鐵 道の 一部に 包含 せらる) に 

對 しても 白 耳 義財團 の 活動 顯著 にして、 競爭的 地位に ありし 英國 勢力 V 先立つ て 一 九 〇 三年 十 一 月 十一 一日 支那 電車 鐵路公 

司 Cie.  G6nc、rale  de  Chemin  de  Fer  et  de  Tramways  en  Chine は 支那 政府と 五分 利 付 一 一、 五 〇〇 萬 法の 借款 契約 を 締結し 

た。 該 公司 は 事實 上、 支那 鐵道 硏究會 社と 同じく 假 面を附 けたる 佛國 財界 勢力の 一 つであって、 その 契約 要旨 も 全く 前 二 

者の 例に 傚った ものであって、 同鐵道 延長に 際する 優先 權を も許與 されて あった。 

一 九 〇〇 年の 團匪 事變に 際して 佛國 は列强 と共に 出兵し、 關係鐵 道に 對 する 實際的 勢力 を 加へ たが、 更に 一 九 〇 六 年 京 

漢鐵 道、 一九 〇 七 年 正太鐵 道、 一九 〇 九 年 汁洛鐵 道が 相次いで 鍵ェ する に 及んで、 次第に その 實體が 暴露せられ、 同時に 


茭那 側の 利 權回收 蓮 動の 擡頭に 遭って、 以上の 契約 を 次々 に 更訂す るの 止むな きに 追 ひ 込まれた。 前記の 如く 京 漢镦道 は 

一九 〇 六 年 四月 全通す るに 至った が、 支那 側 は 直ちに それに 附帶 せる 廣汎 なる 煢業權 の 回收に 苦心し、 遂に 英佛兩 國系銀 

行よりの 資金 調達 を 得て、 その 買 戻しに 成功した。 卽ち 一九 〇 八 年 十月 八日 北京に 於て 支那 政府 郵傳 部と 酒豊 銀行 The 

Hongkong  Shanghai  Banking  Gorp. 及び 東方 滙理 銀行 La  Banquc  dc  nndo-pine との 間に 調印され た 京漢鐵 路回收 資金 

借款が それであって、 契約 內容は (一) 借款 金額 は 五 〇〇 萬榜、 手 取 九 四 ％ 年利 五分、 十六 年 目より 四 • 五分 (二) 償還 は 

十 年 据置後 二十 年賦と し (三) 擔 保は浙 江、 江 蘇、 湖北、， 直隸四 省の 煙、 鹽、 酒稅其 他の 雑稅 とし 鐵路財 產收入 を それに 

含ます (四) 一部 を 郵傳部 費用、 大部分 を舊 借款の 整理 償還 (五) 兩 銀行 は 折半して 負擔 し、 互に 關係 なし 等で ある〕 ま 

た 正太鐵 道に 關 する 露 淸 銀行の 權利も 日露 戰爭 後の 露國 後退に 依り、 一 九 〇 五 年 支那 鐵道 建設 開 發會社 socic^td  Fran や， lise 

de  Construction  et  d-Exploitation  de  Chemins  de  F-er  en  Chine なる 佛國會 社に 移讓 され、 斯くて 佛國の 勢力 は 表面化す る 

に 至った。  • 

南支、 北支に 於て 佛國は 表裏 兩 面よりの 鐵道 投資に 進出し、 やがて 英國 の旣成 勢力 範圍 たる 長江 沿岸、 四川 地方に 達す 

るに 及んで、 兩國の 間に 屢々 交 涉が 繰り返され たこと は、 旣に 略述した ところで ある〕 而 して その 協定 內容は 各 勢力 範圍 

の 劃定と 言 ふ 如き 所より、 やがて 兩國 資本家の 合作 協定の 形に 進み、 一九 〇 五 年に 於け る 支那 中央 鐵道會 社 The  Chinese 

Central  Railway  Co. の 資本 強化 及び 中支 鐵道 企業の 獨占 宣言と なった。 この結果 は 一九 一 一年の 湖廣鐵 道四國 借款 團 成立 

の 經緯に 最もよ く 現 はれて ゐる。 この 鐵道は 京漢鐵 道計畫 に呼應 して 武昌 • 廣東間 お結ばん とする もので、 一 八 九 八 年 米 

資を 輸入して 具體 化せられ たが、 佛國は 支那 鐵道 硏究會 社の 名を以 つて その 權利 買收を 策し 不成功に 終る や、 後に その， 
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逸 側に 提供 されん とする の を 排除し、 英國 との 提携 を 利用して 三國 均等 分擔を 提議、 二 九 〇 六 年 六月 伯林に 於て 支那 側の 

諒解 を 得た。 併し これに 對 して は 米 國の强 硬なる 參加 主張が あり、 遂に 四國 間の 妥協 成って 一 九 一 一年 五月 二十 曰に は 北 

京に 於て 俾國側 東方 滙理 銀行 を 含む 四國 銀行 團と 支那 政府との 間に 湖 廣鐵道 借款 を 締結す るまでに 至った。 この 契約 內容 

は總て 四國の 平等 負擔 となし ( 一 ) 借款 額 六 〇〇 萬磅手 取 九 五 ％ 年利 五分 (一 一) 償還 は 十年据 置の 三十 年賦 (三) 擔保は 

湖北、 湖南 兩 省の 一 般愛 金、 鹽稅 一 部 等と なし (四) 債權國 技師 を 採用す る こと 等 を 規定した が、 1 の 態度 は 比較的 消 

極 的であって、 右 資金 を 支出した のみであった" 因に この 湖 廣鐵道 借款の 成立に 對 して は 地方 民間の 反 對氣勢 激化し、 遂 

に 革命 を 導く に 至ったり 

當 時に 於け る佛國 關係鐵 道に して 旣成線 延長 は 白 耳 義財團 の それ を も 含めて 總計 二、  二八 〇 籽、 總 計の 約半分であって 

獨占 的なる もの は滇越 及び 正 太の 兩鐵道 計 七 一 三秆 である" 

三、 幸_ 亥 革命 後の 投資  . 

一九 一一 年 革命 後に 於け る 新 政府の 基礎 薄弱に 乘 じて 列 國の鐵 道利權 獲得 運動 は 再び 活澄 となった。 佛國 は旣に 漢越鐵 

道が 一 九 一 〇 年 開通せ るに 乘じ、 四川、 貴 州 方面への 延長 を 策し 獨 逸との 競爭に 先んじて 袁世 凱と 關係 深き 支那 興業銀行 

La  Banque  Industl.ielle  dc  Chine をして 支那 政府との 間に 一九 一四 年 一月 二十 一 日 欽渝鐵 道 借款 を 締結せ しめた" この 鐵道 

は廣 東省欽 州に 起り、 廣 西の 南 寧、 百 色 を 經て貴 州 省 與義を 經て雲 南に 至り、 更に 四川 省の 叙 州 を經て 重慶に 到る 延長 七 

0〇驢 餘 の大鐵 道であって、 借款 額 は 六 〇、 〇〇〇 萬法に 達する もので あつたが、 世界 大戰其 他に 妨げられ 未發 行に 終つ 

た。 併し乍ら 引受 銀行 は それまでに 三、 ニー  丁 五 萬 法の 前渡金 を 交付して ゐる。 


一 方 白 耳 義財團 はこの 機 會に乘 じて 最も 目覺 しい 活躍 をな し、 ！ i 海鐵道 及び 同成鐵 道に 對 する 權益を 獲得した が、 その 

裏面に 多量の 佛國资 本の 動いて ゐる こと は 勿論で ある。 

隴海鐵 道 は 前記 汁 洛鐵道 を はじめ、 その後 民間に 群 立した 開徐、 海徐、 洛滚、 ^£西諸鐵道建設計畫を國有に編入統 一 せ 

る ものであるが、 その 際 支那 鐵道會 社 S0cic、t6  WCIgc  de  Chcmins  de  Fcr  cn  Chine との 間に 新 借款 契約が 結ばれた。 一 九 

1 二 年 九月 二十四日の 隴秦豫 海 鐵路金 借款 二 五、 〇〇〇 萬 法 がそれ であって、 その後 三回に 亘 つて 繽 契約が 締結され てゐ 

る。 支那 政府 は 前記 支那 鐵道 電車 會 社に 對 する 汁 洛鐵道 借款の 不利 を回收 せんた め、 この 新 財團に 依存 せんとし たので あ 

つたが、 兩者は密接な^c•關係に在o^、 新 契約 內容も 若干の 有利 さ を 獲得した と 言へ、 大差な きものであって、 而も 汁洛借 

款 そのもの は濟 決せられ すに 殘 つた" リ I マ ー に 依れば、 この 會社 資本に は佛國 側が 多く 參 加し、 出資 半額 を佛國 側に 屬 

せしめて ゐ ると 言 ふ。 

同 成鐵道 計畫は 京終鐵 道の 大同に 起って 太 原、 S, 關を經 て陝西 省に 入り、 西 安、 漢中を 連ねて 四川 省 成 都に 至る 一、 六 

〇〇 秆の 大規模な もので， 佛國 側の 欽渝鐵 道の 完成と 相俟って 北京 佛印間 を 結ぶ ことになる もので、 各國は その 權益 獲得 

に 狂奔した のであった が、 隴海鐵 道の 支那 鐵 道き 社と 正太鐵 道の 支那 鐵道 建設 運營會 社と が 共同して 支那 政府と 契約 締結 

に 成功した。 卽ち 一九 一 三年 七月 一 一十一 一日 北京に 於て 調印 せられた 同 成鐵道 一 、 〇〇〇 萬榜 借款が それであって、 契約 要 

旨 は 前記 ニ鐵 道と 相似た る ものであるが、 公債 は未發 行であって 六 分 複利 付 七 七 〇、 ニー  七磅、 五、 七 九 八、 五一 八 法の 前 

渡 金 交付に 終って ゐる〕 

民國 革命の 直接 誘因と なった 湖 廣鐵路 借款 當事 者た る四國 借款 圑は 支那に 對 する 列 國 共同 投資の 新形式と して 注目され 
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爾後の 鐵道 投資に 對 しても 相互に 均等なる 條件. を 享有す るの 主義に 基づく 規約 を 定めた ので あつたが、 支那 側の 却って 忌 

避す ると ころと なり、 具體 的な 成果 を 見る に 至らす して 崩壞の 途を迪 り、 佛國は 單獨に 前記 欽渝鐵 道 其 他の 借款 權を 獲得 

した。 然るに 歐 洲大戰 後の 情勢 變化、 支那 國內に 於け る內亂 政爭の 激化に 鑑み、 右と 同 丁 王 旨に 依る 新國際 借款 團 設立が 

米國に 依って 提議され、 一九二 〇 年 十一月 十五 日 一一 ュ I ョ- -クに 於て 日米 英佛の 代表者 間に 調印 を 見た) 

新 借款 團 New  Constrium の 佛國側 參加は 東方 滙理 銀行 一個であって、 これに 對し各 加入 國は 現に 所有し 又は 管理す る 

一 切の 借款 契約 並びに 借款 選擇權 にして 旣 に具體 的進涉 をな せる ものの 外 は、 總て是 を 提供す る こと. 1 なった が、 佛國は 

進涉 中と 稱 して 欽渝， f 道 を はじめ 何等 提供す ろと ころがなかった ので ある。 而 して 借款 團 そのもの- - 活動 も 期限 を 一 九 三 

1 年まで 延長せられ たに も拘ら ネ 極めて 消極的であって、 何等 鐵道 建設 を具體 化する に 至らす、 佛國側 單獨の 活動 も 表面 

化する に 至らなかった。  - 

國民 政府が その 根據を 南京に 確立し、 新 支那の 樹立 を 目指して 龙大 なる 經濟 建設 計 畫の實 現を圖 つたの は 一 九 三 〇 年以 

後の 最近に 屬す るが、 就中 鐵道 建設 は その 核心 をな しその ために 支那 政府 は 外資の 援助 を 必要と した 關係 上、 積極的に 舊 

債の 整理 をな し對 外信 用 を 高める に 努力した。 斯くて 數 年間のう ちに 津浦、 湖廣、 隴海を はじめ 主要 借款の 殆ど 全部に 近 

きもの を 整理 更新し， 更に 新 線 建設 資金の 調達に 奔走し、 列國 また それに 應 じて 再び 利 權爭， 奪戰に 登場した。 而 して 佛國 

の 獲得せ る もの は 成渝鐵 道、 桂 越鐵道 及び 寶成鐵 道 (白 耳義) の 三であって、 何れも 旣得 勢力に 密接な 闢聯を 有する もので 

あるり 重 庵と 成 都 を 結ぶ 約 五一 二 ー秆の成^1鐵道は蔣介石の.所謂鐵道五ケ年計畫に含まれるもので、 一 九 三 六 年 資本金 一 一、 

〇〇〇 萬 元の 川 黔鐵路 公司 (鐵道 部 及 四川 省 各 四 五 〇 萬 元、 中國 建設 銀 公司 一 、 一 〇〇 元) に 依って 建設す る ことと し、 同 


さ 一月 十六 日銀 公司 代表 は佛シ ン ま， ト代 華法ェ if  i  it 1 . noli  ...El 一 

七 五 oli 七 ooi 一一 ii  (I 付 十五 年間) ii なしち 本 響 一九 一 h 一 

t^rs よ ill 一一 一二 oi し- 一九 一一. i ハ 月- 中 建 行其他との間 に 一 五、 ooo^c 一 

；七 t 十醒 ill した = 最近ー九ー|十ニ月十ー曰||銀|州-||| 一 

二 〇 杆に 就て 四 八 .〇〇〇 萬 法の 借款 契約 を 結んだ i 報ぜられて ゐる。  一 

、  1 

第二. 現 狀 

一、 眞 越 鐵 路 (一九 一 〇 年 二月 完成)  一 

i  i, (雷 府丫 I： や 河口-霞-河 內.. 海防 八 五九籽 (內 支那 領內四 六 四 S  ： 

本 鐵羞は I の 如く 一 八 八 五 年 及び 一 八 九 六 年の 佛支間 契約に I、 印髮那 I ボん • ドウ メルの 努力に よってい 一 

九 〇 三年 十月 中 I 訂 iii 細 巨 を 取 極め、 資本金 一 千 囊を以 つて 東方 匿 及 猛南兩 銀行に よって g され 一 

.Fill .  0.  H  f  ae  . ま [ . . f  J^^u 

とと I ご」 の 薩旨は (一) iii 及 illfl 等藝を 有せす r 乙 一 

iiile 得 (一一 .ill し III 持し 尊 塞 li 堡 I；； 一 

理 する (四). 特許 期限 を 八十 年と し、 その後 I 償に て 支那 政府の 所有に？ (五) 右 以前に 於ても I の 代償 を以 つて. 一 

J  七 七  一 
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買收し 得る 等で ある。 而し てこの 鐵路 公司 は 名義 上 こそ 佛支合 辦と言 ふ も、 株式 は 土地 出資 を 除く 外 總て佛 人に よって 所 

有され 而も 植民地 政府が その 營業 利益 額 を保證 し、 更に 一九 〇 九 年に は會 社の 窮狀を 見て 財產を 買收、 經營 のみ を 委任す 

る 等、 支那 側に とって 全く 容喙 する 餘地 を存 しなかった ので あるが、 一 九 三 四 年に 至り 國民 政府 は 前 契約 を 改訂し、 稍々 

有利なる 條件を 獲る に 成功した。 

建設工事 は 一 九 〇 三年 佛領內 三 八 七籽を 完成し、 翌年より 支那 領內の 難 工事に 掛 つて 一九 一 〇 年 一 一月 之 を 終った。 路線 

のうち 佛領內 は 概ね 平 担に して 國境老 開に 於て すら 標高 は 九 三 米に 過ぎす 施工 平易で あつたが、 雲 南山 岳 地帶に 於て は、 

一 、〇〇〇 米 乃至 一 一、 〇〇〇 米の 標高に 達し、 燧道數 一 五八、 延長 約 一 八籽、 橋梁 數四ー 一 五に 及び 建設費 は 一 六、 五 〇〇 萬 

法の 巨額 を 要した のであって、 公司の 資本金、 社債、 佛 政府 補助金 等を以 つて これに 充當 した。 軌間 一 米の 狹軌犟 線で あ 

つて 最大 勾配 は 千分の 二 五、 最小 半徑 一〇〇 米、 停車場 は 佛領內 に 六 一、 支 領內四 九、 計 一 1〇、 工場 は 河內、 老開、 阿 

迷) 雲 南に 在る が 大規模な もので はない。 支那 事 變以來 この 線の 一 部 複線 化が 計畫 され 海防 填 頭に は それら 村 料が 山積 さ 

れてゐ るとの ことで ある。 

本線 はな ほ 培養 線と して、 雲 南 省 民 商 辦の箇 碧 鐵路ー 二 一六 籽 (一九二 一— 一  九 三 六 年 完成) を 有し、 碧色寨 にて 連絡し 

箇舊地 方 の 錫鑛 搬出 を 行 つて ゐる。  - 

營業 成績 は必 すし も 良好と は 言 はれない が、 一九二 四 —一九 三 三年 平均 旅客 牧入は 年 二、 三 五八 千 ピアス トル、 貨物 收 

入 は 一、 六 七 七 千 ピアス トルであって、 最近の 統計 は (單位 ピアス トル = ー〇 フラン)  . 


一九 三 五 年  一九 三 六 年  一 九 三 七 年 (前 牛〕 

旅客 收入  九 六 〇、 七 四 六  一、 三 ニー、 八 七 七  六 七 〇、〇〇〇 

貨物 收入  二、 九 二 七、 一 五 七  三、 二 七 、一六 六  一、 七 九 八、 〇〇〇 

合  計  三、 八 八 七、 九 〇 四  四、 四 三 九、 〇 四 三  二、 七 七 一、 〇〇〇 

であり、 運輸量 は 同じく 一九 三 七 年 前半期に 於て 旅客 數ー 、九 七 九 千 人、 八 九、 二八 四千 入秆、 貨物 量 ニニ 四千 瓲、 四 二、 

〇 六 五 千 瓲籽、 使用せ る延 車輛 數ニ 〇、 八 〇 五と なって ゐ るが、 事變 後に 於て 激增を 見て ゐる こと は 疑ない。 

二、 京 漢鐵道 (一九 〇 六 年 四月 完成) 

〔幹線〕 北京— 保定. I 正定 —石 家莊— 順德— 彰德 新鄉— 鄭州， I 許 州. I 信 陽 I 漢ロ 一、 ニー  三 軒  ， 

〔支線〕 良 鄕.' 柁串： 一 六 ニー ー籽 琉璃 河 ー 周 口 店 一 五 •！ ー籽 高 碑 店 —西 陵 四 二  • 五軒 豊樂 —六 河 溝 了 八 四 軒 

保定 —保 定南站 六 •  ニ籽 長 辛 店— 声 溝 橋 一了七籽 鴨 繙營- 臨 城 一六 *七籽 

_: 道淸 支線〕 楚旺 I 道 口— 新鄉 I 淸化— 楚旺 二三 丁四轩 

本鐵 道な 一 八 九 六 年淸朝 政府に 依って 具體 化せられ、 一 八 九 七 年 蘆溝橋 • 保 定間を 起工せ るが、 資金 不足 を 外資に 求む 

るに 至り、 前記の 如く 露 佛財團 を 背景と する 白 耳 義財圑 支那 鐵道硏 究會が 一 一 一、 五 〇〇 寓 法の 借款 契約 を 獲得、 一 九 〇 五 

年 十月 黄河 鐵 橋の 完成 を 最後と して ェを 終り、 一九 〇 六 年 四月 一日 全線 通 車した。 この 借款 契約に は鐵道 完成 後に 於け る 

經營 にも 廣汎 なる 干 與權を 伴 ふ もので あつたが、 支那 側の 利 權回牧 蓮 動、 英佛 間の 協調 等に よって 一九 〇 八 年 支那 政府 は 

舊債 整理の ため 佛國の 東方 酒理 銀行 及び 英國 の雁豊 銀行と 五分 利 付 五 〇〇 萬磅の 借款 契約 をな し、 白國 側より その 管理、 

經營權 を回牧 した。 尙舊債 元利 は旣 にこの 額 を 越えて ゐ たため、 各國 銀行より その 超過額 を 一時 借 入し、 後一 九 一 一年 日 
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本の 正金銀行との 五分 利 一 、 〇〇〇 萬圓 借款 を以 つて、 それら を 一括 償還した。 

道 淸鐵道 は 一 九 〇 五 年 七月 英國福 公司との 間に 五分 利 付 七 〇 萬磅 借款 契約 其 他 を 有し 一 九 〇 八 年營業 開始せ る もので あ 

るが， 一九 三 六 年 一月 を以 つて 京漢鐵 道の 支線に 編入され た。 

本鐵道 幹線 一 、二  一  ニ丄 ハ籽、 驛數ー 二 五、 魔 溝 橋— 保定間 及び 漢ロ |、満 口 間 を 複線と なし 三 七— 四 二 瓧軌條 を 使用して 

ゐる。 最大 勾配 は 千分の 一 五、 最小 曲線 半 徑六五 〇 米、 ほ 道は武 勝關、 黄河 南岸に 一 一箇、 橋梁 は 三、 〇 一 〇 米の 黄河 鐵橋 

を 最長と して 九 七 五箇 を 有する。 一 九 三 六年國 民政 府鐵 道部發 表に 依れば 本鐵道 資産 は 一 三 〇、 〇 七 五、 九 七 七 • 一  九 元 

とされて ゐ る。 

1 九 三 五 年度 ( 一 九 三 五 • 七— 一 九 ニニ ヶ七) 京 漢鐵道 貨物 運輸量 內譯 (單 位千噸 - 

噸數 百分比 一  噸 


農 

、 

I ん， 


產 

產 

產 

產 


品 

品 


三、 一 二 九 

八 七 〇 

三 四 

四 五 

四 四 八 

四、 五 二 六 


京 漢鐵道 累年 營業 成績 (單位 千 元) 

1 九 二 〇 年 


入 

一一 五、 八 二 七 


五 ニ丄ハ 

1 四 • 六 

〇 丄ハ 

〇• 八 

七 • 五 

七 六 • 一 

支 出 

一 0、 雷 


政府 用品 

他路 材料 

自路 材料 

總  計 


三 四 五 

二 四 九 

七 九 二 

五、 九 一 三 


百分比 

五 入 

四 ニー 

1 三 • 九 


： 益 


旅客 收入 

七、 塵 


貨物 收入 

1 七、 八 八 0 


九 二 五 年  一一 七、 ニー  111  一、 0は 八  Ires  ？、 五 九 一  八 01 

九 三 〇 年  110 、一三 八  一 四、 七 九九  3 一一 一一 八  五、 八 八 五  121、0八ー 一一 

九 三 一年  ニー  21 七  ir さ 九  六、 八 九 七  七、 0 一七  二ハ、 lis 

九 ニー  二 年  1110、 望  一九、 七 一一 一九  lo、so 三 

九 三 三 年  三 0、 九 £0  一一  0,天七  や 一一 1  八、 一七 0  二 0、0 さ 一 

九 三 四 年  一一 一 31 裹  x.i  .  二、 六 八 0  八、 九 一 0  一二、  七 

九 三 五 年  一一 ir 七 0 六  一九、 は 八 五  一七， 一三 0  八、 五 七 九  lli 、八 一六 


これに 依って 見る に、 貨物 收入は 旅客 收入 を遙 かに 壓 倒し、 而 して その-半ば 以上 は鑛產 品に 屬 する。 卽ち 本線の 運 炭 線 

としての 價値を 認めるべく. この 狀態は 略々 安定せ る ものと 見る ことが 出來 やう。 同じく 一九 三 五 年度に 於て ー籽 平均 旅 

客 通過 數五 〇 四、 〇〇〇、 貨物輸送 量 一 、八 一 〇、，〇〇〇 瓲を示 す。 

本鐵 道の 有する 借款 は 一 九 三 六 年末 現在に 於て 國府發 表に 依れば 外債 一 四 四、 七 五 〇、〇 四 四 *九〇 元、 內債 一 八 五、 六 九 

九、 七 〇 一 一 . 九 四、 元 計 三 三 〇、 四 四 九、 七 四 七 * 八 四 元と なって ゐる。 前記 一 九 〇 八 年 漏理、 涯豊 借款 は 一 九 三 九 年 一 月 現 

在に 於て 償 遠 元利 九， 一 五 七、 三 〇〇 磅、 未拂 利子 七 £〇，〇〇〇 磅 であって 英怫切 する。 この 他 一 九ニ三—  ニ^；：年にか 

けて 材料 借款 三 件， 一 五、 五 七 一 ハ磅、 四 九 六 米 弗、 二 六、 七 八 元が あり、 支 拂は行 はれて ゐ ない。  . 

三、 粤漢鐵 道 (一 九 三 六 年 九月 完成) 

幹線 武昌— 長沙— 株 州— 衡州 I 韶州— 廣東 一〇 、九 五六 軒， 

支線 廣州— 三 水 四 八 • 九，、 佘家灣 —鮎 魚査ニ • 九钎、 長沙— 新 河 一 • 九 軒、 英城 —英德  一 •  二 軒、 廣 東— 黃德ニ 六 •〇 籽 
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本線 は 一 八 九 六 年 支那 政府の 計畫に 始まり、 當 初米國 資本 を 輸入して 先， づ 一 九 〇 三年 三 水 枝 線 を 完成した が、 本線の ェ 

事 は遲々 として 禅ら す、 白 耳義財 團を以 つてす る佛 露の 策動 を 誘 ふに 至った が、 一 九 〇 五 年 支那 彻關係 省 民に 於て 工事に 

當る ことと なり 英國 よりの 借款に よって 舊債を 整理した。 而 して 旣成線 は廣 東、 湖北、 湖南 三省 合辦 經營、 廣東線 は 商辦、 

湖南 線 は官督 商辦、 湖北 線は官 辦を以 つて 企業した ので あつたが、 廣東線 を 除く の 外 は 成績 思 はしから す、 長沙— 株 州 間 

を 完成せ るの みで、 一 九 一 一年 五月 再び 佛 英米 獨 による 湖 廣鐵道 借款 を 契約す るに 至った- 斯くて 北部 線は國 有と して 一 

九 一 八 年武昌 • 株 州 間 開通、 廣東線 は 依然 商辦に 依って 一 九 一 六年韶 州まで 完成、 約 四 〇 六秆の 中間 未成 線を殘 して 工事 

は 一先 づ打 切りと なった。 

國民 政府 成立 後 一 九 三 〇 年に 至り 廣東線 を 買 收國營 となし、 英國關 係の 北 淸事變 賠償金よりの 援助 等に 依り 一 九 三 六 年 

四月 ェを 終り、 九月 一日より 通 車 を 見た〕 計畫以 來實に 三十 三年で ある。 

本線 全通 以前に 於て 南 段の 營業 成績 は 稍々 良好で あつたが. 北 段 は 毎年 缺損 を續 けて ゐた。 全通 直後の 十月、 營業收 入 

は 約 六 〇 萬 元、 十一月 七 一 萬 元、 士 一月 七三 萬 元、 一 九 三 七 年 一 月 八 〇 萬 元、 一 一月 八 七 萬 元と 漸增の 傾向 を 示して ゐ るが 

開通 一年 を 出です して 今次 事 變に遭 ひ、 纏った 統計 を 得られない C 一九 三 七 年下 半期の 貨物輸送 統計 は 次の 如くで、 事變 

の 影響 を 如實に 表現して ゐ るが、 七月の 分 は 稍々 平常に 近いと 見る ことが 出來 る- , 

一 九 三 七 年度 下半期 貨物 運輸 統計 (單位 千 通) 

七月  ％  十二月  ％ 

截產品  M  、一  一七 九  一一 一丁 七  一一 3 一一 六  一 や 八 


杯 

ェ 


產 

產 

產 

產 


政 府 


用 

材 


/ 

合 


品 

品 

t 一一  5 


II 一  1ー、1 
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一三、 一三 六 
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ニー  一 、八 一 1- 


11  一 0 丄ー 

手 二 

ニー 丄ハ 

七 八 人 

一一 一 ，21 

八 人 

三 丄 一 

一 I 


10、s 

臺 一一 

三」 

1 、ニー 一六 

0 一一 三 八 

匿 S 八 

二 

一 、き 

六 七、 塞 一 


C 丄ハ 

一一 .0 

一一 一八 上 一一 

究人 

0.0 

ェ 

六 丁 七 


本 鐵路の 有する 外國 借款 は 前記 一九 一一 年 湖廣鐵 路四國 借款 六 〇〇 萬磅 であって、 右 は 一 九 一 一 五 年末より 元利 共 延滯と 

なって 居り、 一九 三 七 年 四月 整理され て 一 九 三 七 年 六月 末に 於て 元利 殘額 五、 七 九 七， 四 〇〇 磅及バ 延滞利子より 成ろ スク 

リップ 借款 元金 四 四 一 、六 七 六磅、 計 六、 二三 九、 〇 七 六磅 であって、 佛國分 は その 四 分の 一 に當 る。 

四、 同 成鐵道 (未着手) 

大同— 太 原— 潼關— 西 安 —成 都 

* 鐵道 計畫は 革命 當 時の 混 亂 中に、 袁世 凱の 財源 捨出 策と して 表面化し たものと 思 はれる、 - 卽ち當 時として は 凡そ 實現 

性に 乏しい 大計 畫 であり、 且つ 一 、 〇〇〇 萬磅と 言 ふ 莫大な 借款 額が 契約 ( 一九二 一年 九月 一 一十 四日、 されて あるに 拘らす 
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公債 は その後 未發 行の ま k 終り、 六 分 複利 付 七 七 〇、 ニー  七磅、 五、 七 九 八、 五一 八 法の 前借金 も 全く 他の 方面に 流行せ 

られ たこと を 見ても 諒解され ると ころで ある。 債 權當事 者 は 正太鐵 道の 支那 鐵道 建設 開發蓮 營會社 social  Fran や， lisc  d" 

Construction  et  d-EXPICUation  de  Cli ひ mins  de  Fer  en  Chine 及び 支莉鐵 5!?„)會 社 Soci6t6  pelw ひ cle  Qlemins  de  en  Cliine 

であって、 前者 は怫國 財團、 後者 は 白 耳 義財團 であるが、 實質上 は佛白 兩財團 によって 等分され る ものと 見做す を 得る。 

本計畫 線に 就て は その後 山 西省當 局の 同蒲鐵 道、 隴海鐵 道 及び 一 九 三 六 年の 寶成 鐵路 契約に 依り 實現性 を 全く 失った も 

ので ある。 

右 前渡金 は 一 九 三 五 年 整理され、 一 九 三 九 年 一 月 現在に 於て 五 七 七， 一 七 六磅、 四、 二 五 一 、五六 〇 法と なって ゐる。 

五、 欽 if 鐵道 (未着手) 

欽州 —南 寧 I 百 色 - 興義！ 見 明 —叙 州 —重慶 一 、 一 三 〇 籽 

本 鐵道は 同成鐵 道と 同じく 革命 後の 支那 政府 窮乏に 乘 じて 一九 一四 年 一月 二十 一 日中 法實業 銀行 口  wanque  Industrielle 

de  Chine が 六 〇、〇〇〇 萬 法の 借款 契約 獲得に 成功して 計畫 された ものであるが、 世界 大戰其 他に 妨げられ 公債 は 未發行 

に 終. ON、 三、 ニー  丁 五 萬 法の 前渡金 は 他に 流用され てゐ る。 このうち 昆明、 叙 州 間 七 二 〇 秆の 川？ m 鐵路 公司に 對し 一九 三 

九 年 十一 k 月 十 一 日佛シ ンヂケ I ト 代表 中 法實業 銀行 は 新ら しく 四 八、 〇〇〇 萬 法の 借款 契約 一獲 得したい 

六、 成 鎮 道 (未完成) 

重慶 I 永 川— 资中— 簡陽— 華 陽 —成 都 五 ニニ 籽 

本鐵道 計畫は 一八 九 六 年より 初 まり、 東方 酒理 銀行、 湖北、 四川 兩省當 局、 四國 銀行 團 等が 順次 その 具 體化を 計った が 


何れも 成らす、 一 九 三 六 年 國府鐵 道 部 は 測量に 着手す ると 共に、 鐵道 部、 四川 省 各 四 五 〇 萬 一 兀中國 建設 銀 公司 一 、 一 〇〇 

萬 元の 出資 を以 つて 資本金 一 一、 〇〇〇 萬 元の 川 黔鐵路 公司 を 設立、 更に 同 一 九 三 六 年 十一 一月 十六 日中 佛ェ商 銀行 La  wanqlle 

Franco-Chinois と 建設 材料 二、 七 五 〇 萬 元、 現金 七 〇〇 萬 元、 計 三、 四 五 〇 萬 法の 借款 契約 を 締結す るに 至った。 右 契約 は 

鐵道部 保證の 下に 十 K 年期 限、 七 分利 付であって、 佛人 技師の 採用 を條 件と し、 自流 井、 彭縣、 貴 陽への 延長 支線 計畫を 

も 含む t 建設工事 は 一 九 三 七 年 一 一月 一 日 を 以て 開始 旣に 路盤の 大部分 を 完成した が、 事變の 影響に 依り 材料の 運搬に 支障 

を來し 工事 は 停頓の 狀況 にある。 

七、 桂 越鐵道 (未完成) 

南 寧— 龍 州 I 鎭南關 二三 〇 軒 

本 鐵道は 一 八 九 七 年 開通せ る 河內— 諒 山間 鐵 道に 接 續 して 廣 西省內 に 延長 せんとす る もので あつたが、 支那 側 計 畫が拋 

^せられて ゐ たもの を 一九 三 八 年 六月 佛支 兩當 局の 間に 於て 材料  一 二、 〇〇〇 萬 法、 現金 三 〇〇〇 萬 法、 計 一 五、 〇〇〇. 

萬 法 (七 分利 付、 十五 年期 限) の 款 契約が 成立し， 工事に 着手、 佛側諒 山より 國 境の 鎭南關 まで 一九 三 九 年 開通した。 

本 鐵道は 南 寧 を經て n に 桂林に 延び、 湘桂鐵 道に 連絡 せんとす る ものである。 

附 市街 交 通 

上 法 商 電車 電燈 公司 Q ひ- Francaise  de  Tramway  et  cTEdairage  £lectriques  de  Shanghai. 
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. (第二 章 鑛* 工業、 第三 節電 車 及電氣 事業、 (一 ) 上海 法 商 電車 電燈 公司の. 項參照 >  . 

一 九 〇 六 年 設立、 現在 資本金 一 億 一 一千 萬 法、 本店 巴 里。 

本 公司 は 電燈、 水道と 共に 電車、 乗合自動車 業 を も共營 する ものであって、 現在の 車 臺數、 軌道 延長 距離、 業績 等 は 前 

揭 項目に 記載して 居る もの を參照 U 

一 九 〇 六 年 一 月 白 耳 義國商 國際遠 東 公司と 租界 ェ 部局との 訂 約に 依り、 本 公司が 成立して より 以來 軌道 敷，； 1^ 工作 を 積 

極 的に 進行 させ、 一九 〇 八 年 二月に は 正式に 通 車 開通 を 見た 

其の後 一 九 一 一 五 年 十一 一月 十四日 祖界ェ 部局との 補訂 契約に 基き、 一 九 一 一六 年 八月 一 日 無軌道 電車 を 開通、 翌 一 九 一 一七 年 

二月 一 日 乗合自動車 を 開始した。 

一 九 三 六 年 三月 現在 通 車 路線 は 左の 如くで ある。  • 

有軌 電車、 九 線 

. 十六 鋪— 佛 租界 パ ンド— 徐家酒 八 • 五籽 (十六 舖— 佛 租界 パンド I 外洋 一 IH 橋  一二 ー籽、 上記 線の 例外 線)、 小 東門— 老西門 二 丄ハ籽 、海 

格路— 提籃橋 五 • 六籽、 西 門— 北 停車場 了 四 軒、 十六 舗-民 國路 1^1^ 家 t 五* ー籽、 十六 舖 I 海 格路六 • 三籽、 十六 舗— 佛 租界 バン 

ド— 外洋 涇橋了 二 軒、 十六 舗. I 霞飛路 I 傲 家灣四 • 八籽  • 

無軌 電車、 五線 

何れも 民國路 より I 北 停車場 〇• 四 軒、 曹家渡 〇• 三籽、 見 明路ニ • 五軒、 岳 州路ニ • 五籽、 小沙渡 〇•  一二 轩を 通ず る。 

乘合 自動車、 二 線 

外洋 .al 橋 貝勒路 I 打 沛路五 • 三 軒、 外洋 涇橋— 聖母 院路 —徐家 酒路— 按原路 I 外洋 涇樯 循環線 八 • 七 軒 


m 
水 

運 
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A 七 


上海 は、 1 兀來^ 弱な 下き 土、 排水の 困難 及び 多くの 高屏 建築の 存立の 爲 めに 地下道 

に 依る 外 はなく、 暫く は 軌道、 バ スが 主要 交通 禅關 として 永續 すべき ものと 思 はれる 

り 大きな もので はない  . 

. 電車に ついて、 上海 各 公司 を 比較す ると  , 

一九 三 五 年内  上海 電車 公司 

乘客 人員 延數  二  、五 二 〇 萬 人 

1^ 轉 距離 延軒  一、 七 一 〇 萬籽 

右の 如く 電車に 於て 上海 電車 の 約 五分の 二 弱に 過ぎない。 

乘合 自動車に つ いて は 更に 低い。 

1 九 三 五年內  公用 局 バス 管 1  ー處  華 商 パ ス 公司 

乘合 人員 延數  四 九 三 萬 人  一一. 九 七 萬 人 

^轉 距離 延籽  七 四 萬^  (一九 三 四 年)  ニニ 五萬钎 


...i 作.， に は 不適であって、 地上 交通 

法 商 公司 の 市街 交通 上 の 地位 は餘 


華商 電氣 公司 

二、 三 一 〇 萬 人 

三 〇 三萬籽 


法 商 公司 

四、 七三 九 萬 人 

五三 七萬奸 


法 商 公司 

二 六 二 萬 人 

一 〇 二 萬 軒 一 


木 公司の バ ス 事業 は. 水道， 電燈の 如き 公共 市： 業と 共に 經營 されて 居， 

£-  と相俟 つ て 永續す ろ も の と 思^ せ ら れ る。 


佛國の 政治的 勢力 範圍 の存續 する 限り， 上海の 
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第一 沿  革 

阿片 戰爭が 英國の 對支航 運 業の 發展の 契機と なり、 米國も 之に 便乘 したる に對 し、 佛國は 此の 機會を 利用し 得す、 遲れ 

て 一 八 六 〇 年卽ち 北京 條 約の 締結 せられた 年に メッ サヂ エリ，' ィム ペリ アル 社 Cie.des  Services  des  Messageries  Imperiales 

は 南方より 對支處 女 航路 を 開拓し た。 會社は メ ッサヂ H リ，） マリ ティ メ社 Cie.  des  Messageries  Maritime," 大法 國火輪 船 公 

司 (略稱 M*M,) の 前身であって、 其の後 本社 は 佛支間 唯一 の 航路であった。  - 

十九 世紀末から は佛國 も列强 と共に 對支 資本 輸出に 參加競 (卡 した 卽ち 一九 〇 六 年に は、 一八 九 七 年 創立、 資本金 一 一 

〇 萬兩の 東方 輪 船 公司 Cie.  Asiatiq-le  de  Navigation が立與 洋行 Racine  &  Co. を 代理店と して 長江 航^の 競爭 に. R はった 

ので、 玆 に佛國 による 支那 國內 航路の 端緖を 開いた〕 同社 は 三隻計 五、 一 八 一 噸の 船舶 を以 つて 寧 波 —上海 —漢ロ 航路 を 

開き、 旣存の 日、 英、 獨、 支 四 ケ國八 社の 激烈な 競爭に 更に 拍車 を かける に 至った。 然るに 英國 船の 壓 力に 依り 運賃 下落 

し、 旅客 サ— ビス 費の 增加 を裔し 一 九 〇 八 年に は營業 を 停止し、 一 九 一 一年 七月に は 早く も 解散す るに 至り、 船舶 は 太古 

洋行 其 他に 寶却 された〕 一九 一一 年 南支に 於て 法 華 輪 船 公司 Cie.  des  Messageries  Cantonese 創立され、 香港— 廣東間 一 一隻 

1 一、 〇〇〇 噸、 廣東— 捂州 1 隻五四 一 ー噸を 以て 開航 し、 叉 H ム •  H ム社も 香港— 廣州灣 —海防 間 を 一 一隻 六、 〇 六 四噸を 

七ぎ， 行し. 東京 輪 船 公司 Cie.  de  Navigation  Tonkinoise も 香港— 廣州灣 I 海 口 海防 間 を四隻 三、 四 八 七頓を 以て 航 運に 

從 事した。 

1 九 ニニ 年に は袁世 凱の 財政難に 乘じ、 中 法實業 銀行と 袁 との 間に 最高 限度 一 億 五 千 法の 借款 契條が 締結され、 專ら國 


家產 業の 振興、 公共 土木 事業 充當 のこと とし、 最初に 着手すべき 工事と して 浦 口 港の 建設 を 決定した が 翌年 大戰の 勃發し 

た爲 めに 發行 は實 現す るに 至らす して 終った" 而 して 大 戰勃發 する や 佛國の 所有 船舶 も戰 時に 其の 三分の 一 を 失 ひ、 極東 

航路 も 殆ど 跡を絕 つて 對支航 運 業 も 一 時 中絶す るに 至った。 

大戰 後、 宜昌 I 重慶 航路 は 未だ 開拓され て 居らす、 英國隆 茂 洋行、 米 國大來 洋行が 逸早く 進出した 外 は競爭 者な く、 船 

賃も 高く， 非常な 利益 を收 めて 有利な こと 他に 比な く、 先 じて 旣得權 を 獲得す る 必要 を 感じ、 列國 各社が 殺到す るに 至つ 

た。 佛國も 其の 例に 洩れす、 大戰 中より 其の 終了 直後に かけて 衰 へたる 對支航 蓮 勢力 を， 戰 後世 界經 滴の 相對的 安定 期に 

向 ふに つれて 再び 復活して 揚子江 上流 航路へ、 列 國と相 並んで 進出 を 遂げる ことと なった。 蓋し 佛國は 上記の 理由の 外に 

雲 南 を 其の 發展 地と 視て、 四川に 及ばう とする 意圖が あり、 佛國 借款の 同 成 鐵路、 欽渝 鐵路が 四川へ 北と 南より 進入 せん 

ふ-する 計 畫に應 じた ものと 云 ふべ く、 各 國も亦 此の 宜昌 —重慶 航路に 集中した 時代であって、 更に 重慶 より 上流の 叙州航 

路も 多く 開設され るに 至った。 

大 戰後佛 國船對 支出 入 航路 別 隻噸數 ， 

國 航路 (對 總噸數 ％)  外洋 航路 (對總 噸数 ％) 

1 九 二 〇 年  一四 五隻 一九二 千噸 (〇 丄ー五 ％)  四 四八隻 六 六 一千 噸 0 丁  二 九 ％) 

一九二 四 年  一、 七三 四隻 九 六 五千噸 (丁 ー〇％)  六 四六隻 一 、 ニニ 一千 顿 (二 丄ハ八 ％〕 

1 九 一 一 〇 年 以後 揚子江 上に 輿 亡せ る 佛國航 運 會社は 次の 如くで ある。， 

. _ 第 四 章 交通 及 通信 .  . .  八 九  t 
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吉利， 行 An ビ ine  Chiris  Navigation  Department 

一 九 一 一 〇 年 華商 裕豊 公司の 三級 船 聯華號 を 吉慶號 一 一 一 〇 登 簿噸と 改名し、 裕豊 公司の 代理店と して 宜昌— 重慶— 叙州航 

路、 主として 叙 州— 重慶 航路 を營 む。 .  . 

一 九 一 二 一年 五 級 船長 慶號三 七登簿 噸を增 配した が、 一 九 一 一六 年末 吉慶 號が廢 船と なり、 同年 長 慶號も 使用に 堪へ なくな 

り、 遂に 航路 を 中止す るに 至った。  * 

華 法 輪 ほ 公司 Cie.  des IVTessageries  Franco.chmols 

一九二 一  年 七月 上海に 於て 佛支 人合辦 にて 發起、 資本 三 〇 萬兩。 

一九二 一  年 十月より 支那 招 商 局所 有の 新造の 一 級 船 江慶號 一 、 〇 六 四 總噸、 五 七 六 登 簿噸を 以て 宜昌 I 重慶 航路 を 開き 

次いで 叉 華商 鴻江輪 船 公司の 鴻 江號、 鴻幅號 を購ひ 航行に 加入した。 本 公司 は 其の後 一九二 三年までに は 消滅した ものと 

思 はれる し  , . 

永 順 公司 

一 九 一 二 一年 元 川路 公司の 巨 川 號と稱 した 當 時の 嘉利號 を買牧 して 大佛號 と 改名し、 又 同年 華商 鴻江 公司の 鴻福號 を買收 

し 益 興號と 改名して、 一 一隻 を 以て 宜昌 - 重慶 航路 を 開始した 一 九 一 ニニ 年、 大佛號 は 支那 官憲に 渡り、 其の後 益夢號 も 1^ 

益 輿 公司に 引繼， がれて 終った- . . 

裕 大輪 船 公司 

一九二 五 半より 五 級 船 平安 號を 以て 重慶— 叙 州 航路 を 通じた が ノー  九 二 七 年 一月に は 營業を 中止した、 . •  •  ■ . 


麥司 洋行 

設立 年 不明 ( 一 九 二 〇 年代)、 小 汽船 漢華 號、 沅濟 .號 の ニ隻を 以て 重慶 —お 州 航路 を 通じた. 其の後 不明. 

右の f 大戰 後各國 と共に 長、 江上 流に 集中した が、 列國 間に 競爭が 烈しく、 强 力な 日、 英に讓 つて 米國 と共に 競爭 より 

退き， 聚福 洋行 航業部 を 殘す外 は總て 消滅した」 而 して 是 等の 多く は 純然たる 自國 資本に 非す して 政治的に 不安なる 支那 

人航 業者へ の 名義 貸の 意味で 長江 航路 を經營 した ものに 過ぎない -  • 

佛 國船對 支出 入總數 より 見ても、 戰 後一 九 二 〇 年代の 前半け 相對 的に も絕對 的に も 飛躍 を 示した 時期であって 一 九 二 四 

年 は 長江 上流 航路に 於て 總隻數 の 四 分の ー强を 占め、 佛 國船對 支出 入 總隻、 噸數に 於ても 最高 を 示した 年であって、 以後 

戰後 經濟の 相對的 安定 時期に 入って 漸落の 兆 を 示し 一 九 三 〇 年大 恐慌 以後 は w び 微弱な 地位に 落ちて 現在に 至って 居る。 

第： 現  狀 


最近 佛國 船舶 在 支 航路 別 出入 噸數 (單位 千噸) 


九 

九 


〇 年 

二 年 

三 年 

五 年 

六 年 


外洋 航路 

八 九 六 

一 、一一 星 

. 二、 一一 一一 一七 


總數中 占める ％ 

(亍憲 

(二  i) 

(一一 丄 九 ％〕 

(三ハ0^) 

(.于秦) 


內國 航路 

一一 ios 


一一 H ハ 0 
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總數中 占める ％ 

(0*  一一 一二  ％) 

(.0丄ーーーーー％し 

(0 丄 
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1 九 三 七 年  . 1、 翼  一一 一八 八  (？ 七 1%) 

1 九 三 八 年  , l、os ハ  (ー5ニ％)  一一- M  (一  丄 九 ％;>  ■ 

佛 國の對 支、 或は 在 支の 航 運上の 勢力 は 概して 云 ふに 足らす、 各 港 出入 總噸數 に 於て 第 八 位に 在り、 英、 支、 日、 諾、 

蜀、 米、 蘭に 及ばす、 總 噸數、 總隻數 の 約  一 ％ 餘を 占める に過ぎない。 其の 內內國 航路 出入 噸數に 於ても 第 九 位に 在る。 

在 支 航運會 社 も 數少く 現存 二 社であって、 大戰 後發展 した 長江 宜渝 航路 進出の 勢 も 旣に襄 へた" 更に 內國 航路と 外洋 航 

路 出入 噸數も 相對 的に 少く、 支那 內 部に 於け る佛 國の航 運勢 力の 些 小なる とと を 示して 居る。 

最近 宜昌 重慶 航路 就航 佛國船 隻噸數  ： ir  r 

. 佛船 隻數.  各國 總隻數 

五九隻 

四三隻 


佛 船噸數 

九 二 〇 噸 

九 二 〇 噸 

九 二 〇 噸 

一會 社に 依って 經營 せられる。 


各國 總嚷數 

八、 三 二 〇 噸 

四 五 二 〇 噸 

九、. K 八八噸 


1 九 三 〇 年  ニ隻 

一 九 三 二 年  ニ隻 

1 九 三 四 年  ニ隻 

其 他、 佛領 たる 印度支那 方面より 南支へ 連絡す る 航路が あ- 

佛國 印度支那 航業寄 社 Qe.  Indo-Chinoise  de  Navigation  . 

海防— 香港 間、 貨客船 ニ隻、 二 週 三回  , , 

印菱 支那 IP 船 金 曰； P  Indo-cliinois  Soci6t6  Maritime 

西貢— 香港 間、 貨客船 一隻、 月 一回 

南方 沿海 航路に 於ても 英國 船の 勢力 は 大きく、 太古 洋行、 恰和 洋行の 航行 船舶 は佛國 側よりも 隻數、 噸數 が遙に 多く、 


航路 も 盤 谷より 上海まで 通じて 居た リ 

佛印 出入 支那 航路 佛國船 一. 九 三 七 年度 隻噸數  . 

發  着地  佛國 船出 入  他國 船出 入 

. 佛 本 國  一 五 0 隻  一、 £ 六 七千噸  一七 2 隻  九 一一 八 千噸 

支  那  さ  七 ニー  11 八 七  八 二 

香  港  一登  一一 21  S  1、八七-^-  - 

各國計  rw"^HC  一一、 八 一一 一  二、 七ーーー0  七、 S1 

造船業に 於て は佛支 合辦の 一社が 可成り 古くから 殘存 する が、 英國に は 及ばす. 港灣諸 施設に 關 しても、 佛國の 政治的 

勢力 地で ある 上海、 天津の 租界に 稍々 見るべき もの あるが、 日- 英、 米の 如く 營利會 社に 依る 施設 は 少ない。 

佛國 について は、 佛印、 廣州灣 の 南支 地域に 於け る 沿岸 航 運の 比重が 中、 北支に 於け る 在支航 業よりも 重大で あると 思 

惟せられ る。 

1 聚福 洋行 航業 IM5  Union  Fmnco.chinoise  de  Navigation  Compagnie  , 

(本店) 重慶、 (支店) 上海、 漢ロ、 宜昌、 萬縣 

1 九 一 六 年 以後 四川 省に 內亂 が相繼 ぎ、 四川 官民 合 辧の川 江 輪 船 公司が 軍閥の 徵發に 困 じ、 營業 不振に 陷 つた 爲 めに 一 

九 二 一年 佛商聚 福 洋行の 手に 營業を 移し、 享通輪 船 公司 (sino.Franco  S.N.CO.) を 設立し、 蜀享號 四 九 五 登 簿頓を 以て 宜 

昌 I 重慶 航路 を 開始した〕 同年に は 叉 同船の 外に、 新 蜀通號 五六 三 登 簿噸、 福源號 一、 一 一四 總噸 五六 三 登 簿噸を 新造し 

て 夫々 宜 昌重慶 航路に 加入せ しめた」  .  . 
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一九二 四 年に 至り、 更に、 蜀和號 ニー 〇 登 簿噸、 福 來號五 〇 九總噸 二三 五 登 簿噸、 福 同 號六五 四 總噸三 五八 登 簿噸を 建 

造して 宜昌 軍， 慶 航路に 加入 させた- 而 して 同年 上海-重 慶 航路 を も 開き 前記 福 源號を 配した^ 

一九二 六 年享通 公司 は 改組され て聚福 洋行 航業 部と なり、 今日に 至った 最近 は營業 不振であって、 現在 は 福源號 一、 

一 一四 總噸 五六 三 登 簿噸、 福 同 號六五 四 總噸三 五八 登 簿噸、 計 ニ隻. 一、 七 六 八 總噸九 ニー  登 簿噸を 以て 宜昌重 慶間五 〇 

〇 浬 を 航行して ゐ る。 

二、 立興內 河^ 公 IT  (に e  Hsin  Inland  Steam  Launch  Co.) 

上海 近傍の 內河 通行の 小 汽船 業を營 むも& にして * 古く 一九 一 〇 年より 營 業して ゐ ると 言 はれる。 一 九 一 〇 年頃に は 松 

J ^—上海、 楓徑、 嘉善、 平 湖 を 通じ、 最近 は 上海— 湖州 間 四隻ー 一日 一 回、 上海-平 湖 間 一 一隻 二日 一 回 を 通航した。 

第三 造船業 

求 新 機器 輪^ 製 ま 「1. 防 (S0ddt6  Franco  chirbise  de  constructions  Mctalliques  et  Mecanlques) (略稱 中 法 求 新 4^ 造廠) 

司 社な 一 九 〇 一 一年 東方 隱理 銀行 (印度支那 銀行 (La  13angue  de  nndo-chin? 買辦 朱志堯 の 創設した 资本金 五 〇 萬 雨の 支 

那 造船 會 社であった。 一 九 一 四 年 朱 氏 は 財政 部の 保證の 下に 會社及 彼の 經營 する 同 昌紗廠 並に 油 房を擔 保と して 英國 酒豊 

銀行より 八 〇 萬 兩を借 入れた が、 辨濟 不能と なり、 一 八 一 八 年 四月 一 日佛國 郵船 會社 代表 ファムべ ルト I  Famberteaux 

及シ ュ ナ イダ ー S±neider 等に 讓 渡され、 佛國 商社と なった- 當時 他の 列强を 背後と する 淞渡護 軍使 廬永祥 及 上海 總商會 

の强 IS! なる 反對が 起り、 財政 部 を 通じて 國務 會議に 建議し、 國營 移管 を 決定した" 爾來佛 支 交渉の 結果 一 九 一 九 年 合辧組 


織み-なって 現在に 至った。  、 

資本 は^ 額 五 〇 萬 雨で あつたが、 一九 一九 年より 資本 ニー  C 萬兩 全額 拂 込^と なった。 總經理 は佛人 マルティ ノリ D. 

Martinoli 氏であって 總 工程 師 (技師 長) を 兼ねる ^  , 

工場 用地 一 六、 一 八 七 坪 (五 〇 畝)、 黄 浦 江 岸 使用 長 度 四 〇〇 呎、 鬆船場 全長 一 一 五 〇 呎" 

修船架 (スリップ .ゥ H ィ) 一 臺、 修繕 及塗換 用の ものが ある。 乾船渠 一 あり、 最長 一 一四 一 一 呎底長 一 一三 〇 呎、 入口 幅員 三 

五呎、 底 部に 於け る スリップ *ゥェ ィの 高さ ニ呎 であって- 同所 上までの 水深 十二 呎、 千 滿の差 四呎」 

右の 外數 個の 附屬 製造 工場が ある。 

機械工 場、 鑄 物 工場 (十 噸キュ I ボラ Cupola あり)、 汽鐯 工場 (スコッチ、 ャ I- ゥ型 汽鏟ー 、五 〇〇 馬力 製作 能力が ある) 

木型 工場 組立 工場 (能力 一 、 一 ー〇〇 馬力) が ある。 

其 他  ， 

鐵道部 (客 貨車、 電車.、 貨物自動車の 建造 修理) 

孵 船 部 (曳船、 孵 船 業 並 小 蒸汽胖 船の 建造 修理) 

1 九 一 五 年に は 上海一平 湖 間に 新 大號、 新 豊號各 十四 噸を 使用して 就航 させて 居た。 

工人 は 約 七 〇〇— 一、 〇c〇 人 を 使用す。 

從來 建造した 主要 船 は、 

ス ティ- |ル.モー タ ー 船 ミグ レタ號 (Mygreta)一 九 三 〇 年 建造、 一、 四 二 四 總噸、 一、 〇 九 五 登 簿噸、 濠洲. ブ リスべ ー ン英 
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國 ジョン • バ.' ク John  I3urke,  Ltd. 社 所有。 ス テイ I ル • モ I タ！ 船 泳安號 ( Yung  An) 一九 三 〇 年 建造、 一、 四 二 四噸、 

九 八 五 登 簿噸、 上海 支那 大振航 業 公司 Ta  Chen  Nav.  Co.  Ltd. 所有。 

一 九 三 一 一年に は 僅か 一 六 〇 總噸 一 隻を 建造した のみ。 然し 建造 可能 力 は、 一 一、 〇〇〇 總噸の 船舶まで は 建造し 得る と稱 

す。 營業上 取引 銀行 は佛國 東方 滙理 銀行であって、 主要 顧客 は 鐵道及 上海 電車 會社 等で、 天津. R 面より 揚子江 筋に 根底 を 

有する ものの 如く、 修繕 船 は 主に 自己 工場 建造 船の 定期 修理 を 引受ける" 

第 四 港 灣諸施 設 

佛國の 在 支 港灣諸 施設 は 上海、 天津の 二 港に 偏在し、 其 他 租借地た る 廣州灣 の 經營が あるが、 從來は 貧弱な ものに 過ぎ 

なかった。 

其の 特徵 として 公的 機關 所有の ものが 多く 民間資本の 投下され たもの は 少ない。 ， 

一、 上海 

上海 市 年鑑に 依る と 佛國の 港 岸 占用 長 度 順位 は、 英、 支、 日、 米に 次ぎ 第五 位であって 低い 地位 を 占めて 居た。 浦 東側 

の 港 岸 全長 一 一 一六、 四 五 五 呎の內 五 四 〇 呎、 上海 市 側の 全長 一 一 一七、 〇 一 一 〇 呎の內 一 一、 五 九 〇 呎を 各々 占用して 居る。 浦 

東側に は 唯一 つの 碼頭 のみし かなく 他 は總て 上海 市 側に 在る" 

〔上海 市 側 を 下流より 上流へ 向って〕 


(上海 海關の 下流に) 

〇 大法 國火輪 船 公司 所有、 空地、 自然 ニニ 〇 呎、 水深 二 四 I 二 九呎 

〇 義 品放款 銀行 Fonder  crExtl.emc  oraicnt) 所有、 空地、 中間に 川 崎 ドック 外 一 社 を 置いて、 自然 岸 二 〇〇s- 及 

四 一 1 五呎、 水深 一 四呎 

(蘇 州 河口 上流 ェ 部局 を 隔てて) 

〇 大法 國火輪 船 公司 使用 碼頭、 所有者 不詳、 雜貨 用、 ボ ン ッ I ンー 七 〇s-、 護岸 一 一 五 〇sr 水深 1 1 1 呎 

(太古 洋行， 招 商 局 を 隔てて 上流に) 

〇 怫 租界 ェ部 所有 碼頭、 公共 用、 ボン ッ ー ン 二八 〇 呎、 護岸 四 二 〇 呎、 水深 八— 一 ニ呎 

〇 中 法 求 新 製造 廠 使用 港 岸、 同 工場 用、 自然 岸 一 、 〇〇〇 呎、 水深 最低 潮 線 上  ， 

〇 怫 租界 ェ 部局 有 • 佛 租界 自 來水廠 使用 港 岸、 同水廠 用、 護岸 七 五 〇 呎、 水深 最低 潮 線 上 ： 

〔浦 東側 下流より 上流へ〕 

(英米 煙草の 直上 流に)  • 

〇 永興棧 (Oliver  U  co.^s  wharf) 永 興 洋行 所有、 使用. 雑貨 用. 小 クリ， -クを 中間に 挾んで 

下流 側、 ポ ン ッ ー ンー 〇〇 呎、 護岸 一 四 〇 呎、 水深 六呎 以下 

上流 側、 護岸 四 〇〇 呎、 水深 六呎 

(此の上 流 に 近く 上海 ド ックが ある)  - 
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二、 天津 (及大 ^iT 壙沽) 

〇 怫國 租界 バ ンド、 英國バ ンドの 上流に 續く。 

二、 〇〇〇 呎餘 の鐵筋 コンク リ ー トの 護岸 あり。 萬國橋 下流に 於て 昭和 十一 年初に は 一 、 〇〇〇 噸 船舶 三隻繁 船し 得る 

のみ。 

〔瑭 沾〕 

〇 儀 氛亲記 輪 船 公司 ひ 0CK"t6  Frangaise  de  Remorquage  et  Chalandage  ( Yih  Hsing  Steam  Launch  Co.) 

天津 港 は ライタ— 問題が 錯雜 し、 日、 英、 支の 對立 問題の 渦中に ある 佛國 系會 社で ある。 一 九 一 三年 瑭活に 設立され、 

同年に は 天津 I 洽州間 南 運河 小 蒸 汽船 四隻を 以て 開航 したが それ^ 半年に して 失敗した」 

1 九 三 〇 年に は 曳船 八隻、 經八隻 (一 一、 一 一四 〇 噸) あり。 現在 は 曳船 五隻、 艘九隻 あり。 親會社 は佛國 汽船 會社 (S0ci6tw 

Franco-cWnoise  de  roetellaze  et  Cabotage  en  chine) 

〇 儀 興碼頭 長さ 一  < 八 呎幅三 八 呎の棧 橋と、 長さ 七 七 呎幅ー 一四 呎の 木造 棧橋 あり、 一 一、 〇〇〇 噸級船 一 隻 碇泊し 得る。 

〇 佛國 政府 碼頭 (French  Government  wharf) 

〇 フラン ス瑭沾 船 業會社 (S0cia6  Franpise  de  Navigation  de  Tongku) 船渠 一 及 工場 あり。 

(大 沾〕 同右會 社鋼鐵 ライタ I 三 〇〇| 六 〇〇 噸の ものが あ， つて 入港 汽船の 積 卸 荷 を 行 ふ。 

三、 廣州灣 

1 八 九九 年租 借條 約に て 九九 年間 租借し、 自由貿易 港と して 開港す。 海軍 根據 地と なる。 


赤坎西 t おは 商業 區 域であって 波止場が ある。 

佛國の 印度支那 豫算の 一部た る 廣州灣 豫算は 毎年 約 六 〇〇 萬 法で あり、 其の 二 〇％ は 土木 事業に 振 向けられて 居る。 從 

來 までの 投资は 二、 五 〇〇 萬 法に 達する 見込で ある。 

四、 水先 人 

支那に 於け る 水先 人 は 外人の 占めて 居る 處 であるが、 就中 英、 日兩國 人が 大部分 を 占め、 佛國人 は 些少で ある。 全國水 

先人 一 九 〇 名 中外 國人 一 〇 四 名 ( 一 九 三 三年 度) であって、 其の 中 佛國は 上海に 三 名 (四 〇 名 中) を 有する のみ。 

第三 節 通 信 

第一 無線電信 (電話) 

I 九 一 八 年 安福 派と 日本との 間に 支那 對外 無電 通信 獨占 契約が 結ばれてから は、 支那 無電 紛爭 問題が 列國 との 間に 惹起 

し 華 府會議 に 於ても 議題に 上り 「支那 國に 於け る 無線電信 局に 關 する 決議 及 附屬聲 明」 が 米、 白、 英、 支、 佛、 伊、 日、 

蘭、 葡の 九國に 依って 發 せられた。 其の 第 四條に 「租借地、 南 滿鐵道 附屬地 又は 上海 佛國 租界 內に 在る 無線電信 局に 付 問 

題 起る とき は 該問題 は 支那 政府 及 關係國 政府 間の 審議 事項と 認めら るべ し」 と あり、 佛國の 上海に 於け る 無電 局 は 從來の 

傳統 的の ものと して 特例 を 認められた， - 爾来 一 九 二 一年 直隸 派と 米國 との 無電 臺 建設 契約が 成立し、 日米 間の 紛爭が 激化 

し 此の間に 在って 佛國も 亦 支那 外交 部に 對 して 利害 關 係が あるので 之に 關 する 權利を 保留す る 旨を聲 明した。 其の後 國民 
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政府が 成立して から は 一 九 一 一八 年に 奉 天 省 政府の 奉 天 無電 臺が 成立し、 其の 歐洲 向外國 通信 を 西貢 無電 臺經 由で 取扱 ふこ 

ととな り、 又 一九二 九 年に は 上海の 「法 商 長途 電話 公司」 より 國民 政府へ 國際 通信 用大 無電 機を賣 却.、 それが 眞茹 に据； t?- 

けられ、 斯 くして 一 九 三 一 年佛 國眞茄 無電 臺間 直接 通信が 開始され た。  . 

然るに 比の 間 短波 無電 通信 の 發達 に 依り 大 無電 臺紛爭 も 自然 消滅す るに 至った。 

佛 ft は 其 政治的 據點 たる 上海 佛 租界、 天津 佛 租界、 廣 州灣、 雲 南 等に 無電 局 を 有する。  . 

I 、上海 佛 租界 佛國ェ 部局 所設 無線 電臺 

乎 出番 號 FFZ、 通信 距離 晝ニ 〇〇 浬 夜 七 〇〇 浬、 電力 七 キロワット、 H レクト リック 式 (電氣 樂音發 火 式) 

波 g 六 〇〇 米 及 三 〇 米、 更に 二、 一  〇〇 米を 以て 重ねて 發信 する" 同局 は 上海 佛 租界 ェ 部局の 所設 であって 佛國 領事の 

支配 下に あり、 華 府會議 協定に 依り 其の 營 業が 制限され、 商業 中心 lil に 近い 洋經 濱營業 所は廢 止された) 同局 は 集配 關係 

が 不便で あるが、 發 受信の サ， I ビスに は 優れて 居る。 

叉 徐家源 天文 臺と 聯絡し 氣象 報告 用に 供せられ る〕 支那 各地、 印度支那、 比 律賓、 朝鮮、 日本の 氣象 臺の發 送す る 報告 

を 均しく 接受し、 海上 各 商船よりの 報吿も 接受す る"  •  •  . .  . 

更に 國際 聯盟 新 嘉坡衞 生 局發の 傳染病 報告が あるが. 之 も 毎週 接受して 居た。 . " 

一 丸 三 五 年度 接受 字數 種別 は 次の 如くで ある。  ， 

氣象 報告 長波 三 七 〇 、六 四 三 字 短波 四 七、 六 0 三 字 

傳染病 報告 一 1、 七 一 六 字  • 


同じく 右 を轉發 した 字數 種^ は 

氣象 報告 長 中波 三 四 一 、五一 六 字 短波 七 六、 八 四 三 字 

傳染 病報ル 3 七、 六 〇 九 字 

二、 雲南府 

一九 一八 年、 時の 督軍 唐繼堯 が民國 聯軍總 司令と して、 無電 臺 本局 を 省城毘 明に、 分局 を 貴 陽、 重慶、 老 賴灘、 騰越、 

河口の 六ケ 所に 設置しょう とした" 本局に は、 電力 五 〇 キロワット 無電 機 ー臺呼 出番 號 XYV、 通信 能力 二、 〇〇〇、 溜 を 

又 分局に は 五キ" ワット 無 雷 機 五 臺を据 付ける ことと し、 關係 技師 を佛國 人と し、 機械 も佛國 の里昂 無電 公司 製品 高周波 

式 を 購入す る ことに 契約した。  . 

然るに 佛國 政府 側は据 付試驗 のた めと 稱し、 別に 電力 一 〇 キロワット 餘の 無電 機 を 滇越線 停車場 構 內に据 付け、 河內と 

通信す る こと を 承認 させて 一九 一九 年 四月 鍵ェ、 雲 南— 河內、 西貢 間 通信 を极 ひ、 試驗の 目的 以外に 佛國 政府 用に 供し 

た。 通信 能力 一 、 五 〇〇 籽。 

その後 支那に 昂揚し 來 つた 民族主義 は 雲 南 官民 をして 佛國の 雲 南に 於け る 無電 事業に 反對 せしめ、 佛國側 は、 雲 南 政府 

と 交涉の 後一. 九 一 一 〇 年の 唐 繼堯の 一 時 的 失脚の 復活 後、 一 九 一 二 一年 本局の 無電 完成 次第 實價を 以て 同所の 無電 機 一 式 を 雲 

南 政府に 讓 渡す る ことと なった が、 其 の 後 依然と し て讓 渡しない。 

佛國 陸軍 部が 管理して、 全く 軍事、 政治 用の 使命 を 有する。 

通信 距離 畫 一〇〇 浬 夜 三 〇〇涯 

. 第 四 章 交通 及 通信  一 〇 一 
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電 ；カ 三 キロワット 

波 長 六 〇〇 米 或 ハ 一 、〇〇〇 米 r 樂音發 火 式」 

三、 廣州灣 

廣州灣 設置の 無電 局 も 政治、 軍事 用に 供せられ る ものであって、 佛國 陸軍 部の 管理 下に ある。 

呼 出 FWA  、通信 距離 晝ー五 〇 浬、 夜 四 〇〇 浬、 電力 五キ ri ワット、 波長 六 〇〇 米 或は 一 〇〇〇 米、 H レクト リ 

ック式 (電氣 樂音發 火 式) 

■ 四 天津き 

廖 

佛國 陸軍 部 管理の 米 國眞空 管 式 無電 機 備付け の ものが ある。 詳細 は 不明。 

無線電話 放送〕  - 

C 

無線通信 業と して、 電信の 外、 無線電話 放送 も 亦 上海、 天津の 佛國 租界に 於て 行 はれて 居る。 併し 放送 設備が 簡單 であ 

つて、 新聞社、 商會 等が 無報酬で、 自己 宣傳 其の 他に 努める ものであって、 聽取者 範圍も 地方 的に 限られた ものに 遗 ぎな 

レ0. 

上海に は 無線 電播 音臺 (霞 飛路) が あり、 廣吿 放送 營業を 行 ふ。 

第二 有線電信 (電話) 


〔電 信〕 

1 八 八 八 年 十一 一月 佛支 電信 協約の 締結に 依り 怫領 印度支那と 西 支那との 電信 連絡が 成り 今日に 至った。 

. 廣西、 鎮南關 —東京 同 登佛國 電報局 

. 廣東、 東興鎮 I 東京 芒 街 

雲 南、 河口—  (安 南 線)  . 

1 八 九 五 年中 國 東京 境界 修正 追加 條 約に 依り 

雲 南、 思 茅— 安 南、 孟阿營  ， 

〔海底電信〕  . 

佛國 政府が 直接に 經營 せる 厦門、 鼓浪 嶼— 佛印、 海防 線 七 八 五 浬が ある。 

〔電話〕. 

法 商 長途 電話 公司 (都市 間 電話 佛蘭 西會 社) S0cie、t6  Frangaise  des  T ま phones  Interurbains なる 名稱の ものが 上海に ある 

けれども、 電話 器、 電報 器材 料を賣 買す る ものであって、 資產 一、 五 〇〇 萬法乃 至 二、 〇〇〇 萬 法で ある。 

第三 郵便 

1 八 七 五 年 北京 總稅務 司署及 上海、 鎭 江の 兩海關 に 郵政 部 を 附設した のが 支那に 於け る 新 1;?^ 郵 制の 起源であって、 夫れ 

第 四 章 交通 及 通信  、一 〇 三 
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以後 各地に 海 關附屬 郵政 部が 增設 され、 一 八 七 八 年 佛« に萬國 郵便 聯合 會が 開催され たの を 機と して、 佛國 政府 は總 税務 

司 ロバ， |ト，ハー ト (赫德 ) (英 人) に、 在 上海 佛國 郵政 局の 撤回 方法に 關 する 意見 を 求め、 叉 上海々 關に 依る 支那 郵政 統 

1 が 論ぜられた。 其の後 一 八 九 六 年大淸 郵政 局 組織の 勅令が 張 之 洞の 建議に 依って 發 布され、 支那 も 新式 郵制 採用に 進む 

に 至った けれども、 事 實上は 前の 海 關附屬 郵政の 延長に 過ぎない。 淸朝總 理衙門 監餐の 各の 下に 總稅務 司ハ— トは總 郵政 

司 を 兼任し 總 郵政 司の 下に 置かれた 總辦も 吏員 も 海關 職員 を 以て 充當 した) 

1 八 九 八 年佛支 間に 於て、 郵政 長官 は外國 人より 特に 佛國 政府の 推薦した 者 を 考慮す る ことと 云 ふ 協定が 成立し、 一九 

〇 二 年に は覺 書が 交換され た。 斯 くして 總辦に は、 白 耳 義人 ァ I ルス J.H.A.  va-  Aa.st、 佛國人 ピリ ー T.  Piiry が 佛國の 

推薦の 下に 相繼 いで 歷 任した」  - 

支那 側 郵政の 開始の 外に、 列國 は各ャ 目ら の 郵政 を 支那 國內に 布く やうに なり、 五 港 開港 以後 英國は 港 岸に 正式の 通信 

機關を 設置した が、 更に 二十世紀 初頭 以來 特に 顯著 となって 來た列 國の對 支 侵略 は郵 制に も 表 はれて、 佛國 は英國 と共に 

支那 各地に 自國 國營の 郵便局 を 配置す るに 至った。 

一九 一 一年 五月 淸朝は 盛 宣懷の 建議に 依り 全國 郵政 を海關 より 分離し、 新設の 郵傳 部の 統轄 下に 置く こ とに 決し， 都政 

總 局長 は 支那 人から 任命す るに 至った が、 其の 下の 總辦 たる 佛國人 ピリ ー の爲 めに 人事 權、 管理 權 ともに 握られて 名のみ 

の總 局長であった。 此の 年 辛亥 革命が 起り、 郵傳部 は民國 政府 交通 部と 改稱 せられた" 其の後 ピリ I は 一 九 一 五 年 歸國し 

佛國 人デト ラン H.  Picard  Destelan 總辦 代理と な. 一九 一七 年 四月 ピリ I の辭 職と 共に 總辦を 襲 任し、 爾後 國民 政府 

成立 時代に 及んだ。 任の 長い こと は 前の 〈 I ト 氏に 次ぐ ものである。 總 局長 は 支那 人で ある けれども 實權は 佛國系 總辦に 


把捉 せられて 居た ものである。 

支那 郵政に 對し、 參與 した 外人 職員 數は 一九 〇 八 年 九 七 人、 一九二 ハ年 ニー 二人、 一九二 〇 年 一 一 五 人で ある。 一 九 二 

〇 年に 於け る 國別を 示す と 

佛ニ  二人、 英五 三人、 七 人、 米、 露、 葡各五 人、 諾四 人、 丁、 白、 瑞典各 三人、 B  二人、 ュ ー ゴ-ス ラヴ ィァ、 チ H ッコス ロゲァ 

キア、 瑞西各 一 人  ， 

である。 一九二 一年 外人 職員 數はー 一 五 人であって 


總辨  脫 長  各地 管理局 郵務長 

佛  國  一人  三人  二人 

白國—  1  二 

英  頃  —  二  ニニ 

米國  ー  1  1 

諾  威  I  I  二 

其  他. I  —  二 


右の 如き 支那 郵政への 參加 と共に、 各國 は自國 自らの 郵制を 支那に 分布し、 各本國 と關聯 させ、 特に 政治 用に 便なら し 

めた。 尤も 支那 側 新式 郵政 は 一 八 九 六 年 勅令が 發 布され たけれ ども、 施設が 不安であって、 且つ 一九 一 四 年 四月 一 日の 支 

那 の萬國 郵便 聯合 加入 以前 は國際 郵便に 不便 を 感じ、 各國は 夫れ をロ實 として、 自國の 郵便局 を 上海 を 始め 各地に 設置し 

たので ある。 殊に 怫國は 英國の 次に 多い。 佛國 郵便局 所在地 は 一 九 〇 七 年の 調査に 據 ると 
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天津、 芝罘、 北京、 漢ロ、 上海、 福 州、 廈門、 寧 波、 海 口、 蒙自、 廣東、 重慶、 雲 南府、 龍 州、 北海、 計 十 五ケ所 

右の 中 雲 南 府は安 南 總督の 管理 下に 屬し、 他 は總て 佛本國 政府 直營に 係る。 (又 重慶は 一 九 一 〇 年 以降 公衆 事務 は 停止、 

領事、 軍艦 用の み を 扱 ひ、 夫れ を 包 封して 支那 郵政 局に 依賴 して 居た。) 斯 かる 情勢 も、 大戰に 依り 獨 逸の 郵 局が 廢 止さ 

れ、 更に 戰後 一九二 一年 華 府會議 に 於て、 支那の 要求に 基いて 各 通商 地の 從來 の外國 郵便局が 撒 去せられ る^とと なつ 

た。 但し 條件 として は 支那 郵政 關係 外人の 地位 變更を 許さす に 依然 中國 郵政への 支配 權は 放棄せられ ない。 其の 準備期間 

を 一九二 一 一年 末までと 決め、 英國 が先づ 一 九 ニニ 年 十 一 月 三十 曰撒廢 したのに 倣って、 佛國 も米國 と共に 一 九 一 二 一年 士 一 

月 三十 一 日撤廢 した。 斯 くして 支那の 名義 上の 自主 郵政 は 獲得され た。 撤廢 直前 一 九 一 二 一年の 佛國在 支 郵便局 は、 前記 十 

五ケ所の 外に、 廣 灣が增 加し、 龍 州が 減少して 差 引 計 十 五ケ所と なった。 但し 廣州灣 は 租借地で あるので 殘存 した" 

支那 郵政への 支配力 も、 其の後 國民 政府の 成立と 共に 衰 へた〕 卽ち 交通 部が 南京に 成立し、 一 九 一 一七 年 七月 郵政 事務 管 

理權を 外人より 回牧 する ことと し、 十一月 一 日 南京に 北京 政府 郵政 總 局に 對 立して 新 總局を 設立、 總辦 には尙 北京に 在る 

デト ラン を 任命、 翌ニ 十八 年 四月 總辦 を會辦 と改稱 し、 局長 を總辦 と改稱 して 自國人 を 充て、 同年 六月 北京 平定と 共に 北 

京 總局を 南京に 合同す る ことと なり、 デ トラ ン も會辦 として 職員と 共に 南下した。 然し 南京に 赴かす して 上海に 辦事處 を 

設立して 上海に 赴いた。 國 民政 民 は郵權 を收復 しょうとして、 總局內 の 職員 は 自國人 を 正に 外人 を 副と なし、 叉 地方 各郵 

に 於ても、 自國 人の 協 理郵務 長 を 設けて、 外人 郵務 長の 公文 は 其の 副署 を 必要と する ことと した。 併し 一九二 九 年 二月 

に は總局 會辦の 下に 副 會辦が 設けられ.、 佛 國人フ I ラ ンが 任命され た。 佛國 勢力の 拔く ベから ざる こと を 物語る もので あ 


第一 節 沿 革 

第一 日露 戰爭 以前の 活動 

一、 一般的 特徵 

日露 戰爭 以前の 佛國對 支 活動の 基軸 をな す もの は佛露 提携 政策であった。 對支 金融 活動 も その 基幹 的 方針に 沿 ひ、 雄 厚 

なる 資本力の 下に 露 國及白 耳義と 結んで 自己の 經濟的 勢力 を 仲 長させ ようとした。 殊に 露國の 支那に 對 する 軍事的 政治的 

野心 を 巧妙に 利用した のであった。 斯の 様な 佛國の 政策 は、 單に 支那の みの 事情から 生れた もので なく、 歐洲に 於け る國 

際關係 11 特に 英獨に 對抗的 意味 を 有する 佛露 同盟 f, 一  八 九 七 年) を 反映した ものであった。 佛露 提携の 名の 下に 佛國資 

本 は 支那に 於け る 實際的 勢力 を 掌握しょう とした。 兹に 一 般的 特徵の 一 が存 する。 

この 對支 金融 活動の 樞軸 たるべき 役割 は 東方 酒理 銀行に 課せられ、 同行の 支那 支店 は 一 八 七 七 年に 設置され た。 然し 日 

露戰爭 以前に 於て は 同行 は 主として 佛領 印度支那に 於て 活動し、 從 つて 佛國財 圏の 投資 活動 は露淸 銀行 を 通じて 行 はれた。 

兹に 同期 間の 對支 金融 活動の 第二の 特質 を 見る。  . . 

一一、 借款と 金融 機關 

1、 一八 九 五 年 四 分利 付露佛 借款、 これ は 佛國對 支 借款の 最初の ものであって、 其の 金額 は 佛貨四 億 法 又は 英貨 一千 五 
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百 八十 二 萬 礤の金 借款に して、 關稅牧 入を擔 保と し 期限 は 三十 六箇 年であった。 この 借款に 於け る怫國 側の 引受 分 は 

二 億 五 千 萬 法、 夫れ に參 加した 佛國側 銀行 は 左の 如くで ある。 

M.M.  Hottinguer  &  Cie.  Fr.  62,500,000 

La  wanque  de  Paris  et  des  Pays-Bas.  ^.ss§ 

Le  Credit  Lyonnais.  62,500,000 

Comptoir  National  cTEscompte  de  Paris.  25,00 つ, 000 

La  Scci へ t<5  G6n^ral ひ pour  favoriser  le  D ひ velop-ment  d..l  commerce  et  d ひ l-Industrl ひ en  FVance. に〕, 000,000 

L.a  Soci6t6  C616rale  CnMit  Industrielle  et  Commerciale. 

2、 京 漢鐵道 借款 京 漢鐵道 借款 は 白 耳 義籍の 支那 鐵道 研究 會社 (social  d-&udes  des  Chemins  de  Fer  en  chine) との 

間に 一 八 九 八 年 六月 一 一十 六日 正式 契約の 調 S- がな された。 この 支那 鐵道硏 究會社 は 表面 白耳義 政府に 登錄 した 會 社で 

あつたが、 其の 資本 は佛國 より 供給され たもので、 從っ てこの 借款の 實 際の 主人 は佛國 であった。 

この 借款 は總額 一億 一千一 一 百 五十 萬 法 (四百 五十 萬磅) であって 利率 は 年 四 分 償還 期限 は 一 一十 箇年 である。 尙 この 借 

款に對 して は 白 耳 義の阈 民產業 助成 會社 及露淸 銀行の 一 一 者が 契約の 當事 者と なり 其の 義務 を 受諾して 居た。 

3、 正 太鐵道 借款 一 八 九 八 年 五月 一 一十 一 日に 露淸 銀行と 支那 政府との 間に 二 千 五 百 萬 法の 本鐵道 借款の 豫備 契約が 成 

立した。 同時に 六 百！ 八十 萬 雨の 前 貸金 交付が あつたが、 其の後 間もなく 勃發 した 團匪 事件の ために、 正式 契約の 氣運 

が 起る に 至らなかった。 

併し 一 九 〇 二 年、 政府 は 盛宣懷 に對し 本鐵道 建設の ための 所要 資金の 調達 を 命じた。 盛 宣懷は 上海に 於て、 露淸 銀行 


の 代表者と 交渉し、 同年 十月 十五 日 遂に HI 千 萬 法の 借款 成立 を 見た ので ある。 

本 借款 は露淸 銀行が 其の 引受人で あるが、 其の 眞の 引受 八 は 露 淸 銀行 內の佛 國財圑 であって、 本 公債の 發行 場所 及び 

其 他 の 情報 を 綜合 して 純然たる 佛國の 借款と 看做し 得る ものである。 事實 其の 後露淸 銀行 は 正式に 本鐵道 の 運 營權を 

蹄國の 『支那 鐵道 建設 開發會 社』 、sod6t6  Francaise  dc  Construction  ct  crExploitation  de  Chemins  de  Fer  en  chine) に 

移譲した。 

4、 汁 洛鐵道 借款 一 八 九九 年 佛白シ ンヂケ ー トは 北京 政府に 對し汁 洛鐵道 建設 を 出願した。 其の 目的の 爲め， に 白佛シ 

ン ヂケ， -トは 翌年 ( 一 九 〇〇 年) 資本金 百 萬 法 を 以て 支那 鐵道 電車 會社を 設立、 資金 上に 於け る 兩國の 割合 は 折半の 

各 五十 萬 法と した。 併し 其の後 間もなく 勃發 した 團匪 事變に 依り 其の 交涉は 一 時頓 座の 形に あつたが 一 九 〇 三年 十 

一 月に 至って 始めて 正式に 借款 契約 を 締結す るに 至った。 

一 九 〇 三年 十 一 月 十一 一日 上海に 於て 調印され た 五分 利 付 一 一千 五 百 萬 法の 汴洛鐵 道 借款 は、 卽ち 之であって 其の 引受人 

は 前記の 支那 鐵道 電車 會社 、compagnie  Gc、n6.ale  de  Chemins  de  iFer  et  d ひ Tramways さ ctline) である。 

この 會社は 一 九 〇〇 年 三月 ブラ ッ セルに 於て 白 耳義國 法に よりて 成立 I たもので あるが、 資本 關係は 佛白各 半額で あ 

つて 兩國 財團の 占める 地位 及權能 (例へば 拔 師長の 任命 權等) 其 他 一 切の 點に 於て 平等と 規定した。 

三 >  露淸 銀行と 佛國 資本 

一 八 九 五 年日淸 間に 媾和の 成立が あって 間もなく、 露 都ぺテ ルス ブルダに 露淸 銀行 (Banque  HUSSO.ASiatiqlle) (支那 名 華 

俄 道 勝 銀行の 前身) の 出現 を 見た。 この 銀行 は 露 闘の 支那 經略 機關 として 設立した もので. あるが 其の 資本 は 佛國に 依つ 
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て 出資され、 その 實體 は露佛 合作の 銀行と 云 ふこと が 出来る。 今 この 銀行に 參 加した 佛國側 財團を 列記す ると 次の 如くで 

ある (註)。 

1V1.M.  Hottinguer  &  Cie. 

l.a  wanque  de  Paris  et  des  Rlys-was. 

Le  06clit  Lyonnals. 

L ひ Comptoir  National  d-Escompte  de  Pans. 

(註) 露國 側の 參加 銀行 は The  International  Bank  of  St.  Petersburg. 

又 其の 資本 を 見る と、 總 資本 六 百 萬 留の中 八 分の 三 は露國 であって 八 分の 五 は怫蘭 西に 於て 募集され た。 露淸 銀行 は 露 

國の 東方 政策、 特に 鐵 道の 敷設 權の 獲得と 相俟って 鐵 道と 銀行に 依る 支那の 征服 を 目的と した ものであるが、 其の 資金 を 

佛國に 仰いで 居る 闘 係 上 佛國は 亦 此の 銀行 を 支那へ の 經濟的 侵略の 足場と した。 

前述の 鐵道 借款の 說 明に 於て 見ら る" 通りに、 佛國財 團は京 漢鐵道 借款に 於ても 亦 正 太鐵道 借款に 於ても、 此の 露淸銀 

行 を 通じて 投資した が、 此の 外に も 滿洲に 於け る 東 淸鐵道 其 他に 於て、 苟 くも 露淸 銀行の 活動 範圍內 にある ものに 對 して 

は 其の 資本と 勢力と を 伸張 させた。 

露淸 銀行 は條 例に 依り 最も 廣汎 な權限 を付與 され 單に 商業 的 企業の みならす、 銀行券の 發行、 地方 通貨の 鑄 造、 鐵道及 

電信 線 建設に 對 する 特許の 獲得、 貨物の 賣買、 不動 產の賣 買、 一般 保險 事業 及 貨物の 輸 達まで も极 つたので ある。 斯 くし 

てこの 銀行の 資金 は 遂年增 加し、 一 八 九九 年に は 資本 額 遂に" 一 一千 萬留と 推算され るに 至った。 


第二 曰 露 戰爭ょ リ歐洲 大戰迄 

一、 一般的 特徵 

日露 戰爭 の敗戰 のた め 露國は 極東に 對す る 侵略 行動 を 封 ぜられ たが、 佛國も 亦 此の 露國の 敗戰に 依り 對支 活動の 樣 相に 

變更を 見る に 至った。 卽ち 佛國は 此の 戰爭後 多年 頸 敵と して 相 競った 英國 との 間に 提携 關 係の 成立 を 見た。 一 九 〇 五 年 十 

月 一 一日 支那 鐵道 投資 を 目的と する 佛英シ ンヂケ I トの 組織され たの は 此の 爲 である。 

日露 戰爭 後の 佛國 の對支 投資 活動の 第二の 特徵 は、 前 時期に 見られた 露佛、 英獨、 米と 云 ふ 様な 諸國 との 競 爭的 投资を 

さけ、 國際 共同 投资を 目的と する 四國 借款 團、 六國 借款 團 等の 成立 過程の 中に 於て 活動した ので ある。 

第三の 特徵 は、 前期に 設置され た佛領 印度支那 開發を 主眼と する 東方 滙理 銀行の 支那 支店が 此の 期に 於いて 活躍 を 開始 

す る と 共 に 支那 大陸 を 投資 活動の 對 象と し た 中 法實業 銀行 の 成立 を 見た ことで ある。 斯 くして 從 來露淸 銀行 內の佛 國財團 

を 通じ 或は 白耳義 資本と 共同して 投資 を 行った 佛國の 投資 活動が 單獨で 活潑に 行 はれる に 至った。 

二、 借款と 金融 機關 

I 九 〇 八 年英佛 五分 利金 借款 本 借款 は 一 九 〇 八 年 十月 八日 契約の 成立 を 見た もので、 英國は 香 上 銀行， 佛國は 東方 應理 

銀行 を 引受けた。 借款 金額 は 五 百 萬磅、 英佛 折半に 引受け、 利率 は 最初の 十 五箇 年間 は 年 五分、 其の後 は 年 四 分で ある。 

三、 國際 借款 團の經 過と 怫國 

1、 湖 廣鐵道 借款と 四國 借款 團 日露 戰擊 直後 卽 ち」 九 〇 五 年 十月 一 一 日英 佛兩國 の 資本家 は 川漢及 # 漢鐵道 へ の 貸付 を 
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目的と して 一 シン ヂケ I. トを 組織した。 この シン ヂケ ー トに參 加した 佛國 財團は 左の 如くで ある。 

wanque ュひ i Inclo-ldllnc. 

Comptoir  National  cr.Escompte  cle  Paris  socldtw  G< ^コ^ ale- 

Regie  Gdn へ rale  Ctiemins  de  p.er  NJ.  & ひ -Barclec. 

併し この シン ヂケ I ト が 活動 を 開始す るに 先立って 川 漢鐵道 及 粤漢鐵 道 に對 する 獨逸 の 引受 運動 又米國 の 抗議 等 々 が 

あり、 種々 の經緯 を經て 一九 一 〇 年 五月 二十 三日 巴 里に 於て 獨米を 加へ た 四箇國 財圑の 成立 を 見る に 至り、 淸朝 政府 

との 間に 一九 一一 年 五月 一 一十 日 を 以て 本鐵道 借款 契約 を 締結した" 該 借款 は 金額 六 百萬磅 であって 四箇國 平均に 分擔 

し、 佛國の 割前 は 百 五十 萬磅 (米貨 一 九， 一 九九、 〇〇〇 弗) であって 引受 銀行 は 東方 滙理 銀行で ある。 

2 、一九 一 三年の 善後 五分 利金 借款 一 九 一 三年に は 米 國の脫 退に 依り 五國 借款 團 となった 國際 財團は 同年 四月 一 一十 七 

日 支那 政府との 間に 善後 五分 利金 借款 を 締結した。 借款 金額 は 英貨 二 千 五 百萬磅 五箇 國 平等 分擔で あって、 此の 借款 

に對 する 佛國の 引受 銀行 は 東方 涯理 銀行で ある。 其の 引受 額 は 五 百萬磅 (米 弗 三 一 、六 六 一 一、 五 〇〇 弗、 佛貨 一 億 一 一千 

六 百 二十 五 萬 法) である。 而 して 佛 國は會 計 檢査部 顧問 一名 を 佛國人 を 以て 當 てること とした。 

四、 佛白 共同 借款 

1、 隴海鐵 道 五分 利金 借款 汁洛鐵 道の 東西 延長 線と しての 隴海鐵 道 敷設 借款 は 汁 洛鐵道 借款 を 引受けた 佛白 シン ヂケ 

1 ト 支那 鐵宣 電車 會； y  rCompagnie  G へ n6rale  de  Chemins  de  Fer  et  Tramways  en  chine) と 白耳褰 資本の 支那 鐵道會 

社 (S0ci6t6  Beige  de  Chemins  de  :Fer  en  chine) との 間に 競爭が 演ぜられ たが、 竟に兩 社の 妥協が 成立し 一九二 一年 


九月 一 一十 日 遂に 東方 海 州より 西方 蘭 州に 及ぶ 大 幹線の 建設に 關しー 一 惊五千 萬 法の 借款が 成立した。 

隴海鐵 道 公債 は 白 耳義に 於て 發 行され、 前記 支那 鐵道 電車 會社も 其の 登記 は 白 耳義 政府に なされた ものであるが、 該 

社の 資本金の 半額 は佛國 所有の ものである。 

2、 同 成鐵道 借款 本 鐵道は 一 九 一 三年 七月 一 一十三 日白 耳義の 支那 鐵道會 社と 佛蘭 西の 支那 鐵道 建設 運 營會社 

Francaise  de  Construction  et  (rExplokation  de  Chemins  de  Fer  en  chine) との 共同に 依って 借款が 引受けられた。 借 

款額は 一 千萬磅 であ ュて、 兩 社の 借款 分擔は 折半、 而 して 初めの 十 筒 年間 は 白 耳義會 社が 共同計算で 一 切 を 指 園し、 

其の後 は佛蘭 西會社 (通稱 山西會 社) が 之 を 行 ふこと となった。 

此の 支那 鐵道 建設 運營會 社と は、 一 九 〇 一 一年の 正 太鐵道 借款 叫 千 萬 法 を 引受けた 露淸 銀行より 同鐵 道の 運營權 を讓受 

けて 成立した 會 社であって、 一九 〇 二 年の 借款 は 翁に 見た 如く、 露淸 銀行 內の佛 國財團 が 之 を 引受け、 一九 〇 三年 十 

1 一月 巴 里に 於て 發 行した ものであって、 純然たる 佛國の 借款と 見られ 得る ものである。 

五、 中 法實業 銀行 (Banque  IndusECIIe  de  chine) の 成立と 對 支單獨 投資 ， 

1、 中 法實業 銀行の 成立 佛國 の對支 投資 並に 其の 金融 活動 は從來 他國と 共同して 行った の を 特徴と したが、 一九二 一 

年中 法實業 銀行 (Banque  Industrielle  de  chine) の 成立に 依って 全く^ 來の型 を 破り 單獨 投資 を 行 ふに 至った (他面に 

於て 列國 との 共同に 依り 諸 借款へ 參 加した の は 勿論で ある)。 

中 法實業 銀行 は 表面 中 佛合辦 の 形式 を 以て 成立した が、 資本 は 殆ど 總て佛 蘭 西より 供給 を 受け、 一九 一 三年 七月 本店 

を 巴 里に、 營業部 を 北京に 設けて 開設した ものである。 
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資本金 は 四千 五 百 萬 法 株式の 三分の 一 は 支那 政府に 與 へられ、 財政 外交に 通曉 する 新 官僚 王 克敏を 其の 總理に 任じた。 

合辦 銀行の 案は當 時の 支那に 於け る 時流に 投じ、 この 銀行 は 創立 間もなく、 中 佛實業 借款 一億 五 千 萬 法 及 欽渝鐵 道 借 

款六億 法の ニ大 借款の 權利を 獲得した" 

2、 中 佛實業 借款 この 借款 は 一 九 一 三年 中 法實業 銀行が 成立す ると 間もなく 袁世凱 政府に 對し てこの 銀行より 提伊 1 

, たる 借款であって 一 九 一 三年 十月 九日 契約 締結され た。 借款 金額 は 最高 一 億 五 千 萬 法 を 限度と し、 一九 一四 年 一 一月 五 

日 以後 銀行に 於て 適當と 認めた 時期に 於て 一 九 一 四 年中に 發行 する ものと した。 

然し 其の後 實 際に 支那 政府に 拂 込んだ 額 は 一 億 法で あつたと 謂 はれる。 

第三 歐 洲大戰 後より 現在 迄 

一 、一般的 特徵" 

日露 戰爭 後歐 洲大戰 の勃發 まで は 列國の 支那への 投资の 最も 活潑を 極めた 時期で あるが、 また この 時期 は佛國 にと りて 

も對 支那 投资の 最も 旺んな 時であった。 然し 一九 一四 年 歐洲大 戰の勃 發に伴 ひ、 佛國は 支那 を 顧みる 餘裕 はなく、 戰後特 

に その 直後 は戰爭 による 打撃と 戰後 法貨の 暴落の 影響 を 受けて、 戰 前に 創立 せられた 中 法實業 銀行 も破產 改組す る 等、 全 

く佛. M の對支 金融 活動 も 停止の 狀態 におち ゐ つた" 


二、 中 法黉業 銀行の 破産と 中 法ェ商 銀行の 成立 

ノ 

1 九 一 三年 剖 立匆々 にして 一 億 五 千 萬 法の 資業 借款 を 袁世凱 政府と 締結し、 ： 使に その ヰ 一 月に は 欽渝鐵 道 借款 六 億 法 

を 締結す る 等 t ポ かに 對支 投资界 にお どり 出た 中 法實業 銀行 は、 歐洲 大戰中 もま 那 近代 產業 勃興の 氣 運に 乘じ、 その 營業頗 

ぶる 見る ベ きものが あつたが、 大戰 終焉 後 間もなく 一九二 一  年の 六月に 至り 突如 營 業の 停止 を 宣言し、 其 後 各地の 支店 も 

相次いで 營業を 停止した。  、 

中法實 業 銀行の 煢業 停止の 原因に つきて は 種々 擧げ 得られる が、 第一 は歐 洲大戰 後の 法貨の 大 暴落 及び 銀行 爲替思 ゆ 3 の 

失敗、 第二 は戰後 恐慌の 結果 民間 貸付け、 特に 米穀 商に 對 する 貸付け の回牧 不能に 陷 入りし こと、 第三に は該 銀行の 支那 

政府に 對 する 貸付の 過重に 依る ものと 考 へられる： 該 銀行が 成立 以來 政府に 付けた 金額 は 北京 財政 部 整理 會の 調奄 によ 

れば、 一 九 一 一 五 年末 現在に おいて 無擔保 借款 件 數約ー 一十、 金額 總計約 一 一億 法 (「レ I マ —列 國の對 支 投資」) と 云 はれ、 又 

怫國 外務省への 一 九 一 一七 年 七月の 官廳報 吿は中 法實業 銀行に 對 する 支那 政府の 借款 額 一 一億 六 千 萬 金 法に 上る となした" 

かくて この 銀行 は 一 九 二 一年 その 破綻 を 暴露し、 奉 天、 天津、 上海、 漢ロ、 北京の 本 支店に おいて 發行 せる 兌換券の 梵 

換を 停止した。 

超えて 一 九 一 二 一年 十月に 至り 資本金 一 千 萬 法 を もって 再開し、 中 法實業 銀行 整理 會社 -S0ci<5t6  Fran ま se  de  Q-rance  de 

la  Kanque  Industrielle  de  chine、 の 名義で 專ら 業務 整理に 力 を 致した が、 一 九 一 一 五 年 十一 一 月 に 至 り 北京政」^^と佛國と の 間 

に 金 法案の 協 決 を 見る に 至り、 圑匪 賠償金 を 中 法實業 銀行 救濟 基金と する ことによ りて 未回收 兌換券 一 一 百 三十 五 萬 餘ー兀 の 
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回收 整. 理を行 ひ、 資本金 を 一 一千 萬 法に 增 額し 中 法ェ商 銀行と 改稱 し、 更に 一 九 一 一七 年佛支 第三 次 協定の 結果 該 銀行 は 資本 

金 を 五 千 萬 法に 增 加し 現在に 至る。 

いま 中 法實業 銀行の 復活 經過 と金 法 問題に つき 稍 詳細に 記 すれば 次の 如くで ある。 

三、 圑匪 賠償金 處理と 中 法 銀行 復活 策； ill に 金 法 問題 

一九二 二 年佛國 は團匪 賠償金の 用途 變更を 行 はんとし たが、 當時中 法實業 銀行の 復活が 劃され て 居た から、 同 國は該 銀 

行の 復業 救 齊を行 ひこれ に附隨 して 佛支 間敎 育文 化 事業の 促進に 當 てること とし、 一 九 一 二 一年の 協定に よりて 實 行され る 

AJ とに なった" 卽ち佛 支合辦 たる 中 法實業 銀行 復活の ため 支那 政府 側の 未拂込 株金： a に 支那 政府の 同 銀行に 對 する 債務 支 

拂を この 賠償金より 支出す る ことと した。 然るに 當 時は歐 洲大戰 直後と て歐洲 各國の 貨幣の 低落 甚 しく 殊に 法の 暴落に よ 

りて 同國は 賠償金の 米國弗 建の 要求 をな し、 白 耳義、 日本、 西班牙 等 もこれ に追隨 したが 北京 財政 部 はこれ を 拒絶し、 國 

務會議 において 法 建 支拂の 繼續を 決定、 之を佛 公使に 通達した ところ 佛國 はこれ を 承認せ す竟に 前記 中 法實業 銀行 救濟案 

も 行き 惱 となった』 一 九 一 一 五 年 四月に 至りて 再び 協定が 行 はれ 遂に その 成立 を 見る に 至った が、 その 概要 は 一 九 一 一四 年 十 

一 一月 以降 佛國の 取得す る 賠償金 元利 總額三 億 九 千 一 百 五十八 萬 一 千 五 百 一 一十 九 法 は 米貨 一 弗 —五 法 一 八 一 一六と して 米貨に 

換算、 計 七 千 一 一 百 五十 五 萬 六 千 九 百 六十 四 弗 は 全額 支那に 返還す る ことと なつ だ。 且つ 支那 政府 はこの 資金 を 中 法 實業銀 

行に 貸與 し、 同 銀行 はこれ を 償還 基金と して 額面 一 株 五十 弗、 株數 八十 七 萬 七 千 八 百 十八 枚、 計 四千 三百 八十 九 萬 三千 九 

百 弗の 米 弗 公債 を發 行し これによ つて 得た 資金 を もつ て 


(A) 同行 發 行の 怫人 極東 債 樓 たる 無利息 證券の 回收 

(B) 佛支 間敎育 及び 慈善事業の 實施 

(C) 同 銀行に 對 する 支那 政府 側未拂 株金の 拂込 

(D) 同 銀行に 對 する 支那 政府の 債務 支拂 

を 行 ひ、 支那 政府よりの 賠償金 借 入れに 對 して は回收 した 無利息 證券 を擔 保と して 支那 政府に 交付し、 同行の 經營 する 諸 

會 社の 利益 金より 愤還 する ものと した。 こ の 協定の 結果 中 法實業 銀行 は 中 法ェ商 銀行と 改稱 し、 資本金 を 一 一千 法に 增 加し 

た。 然るに 協定 成立 後 同行に おける 支那 人 重役 任命の 拒否 等 協定の 實 施に 完全 を缺 いて ゐ たが、 一九 一 一七 年に 至り 再び 北 

京 政府と 中 法實業 銀行の 協定が あり、 支那 重役の 任命、 支那 政府 持 株 一千 萬 法の 拂込を 見、 兹に 第三 次 協定が 成立した。 

之の 結 5^ 同行 は 資本金 を 五 千 萬 法に 增 額した。 

國民 政府 成立 後 支那 政府の 中 法ェ商 銀行に 對 する 債務 は 一 九 一 一九 年 九月 現在に て 一 億 一 一千 三百 萬 弗であって、 金 弗 公債 

の發 行に よって 佛 人債權 者の 所有す る 同行 無利息 證券の 回收、 佛支 文化 事業 費、 支那 政府 持 株 拂込を 行った が尙殘 額が 七 

萬 一 一千 五 百 六十 一 株であった から、 この 賣 出し 竝 びに 同 銀行の 支那 政府 側に 對 する 配當 及び 北京 電車 公司 債券 元利 を 計算 

の 上、 支那 側の 同 銀行に 對 する 前記 債務 整理に 一 一千 百 一 一十三 萬 三千 法の 不足と なる から、 これに 對 して は 中 法ェ商 銀行の 

支那 官有 株配當 及び 一 ケ年ー 一十 萬 元の 教育 慈善事業 費より 今後 補填し 且つ 支那 政府 發 行の 欽渝庫 券 一 千 四百 萬 法を擔 保と 

して、 この 債務に 對 して は 年 五分の 利息 を 付し 一九 四 七 年までに 完濟 する こと- 1 なった。 この 期限 後に おいて 尙 債務の 殘 

り ある 場合、 その 額に ついては 棒 引す る ものと した。 之卽ち 一九 三 〇 年 二月の 協定に して 現在 もな ほこの 協定の 如く 行 は 
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れてゐ る？ 

四、 新四國 借款 圑と 佛國 

囊に 一 九 三 六 年四國 借款 圑 より 脫 退した 米國は 暫く 對支 投資 を 見合せ たが、 歐洲大 戰中歐 洲諸國 が 支那 を 顧みる 遑 がな 

いのに 乘じ、 また 一方に は 大戰を 境と して 急激に 增加 せる 日本の 對支 金融 勢力の 增大 に對抗 せんとして、 遂に 英佛日 を 誘 

ひ 新四國 借款 團を 結成した」 

新四國 借款 團は 一 九 一 一 〇 年 十月 十五 日 正式 調印が 行 はれた が、 其 後參加 各國の 意見に も 一 致 を缺き 今日に 至る 迄 一 つの 

借款 すら 引受けた こと を 聞かない。  • 

而 して 該 借款團 へ の佛國 の參加 銀行 は 東方 滙理 銀行で あ つ た。 

第二 節 現狀 

現在 支那に 於て 活躍しつつ ある 佛國系 金融 機關は (一) 銀行で は 東方 酒理、 中法ェ 商、 義品放 款の諸 銀行 (二) 其の 他 

金融 機關 では 萬國 儲蓄 會及法 美保險 公司で ある。 是等 金融 機 關に簡 單に解 說を加 ふれば 左の 如しり 

第一 銀行 

I  、 東方 謹 銀行 (づき que  de  rindo-chihe) 

本 行 は 一 八 七 五 年 一月 二十 一 日 成立、 佛領 印度支那の 開發を 主眼と し、 佛國に 於け る コ ントヮ ール • デス コ ント 銀行、 

ソシヱ テ， ゼネ ラル 銀行、 巴 里 和 蘭 銀行の 合同 組織であって、 本店 を 巴 里に おき 南洋 群島、 シャム、 香港 等に 支店 を 有す 


る。 其の後 一 八 七 七 年に 上海 北京に 支店 を 設けた の を 始めと して 數ケ 所の 支店 を 開設した。 

资本金 は 八 百 萬 法 ( 一 株 五 百 法、 一 萬 六 千 株、 四 分の 一 拂込) であって、 其の後 一 九 〇〇 年に は 一 一千 四百 萬 法と なり、 

一 九 〇 五 年に は 三千 六 百 萬 法、 一 九 一 〇 年に は 四千 八 百 萬 法、 一 九 一 九 年に は 七 千 一 一 百 萬 法、 遂に 一 九 三 一 年に は 一 億 一 一 

千 萬 法と なった。 全額 拂込 である。 

同行 は 設立の 當初、 紙幣の 發行權 を 政府より 付與 せられ、 安 南 怫領各 沿海 屬領 ー帶に 同行 紙幣の 流通 を 見、 且つ 本國親 

銀行の 資金 援助、 經營 指導 其の 宜しき を 得た 爲、 業務 は 順調に 進展し 植民地に 於け る 同行の 勢力 領る大 である。 殊に 佛領 

印度支那 全體 に： 曰： る 金融 上の 實 勢力 を 握り、 其の 信用 愈. -擴 大して 一 八 八 八 年に は 印度支那に 於け る 中央銀行 たるの みな 

らす、 更に 極東に 於け る 佛國の 利益 を 代表す る 政府 機關 たるの 特質 を帶 びる に 至った。 

日 淸戰爭 後 支那の 門戸 は 開放され 列 强は相 競って 投資し、 鐵道 鑌產其 他の 利權を 獲得した が、 怫國も 亦 同行 をして 此の 

任務に 當 らしめ た。 

一一、 中 *^ ェ 1 ^銀行 へ Banque  Franco,  CZhinoise  pour  le  〔0mlT-erce  rtt 1  一 Industle.) 

本 行の 沿革に 就いては 前項に 於て 詳述した が、 一 九 ニニ 年 十月 三日に 創立され た 同行の 原 名 は 中 法實業 銀行 (Banque 

Industrielle  de  chine) であって 資本 原 額 は 一 千 萬 法で ある。 一 九 一 一 五 年 十 一 月 一 一十 六日に 至って 改組され、 資本金 は 一 一千 

萬 法に 增 加し 中 法ェ商 銀行と 改稱 された。 一九二 六 年 十二月 二十 六日、 四千 萬 法に 增 資され、 更に それより 四 年も經 過せ 

ざる 一 九 三 〇 年 九月 十一 一日に は 五 千 萬 法に 增 加され た。 その 中支那 政府 持 株 は 一 千 萬 法， 拂 込資. 本 は 五 千 萬 法で ある。 

同行 は 普通の 商業銀行 として 資本の 自由 其 他の 點に 於て 勿論 東方 濯理 銀行に 及ぶべく もな く、 破綻 前の 如き は 顧客の 吸 
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收に 業務の 擴 張に 積極的に 力 を 致し 相當の 成績 を 擧げて 居た。  ，■ 

三、 義 品放款 銀行 (credit  Fonder  d.Extrsme-orient.) 

同行 は佛 白ニ國 の合辦 組織に して 本店 を ブラッセルに 置き、 一 九 〇 七 年に 初めて 天津に 支店 を 設け 法 比 銀行と 稱し 一 九 

1 〇 年 現在 名に 改稱 した。 天津で は 多くの 土地 家屋 を 所有し 不動 產 事業 を經營 して ゐる。 上海に 支店 を 設置した の は 一 九 

1 二 年に して、 佛 租界に 土地 家屋 を 有し、 上海 伯 利 南路の 煉瓦 製造 工場 は 同行の 創辦 にか かる。 叉 巴 里の 最も 有名な 保險 

會 社の 一切の 業務 を 代理む てゐ る。 最近 營業發 達に 伴 ひ、 漢ロ、 北京、 濟南、 香港、 シン ガボ— ル等 にも 支店 を 設ける に 

至った が、 其の後 營業 上の 都合に 依り 北京、 濟 南ニケ 所の 支店 を廢 止した。 

同行の 業務 は 土地 家屋 財産の 不動産 金融 を 重要 業務と なし、 拂込 資本 は 初め 僅かに 四百 十五 萬 法に 過ぎなかった が 漸次 

增 加して 千 萬 法と なり、 一九二 七 年に は 七 千 萬 法に 達した。 _ 

四、 龎原 銀行 (uuion  Mobili^re) 

同行 は 一九二 一 年 創立 當初は 合名會 社と して 佛國 商法 四 七 條に據 り 一 九 一 一 一 年 十一 一月 十五 日に 在 上海 佛總 領事館の 正 

式の 登錄 によりて 成立した 銀行で ある" 一九二 五 年の 春 業務の 發展に 伴 ひ、 登錄を 改めて 有限 株式 會社 となった" その 營 

業 方針 は 支那 市場の 各種の 信賴 すべき 有價 證券に 投資す る こと を 主眼と して ゐる。 同行 は 今 曰 迄增資 を爲す こと 六 回、 現 

在 拂込资 本 は 二百 萬 元で ある。 

第二 其 他の 金融 機關 


一 、 萬國 儲蓄 4W  International  Savings  Societv.  Societe  International ひ d-Ef>argue) 

萬國 儲蓄き は 支那の 割 增金付 儲蓄 會 の噹 矢に し て佛國 商人 の 創始に か X る。 

民國 元年 三月 財政 部の 認可 を經て 設立され、 同年 八月 上海に 於て 開業した。 此會は 又 佛國の 法令に 遵ひ、 上海 佛國 領事 • 

館に 登記され てゐ る。 最初の 資本金 は 四 萬 雨と 定められ たが 僅かに 其 半ば を拂 込みた るに 過ぎなかった〕 民國 三年に 六 萬 

五 千 兩に增 資した が これ 亦 二 萬 三千 三百 兩を牧 めた のみで、 十三 年始に 至り、 辛うじて 半額に 達した。 同時に 更に 二百 萬 

法の 增资 をな し、 先づ四 分の 一 を拂 込んだ。 民國ー 一十 年 規模 漸く 大 となり、 元 資本 を 一 百 萬兩、 法 資本 を 八 百 萬 法と 定め、 

全額 を拂 込んだ。 これ は國幣 二百 八十 萬 元 弱に 當る。 此會の 規則 は 儲蓄 者 を 三種に 分って ゐる。 卽ち 全會は 毎月 十二 元、 

半會は 毎月 六 元、 四 分の 一 會は 毎月 三 元で ある。 最初の 加入者 は 一 一 百 五十 家に すぎなかった が、 一 不五年 ( 一 九 三 六 年) 

の 終りに は 儲蓄 額 四千 萬 元に 達し、 加入 會の實 數は約 八 萬會に 上った" 

一一、 中 法 建築 公司 (soclctc  Financiere  d-Emerprises  en  clline) 

以上の 如き 代表的 金融 機關の 他に 支那 事變の 深化 殊に 支那 側の 西南 開發 工作に 呼應 して 佛國對 支 新 投資 機關の 設立 を 見 

左の 如き 內容を 有する と傳 へ られ る。 

(ィ) 名稱 中 法 建築 公司 ， (若しくは 支那 企業 金融 會社) (soda れ Financiere  d-Enterprises  en  cf  e) 事務所 を 河內に 置く 

(n) 成立 年月 一 九 三 八 年 六月 (上海 佛蘭西 領事館に 登記) 

(ハ) 目的 ( 一 ) 支那の 商工業 開發に 資すべき 性質の 工業、 商業、 金融 上の あらゆる 企業、 建築 事業 及び あらゆる 種類の 

Ml 趣 
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(二) 特に 南 寧 (廣西 省) と鎭南 (雲 南 省) と を 連絡す る鐵道 建設の ため 所用 材料 及び 装備 を 供給す る こと 

0 一) 資本金 二 萬 四千 磅 

資本 構成 四 九 ％  (佛國 銀行 團) 五  一 ，^  (中國 建設 銀 公司) 

(ホ) 此の 會 社の 設立 せられた 主要 目的 は廣西 省と 印度支那と を 連絡す る 二 鐵 道の 敷設. を 目的と せる ものであって、 該鐵 

道 契約 は 事 變勃發 前約 一 一年と 云 はれる。 

中 法 建築 公司 を 除いた 各種 金融 機關 の概觀 及び 民國ー 一十 六 年 全 國鋇行 年鑑より 得られた 佛國在 支 銀行の 貸借 對照表 を 左 

に揭げ よう〕 

第二 十七 表 佛國在 支 銀行 貸借 對照表 

(一) ィ、 東方 匯理 銀行 (一九 三 五 年末 單位 法) 


資  產 

現金 及 佛蘭西 銀行 預金 

代理店 勘定 ， 

植民地 政府 勘定 

擔 保付コ ー ル 

國庫金 

共， 同 貸付金 

土地 建物 


一一 八 一一、 九 至、 一一！ 八 一一 

五 g、.iofHn 一九 0 

1  一一 一一、 fs}、so 

八 一一 一 o、wscn (八 一一 一 

七、 さ S  、七三 

八、 八 一七、 一一 一 S 九 

八、 §、000 


. 負 

資本金 

法 定 積， 立 金 

代理店 勘定 

兌換券 發 行 高 

安 南國庫 勘定 

當座 預金 

定 期 預金 


一至、 五 七 五、 0 一一 一一 

一一 一 0、< 三 、八き 

九 一一 一七、 sgr 五 九 七 

九 八 、一一 五六、 1( 

八 六 0、 一一 八 0、 七 五一 

一一 一一、 七 六 九、 八 九 0 


取 立 手形 

有愤 證券 及 國防公 偵 

諸  向  借 


.Mr 九 五 r 八 11 一一 一 

£2七、一 三 0、0 五一 

一 憂、 蕃ー 、一一 5 


合 


計  一一ま^、 一一 一至、 ズ 一-一 

口、 東方 應理 銀行 (一九 三 六 年末 單位 法) 

资  產 


現金 及佛蘭 le 銀行 預金 

代现店 勘定 

植民地 政府 勘定 

擔保付 コ I ル 

有僳 證券 及國防 公債 

國寐金 

共同 ij^; 付 金 

土地 建物 

取 立 手形 

諸  向  借 


合 


計 

第五 章 金 


五一、 £五0 、七 M 六 

三 S 七、 EH 一八、 八 g 

1 一一 一一、 八 二  0、00.0 

山 〔七 九、 八 は 五、 S 九 

五六 五、 g 三 一九 九 

七、 £ 八 九、 五一 H 

七、 九臺、 七 九 一 

八、 000、000 

五一、 ESS 、九 さ 一 

一八 八、 一 S  、一一 一八 一一 一 

一一、 七 一一 n  、一  gv さ 一八 


取  立 金 

支拂 手形 

未 拂配當 金 

損益勘定 

諸 向 貸 

合  計 


負 

贅  本. 

法定 積立金 

代理店 勘定 

兌換券 發行 高 

安 南國庫 勘定 

當 座 預 金 

定期預金 

取 立 金 

支拂 手形 

未 拂配當 金 

損益勘定 

諸 向^ 

合  . 計 


廣 


<1ーー、 三 五、 二 九 

七、五 二、 一八 六 

五、£ 一一！ 七、 00 八 

一一 r 八苦、 00 六 

二 九、 一九 0、 八 七 1- 

一一、 一 8、ー靈、21ー 


一一 一 0、000、000 

一一 一一 五、ー1  一 £ャ 九 さ 一 

一一 一七、 ニー 一  0、 七 八 七 

一、 八、 i 

< 、八 八 < 、八 六 

九 S  、！！ sr 九 一一 K 

一一 erg;  、一一 一一 一一  S 

一七 一一、 ー臺、 九 一一 九 

5Hcr  一！ ー七六 

五、 七 九 五、 八 S 五 

一一！ 一一 一、  0 一一 1 一、 0 七 九 

一 iiT  二  r  一一 一一 

一一、 七 一-一一、 Ig 、さ 1， 八 


二三 


(一 一) 


資 


佛國對 支經濟 勢力の 4- 貌 

醒源 銀行 (一九 三 六 年末 單位 元) 

產 


二 四 


業 


營業 用器 

除評價 


商 

其 


業 

保 


投 

手 


費 

券 


付 


向 


賓 産 


手許 現金 及 諸 銀行 預金 

(三) 義 品放款 銀行 ( 

資  產 

開業 費 及 營業用 資産 什器 

各種 貸付 

土地 建物 受取 金 及有價 證券 

爲替 手形 


二八、 さ 八 

一一 八、 さ 七 

一一 一一、 SS 八 

一一 一一、 园七 

憂 五、 さ 一二 

1、£ 一一、 八 四五 

1、璧1- 、八 七 二 

E0 一 冗、 S ハ 

13八、六至 

, 九 八、 查五 

、憂 五、 ま 一一 

S  、七 九 七、 

九 三 六 年末 單位 法) 

m  、一一 一八 五 

一一 冗、 0 一七、 六 九 八 

六 .In  〔九九、 五六 八 

, 一一、 五 S さ 5 


負  債 

拂込 資本 

積立金 

預金 勘定 

諸 向 貸 

定期預金. 

支拂 手形 

株式 未拂 利子 

其 他 負債 

損益勘定 

合  計 

負  債 

資  本 

積立金 

債券 償還 基金 

諸  向  貸 


一一、 000, 000 

ls、ooo 

六 九 一、 さ 八 

九 一一！： rE 一一 一八 

S  〔八 、一- 究 

S 八、 七 さ 

七 八 一一 

九 八、 查ー 一一 

110s、0 一一 一一 

S  、七 九 rS03 


さ、 000、000 

一一 ron 

一 五、 九 二  3} 八 一 


其 他^ 產 


合 


十 

言 


七、 八 一六 


一 0 七、 i 一、 七 一一 八 


(四) 中 法ェ商 銀行 (一九 三 六 年末 單位 法) 


資  產 

手許 現佥及 他行 預ケ金 

割引手形 

擔保 付贷付 

諸  向  借 

ェ商 銀行 

受取手形 

受取 保證 

取 立 手形 0- 込 

有 惯-證 券 

營業用 土地 建物 

代 金. 取 立 

損 益 勘 定 

合  計 

第五 章 金 


S  、五 七 九、 七 sn 

さ2^^£、0ーーーー 

1 六 五、 ニー 一一、 六七0 

K 、八 七 r 九 S 六 

五、 000、000 

rM 九、 M 八 1 

ニー、 sj  、八 一-一一 

3S  、舊 

二八、 七 九 一 、一一 六 五 

一 ro  一一  s、£s 

三、 S -、 0 三 

If  4 八 

E 一八、 九 一一 一 五、 五一 三， 


爲 

合 


替 


益 


手 

負 


形 

定 


計 


一一、 0 二 五、 000 

一 酉、 さ 一八 

10 七、 さ 一 2 一一 八 


資 

0 

取 


定積立 

用 基 


廣 


向 - 

拼  手 

拂 承 

拂 手 

立 手 

極東 支店 勘定 

代金 取 立 


本 

形 


fs、ooo、ooo 

五、 000、000 

B0、000、000 

■1!、 八 S  一一！、 一  1 冗 八 

八、 八 0  一一  一、i、g 

11、 一 or  i 

一一 九， Is, 

ニー、 sir 八 一一 二 

r  一一 一一 5 五 3 

r 七 七 七ぶ A 

三、 S -、 0 一  11 


合 


計 


E 一八、 九ーーー五、 五一 一一 一 


二 五 
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第二 十八 表 佛國在 支 金融 及 投資 機關 概況 


名 


設立 年 本店 所在地 


公稱 資本金 


拂込 資本金 支店 所在地 


1 、 銀 行 

(10 東方 匯理 銀行 

r;an  que  de 

sndo-chinc 


(2) 中 法ェ商 銀行 

Basque  Franco- 

Commerce  et  L* 

Industrie 


一八 七 五 


一九 一一 一一 


巴 


里 


巴 


里 


法 i  法 

一一 一 0、000、000 一  一一 一 0、000、000 


法 


法 

若、 80、000 


上海 、天津、 

北京、 漢ロ. 

香港、 廣東、 

見 明 , 


北京、 天津、 

上海、 香港 


二 六 


考 


一 、 本 行は鐵 道、 鑛產及 其他佛 國利權 活動 

の 投資 的 役割 を 任務と す 

二、 取引 銀行 

national  provlrbial  wanl<,  LtJ.,  -tosp-olr 

National  tTESCOmpte  de  ra-ris;  rr_5dlt 

Ityonnnis,  French  American  rsank-lng 

rorI>c>r:tion,.Laz  ； rd 1. rercs. 

三、 代理 保 險會社 

L-Alliance  H.egiolr-lrt  de  l--lance,  Tans 

r 阿里 仁保險 公司〕 

Assuranc::  Francc-Asiatique  (保. 太 保險公 

司) 

L 一 urlDaine  Tire  Ir.suranc.2  v-o.,  Ltd. 

培保險 公司〕 

四、 通貨 發 行の 特權を 有し、 發行 兌， 換券は 

？ M 越鐵道 開通 後 奚南省 南部 各地に 流通し 

てゐる 

一 、 企業 形態、 佛 支合辦 (佛蘭 西 法律に 依 

り 登 ii) 

二、 沿革、 本 行の 前身 は 一 九 一 三年 七月 五 

日に 設立され た 「中 法實業 銀行」 (BaEque 

Industridlle  de  chine) であって、 本店 を 

巴 里に おき 支店 は 天津， 上海、 奉 天、 福 

州、 香港、 廣東、 漢ロ、 濟南、 汕頭、 北 平、 

雲 南に， 健いた 。資本 は 一一き、 000、000 法 (內 

公募 資本 一 五 0、000、000 法、 半額 拂. 込、 三分 

の 一 一は 佛國側 一一 一分の 一は 支那 側 出資で ある〕 


七 

上 

泡 

上 

海 

白； 

耳 ッ 

，や 

リ セ 
ル 

七 

CD 

8 元 

g クぉ 

七 

CD 

§ 元 

§ 法 

天 

上天 

海津 

津 

香漢 

港口  ' 

(3〕 義 品放款 銀行 

rrLdlt  Foncier  d* 


(40 法 商！ 1 源 銀行 

Union ジ lobili ゆ re 

(soci ま Franfaise 

placements.; 

二、 一般 投資 機關 

(ro 中 法 銀 公司 

广 redit  Franco- 


第五 章 金 


總裁 Andre  Ikrthelot (佛) 王克敏 (支) 

^幣發 行 高 一ー、ー 霜、 き 一八 元 ( 一九二 一  年 七 

現在) 

休業 原因 一 九 二 〇 年 銀爲转 思惑の 失畋支 

那 米穀 商の 破綻に 基く 回 收難拉 擔保品 値 

下り 等の 爲め 損失 約 ESO、ooo、ooo 法 を 招 

き經營 難に 陷 つた 0 

支拂 停止 期日 一九二 一  年 七月 一 日 

支那 銀行 代理 兌， 換額  一一、 C 九 0、000 元 (改設 後 

回收) 同行 休業 後 「中 法實業 管理 公司」 

1 九 三 二 年 10 月 三 曰 成立、 本店 巴 里 

資本 公稱ー o、ooo、oco 法、 拂込 一一き、 000 法 を 

組織して 整理に 着手 

一 、 企業 形態 佛 白合辦 

二、 取引 銀行 Banque  de  Paris  ct  <-es 

pays-was,  teanquc  aelge  pour に Rtranii- 

^1. ひ, BptKlue  croutrelncr-sociAte  J-rau- 

^•aise  de  Ban(lue  et  Dep>cts. 

三、 營業 種目 天津、 上海、 漢ロ、 其 他 支 

那各 通商 港 及 極東に 於け る 不動産 金融、 

同 键營、 設計 及 建築業、 煉瓦 製造業、 火 

災保險 代理業 

1 、 營業 目 市場 流通 性 ある 有僳 證券 投 

安 を 目的と す 

二、 天津に て は 商號に 「信託」 を 冠し rM 源 

信託銀行」 と稱す 


營業 種目 信託 


二 七 


上 


天 


上 


上 


9fe 


海 


七 


；兩 


天 南北 
津京京 


東 港 


：兩 


2 元 


重 雲 福 北天 
慶南 州京津 


島 口 東 港 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌 


(6:} 萬 國 儲蓄 會 

International 

(soci^te  Intelrll- 

. .ationale  d*E で a- 

rgn<0 


(7) 中國建 業地產 

公司 

Fonciere  et  Im- 

snot-lilere  d ひ 

cbin ひ 


(8) 天津 中 法義隆 

房產 公司 ， 

Societe  ^oao^rel 

r ひ Franco-chin- 

ois ひ ^^  TJiel-tsin 

(society  Anon- 

yme) 


(00 保 太 水火 保險 

公司 

Assurance  Fran- 

co-A  二， it:  cjue 


1 二八 


1 、 設立 一 八 六 七 年 七月 二 四日の 佛國政 

苻 法に 依り 一 九 一 二 年 public  Savings 

Company, 佛 *zsocidtA  Anonyme" として 

組織、 一九二 五 年 二月 十九 日 及 一 九 二 七 

年 一 月 十七 日 上海 佛國總 領事館に 登記 

二、 取引 銀行 Bnnque  de  L-Indo.chine, 

Pannu ひ Franco-cl-il  oise  p-our  de  clomme- 

ic ひ et  rindustri ひ- Hongkong  &  shan^llal 


、 營業 種目 不動 產 代理 經營、 家屋の 建 

設 不動産の 管理 及 投資 拉に 金融 


二 


營業 種目 

取引 銀行 


不動産 金融 

義 品放款 銀行 


營 業種 目 火災、 海上 及 自動車 保險 


(w) 法 美保險 公司 

t^ompagnic  Fra- 

nco Americas ひ 

D*  Assurances 

(u) 長 安保 險 公司 

ILa  National  Fir ひ 

Insurance  Co., 

I/d.  of  Paris 

(^3)拿平燕梳有限 

公司 

L  一  uridine  r^ir ひ 

Co.,  Ltd. 

(^3〕永與洋行保險 

部 

Oliver-Chin ひ 


(u〕 囉於仁 保險公 

司 

SJnl-n  Fire, 

Acc  d<  nt  &  G7 

Co. 


上 海 


支那 總 代理 

店 上海 


巴  現 


巴  里 


巴 


IB 


法 

五 0、80、000 


代理店 

漢 口 


代理 

天津、 寧 波 


(分 行) 

香 港 

(代瑰 店) 

天津、 廣東 

上海、 杭 州 


代理店 

天津、 廣東 


營業 種目 保險及 再保險 


1 、 業種 目 毛製品、 金屬. 雑貨、 藥品 

タイヤ I、 穀類の 輸入、 生糸、 茶、 麥程 

帽、 棉花、 藥材、 皮 毛、 雜貨の 輸出 業 を 

營む 

二、 代理 保 險會社 

に A 一 jelle  Fire  Insulns.ce  Co.,  Ltd.  of 

Paris 

La  National  Fir ひ Insurance  oo  ,  L 一 d  of 

I  aris 

1 、 代理店 備克 洋行、 陋豊 銀行 

二、 營業 種目 火災 保險 

三、 統制會！^^  The  New  York  Life 

Insurance  -Co. 


第五 章 金 


二 九 


佛國封 支經濟 勢力の 全貌  ニー 一  C 

第 六 章 借款 及 投. 資  、 

, 第 一節 借款 活動の 沿革 

第一 日 溝戰爭 以前 

佛國 の對支 借款 活動の 端緒と して 明確に それ を 認め 得る もの は 一 八 九 五 年の 露佛 共同 借款で あるが、 魏に それ 以前に 於 

て も 佛國は 支那に 於て 借款 乃至 投資 活動 をな し 得べき 素地 を 漸次 築きつ & あった こと は、 當 時の 對安南 政策 及對支 政治的 

軍事的 進出に 於て 明かに 窺 ひ 得る ところで ある〕 これ 等の 經緯 を兹に 詳述す る こと は 避ける が、 一八 八 四 年の 巴里覺 書の 

成立 を 通じ、 翌年 六月 九日に 李鴻章 • パ トノ I トル 間に 締結され た 修好 通商 和平 條約 は、 その後 激烈 を 極めた 列強の 對支 

鐵 道利權 獲得 競 爭場裡 に 佛國の 進出 を 約束せ しめた ものと 云 ひ 得よう。 卽 ち本條 約に 依って 支那 は佛 國に諒 山、 老 開を與 

へ、 安 南 宗主 權を讓 渡し、 陸 境 貿易に 關 する 條 件を附 し、 而 して 叉 支那が 鐵道 建設 をな す 場合に は その 工作 を 怫國に 委任 

すべき こと を 約した ので ある。 

他方 當時旣 に 條國は 貿易 方面に 於て 相 當の對 支 投資 をな して ゐ たものと 察せられ、 且つ又 布教 施設の 方面に 於て は 早く 

より 特異の 進出 をな して ゐ たこと は 後に 文化 投資の 項に 於て 詳述す ると ころで あるが、 この 時代の 佛國 の對支 投資 額に 關 

して は 何分 詳細な 調査 を缺 き、 正確な 數字を 擧げる ことが 出来ない" 僅かに 一 例と して R.C-  Levy が 一 八 九 七 年に 於て 佛 

國が 支那に 有して ゐた諸 利益 を 五 億 法と 推算し てゐる こと を玆 に擧げ 得る のみで ある。  ， 


第二 日 清戰爭 以後 

1 、 I 八 九 五 年露佛 借款 

日 淸戰爭 の 終結に よる 馬關條 約の 締結の 結果、 支那 は 日本に 二 億 二 千 萬 雨の 賠償金 を支拂 ふこと" なった が、 その 調達 

に g: 小して 支那 は 總稅務 司 0 バ— ト •〈} トに 意見 を徵 した 所、 歐洲に 於て 國債を 募集すべき こと を 上申し、 これに 對し露 • 

佛は英 國の對 支 支配が 强大 となる こと を 恐れ、 玆に 露國は 自己の 手中に その 權益 を收 めんこと を 策し、 資力な きに も拘ら 

す 支那の 借款に 應 じょうとした。 右 借款の 設定 を繞 つて 英國 と露佛 間に 烈しい 抗爭 があった が、 迂餘 曲折の 後 結局 一 八 九 

五 年 六月 一 一十 四日 露國藏 相と 佛國の 六 銀行 團 及び 露 國の四 銀行 團 との 間に 期限 三十 六ケ 年、 利率 四 分、 露 政府 保證の 下に 

四 億 法 を 支那に 貸與 する 所謂 「露 佛 借款」 が 成立した" その 契約 內容は 次の 如くで ある。 

一 、 金額 四 億 法 (四 箇國 貨幣に 換算せ る 金額、 英貨 千 五 百八士 一 萬薛、 獨貨三 億 一 一千 三百 一 一十 萬 馬克、 露貨 一 惊金留 

露貨 一 億 九 千 百 一 一十 萬フ 口  I リ ン) 

1K 利率 年 五分、 毎年 一月 一日 及 七月 一日の 二回に 支拂 

三、 償還 期限 三十 六ケ 年、 但し 元本の 償還 は」 八 九 六 年 三月より 開始し、 毎年 三月 露 都に 在る 國際 商業銀行 

Internationale  dc  commerce  c\  St.  I\、tersbourg) に 於て 抽籤 方法に 依る 

四、 免 稅條項 本 公債 證書及 利札に 對 して は 支那 側に 於て 現在 及 將來に 一旦り 永久に 如何なる 種類の 課稅 をも爲 さぐる 事 

五、 支那 政府 手 取 額 九十,、 八 分の 一 
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六、 手數料 佛國に 於け る 印紙 稅 並に 公債 證 書の 作成 及び 交付に 關 する 經費は 支那 政府の 負檐 とす、 尙ほ 支那 政府 は 本 

公債の 元利 拂の 事務 を 取扱 ふ 銀行に 對 しその 支拂 額の 四 分の  一 ％ の 手數料 を 支拂ふ 

七、 優先 權 支那 政府 は 豫め木 銀行 團の 諒解 を 得る に 非 ざれば 一 八 九 六 年 一 月 十五 日まで は 自ら 外債 を發 行せ ざるの み 

ならす 支那 政府の 保證 ある 外債 を發 行せ しめざる こと、 但し 戰爭の 場合 はこの 限に 非す 

八、 不可抗力 條頃 異常なる 事變 が突發 し、 例へば 佛 公債が 平價 以下に、 又 露 國の四 分利 公債が 九十 八、 二分の 一 以下 

に 下落せ るが 如き 場合に は 銀行 團は 本契約の 履行， を 拒む こと を 得 

九、 各 銀行の 引受 額 (詳細 は 略す) 佛蘭西 六 銀行 引受 額 は 一 一億 五 千 萬 法、 露 西亞四 銀行 引受 額 一 億 五 千 萬 法と す 

十、 擔保 海 關收入 並に 關稅 S 書 を 以てする 外に、 露國 政府が 本 公債の 元利 支 拂に對 し無條 件の 保 證を爲 す 

而 して 本 公債 は 一 八 九 五 年 七月 パ リ、 ぺ テロ グラ， I ド、 ブラ ッ セル、 ジ ュネ ー ヴ、 ァ ムス テル ダ ムの 五ケ所に 於て 發行さ 

れた。 因みに 本 借款 は 辛亥 革命 當 時に 於ても 尙ほ四 億 一 一千 三百 九 萬 四千 九 百 七十 八 法の 未 償還 額が あつたが、 後に 英獨ょ 

りの 借款に 依って 返濟 した もの. - 如くで ある。 又 本 借款 は、 露 國の持 分が 一 九 一 七 年の n シァ 革命に 依って 在 巴 里の 諸 銀 

行に 移管せられ たこと 及び 國際 商業銀行の 整理 問題 等を繞 つて 複雜 な經緯 をと つたこと、 更に 歐洲 大戰 後の 法の 暴落 を 契 

機と して 外債 支 拂に關 する 所謂 「金 フラ ン 問題」 を 生じた こと を兹に 附記して 置く。 ， 

二、 鐵 道利權 獲得 

一 八 九 五 年より 一 九 〇〇 年の 間に 佛國が 支那との 間に 設定した 借款 契約 は 前記 露佛 借款の みに すぎない が、 これ を 政治 

^活動 及び 鐵道 利權 獲得め， 分野に ついて 見れば、 この 相當活 i な 動きが 見られる。 卽ち 政治的に は 紅 河より 湄、 江に 至る 


東京と ii^ 國 との 國境 確定 條 約の 締結に 續き、 雲 南、 安 南 間 及び 龍膊 塞、 黑江 間の 境界に 關し 怫國に 有利な 解決 を 行った ひ 

鐵道利 權に關 して は、 印度支那 諒 山より 廣西省 龍 州に 至る 鐵道 敷設 權を 獲得し、 更に 他の 利權 として は 雲 南 省、 廣西省 及 

廣東 省に 於け る 鑛山經 營に關 し 技師 その他 所要 人物 を 佛國に 求むべき を 約 させた。 次いで 一 八 九 七 年 海 南 島 不割讓 協定 を 

締結し、 更に 佛國 と共に 白耳義 シン ジケ— トに 藉口して 京 漢鐵道 借款の 設定に 猛 運動 を 行 ひ r 武昌取 極」、 「上海 取 極」 を 

通じ^ 洪鐵路 借款へ 金額 一億 一 千 二百 五十 萬 法) を 結ぶ に 至った。 右 は 英米の 反對に 遭って 挫折した が、 他方、 龍 州 鐵道を 

廣西 省の 南 寧 及 百 色 方面にまで 延長す る權利 及び 百 色 河の 流域 又は 紅 河の 流域 を 貫き 安南國 境と 廣西省 首都と を 結ぶ 鐵道 

敷設 權 を 獲得 する ことに 成功 したので ある。 

かくの 如く 佛國は 當時鐵 道 敷設 權 の 獲得に 着々 成功した とはい ふ もの- -、 實 際に 鐵道 敷設 經營 に當 つて ゐ たもの は 僅か 

に諒山 11 ブラ ンッ オン 間の 一 小 軌道 鐵道 にす ぎなかった。 が、 一 八 九 八 年 雲 南鐵道 敷設 經營の 特許 權を 獲得す るに 及ん 

で、 實 際の 活動 も 漸く その 緖 についた。 卽ち、 右 特許 權の 獲得と 共に、 佛國 下院 は 印度支那 政 廳に對 して 雲 南 鐵道會 社に 

補助 を與 ふべき 權利 を賦與 し、 一 方 同 政 廳は巴 里の 有力な 資本家が 組織す るシ ンジケ I トに 雲南鐵 道の 建設 並營 業の. t 許 

，を 許可す る ことにより 遂に 一 九 〇 三年に 至つ て r 愼 越鐵路 公司」 ("a  Compagnie  Francaise  des  Chemins  de  Fer  de  一 nclo- 

Chine  et  du  Yunnan) が 創立され たので ある。 因みに 佛國は 右 公司の 創立に 際して 支那と 「中 法 合 訂滇越 鐵路章 程」 を 取 

結んだ が、 右 公司 は 形式 上の 合辧 にす ぎす、 實際上 は 純然たる 佛 國の會 社であって、 鐵道は 佛國の 所有 財產 である。 

又 これより 先 一 九 〇〇 年に は 佛白兩 財團の 共同出資の 下に 資本金 百 萬 法の 支那 鐵道及 電車 會 社が 設立され たが、 同會社 

は 後述す る 如く： l^e 洛鐵道 借款の 引受 をな して ゐる。  . 
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第三 圑匪事 變ょリ 辛亥 革命 迄 

一、 團匪 賠償金 

一 九 〇〇 年に 勃發 した 團匪 事件 は 再び 支那に 龙大 な對外 債務 を 負 はすに 至った。 本 賠償金の 各 國取分 を 見る と 佛國分 は 

七 〇、「， 、七 八、 二 ffl〇 雨で、 總 額の 一 五. ^七 五 を 占めて ゐる。 この 賠償金 は その後 國際關 係に 幾多の 葛藤 を 生じた が、 これ 

を佛國 との 關係 について 見れば、 一 八 九 五 年の 露佛 借款と 同 樣大戰 後フラ ン貨の 暴落 を 契機と して 所謂 「金 フラン 問題」 

(Gold  Franc  controversy) を 惹起した こと を擧げ ねばならぬ。 この 紛爭は 賠償金 支拂に 際して 支那が T  • 相場に 依らん 

としたのに 對し佛 國側は 金貨 法に 依るべし と 主張した ことに 生じた ものであるが、 一 九 一 一 五 年の 協定に 依って 遂に 佛國の 

勝利に 歸 したので ある。 

二、 京 漢鐵道 借款、 一九 0 八 年英佛 借款、 正 太鐵道 借款 及^ 洛鐵道 借款 

圑 匪 事 伴から 辛亥 革命に 至る 期間 は 支那の 鐵 道利權 獲得 を繞 つて 列强 間に 烈しい 競爭を 生じた 時代で あるが、 この間に 

1^: して 英國は 厘々 利益 1 圍 劃定、 共同 借款の 設定 等の 方法 を 通じて 他國と 協調 を はかり、 以て 旣得權 益の 擁護 乃至 は競爭 

國の 進出 を 防止す る ことに 努めた。 これ を英佛 間の 關係 について 見れば、 一 八 九 六 年 及 一 九 〇 五， の英佛 協定が あり、 前 

者 は 利益 範圍 協定、 後者 は英佛 資本の 合作 協定で あるが、 これら は 前項の 鐵 道利權 獲得 競爭 期に 密接に 連續 する こと は 云 

ふ 迄 もない。 

A, 京 瀵鐵道 


元來京 漢鐵道 (又は 盧漢鐵 道、 北京 *漢 口 間) について は旣に 一 八 八 九 年 張 之 洞に 依って 建設の 必要が 上奏され たので 

あるが、 これが 具 體化は 一 八 九 七 年 英米 資本家との 間に 契約が 成立しょう とする 一 歩 前で、 好 條件を 以て 競爭 した 白耳義 

財阒に 結局 落手した ので ある。 これに 對 して 英 國及獨 逸の 反對 があった が、 遂に 一 八 九 八 年 六月、 上海に 於て、 京 漢鐵道 

借款 契約が 成立した。  •， 

本 借， は 白 耳義の 支那 鐵道硏 究會社 (social  d-Etudes  Chemins  de  Fer  en  chine) 引受、 借款 金額 一億 一千一 一 百 五十 萬 

法 (四百 五十 萬 磅)、 利率 年 五分、 償還 年限 二十 年、 擔保は 支那 政府の 一般 收入、 本鐵 道の 純益 金 及び 本鐵道 全財產 等々 の 

. 規定 (三十 九 ケ條) に 依る もので. ある。 

かくの 如く 表面 は 全く 白 耳義の 借款の 如くで あるが、 實 際に は、 當時 支那 政府 顧問であった 獨 逸人 p.stav  Detring の 指 

摘した 如く、 本 鐵道は 正に 佛國 がィ 一一 シァテ イヴ を 採り、 併せて 露國が これ を 支援した ものである。 卽ち本 公債 は 一 八 八 

九 年、 巴 里 及 ブラッセルに 於て 募債した。 因みに この 借款 金額の みで は 本鐵道 完成に 不足 を來 し、 更に 同 一條 件 を 以て 一 

九 〇 五 年 一 千 一 一 百 五十 萬 法の 追加 借款 を 起して、 結局 同年 十 一 月 全線の 開通 を 見た ので ある。 

本 借款 は その後 日露 戰爭 後の 利 權回牧 蓮 動に 依って 一 九 〇 八 年の 英佛 借款に 依りて 買 戻され、 鐵道 所有 は 支那 政府に 歸 

した。 

B、 一九 0 八 年英佛 借款 

英佛 借款の 內容は 大略 次の 如くで ある。 

1 、 借款 金額 五 百 萬磅、 二、 目的 (ィ) その 八 割 を 以て 京 漢鐵道 公債の 買 入 償却に 當て、 ( 爾餘の 二割 は郵傅 部の 管 R 
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に 在る 公共 生産 事業に 充っ、 三、 利率、 最初の 十 五箇 年 は 年 五分、 その後 は 四 分 五 厘、 四、 償還 年限 は 三十 箇年 但し 十 年 

間据 置、 五、 支那 政府 手 取 額 は 九 四 ％、 六、 檐保は (ィ) 江 蘇 省の 新 附加稅 及 家屋 稅 (5-) 浙江 省の 家屋 稅、 酒稅、 質屋 

免許 稅、 地券稅 及び 馥の 新舊 附加稅 (ハ) 湖北 省の 諸稅 七、 引受 は滙豊 銀行と 東方 滙理 銀行との 折半に 依る。 

因みに 本 借款の 殘額は 一 九 三 九 年 一 月 一 日 現在に 於て 全額 一 一十 五 萬磅、 卽 ち佛國 引受 分に 對 して は 十一 一 萬 五千磅 である。 

c、 正 太鐵道 借款 

正 太鐵道 (京漢 線正定 より 太 原に 至る 二百 五十 籽、 一名 山西鐵 道) 建設の 議は團 匪 事件に 依って 一時 停滯 したが、 一九 〇 

1 一年に 至り 盛宣懷 は 政府より 命 を 受け 露淸 銀行 代表 ヴ ェ 1 ル ング との 間^ 四千 萬 法 五分 利 付の 借款 契約 を 結んで 實 現の 運 

びと なった、 本 借款 は 一 九 〇 三年 巴 里に 於て 發 行され て露淸 銀行 內の佛 國財團 が 引受けた もので、 總 ての 事情 を 綜合す る 

と 正に 純然たる 佛國の 借款と 見る ベ く、 尙ほ同 銀行 は 正式に 本鐵 道の 蓮 營權を 佛國の 支那 鐵道 建設 開 發會社 ふ ocie、le  Fran- 

„  caise  de  Construction  et  d-EXP-loitati.on  de  Cl.ernins  d ひ ； Fer  en  ctlme) に 移 j 議し てゐた c 

本 借款 はさきの 京 漢鐵道 借款と 殆ど 同 一 の 形 をと つた。 

D、  ^洛鐵 道 借款 

^洛鐵 道 (pien-LO  Railway と は 河南 〔洛 陽〕 と 開封 〔：^ 梁〕 との 間 一〕 八十 六籽) も 亦 京漢鐵 道の 培養 線と して 關係 深い もの 

である。 

一 九 〇 三年 十 一 月 十一 一日 上海に 於て 調印され た 五分 利 付 一 一千 五 百 萬 法の 作 洛鐵道 借款 は、 白 耳義の 支那 鐵道及 電車 會社 

(compagnie  Gdn へ rale  de  Clicmins  de  ； Fer  et  de  Tramways  en  chine) の 引受に 係る ものである。 本契約の 當事 者た る 支莉 


鐵道及 電車 會社は 一 九 〇〇 年 三月 一 一十 六日 ブラ ッ セルに 於て 白 耳義國 法の 下に 白 耳義の 資本 を 以て 設立され た會 社で あつ 

て、 本契約 上の 契約者 はこの 會 社に 限り、 而 して 本 會社は 本契約 上の 權利を 白耳義 以外の 國 家及國 民に 移轉 する こと を禁 

ぜら れてゐ た。 

然るに、 一 九 〇 四 年 一 月、 本 公債が 未だ 發行 せられない 以前に、 佛白兩 國財團 間に 相互の 占むべき 地位に 關 して 意見の 

不 一 致 を 生じて 困難な 事態に 立 到った が、 結局 佛白 兩國 間に 技師 長の 任命 權 その他 一 切の 點に 於て 平等の 原則 を 採用す る 

ことにな り、 この 問題 は 落着した。 

仍て 一 九 〇 五 年 五月、 一 一千 五 百 萬 法の 半額 は 巴 里に 於て 發 行され 爾餘の 半額 も 同年 十一 一月 同じく 巴 里に 於て 發行 せられ 

たが、 この 巴里發 行の 件に ついては 政府 側に 難色が あって 容易に 同 政府の 承認 を 得なかった。 かくして 一九 〇 五 年 起工せ 

られ たが、 洪水 その他の 爲 めに 特に 豫定 以上の 經費を 必要と し、 一 九 〇 七 年 更に 五分 利 付 六 千 萬 法の 追加 借款 を 起す の已 

むな きに 至った。 卽も百 八十 六 籽の鐵 道の 建設に 四千 萬 法 を 支出す る 計算と なった ので ある。 こ- -に本 借款 契約の 主な 內 

容を 示せば 次の 如くで ある。  ， 

1 九 〇 三年、 一 九〇七年*^;:洛鐵路公債 

f ラ カヨ 一九 〇 三年 十二月 二 五、 〇〇〇、〇〇〇 法 

K ひ， ぐ^ 日 一 九 〇 七 年  一 六、 〇〇〇、〇〇〇 法  . • 

$1 貝， 者 支那 直 I 魁 車き 社 (lb  Compagnie  C;^n6.ale  de  Cliemins  de  Fer  et  cle  TTramways  en  chine) 

用 途 開封 洛陽間 鐵路及 支線 敷設  . 

撸 保 本鐵路 財產收 入、 該路 行政 及 工程の 全權の 管理  ■ 
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利 息 年 五分 

期 限 三十 年 一 九 一 五 年 四月より 償 開始 

赏量. は 及 幾 陽 在 ブラッセル 巴 里 和 蘭 銀行 

倡、 お 取扱 機 P 在中 國 華北 銀行 

備考 本 借款の 償還 は 一 九 一 五 年より 償還され る 害で あつたが、 當時 政府の 財政が 困窮して ゐた爲 めに 比 國鐵路 公司と 

. 商議の 結果 一 九 一 一 〇 年より 償還 を 開始す る こと \ なった。 

因みに 本 借款 は 一 九 三 九 年 一 月 一 曰 現在で 尙ー 一千 三百 五十 萬 法の 殘 額が ある (Finance  &  commerce,  Jan.  25th,  1939 誌 

上の E.  Kann 及び J.  BayHn の 調査に 依る )o 

三、 湖 廣鐵道 (奥漢 及 川漢) 借款 叉 は 舊四國 借款  \ 

湖廣鐵 道と は 粤漢線 (漢 口— 廣東 間) と 川漢線 (漢 口！ 四川 間) の總稱 である。 粤漢線 は 初め 一 八 九 七 年 盛宣懷 が該鐵 

道 敷設の 必要 を 上奏した ことに 端を發 する。 その後 一八 九 八 年に 華 盛頓に 於て 伍 廷芳、 米 支 開拓 會社 (Am す ican  China 

Development  CP) の 間に 鐵道 敷設の 調印が. された が、 その 間に 種々 の 錯誤が あり 失敗に 歸 した。 而 して 第二次 米 支 間 

の 追加 契約 調印 を經 たが、 白 耳 義財團 が 右 米 支 開拓 會 社の 乘 取り を 企てた の を 始め、 米 西戰爭 ( 一 八 九 八/ 南阿 戰爭 (一 

八 九九 11 九 〇 二) 等の 幾多の 障害が あった。 かくの 如き 經緯の 後 該鐵道 敷設 權は モルガン 財團に 依って 米國 の回牧 する 

處 となった が、 恰も その 頃より 支那の 利 權回牧 運動 は 熾烈と なり、 一 九 〇 五 年に は 張 之 洞の 蓮 動に 依って 米 支 開拓 會 社より 

買 房 契約の 成立 を 見た。 然し 結局 該鐵 道の 建設 資金 は 外國に 仰ぐ こと & なり、 英支會 社 (British  and  Chinese  corporation) 

に 借款 を 申込む ことにな つた。 而 して 英支會 社 は 先に 一九 〇 五 年佛國 財圑と 提携すべき 協定 を 結んで ゐ たので、 玆 に佛國 


がな 場す る こと. - なった ので ある。 かくして 交涉が 延引して 居る 間に 獨亞 銀行 も 亦 進出して 來て、 遂に 一 九 〇 九 年 六月 六 

日、 張 之 洞と 英獨佛 の 三 國財團 との 間に 瞽漢鐵 道 及 川 漢鐵道 を 併せて 借款 契約が 成立した。 然るに 川漢鐵 道に 對 する 優先 

的 立場 を 有する 米 國の參 加 はこれ を 拒む ことが 出来す、 依って 一 九 一 〇 年 巴 里に 四國 銀行家が 參 集して 四國 借款 圑の 協定 

を 見た。 一方 支那の 鐵道國 有 運動 も實 現し、 その 建設 資金 調達の 爲め玆 に 商議 開始より 二 年 有半 を經た 一九 一 一年 正月 二 

十日 所謂 湖 廣鐵道 借款の 調印 を 了した ので ある。 . 

一九 一一 年 湖 廣鐵道 借款の 契約 內容は 凡そ 左の 如くで ある。  . 

1 、 契約 は 北京で 行 はる、 四國の 引受 銀行 名 は獨逸 =  Dcutsch-Asiatische  Bank. 英國 = Honkong-Shanghai  wanking  corpora- 

tion. 弗國 =  Banque  de l-Indo-chine. 米國 =  (1)  J.  P.  Morgan  &  no.  (2)  K 二 hn,  Loeb  &  Co.  (3)  The  First  National 

wank.  64)  ，rhe  National  nity  13ank. 

二、 借款 金額 六 百萬磅 

三、 利率 年 五分 

四、 使途 (ィ) 米 支開發 會社發 行に 係る 公債 二百 二十 二 萬 二 千 弗の 償還 金、 (Co 武昌、 岳 州、 長沙、 湖南 省 南 境 郴州道 

宜都縣 の 一 地點に 至る 九 百籽に 達する 所謂 粤漢鐵 道 湖北 及 湖 If 部分の 敷設 資金、 (ハ) 廣水、 襄陽、 荆門 州、 宜昌に 至 

る 六 百籽及 宜昌、 柳 州に 至る 三百 籽 (後者 は荆門 州、 漢 陽に 至る 枝 線に 代へ て 新に 加へ たもの) 所謂 川 漢鐵道 湖北 部 

, の 敷設 資金に 充當 する、 但し これ 等の 豫定 線路 は郵傳 部に 於て 變更を 加へ. る ことがある。 

五、 完成 期 は 着手 後三箇 年、 尙 湖北 及 湖南 兩 省に 於て 旣に 建設され た 鐵道は 全部 これ を # 漢 及川漢 兩鐵路 局に 引 繼ぐも 
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のとす 0 

六、 償還 年限 は 四十 年と し、 十 箇年据 置。  .  . 

七、 檐保、 (ィ) 湖北 及 湖南 兩 省の I 般變 金、 (n) 河川 防衛の 爲 めに 課する 變税附 加稅、 (ハ) 湖北 省の 鹽の 新附 加梵、 

(一一) 湖北 及 湖南 相互 間に 移出 入の 米に 對 する 稅金中 湖北 省徵牧 分、 (ホ) 湖南 省の 鹽の漦 金、 以上の 擔 保に 關し 三、 四 

の 附加條 件 あり。 

八、 支那 政府の 手 取 額 九十 五。  • 

九、 本 公債の 資金 は歐 米に 於け る關 係四國 銀行に 預 人れ し、 必要に 應 じて 支那に 移送す。 - 

i 本 公債 は四國 銀行 圑の 平等 負擔 なる も 互に 他の 負擔 分に 對し 責任 を 負 ふこと なし。  - 

右の 外尙ほ 詳細な 取 極めが ある けれども その 記述 は 省略す る。 因みに 六 百 萬 磅の本 借款 は 一九 一一 年 六月、 各 引受 銀行 

より 發 行され たが、 豫 ねて 政府の 鐵道國 有 政策 殊に 外資に 依る 建設に 反對 して ゐた 四川 省 民が 猛烈に 本 借款に 反對 し、 遂 

に 辛亥 革命 を 導く に 至った。 その 結果 工事 着手 は 不可能と なつた 爲め 一 九 一 三年 債權國 は債權 確保の 爲 めの 改訂 をな し、 

結 畢豪命 後に 成立した 共和 政府に 依って 總て は引繼 がれた。 而 して 後述す る 如く 一九 一二 七 年 四月 再び 讀 協定が 行 は 

れ、 今日に 至った ので ある。 

然し 所謂 舊四國 借款 圑は その後 も 極めて 複 雜な經 緯を迎 つた ものであって、 鼓に 簡單な 變遷の 跡 を 示す と 次の 如くで あ 

る。 一九 〇 九 年 六月、 英獨佛 銀行 團と 支那 政府との 間に 湖 廣鐵道 借款 契約 成立。 

一 九 〇 九 年 七月、 英獨佛 銀行 相互 間に 支那の 一 般鐵道 借款 引受に 關 する 引受 協定 成立。 


一 九 一 〇 年 五月、 米 國が參 加す。 

一 九 一 〇 年 十 一 月、 所謂 舊叫國 借款 團 成立す。  . 

一 九 一 一年 四月、 英、 米、 獨、 佛四國 銀行家と 支那 政府との 間に 幣制 改革 及 滿洲開 發に關 する 借款 契約 成立す。 

一九 一一 年 五月、 英、 米、 獨、 佛と 支那 政府と 湖 廣鐵道 借款 成立す。  . 

一九二 一年 六月、 英、 米、 獨、 佛、 日、 露の 六國 間に 支那 外債に 關 する 協定 成立す。 

1 九 一 三年 三月、 米國 銀行家 脫 退す。 

一 九 一 三年 九月、 英、 獨、 佛三國 銀行家 は 一 九 一 〇 年 十 一 月の 協定 を廢棄 し、 米國亦 之に 同意す。 

而 して 後に 一九二 〇 年に 至って 新四國 借款 團 (日、 英、 米、 佛) が 成立す るに 至り、 こ. - にこれ 等 列强の 相互 關係は 新 

なる 局面の 展開 を 示す に 至った ので ある。 

第 四 辛亥 革命より 歐 洲大戰 末期 迄 

一、 總說 

參 

一九 一一 年の 幣制 改革 借款 及 湖 廣鐵路 借款 は淸朝 政府の 最後の 外債で、 これ を 境と して 支那 は 革命 期に 入った ので ある。 

この間 借款 團は 事態 を靜觀 したが、 一九二 一年 一 一月 十一 一日 淸朝は 亡び、 袁世凱 自ら 新 共和 國の 大總統 となる に 及んで 政情 

稍々 安定し、 且つ 叉 支那 財政の 困窮 は 革命の 混亂を 通じて 一層 甚 しくな り、 否應 なしに 外國の 援助 を 必要と する に 至った 

ので、 兹に 再び 列 國の對 支 借款 活動 は 開始され た。 卽ち この 當時 成立した 借款と し て は 一九二 一年 白耳義 借款 ( 一 名英 
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白 借款)、 改革 借款 (一名 善後 借款) 及び それに 附屬 する 五 回の 前 貸金 等々 枚 擧に遑 がない が、 この 期間 中に 佛國の 活躍 

した 主なる 借款 は 次の 四つで ある。  . . 

一、 一九 一 三年 五ケ 國 (日、 英、 佛、 獨、 露) のな した 所謂 大 善後 借款 

二、 一九 一四 年中 法實業 銀行 借款 、 

. 三、 二 九 一 三年 同 成鐵道 借款 (佛、 白 共同) 

四、 一九 一 四年欽^！鐵道借款 

尙 ほこれに 附隨 して、 或は 他の 關 係に 於て 成立した、 五， 個の.^ 額の 借款が あった やうで あるが、 その 詳細に 關 して は 確 

實 な記錄 がない。 因みに リ— マ ー 敎授に 依る 一 九 一 コ 一年 士 一月 末 現在の 支那 政府 債務の 佛國分 は、 一 億 一 千 百 三十 七萬餘 

米 弗と なって をり その 內容は 次の 如くで ある。 

總 額 

支那 政府の f 般 目的 

千 

1 、 一 八 九 五 年 四 分利 金 借款  五一 、五一 一^ 

二、 一九 一 三年 五分 利 善後 借. 款  一三、 六 さ 一 

小 計 (<o 

鐵道 債務 

三、 一 九 〇 二 年 正 太鐵道 借款， .  七、 £ 八 六 

四、 一 九 〇 八 年英佛 借款  一 is 、一一  1 

. 五 、一九 一一 年 湖 廣鐵道 借款  一 一九、 一 九九 


持 分 


ゝ .3? 


千 米 弗 


一一 一二、 雷 

一一 r§l 

六 八、 一一 九 八 


100; 

五 0, 

き 


七、 § 

ニー、 一六 六 

七、 一一 九九 


六、 一九 〇 三年 及 一九 〇 七 年：^ 洛 if 道 借款  七、 九 一一 一一  B 

七、 一九 一 三年 隴海鐵 道 借款  一九、 S (一 (  B  九. 七臺 

八、 一九 一 三年 正 太 鐵道前 貸金  S 、ま .  五 0  一一、 ■ 

小 計 (5  E  一一 一、 

總 計 (A 及 B 合計)  ，  一二、 三 七 四 


二、 一九 一 三年 善後 (又は 改革) 借款 

湖 廣鐵道 借款に 關說 して 翁に 國際 借款 圑の變 化 を 要約して 置いた が、 それに 續 i, て革侖 後の 支那 政府 財政に 深刻な 影響 

を 及ぼした。 この 尨大な 一. 九 一 三年の 善後 借款 も國際 借款 團の 活動に 係る ものである。 

本 借款の 成立に 先立って 前後 五 回の 前 貸金が あり、 第 一 回目の 前 貸金 は 一九二 一年 一 一月の 二百 萬兩で 右の 鹽稅 を擔 保と 

した。 續 いて 第二 回目 は 同年 三月 百 十萬兩 を交附 し、 併せて 今後の 前 貸金 及 善後 借款に 關 して、 (二 第一 回 前 貸と 併せて 

取扱 ふ (二) 壁 稅檐保 (三) 今後の 前 貸金に つき 四 國財團 の 優先 權を認 む (四) 近き 將來に 成立すべき 善後 借款に も 亦 優 

先 權を認 むこと 等の 霧 約 を 加へ た 第三 回目 は、 一 九  一 二 年 五月 三百 萬兩を 上海 政府 及 北京 政府に 夫々 半額 宛、 第 四 回目 

は、 词年 六月 三百 萬兩、 第五 回目 は 同年 同月 再び 三百 萬兩を 夫々 交付した。 因みに 日、 露 兩國の 銀行が 善後 借款に 參 加し 

たの は 第五 回目の 交付金が 渡し 濟 みとな つた 一 一日 後の ことで あるが、 これ 等 前後 五 回に 亘る前 貸金 合計 一 千 一 一 百 十 萬 雨の 

殆ど 全部 は 革命 軍隊の 解散 費に 充當 せられた。 善後 借款 そのもの は その後 十 ヶ月 間の 紛糾 を經て 一 九 一 三年 四月 一 一十 六日 

に 調印せられ たもので、 その 主な 內容は 次の 如くで ある。 
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1 、一九 一 三年 四月 一 一十 六日、 北京に 於て 支那 政府 を 代表し 首相、 藏相、 外相 これに 當り 借款 團側 は稱豊 銀行 (英ヽ 德 

華 銀行 (獨ヽ 東方 滙理 銀行 (濯)、 露亞 銀行 (佛) 及橫濱 正金銀行 (日) を當事 者と し、 一 般 改革 及 行政の 目的 を 以て 

本 借款 を 起す。  ， 

二、 借款 金額 は 二 千 五 百萬榜 (五 億 一千 百 二十 五 萬 馬克、 六 億 三千 百 二十 五 萬 法、 二 億 三千 六 百 七十 五 萬留、 二 億 四千 

四百 九十 萬圓) 。 

三、 利率 は 年 五分。 

四、 4e- 途、 (ィ) 支那 政府 債務 十二  口 合計 四百 三十 一 萬 七 千 七 百 七十 八磅の 償還 C 口) 各省 政府の 債務 八 口 合計 二百 「ノ十 

二 萬磅の 償還 (ハ) 近く 償還 期の 到來 する 支那 政府 債務 八 口 合計 三百 五十 九 萬 磅餘の 償還 (ュ) 軍隊 解散 費 約 三百 萬 

磅 (ホ) 一九二 二 年上 半期の 一般 行政 費 五 百 五十 萬磅 (へ) 鹽政 改革 費 二百 萬磅 (ト) 其 他 は 支那 政府と 銀行との 協 

定に 係る 行政 費に 充當 す。 

五、 擔保 (ィ」 鹽稅總 牧人、 但し 旣に 鹽稅檐 保と せる 十一 一種の 借款に して 別に 揭 ぐる 所の もの の權利 はこれ を 侵害せ す、 

(口， 海 關稅收 入の 內旣 存擔 保の 餘剩 部分に 對 して 第一 順位の 擔保を 設定す。  .， 

六、 償還 期限 は 四十 七 年、 但し 十 年間 据置。 

七、 支那 政府の 手 取 額 は 八十 四。 

八、 本 公債 は五國 銀行 間に 平等に 分擔 す、 但し 連帶 責任 を 負 はす。 

大體 右の 如き 條 件の 外に、 尙ほ嚴 重 詳細な 規定が あるが 兹 では 省略す る. - 


卽ち 右に 依って 知られる 如く 佛國は 五 百 萬磅を 東方 應理 銀行 (ar3q-e-c】e  rlndo-chine) によって 引受けた ので あるが、 

Finance  &  Commerce 誌の 調に 依る と該 借款の 一 九 三 九 年 一 月 一 日 現在に 於け る殘額 は總額 一 千 九 百 六十 九 萬 餘榜で この 

中 佛國分 は 凡そ 五 百 八十 四 萬磅と 推算され る (リ I マ， J の 調より 推算す)。 

序でながら、 本 借款の 發行地 別 內譯を 示す と 次表の 如くで ある。  ， 


巴 


白 


敦 


0 


林 


ぺ テ ログ ラ ー ド 

ブ ラッセ ル 


七、 Eir ズ 0 磅 

？、  srs} 榜 

六、 000、000 榜 

二ぶ 七 rKo 磅 

3 一八 八、 八 八 0 磅 


英國分 

露國分 

日本 分 

佛國分 

露國分 

日本 分 

獨逸分 

露國分 

日本 分 

露國分 

露國分 


五、 000、000 

三 g, 一一  so 

一一、 0 七 は 0 

五、000、000 

B  一一 SO 

二、  0 七 一、 11ニ0 

一至、 八 さ 

< 五 七、 一 £0 

一一、 七 七 七、 七八0 

一 、一一 一八 八、 八 八 0 


尙ほ 露國に 於け る 發行分 (券面 番號自 五八 六、 六 六 八 至 七 二 五、 五 五六〕 は 後に 棄却 せられた。 

三、 一 九 一 四 年中 法實業 銀行 借款 (浦 Q 港 借款)  ^ 

善後 借款に 依る 資金の 大半 は舊 債， の 償却に 充てられ、 又 殘餘も 其の後 半年 を 出です して 費消され たので、 袁世凯 は 一 九 一 

1 一年 再び 多額の 借款 を 申出で たが、 擔保 不充分の 故に 不成功に 終った。 次ぎに 成立した 借款 は 佛國の 中 法實業 銀行 (Banque 

IncJustriclle  cle  chine) の 引受 に 係る ものである。 
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同 借款 は 一 九 一 三年 成立し、 翌 一九 一 四 年に 發 行され た U その 內容は 次の 如くで ある。 卽ち 契約 額 は 一 億 五 千 萬 法で あ 

るが 實際は 一億 法で ある、 使途 は專. -產 業の 振興、 公共 土木 事業に 充て、 而 して 先 づ 着手すべき もの は 浦 口 港の 建設で、 

利率 は 年 五分、 償還 年限 は 五十 箇 年であって 十五 年 据置きと なった、 檐保は 本 公債 を 以て 建設した 財產を 以てし、 支那 政 

府手取 額 は 八十 四ぶ、 建設 材料 は 支那 産で あれば 利用し、 外 國品は 佛國の もの を 使用 r る こと を 規定した。 

而 して 後に 追加 協定 をな し、 電車 敷設、 電車 事業、 水道工事の 改善、 市場 建設、 下水 改造 及び 新設、 公館の 建設、 道路 

建設 等 を 規定した。 

中 法實業 銀行 は その後 欽渝鐵 道 借款 (一九 一 四 年) を も 引受けた が、 一九二 一  年 六月 遂に 破産す るに 至った。 佛國 外務 

省の 發 表に 依る と、 同 銀行から 支那 政府に 融通した 資金 總額は 二 億 六 千 萬 法に 達して ゐる" 同 銀行と 支那 政府との 關係は 

極めて 複雑で あるが、 結局 同 銀行の 救 濟の爲 めに 更に 一 九 二 五 年中 法ェ商 銀行 借款.^ 起し、 同 銀行 は 改組 せられて 中法ェ 

商 銀行 (Banqlle  Franco-Chinoise  pour le  Commerce  et  rlndustlie) となった ので ある。 尙ほ本 問題に 關 して は 「第五 章佛國 

の對支 金融 勢力」 を參 照せられ 度い。 

四， 鐵道 借款  • 

以上 は 主， として 財政 上の 借款で あるが、 次に この 期間に 於け る鐵道 借款に ついて 述べ て0^ょぅ。  * 

淸朝 末期に 於け る 列 國の鐵 道 敷設 利權 獲得 競 爭に續 いて 共和 國 成立 初期に 於ても 極めて 多くの 鐵道 借款が 成立した。 佛 

^^はこの期間に、 同 成 及欽渝 兩鐵道 借款に 應 じた 外に、 白耳義 に便乘 して 隴海鐵 道 借款に も 亦 深く 關 係した。 

(A 矓秦豫 海 (^海) 鐵道 借款 (一九  一 二 年〕 


曰 淸戰爭 以來、 鐵道關 係に 於て 最も 活潑 した 白耳義 は、 再び 辛亥 革命 直後に も 支那 鐵道 電車 會社 (Co ョ pagnie  G6ndralc 

de  Chemins  de  Fcr  ct  Tramways  en  cl.ine) を 動員して 活躍した。 同社 は怫白 兩國シ ンヂケ ー 卜が 一 九 〇〇 年 ブラ ッ セ ル 

に 設立した ものであって、 資本の 半額 は 佛國の ものである- 同社 は 先の 汁洛鐵 道の 當事 者で あり 且つ又 隴海鐵 道 は 济鐵 

道の 延長 線であって 固より 同社の 優先 權は 規約 せられて ゐ たので あるが、 支那 政府 はこれ を 無視して 一 九 一 二 年 同じく 白 

耳義の 比國銀 公司 (society-  :ne】ge  de  Chemins  de  Fer  cn  chine) に 本鐵道 引受に 關 して 交 涉 した。 然し 前記 一 ー會社 は簡單 

に 協定 を 了し、 支那 側の 停滯 があった が、 一九二 一年 九月 隴海鐵 道 借款 契約が 調印 せられた、 その 契約 內容は 凡そ 次の 如 

くで ある〕 

• 1 、 借款 金額 一 一億 五 千 萬 法 (四、 一 一八  <  、一 一 〇〇，3)  . 

1 一、 利率 年 五分 

三、 使途 (ィ) 蘭 州と 海 州と を 連絡 (作 洛及洛 潼兩鐵 道 V 並淸 江、 浦 枝 線 を 利用) する 鐵 道の 建設費、 (n) 一  九 〇 三年 

洛鐵道 借款 金 四千 萬 法 を 期限 前に 償還 (償還 完了 次第 作 洛鐵道 借款 契約 は廢 IT 同 鐵道は 隴海鐵 道の 一部と なす」、 

(ハ) 洛鐵 道の 買收 費、 (二) 淸江、 浦 枝 線の 提供、 (ホ) 終 點に當 る 海港の 設備費、 (へ」 建設 期間 中の 借款 利子 支拂 

四、 償還 期限 は 四十 年、 但し 十 年間 据置 

五、 擔 保本鐵 道の 全 財産 及 その 收入  、 

六、 支那 政府の 手 取 額 は 九十 四- 

等の 外に 尙ほ 詳細な 材料 使用、 蓮營 等に 關 する 規定が ある。  ■ 
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かくして 本 借款 は 白耳義 のみに 於て 發 行され たが、 この 白 耳 義會社 は 資本 關 係に 於て 佛國と 共有で あるの みならす 拔 師長、 

會計 主任 並に 輸入 材料の 供給に ついても 佛、 白 は 同等の 權利を 有する ものである。 然るに その後 右资 金で は 不足した の を 

發 at- し、 一 九 一 一 〇 年 五月、 追加 借款と して 支那 政府と 支那 鐵道會 社 及 和 蘭 築港 會社 (Nedcrlandsche  Maatschapij  voor  Havem- 

verken) との 間に は 八 分利 付 一 億 五 千 萬 白 法 及 五 千萬フ 口 リンの 國庫 證券の 發行 契約が 成立した。 支那 政府 は その後 一 九 

一 一 五 年 八 分利 付 一 一千 三百 萬 法の 國庫 證券 を發 行し 借換を 行った が、 借 入 先 は 不明で ある- 更に その後に 至っても 本 鐵道借 

款 整理に 關 して 屡々 整理 辦 法の 取 極 を 行った。 例へば 一九 三 六 年 八月の 本 外債 整理 辦法 は、 未拂額 元金 一億 五 千 萬 元、 そ 

の 利息 一億 元、 合計 約 二 億 二 千 萬 元の 內、 白耳義 側の 督促に 依って、 結局 從 前の 未 拂 利子 及 整理 元金 開始に 至る までの 利 

息、 合計 一億 五 千 萬 元は これ を 取消して 圓滿 解決 を 見る に 至った が、 その 規定の 詳細 は 省略す る。 

その後 更に 同鐵 道の 寳成線 延長 計畫 があって 比國銀 公司 (social  welge  de  Chemins  de  Fer  s  Chine,  Compagnie 

G6n6rale  de  Chemins  de  T>r  et  de  Tramways  en  chine) との 間に 五 千 萬 元 (利率 六 分) の 借款 契約が 成立した 趣で ある。 

因みに 隴海鐵 道關係 借款 は 現在に 於て 次の 如くで ある。 

借款  名  發行額  一九 三 九 年 一月 現在 額 

1、 一九 一 三年 支那 共和 國五 分利 付 金 借款  ETIK 八、 1ー00 嫁  S 、一一 八 八、 000 嫁 

2> 一九二 0 年 八 分利 付國庫 證券  一一 一一 七、 七璧、 000 白 法  ニー 一七ぶ S 一一 一、 000 白 法 

3、 一九二 〇 年 八 分利 付 國庫 證券  一 一一 一 、E 八 一 一一、 000 ギルダ  一一 一一、 S 八 一一 一、 000 ギルダ 

4、 一九二 五 年 八 分利 付國庫 證券  一一 一、 一一 §、000 法  三 、一一き、 000 法 

5、 一九二 五 年 隴海鐵 道 八 分利 付 公債  nrQOO、OOQ 元  lros、os 元 


而し てこれ 等の 借款 は總て 比國銀 公司の 引受に 係 かる ものである。 (Finlnce  and  Commerce,  Jan.  25th,  1939 に據 る) 

(B) 同 成鐵道 借款 (一九 一 三年) 

本 鐵道は 革命 直後 一 九 一 二 年 孫浼： 仙が 支那 全 國鐵道 會社總 裁と して 上海に 在って 頻りに 鐵 道の 建設 を畫 策した 當時、 旣 

に議に 上り 而も その 當時彼 を圍繞 して 各國 間に 相當 熾烈な 利 權競爭 が 行 はれた のに 拘ら す、 遂に 具體 化する に 至らな かつ 

たもので あるり 然るに 孫 逸 仙 失脚 後 1 九 一 三年 七月 一 一十一 一日、 白 耳義の 支那 鐵道會 社と 佛蘭 西の 支那 鐵道 建設 運 營會社 

(S0ci<5t6  t<>£incaisc  cle  construction  et  d-EXPIOitation  de  Clicmins  cle  t'er  en  clline) とが 共同して 本鐵道 p 匿款を 引受ける こ 

とに なり、 ；响會 社 を 代表す る Q ベ— ル， ド* ヴォと 支那 政府 を 代表す る 交通 部長 朱 啓 鈎 及 財政 部長 梁土詒 との 間に 本鐵 道の 

建設に 關 する 一 千 萬磅の 借款 契約が^ 結され た。  . 

支那 鐵道 建設 蓮營會 社と は 一 九 〇 一 一年の 正 太鐵道 借款 四千 萬 法 を 引受けた 露淸 銀行から 同鐵 道の 運營 權を讓 受けた 會社 

である。 惟 ふに 右 一 九 01 一年の 借款 は露淸 銀行 內の佛 國財團 が これ を 引受け、 一 九 〇 三年 十一 一月 巴 里に 於て 發 行した もの 

であって 發行 地から 見ても 純然たる 佛國の 借款で ある。 

右兩會 社が 如何なる 割合に 於て 借款 を 引受け 又 抜 師長 及會計 主任 等 を 如何なる 割合に 於て 出す か 等の 事柄 は 契約 面に 記 

載して ない が、 兩社 間の 取 極に 依り 借款 は 折半して これ を分擔 し、 而 して 初めの 十 年間 は 白 耳義會 社が 共同計算に 於て 一 

切の こと を指圖 し、 その後 は佛蘭 西通稱 山西會 社が これ を 行 ふこと になって ゐ たので ある。 而 して 此の 場合に は 二 名宛の 

代表者 を 出し て 取締役 會を 組織す ベ き 規定が あ つ た。 

( 一 ) 借款 金額 は 一 千萬磅 
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實際借款 額內譯 {五 、お ヨな雌 法 

(二) 利率 は 年 五分  . 

(三) 使途 は (ィ) 大同 成 都 間の 鐵道 建設 及 装備 費 (口) 同 蒲 鐵道會 社の 買牧費 (ハ) 建設 期間 中の 借款 利子に 充當 する 

も の と す 

(四〕 償還 年限 は 四十 筒 年、 十 年間 据置  - 

(五， 擔 保は鐵 道の 全 財產及 その 收 入に 對し第 一 順位の 抵営權 を 設定す、 而 して 支那 政府が 元利の 支拂を 怠った 場合に は 

この 檐 保に 基く 一切の 權利を 行使し 得る ものと す  .  , 

(六) 元利の 支拂 事務 を 取扱 ふ手數 料と して 會社 は支拂 高の ーパ I セ ントの 四 分の 一 を受 くる ものと す 

本 借款 契約に 基く 公債 は 未だ 發 行され てゐな いが 支那 政府 は 借款 契約 第 十 五條に 依り 六 分利 付の 前 貸金 を 受けた。 

因みに E.Kan-l の 調に 依る と 發行額 七 七 〇、 一 一 一 七磅及 五、 七 九 八、 五 一 八佛 法であって 一 九 三 五 年 一 月 一 日 現在に 於て 

は 五 七 七 >  一 七 六磅及 四、 一 一 五 一 、五六 〇 佛 法の 殘額を 示して ゐ た。 而 して 一 九 三 五 年に は 整理 協定が なされた。 . 

(C) 欽 5lf 鐵道 借款 (一九 一四 年 〕 、 

欽渝鐵 道と は廣 東省欽 州— 廣西省 南 寧— 百 色— 貴 州 省 興.； §1 雲 南省羅 平— 雲 南— 四川 省敍州 I 重 慶間七 百 一 ー哩の 未成 線 

である- 

一 九 一 三年 袁世 凱と 中 法實業 銀行との 間に 成立した 純然たる 佛國の 借款であって、 一 九 一 园年 調印せられ たので ある 。右 

借款 は歐 洲大戰 その他に 妨げられ 遂に 公債 未發 行に 終った が、 引受 銀行 (中 法實業 銀行) は 支那 政府に 對し 三千 二百 十一 


萬 五 千 法の 前 貸金 を 交付した。 契約 內容は 左の 如くで ある。  ， 

( 一 、借款 金額 六 億 法 

(二、 利率 年 五分 

(三 償還 年限 五十 箇年、 十 五箇 年間 据置 

(四〕 擔保 (ィ) 鐵 道の 全 財 產及收 入 (n) 欽州 港、 その 材料 及 その 附屬 品に 對し 第一 順位の 抵當權 を 設定す. る ものと す、 

支那 政府が 元利の 支拂を 怠りた る 場合に は擔 保に 基く 行動の 權利を 行使し 得る ものと す 

尙ほ本 借款 を 引受けた 中 法實業 銀行 は その後 破產 し、 中 法ェ商 銀行が これに 代った が， 最近 再び 問題が 取上げられた 由 

が傳 へられる が、 何等 纏らない ようで ある。 

五、 新四國 借款 圑 

支那に 於け る國際 借款 團の 活動の 中 舊四國 借款 團に ついては 旣に 述べた が、 更に 一 九 二 〇 年 十月 十五 日米 國 政府の 發議 

に 依って w び 新四國 借款 團の 成立 を 見た。 新 借款 團 (New  Financial  Consortium  in  China) は 次の 諸 銀行、 卽ち 

弗 家 Bn-nclue  <.le  rlndo-rlllne 

日本 橫濱 正金銀行 

米國 (1) J-p-  Morgan  &  Co:  (2)  Kllhn,  Lceb  &  Co.,  (3)  National  City  Bank,  (4、  Chase  National  wank,  (5>  Guaranty 

Thrust  Company,  r6)  Lee,  Higginson  &  Co.,  (7)  Th ひ nontin ひ ntal ynd  commercial  Trust  and  savin, め s  Bynk. 
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の 組織す る 投資 團體 であって、 支那に 關 する 一般の 借款 を 統制 せんとす ると 共に 支那 財政 (更に 政治に も) に對 する 國際 

的 支配 機關 たらし めんと する もので あつたが、 支那 側に 於け る反對 があった 許りでなく、 借款 團の 組織に 諸種の 缺陷が あ 

つて 遂に， 可 事 を もな さすし て 終った。 然し 乍ら、 こ の 借款 團 があった 爲 めに 借款の 濫發を 防止した こと は認 むべ きで ある 

(但し 米國の 所謂 一 九 三 三年 棉麥 借款 は 例外で ある)。 因みに 一 九 一 一三 年 五月の 巴 里に 於け る 借款 團 代表 會 議の發 表した ス 

テ I トメ ント はこの 借款 團に關 する 重要な 記錄 である"  . 

六、 この 期間 中に 於け る雜 借款 

辛亥 革命より 歐 洲大戰 末期 迄の 間に 佛蘭 西が 關 係した 主要な 對支 借款 は 以上の 如くで あるが、 尙 ほこの 外に 中 法 實業銀 

行の 支那 政府に 對 する 不良 貸 出が 若干 ある。 これらの 融通 資金の 使途 は必. すし も 明瞭で なく、 た^ 名目 上 夫々 名稱を 有す 

るに すぎない ので、 現在 公式に は 殆ど 發 表されて ゐな いが、 劉 大欽の 調査 (pr  Lieu,  Foreign  Investments  in  China,  1929) 

に 據れば 次の 如くで ある。 

1、 一九 一 六 年 以前の 隴海鐵 道 借款 利子 支拂 のた め  五、 一 一 五 〇、〇〇〇 法 

2  、一九 一七 I 二 〇 年中 法實業 借款 利拂  二 六、 二 九 六、 七 二三 法 

3、 一九 一 七 I 一 一 〇 年 同上の 元本 返 濟國庫 證券 ■  1 一九、 五 五 〇、〇〇〇 法 

4、 一九 一 七— 一 一 〇 年 欽渝鐵 道 第 四 次擴張 資金  一 六、 一 一一 一 一 、七 八 一 法 

5\ 一九 一 八— 一 一 〇 年 商業 保證 銀行 約束手形 貸付  八 一 一四、 〇 四四兩 


第五 一九二 一年 以後 

ぶ- S 述 せる 如く 新. 四國 借款 團の 成立 以後 新規に 成立した 支那 外債 は 僅かに 棉麥 借款の み を擧げ 得る にす ぎぬ が、 たぐ この 

舊 債の 整理 を 目的と した 借款 契約 は屢. ^締結され てゐ る。 これ を 佛國關 係に ついて 見れば 次の 三つが ある。 

1、 一九 1 1 五 年中 法ェ商 銀行 借款 

2、 一  九 三 六 年 成 渝鐵路 七 分利 附 借款 

3、 一九 三 七 年 湖 廣鐵路 借款 延滞利息 整理 借款 

一、 一九二 五 年中 法 H 商 銀行 借款 

佛國 は關匪 賠償金に 附隨 して 起った 諸問題に ついて 結局 金フラ ンに關 して は 米 弗に 評慣替 すべき 協定に 成功し、 繽 いて 

1 九 一 一 五 年 四月 十一 一日 圑匪 賠償金の 利用 方法に 關 する 協定 を 取 結んだ。 本 協定 は A 「後 怫國が 取得すべき 賠償金に 相當 する 

金額の 五分 利附 米貨 公債 (二十 三年の 償還 期限) を發 行し 左の 用途に 充當 すべき こと を 約した。 

- (ィ) 中 法實業 銀行の 極東に 於け る債權 者に 交付  . 

, (to 敎育及 慈善事業 を 目的と する 佛支 協會 に下附 

( ハ ) 支那 政府の 所有す る 中 法實業 銀行の 未拂込 株式の 整理 

( -ー ) 同 銀行に 對 する 支那 政府の 債務 整理 

これより 先、 中 法實業 銀行 (Banque  Industrielle  de  chine) は 佛國籍 を 有し 一 、九 一 三年 創業せられ たが、 開業 以來 不健全 
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な營 業を續 け、 遂に 一 九 一 一 一 年 六月 支拂 停止の 已む なきに 至った。 同 銀行 は旣に 觸れた 如く 支那 政府の 不健全 財政に 對し 

數 次の 援助 をな し、 叉 同 銀行 株式の 支那 政符 所有の もの は未拂 込と なって 居た、 叉 同 銀行の 支拂 停止 は 同行に 對 する 債 權 

者 特に 極東に 於け る 多數の 預金者に 迷惑 を 及ぼした、 佛、 支兩國 政府が 同 銀行の 救濟に 協同した の は、 かかる 理由に 基く 

ので、 一九 一 一 五 年 五月 一 一十 七日 中 法ェ商 銀行 借款 (中 法 五 燈美 金 公債) の 發行を 見る に 至った ので ある。 その 契約 內容は 

凡そ 次の 如くで ある。 

發行 期日 一 九 一 一 五 年 五月 一 一十 七日 

用 途 1、 中 法實業 銀行の 極東に 於け る債權 者救濟 .  ~  、 . 

2、 同 銀行 株式 中中 國 政府の 未拂込 資本金の 支拂 

3、 同 銀行に 對 する 中 國 政府の 借款の 償還 

4、 佛支 間の 敎育及 慈善事業 

發行額 四 三、 八 九 ニー、 九 〇〇 米 弗  、 

額 面 五十 弗  .  、  ， 

擔 保 團匪 賠償金の 內佛 國に對 する 支拂 停止 部分 

利 率 年 五分  • 

發行價 格 一 〇〇％  . 

基金 保管 者 海關總 稅務司 ， 


償還 期限 一 一十三 年に して 一 九 二 六 年より 開始 

取扱 銀行 東方 涵理 銀行 (Banque  de  nndo-chine) 及 上海 中 法ェ商 銀行 (ヨ n (ヨ e  Franco-Chinoise  pcsr  le  Commerce ュ 

rindustrie.) 

〔備考〕 中法實 業. «\r の 破綻より 中 法ェ商 銀行 成立に 至る 沿革 は 第五 章の 記述 を參 照の こと. 

而 して 木 借款の 宋-俊 還 は 一 九 三 九 年 一 月 一 曰 現在に て 二  Sr 九 一 九、 五 〇〇 米 弗 あり r  Finance  &  commerce,  Jan. 

Uth.  1939.  E.  Kinn の 調査に 依る) 

二、 成： If 鐵道七 分利 付 借款 (一九 三 六 年) 

工事-挺 間 は 差 當り成 都重慶 間 (五 二三 籽) に 鐵道を 敷設す るので あるが、 將來漢 口まで 延長して- 漢鐵路 に 連絡させる 

豫定 とい はれる。 右佛國 側よりの 借款 は 財政 部が 中 法ェ商 銀行より 借 入れる ことに 定め、 昭和 十一 年 五月 以来 巴 里に 於て 

双方 商議 中の 處 一 九 三 六 年 契約が 成立した 由で、 交涉の 衝に當 つた 支那 側 代表 劉府 城の 新聞記者に 對 する 談話 要領 は 左の 

如くで ある。 

一 、 本 借款 額 銀 三 四、 五 〇〇 〇〇〇 元は 年利 七 分 借 入 後 十 五箇 年間 年賦 償還と し佛國 側に 何等 特殊 利益 を與 へす . 

1 1、 舊習を 打破し 借款 係 者に 於て 一 切コ ミツ シ ョ ン を牧受 せす (從來 支那に 於け る 借款 は 通常 借款 額の 一 割 を 天 引し 

關係 者へ 頭分け する を 例と せる 由) 云々 • 

尙ほ成 渝鐵道 は 重 慶成都 間の 鐵道 であって その 建設の 爲 めに 川 黔鐵路 公司の 設立 を 見た ので ある。 

川 ii 鎮路 公司 は 一 九 三 六 年 三月 一 一十 一 日 公布 せられた 川 黔鐵路 公司 組織 條 例に 依りて 成立した ものであって、 成渝織 . 
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及び これに 附帶 する 事業 經營 に當る ものである。 尙ほ條 例の 要旨に 依る と 

一 、 本 公司 は 川 t, 鐵路 特許 股份 有限 公司と 稱し、 その 營業 期間 を 三十 箇年 とす 

二、 資本金 總額は 二 千 萬 元 (但し 一 九 三 七 年 五月 材料費 暴騰に 依り 五 百 萬 元 增資) その 內譯 次の 如し 

1、 中國 建設 銀 公司 出資  一一、 〇〇〇.〇〇〇 元 

2、 鐵道部 出資  四、 五 〇〇、〇〇〇 元 

3、 四川 省 政府 出資  四、 五 〇〇、〇〇〇 元 

三、 業務 (ィ) 成 渝鐵道 (重 慶、 成 都 間の 幹線 及內 江、 自流井 間の 支線) 及び その他の 建設 並に 經營 

( 口  ) 政府の 許可せ る 沿線 その他の 附帶的 事業の 兼營 

と 規定 せられた。  ， 

然るに 鐵 道の 建設費 は 約 五 千 萬 元 を 要すべき にっき 本鐵路 公司の 資本 以外に 尙ほ 借款の 必要 を 生じ、 以來 複雑な 交涉經 

緯を經 たが、 遂に 前記 借款 契約が 成立した ものであって、 この 借款の 最も 顯 著な 特徵は その 鐵道を 完全に 支那 側の 支配 下 

に 置いた ことで ある、 但し 一 一名の 佛人 技師 を 一 一年 半の 建設 期間 中の み 雇傭す る 規約で ある。 

. (註) 確實 なる 所、 建設費 等 一 切の 經費は 五 千 六 百 萬 元であって、 その 內譯は 次の 如くで ある 0 

A、 國內 使用 金  ， 

1、 川^ 鐵路 公司 分擔  二 一 、五 〇〇、〇〇〇 元 

2、 中 法ェ商 銀行 分擔  七、 〇〇〇、〇〇〇 元 


B、 國外 材料 買 入金 

中 法ェ商 銀行に 於て 材料 代 二 千 七 百 五十 萬 元 を 引受. 

信託 人 中國 建設 銀 公司  ， 

三、 湖 廣鐵道 借款 延滞利息 整理 借款 (一九 三 七 年) 

1 九 三 W 年来 英米 佛 駐支 公使 は 支那 政府 外交 部長に 對し、 一九 一一 年 湖 廣鐵道 借款の 不拂 について 注意 を 喚起した。 卽 

ち 同 借款の 英米 佛發行 分に ついては 一 九 一 一九 年 十一 一月 十五 日 期限 第三 七號 利札の 支拂 があった だけで、 爾後の 利札 十 一 枚 

不拂又 獨逸發 行 分に ついては 一 九 一 一九 年 六月 十五 日 期限 第三 六號 利札が 支拂 はれた だけで 爾後の 利札 十一 一枚 不拂 の狀 熊に 

あった。 以來 支那 側孔 財政 部長、 王 正廷と 米國側 J.P-  Morgan  &  Co. 及び Anderson との 間に 商議が あり、 且つ C.S.  Addis 

は 整理 案 を 提出した が、 國際 疑念 (米國 は 英國の 裏面工作 を 疑った) があって 容易に 纏ら す、 かかる 間獨逸 側よりも. M 件 

に關す る權 利の 主張が あって 紛糾した。 

1 九 三 七 年 四月に 至り 支那 政府 財政 部 及 鐵道部 は 湖 廣鐵道 借款 整理 要綱 を發 表した が、 右に 依る と 延滞金 英貨 五 百 六十 

五 萬榜は 

1 、 民國ー 一十 六 年 ( 一 九 三 七 年) より 一 一十 七 年 ( 1 九 三 八 年) に 至る 兩年內 の 利息 は 年利 一 一分 五 厘と し、 以後 は 五分と 

す、 利拂金 は鐵道 純利 益の 內 よりこれ を 支出す、 同時に 廳 稅を檐 保と し、 更に 民國 三十 年 (一九 四 一年) 以後の 利息 

に對 して は 同時に 關 稅を檐 保と す  . 

二、 民國 三十 年 (一九 一四 年) より 開始すべき 元金 償還 は 二十 六 年 (一九 三 七 年) より 起算して 三十 九年內 にこれ を完 
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濟し、 翁に 公表せ る 各經理 銀行の 利拂 償還 表に 照して 處理す 

三- 未拂 利息に 對 して は 旣定の 五分 を 改め 年 一分の 單 利に 依りて 計算した る 上 無利息 ス クリップ を發行 支給す、 この 

ス クリップ は民國 三十 一年 (一 九 二 年) に その 償還 支拂を 開始し 約 二十 箇年內 にこれ を 完濟す 

四、 この 整理 法 は海關 總稅務 司、 鹽務 稽核總 所、 中央銀行、 鐵路 管理局 等に 區分 し、 以て 遵照 處理 せし むる 外鐵 道行 政 

の 整理 を 規定せ り  • 

その後の 詳細な 經緯は 略し、 兹には E  • カン 氏の 調査に 係 はる 借款 表に 依って 見る と、 遂に 湖 廣鐵路 借款 整理 借款 は 一 

九 三 七 年に 成立し、 その 金額 は 四 四し、 六 七 六磅の 趣で ある。 從 つて 佛國持 分 は 一 ー〇、 四 一九 磅と 見られる リ 

. 第二 節 借歉 の現狀 

第 I  總  0 

一八 九 五 年露佛 借款 以來、 現在に 至る まで 約 半世紀の 間に 佛國對 支 借款 (團匪 賠償金 を 除く) は、 以上の 沿革に 記した 

もの を 合計す ると 實に 十一 一個 を算 し、 支那 外債 上 英國に 次ぐ 重要 債權國 である その 起債 額 合計 は 凡そ 法貨 建の もの 五 億 

八 千 一 一 百 三十 一一： 萬 三千 一 一 百 六十 三 法、 磅貨 建の もの 九 百 四十 九 萬 六 千 一 不 七磅、 米貨 建の もの 四千 三百 八十 九 萬 三千 九 百 

米 弗、 元貨 建の もの 三千 四百 五十 萬 元、 及び 兩貨 建の もの 八十 二 萬 四千 四十 ^雨と 計算 せられる。 而 して 一九 三 九 年に 至 

つて 尙ほ 現存す る もの は 左に 大要 を 記述せ る 如く 財政 部所 管の 四 個、 鐵道 部所 管の 七 個であって、. その 合計 金額 は 英貨 分 


九、 九 ニニ、 一  〇 七磅、 佛貨分 一 一六 四、 九 八 五、 〇 五 〇 法、 支那 貨分三 四、 五 〇ひ、〇〇〇 元、 及び 米貨 分 一 一 『九 一 九、 五 〇〇 

米 弗で ある" これ を 表示す ると 次の 如くで ある。 而 して 支那 外債 總額 中に 占める 地位 は 附表 を參 照して 娘る 如く 全 體に對 

して 一 八 ，七％ である。 

佛國 引受 借款の 全體 的に 見た 重點は 財政 部所 管に あって、 鐵道 部所 管で はない。 これ は 過去に 於て 見られた だけでなく 

現在 も 亦 同様で ある。 然しながら 古く は 露國と 結び、 次いで 白 耳 義を驅 使して 行った 鐵 道利權 取得 を 考慮に 入れる とき は 

稍々 鐵道關 係に 重點を 見出す ので ある。 總觀 する， に 財政 部關 係の もの は 多く 列強との 勢力 均衡 上の 活動であって、 寧ろ 佛 

國 のみの ィ  一丁 ン. ァチヴ による もの は少 いが、 鐵 道部關 係の もの はこれ に反して 多く、 佛國が 主導 的 地位 を 占めて 居ろ もの 

が 多い。 最近に 於て 佛國は 英米の 援蔣 政策に 歩調 を 合せて 活潑な 活動 を 演じて ゐ るが、 蓋し これ は從來 佛國の 南支に 保持 

して ゐた 地盤が 援蔣ル I ト としての 重要性 を增 して 來 たこと を 一 要因と する。 その 具體的 現れ は、 後述す る 龍 州鐵道 借款 

(一九 三 八 年 四月) の 成立に 於ても E. られ るので ある。 

第二 十九 表 一九 三 九 年 一月 一日 現在 支那 外債 中 佛國持 分  . 
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(八 一一 一、 02、000 元〕 


第 六 章 借款 及 投資 


五 九 


支 那 


佛阈對 支雜濟 勢力の 全貌 

貨 建 


I  I  一一  rmocrooo 元 

合 計 (元利 換算)  一九 ronj 一、 0§兀  二 3S21 一一 一元 

備考 Fiinnce  and  commerce,  Jan. 11 and  Jan.  25, 1939. 誌 所載の カン 及べ イリ ンの 調査、 

八 年 十二月 中の OBCial  rate に 依る。 

表 中 各國貨 建の 橫書 は元單 位に 換算した 數字 である 0 

第三 十 表 佛國對 支 借款 參考表 (一九 三 九 年 一月 一日 現在 額に つき) 


-  財政 部所 管 

佛國持 分の 所管 別内譯  六 二  • 四 

右の 仝 外債 中に 占める 割合  ニニ • 五 

第三 十 一 表 一 九 三 九 年 一 月 一 日 現在 支那 外債 總額 

財政 部所 管 


英 

佛 


貨 

貨 


日本 貨 


建 

0 

き 一 

0 


11 一七、 七 九 r 五八 S! 

さ 一 五、 五五0、0 一  五 元 

1Q0、00Q、000 法 

r 一一 五 九、 一一 五 九 元 

き、 一  一一 一一、 §0 米 弗 

二ハ 七、 lorooo 元 

ralfrs 八 八、 S00 圓 

SS  、ー曼 、七 八さ兀 


6. 耳 義貨建 


鐡道 部所 管 

三 七丄ハ 

1 四 • 七 

鐵道 部所 管 

一一 riH ハー、 八 八 1® 

瑩 3 養、 13 兀 

一九 九、 oorsg 

一八、 El  一一 ro さ 元 

一一、 臺 S3 宄米弗 

七、 七 八  一、 i 一元 

. ルー 一一、 六 s、000 圓 

さ、 〈七 一 2 さ兀 

1ーーー七、^5£ーーー、000白法 

111、_{|ー一ー 一、 0 さ 元 


一 六 〇 

一一 一四、 五00、000 元 

ー奠、ーーー 一七、 至ーー 元 

及び 其 他に 據る、 換算率 は 一 九 111, 


<1  口  計 

506 

一 八 • 七 


合 


き i 


，sn<s  、一七 八 元 

一一 九九、 00  一、  Ms 法 

一一 さ£  、一 霊 元 

五  一一、 s(rK 八 米 弗 

一七 s、《rt 一元 

一一 一一 九、 0 八 八、 go 圓 

一 憂、 0 一一 七、 5 一元 

1 一一 一七、 七 四 一一 一、 000 白 法 

ニー、 五ー三、0 さ 元 


禾  0 


貨 建 


支那 貨建  I 

合 計 (元に 換算〕  八 sro 六 八、 0 六 0 元 

備考 Finance  and  comnlcrcc,  Jan.  25, 1.939 誌 所載の E* カン 及べ ィ 

均の official  rate に 依る o 

表 中 各國貨 建の 橫書 は元單 位に 換算した 數字 である 0 

第三 十二 表 支那 外債 中 各 國の持 分 (一九 三 七 年 七月 一 曰 現在) 


英 

禾 


耳 


木 

蘭 


合 


計 


3 一  ，11 

一 ー八四*0 

一九 や 四 

一八 亍七 

一皇人 

W 七ん 

、六 四 五 •？ 


一一 一一、 g  一一、  OS ギルダ 

六 3 ハ究、 一 100 元 


一一 一一、 S 八 一一 一、 000 ギルダ 

さ、 i ^四 九、 一一 00 元 


1 究、 六 七 五、000 元  i  、- S500 元 

七 八 四、 五一 (512 一元  一、 さ 一一 0、 さ 一 0、ーー1 元 

ンの 調査、 及び 其 他に 據る。 換算率 は 一 九 三 八 年 十二月 中 平 


g ん 

ー七丄ー 一 

二. 九 

二 上 

一 00さ 


第二 財政 鄯 所管の 借款 
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1 六 


九 

九 

九 

九 

九 

八 

A 

七 

石 

年 

年 

年 

年 

年 

七 

七 

月 

月 

月 

月 

月 

曰 曰 曰 曰 曰 
同 同 同 同 現 
在 


四 

佛 

英 

及 

月 

國 

國 

四 

五 

側 

側 

分 

曰 

半 

及 

東 

酒 

利 

十 

方 

鹿 

付 

月 

滙 

銀 

英 

五 

理 

行 

佛 

曰 

引 

借 

受 

款 

引 

佛國對 支經濟 勢力の 全貌 

I、 一九 〇 八 年 五分 

起債 額 

債權者 

利 拂期及 利率 

現在 額 


一 六 二 

Chinese  Imp.  Government  5 &  and  Gold  Loan  of  1908  (Anglo-French) 

五、 〇〇〇、〇〇〇 磅 

一 一 、五 〇〇、〇〇〇 磅 

二、 五 〇〇、〇〇〇 薛 

爾後 四 分 五 厘 

一 五 〇、〇〇〇 磅 

一 五 〇、〇〇〇 薛 

1 五 〇、〇〇〇 磅 

一 五 〇、〇〇〇 磅 

一 五 〇、〇〇〇 磅 


Honkong-Shanghai  wanklng-rorp ん 

受 (Banque  de  rindo-pine; 

年利 一 九 一 ニニ 年 十月 五日 迄 五分 


同上 佛國持 分と して 

1 九 三 九 年中 償還すべき 金額 

現在 有效 なる 滯納額 

但し 一 九 三 八 年 十月 五日 以降の 分 

償還 年限 三十 箇年、 但し 十 年間 据置 

檐  保 (ィ) 江 蘇 省の 鹽の新 附加稅 及 家屋 稅 


元金 

私 肩 

元金 


一 一 一 五、 〇〇〇 磅 

一 五 〇、〇〇〇 薛 

一 一 一、 五 〇〇磅 

一 五 〇、〇〇〇 榜 


.  (ro 浙江 省の 家屋 稅、 酒稅、 質屋 免許 稅、 地 券 稅、. 及び 鹽の 新舊 附加稅 

(0 湖北 省の 諸稅 

使  途 (ィ) その 八 割 は 京 漢鐵道 公債の 買 入 償却 

( to 爾餘の 二割 は 郵傳部 管內の 公共 生産 事業 

備考 毎年 元金 分 一 一十 五 萬薛を 償還す、 最終 償還 期 は 一 九 三 八 年 十月 五日に 當 つた。 

二、 一九  一 一二 年 五分 利 は 善後 借款 Chinese  Government  5 次 Reorganisation  Gold  Loan  of  1913. 


起債 額 

債權者 英國側 酒 豊 銀 行 引受 

獨逸側 德 華 銀行 同 

佛國側 東方 酒理 銀行 同 

露國側 露淸 銀行 同 

日本側 撗濱 正金銀行 同 

一 月 一 日 及 七月 一 日 年利 五分 

1 九 三 八 年 七月 一 曰 現在 

1 九 三 九 年 一月 一 日 同 

同上の 佛國持 分 推算 

笫六章 借款 及 投資 


一 五、 〇〇〇、〇〇〇 薛 

五、 〇〇〇、〇〇〇 薛 

五、 〇〇〇、〇〇〇 磅 

五、 〇〇〇、〇〇〇 榜 

五、 〇〇〇、〇〇〇 磅 

五、 〇〇〇、〇〇〇 磅 


私 拂势及 禾率 

現在 額 


九、 六 九 一 、八 八 〇 磅 

九、 六 九 一 、八 八 〇 據 

五、 八 四 〇、〇〇〇 磅 


六 三 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌  一六 四 

1 九 三 九 年中に 償還すべき 金額  き ^  一、 M§§ 聽 

現在 有效 なる 滯納額 無し. 

償還 年限 四十 七箇 年、 但し 十 年据置  - ， 

檐  保 (ィ) 鹽稅牧 入、 (口) 海 關稅收 入 (但し 旣往の 借款 擔保權 を 侵害せ す)  . 

使  途 (ィ) 舊 債務 償還、 (n) 軍隊 解散 費、 (ハ) 行政 費、 (一一) 鹽政 改革 費、 (ホ) 其 他 

(備考) 本 借款 は 倫敦、 巴 里、 伯林、 ぺテ n グラ， I ド、 ブラッセル にて 發 行せられ、 貨幣 換算 規準 はー磅 n  二 五 ニー 五 法 

nl 一 〇• 四 五 馬克 =九* 四七留 =九* 七六圓 

露國 分の ぺ テロ ダラ.' ド發行 分 (卽ち 五八、 六 六八號 I 七 二 五、 五 五六 號) は無效 となった が、 他の 分に ついての 

詳細 は 不明で ある。  . 

三、 一 九 一 四 年 五分 利 付 中 法實業 銀行 借款 (9 ーコ ese  Government  5 次 Gold  Loan  of  1914  (pukow  Loan) 

起債 額  一 〇〇、〇〇〇、〇〇〇 法 

賡權者 佛國、 中 法實業 銀行 (aanque  Industrielle  de  chine) 後に 至り 中 法ェ商 銀行 (Banque  Franco-Chinoise 

づ oiir  le  CTommerce  et  rinclustrie) 

利 拂期及 利率 三月 一日 及 九月 一日 年利 五分 

現在 額 一 九 三 八 年 七月 一 日 現在  一 〇〇、〇〇〇、〇〇〇 法 

.  一九 三 九 年 一月 一日 同  一 〇〇、〇〇〇、〇〇〇 法 - 


, i  元金 一 一、 八 五 七、 〇〇〇 法 

一九 三 九 年中に 惯 還すべき 金額  利 息 五、 〇〇〇、〇〇〇 法 

現在 有效 なる 滯納額  元 金 (當 初よりの)  一 一 五、 七 一 三、 〇〇〇 法 

利 息 一九二 二 年 三月 一日 以降 利札 十五 枚 八 五、 〇〇〇、〇〇〇 法 

惯還 年限 五， 十箇 年、 但し 十五 年据置 

擔  保 本 公債 を 以て 建設せ る 財産、 北京 市稅及 揚子江 北部に 於け る アル コ ー ル稅 

使  途 産業 振興、 公共 土木 事業、 浦 口 港擴張 建設 

後 追加 協定に よって、 電車、 電燈、 水道、 市場、 下水、 公館 等の 建設 

(備考) 一九 三 〇 年 三月 一 日より 一 九 六 四 年に 至る 間、 卽ち 一 九 五 四 年まで 年額 一 一、 八 五 七、 〇〇〇 法、 爾後 一 一、 八 五 七、 五 

〇〇 法 宛 償還す る . 

債權 者であった 中 法實業 銀行 及び その後 繼者 たる 中法ェ 商工 銀行に 關 して は 沿革の 項 及び 第五 章の 記述 を參 照。 

四、 1 九 二 五 年 五分 利 付 中 法 商工 商 銀行 借款 Q 匕 ま se  Republic  h%  Gold  Loan  of  1925  (Banque  Industrielle) 

起 資 額  四 三、 八 九 三、 九 〇〇 米 弗 _ 

債 f 者 佛國、 東方 滙理 銀行 (Banque  de  nndo-chine)、 中 法ェ商 銀行 (Banque  Flanco.chinoise  pour  le 

Commerce  et  rindustrle) 

利 拂期及 利率. 一月 十五 日 及 七月 十五 s 年利 五分 

現在 額 一九 三 八 年 七月 一日 現在  二 四、 九 一九、 五 〇〇 米 弗 

第 六 章 借款 及 投資  一六 五 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌  一 六 六 . 

一 九 三 九 年 一月 一日 同  一 一四、 九 一 九、 五 〇〇 米 弗 

1 九 三 九 年中に I すべき 金額  ^ 餘 一一に T^l ケ斷 

現在 有效 なる 滯納額 無 し 

償還 年限 二十 三箇 年、 一九二 六 年より 開始 

檐 保 團匪 賠償金 中佛 國に對 する 支拂 停止 部分 

使 途 (ィ) 中 法實業 銀行の 極東に 於け る債權 者救濟 

,  (n) 右 銀行の 中國 政府 未拂込 資本金の 支拂  -  . 

(ハ) 右 銀行に 對 する 中 國 政府の 債務の 償還 

( 1 一 ) 佛支 間の 敎育 及び 慈善事業  , 

(備考) 最終 償還 は 一 九 四 八 年 一 月 十五 日で ある。 

第五 三 二、 六 六九號 より 七 八 五、 〇〇〇 號ま では British  Bourse  Sta ョ p の 捺印が あって、 その 換算率 はー磅 = 五 米 

弗で ある。 

第三 鐡道鄯 所管の 借款 11 .: 

一、 一九 一一 年 五分 利せ 湖簧ま 首」 浩款 cwr-ese  Government  ffiukuang  R-iilways  Sinking  Fund  Gold  Loan  of  1911. 

起 債 額.  六、 〇〇〇、〇〇〇 磅 


利 拂期及 利率 

現在 額 


獨龟 j、 德 I 举銀行 (Deutsdle-Asiatiscvle  wank) 

英國、 酒豊 銀行 (songkong.shanghai  Banking  corp.) 

佛國、 東方， 理銀行 rBaiue  de l-Indo- chine) 

米國、 四 社 (社名 を 略す) 

以上 四箇國 等分の 分擔 なり. 

六月 十五 日 及び 十二月 十五 日 年 五分 

1 九 三 八 年 七月 一 日 現在 

一九 三 九 年 一月 一日  、 

同 右の 佛國持 分 

一九 三 九 年中に 償還すべき 金額  利 息 

現在 有效 なる 滯納額 無 し  . 

償還 年限 四十 箇年、 但し 十 年据置 

(ィ) 湖北 湖南の 一 般薆金 

(口) 諸種の 廳稅 (詳細 は 沿革の 項を參 照) 

(ィ) 米 支 開 發會社 引受 公債の 償還 

( a  ) 粤漢鐵 道 及び 川 漢鐵道 敷設 

第 六 章 * 借 款及 投資 


き Ja 


使 


保 


途 


五、 六 五六、 〇〇〇 磅 

五、 六 五六、 〇〇〇 磅 

1 、四 一 四、 〇〇〇 磅 

二八 二、 八 〇〇榜 


1 六 七 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌  一六 八 

(備考) 一 九 一 三年に 安 協 協定 を 結んだ が、 後一 九 三 七 年 四月 整理 要綱が 決定され た。 これ は 沿革 編の 最後に 附記して 置 

いた。 

二、 一九 三 七 年 湖 廣鐵道 借款 延滞利息 整理 借款 5 次 Hukuang  Railway  I^oan  (1937)  From  Scrip. 

起債 額  四 四 一、 六 七六磅 

債權者 一九 一一 年 湖 廣鐵道 借款に 同じ、 卽ち 佛國は 東方 滙理 銀行な り 

利 拂期及 利率 不確定、 年 一分の 單利 

現在 額 一九 三 九 年 一月 一日 現在  四 四 一、 六 七六德 

同 右 佛國持 分と して  一 ー〇、 四 一九 磅 

(備考) 一 九 四 一 一年より 一 九 六 一 年に 至る 間に 支拂 ふこと になって ゐる。 

三、 一九 一 三年 隴海鐵 道 借款 Chinese  Republican  Government  5 &  Gold  Loan  of  1913  (Lunghai  Railway) 


賡 額 


起 

債權者 

利 拂期及 利率 

現在 額 


四、 一 一八 八、 一 一 〇〇磅 


白 耳義、 比國銀 公司 

一 月 一 日 及び 七月 一 日 年 五分 (備考 參照) 

1 九 三 八 年 一 月 一 日 現在 

一 九 三 九 年 同 同 

九 三 九 年中に 償還す ベ き 金額 


禾 


窗 


四、 一 一八 八、 二 〇〇磅 

四、 一 一八 八、 一 一 〇〇磅 

1 〇 七、 一 一 〇 五磅 


擔  保 本鐵 道の 全財產 及び その 收入 

吏.  途 (ィ) 蘭 州と 海 州と を 連絡す る鐵道 建設 

(口) 一九 〇 三年 it 洛鐵道 借款の 償還 

ョ 沿線, 道の 買收費 

(10 築港 費、 その他 利拂 

、^考 ) 一 九 三 六 年 八月 整理 協定 成立。 一 九 三 六 年 七月 一 日より 開始して 年利 一 分 五 厘、 毎年 五 厘 宛 利率 を增 し、 一 九 四 

1 、 四 一 一年に 四 分に 至り、 而 して 最終まで 四 分と する。 最初 五箇 年 は 毎年 利拂 だけで ある。 元金 支拂は 一 九 四 七 

年 七月 1 日に 開始し、 三十 五箇 年で 完濟 する。 

一 九 三 六 年 整理 協定 は本鐵 道に 關 する 前 貸金 (二八 八、 二 〇〇 磅 及び 七三 三、 〇〇〇 ギルダ) にも 適用す る。 

因みに 隴海鐵 道 は 名義 上 は 白耳義 商社の 引受と なって ゐ るが、 これ は 沿革の 項に 於て 旣に 述べ た 如く 約半分 は佛 

國の 保有す る ものと 見做される。 

四、 一九  一 -1 年 同 成 鐵道六 分利 付 借款 Tatungfu.chengtu  Railway,  6^,  of  1913. 

(借款 契約 額 一 千萬磅 (未發 行) 

起債 額 1 ききな き/ 七 七 〇 、ニー  七薛  . 

t  { 客 us 際 i ゆ 貸金 { 五 、七 九 八、 五 一 八佛法  ， 

(I 國 支那 镶道 建！. <重營 公司 (social  Franwaise  de  Construction  et  d-Kxploitation  de  chemi-ls  de 

賫 ffil  者-  Fer  en  chine) 

一白- rTA. 義 比國、^5^公司 (S0ci6t6  Beige  de  Chemins  de  l-er  en  chine) 
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現 


在 


額 

>  * ~ — 

さ さ 

九 K 

年 年 

月 月 

曰 曰 
現 現 
在 在 

'  S  ^  ^ 

四 四 

二 五 二  ji 
五 七 五 七 
一七 一七 

3l —  五一 
六 七 六 七 
〇 六 〇 六 
佛磅 佛磅 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌  ， ， 一 七 〇 

償還 年限 四十 箇年、 但し 十 年据置 

法 

擔  保 本鐵道 全財產 及び 收入 ♦ 

使  途 (ィ) 大同、 成 都 間鐵道 建設 

(ro 同 蒲 鐵道會 社の 買牧 

(備考) 本 借款 契約に よる 公債 は 未だ 發行 せられな いが、 右の 如き 六 分利 付 前 貸金が あるので 玆に 記した 

1 九 三 五 年に 整理 協定が 結ばれ、 利率 を 引下げた。 

佛國 引受 分 は 實際前 貸金 中 の 五 〇％ と 見る ベ きで ある。 

きち 

t  f  三 八 五、 一 〇 八磅 

纩 貸金 ニー、 八 九九-一一 五 九佛法 

1 九 三 九 年 1 月 1 日 現在 額  一一 一、 一一 一； i§ い^ 鶴 法  - 

五、 一九 一四 年欽 1  遣鐵道 五分 利 付 借款 

起債 額 借款 契約 六 億 法なる も未發 行、 但し 下記の 前 貸金 あり 三 二 、一一  五、 〇〇〇 法 

債權者 契約 當事者 は 中 法實業 銀行なる も その後 中 法ェ商 銀行が これに 代った 


擔  保 建設 後の， 本鐵 道肘產 及び 收入 

現在 額 

六、 一九 三 六 年 成！ If 鐵道七 分利 付 借款  ， 

起債 額 

右の 他に は 川 黔鐵路 公司の 一 千 萬 元 出資 あり 

中 法ェ商 銀行 

年利 七 分 十 五箇 年 償還 


、八 五 九、 一 一七 〇 法 


三 四、 五 〇〇、〇〇〇 元 


債權者 

利率 及 償還 年限 

現在 額 


三 四、 五 〇〇、〇〇〇 一 


1C 


擔  保 本 鐵道收 入、 鐵道部 保障 及第 三次 鐵道 建設 公債 一 億 1 一千 萬 元 中 一 千 萬 1 

使  途 材料 購入 費 二 千 七 百 五十 萬 元  . 

建設費 現金 七 百 萬 元  ^ 

備  考 本 鐵道は 川 黔鐵路 公司に よって 管掌され てゐ る、 尙ほ 詳細 は 沿革の 項を參 照せられ 度い。 

七、 一九 一二 八 年 龍 州鐵道 借款  ， 

日 支 事變の 進行に 伴って 佛領 印度支那より 奥地に 至る 經路の 重要性 は益ク 認められ、 一 九 三 六 年 以來佛 支 間に 商議せられ 

て ゐた河 內諒山 鐵道を 南 寧まで 延長す る計畫 は具體 化して 來た。 所謂 龍 州鐵道 (寵州 • 鎭南關 間 約 七 〇 籽) について は 一八 

九 六 年怫國 は淸國 より 敷設 權を 獲得し、 了 八 九 七年佛 支合辦 事業と して 實 現せん としたが、 工事が 困難なる こと、 支那 政府 

第 六 章 借款 及 投資  一 七 一 


佛國封 支經濟 勢力の 全貌  一七 二 

の 合辦を 嫌忌した こと 等に よって、 一 八 九 六 年より 一九 〇 一 年まで 諒山 • 鎭南關 間の 十哩の 建設 を 見た だけで 佛國も 亦 事業 

お 停止した。 然るに 一 九 三 六 年 來佛國 の 南支 進出 計畫の 一環と して 佛支閬 に 再び 河 內諒山 鐵道を 南 寧まで 延長しょう とする 

商議が 進められ たが、 偶々 一 九 三 七 年の 日 支事變 勃發以 來佛領 印度支那より 奥地 支那に 至る 經路の 重要性 は 益々 加重せられ 

るに 至った。 而 してとの 間國民 政府 特使 孫 科の 佛國に 於け る 活動 も あり、 一 九 三 八 年 六月に は 旣に諒 山 • 南 寧間鐵 道 建設に 

つき 佛國 植民 相 マ ン デル トと 猶太 系 銀行の 間に 話が 進められ、 印度支那 政 廳は千 五 百 萬 法 を 受領し、 建設工事 は 鎭南關 I 龍 

州、 南 寧 I 龍 州、 龍 州 I 桂林の 三 段に 分って 着手 せられる こと \ なった 0  I 

龍州鐵 道に 關 する 借款 契約 は 一 九 三 八 年 四月 二十 二日 重慶 政府と 沸國 銀行 圑、 巴 里 和 蘭 銀行 (Banqlle  de  Paris  et  des 

Pays-Bas)、 ラ ザ I ル 兄弟 會社 (M.M.  Lazard  FRn.es  &  cie.)、 中 法ェ商 銀行 (Banque  IFranco-Chinoise  pour le  Commerce  et 

1-Industl.ie) 及び 中國 建設 銀 公司 (China  Development  Finance  corporation) の 間に 締結せられ たもので ある。 契約 內容の 要 

旨 は 次の 如くで ある。 

一、 佛國 銀行 團は 左の 條件 にて 重慶 政府に 對し 次の 借款に 應す 

(ィ) 鐵道 材料と して 一 億 一 一千 萬 法 

( n) 右 村 料に 附帶 的に 必要なる 材料 購入 費 三千 萬 法 

蠢 

二、 擔保 (ィ) 支那 鹽稅收 入剩餘 金、 (to 鎭 南關、 南 寧 間鐵道 及び 支線 

三、 利子 年 七 分 •  ，  •  . ， 

四、 償還 元金の 償却 は 契約 成立 後 四 年 目より 十二 筒 年 


因みに； 兀 利金の 支拂 財源 は鐵道 工事中 は鹽 稅剩餘 金、 開通 後 は 第一 に 鐵道收 入、 第二に 鹽 稅剩餘 金、 但し 支 拂に充 た ざ 

る 場合に は 支那 貨 八十 萬 元まで は 廣西省 鑛稅牧 入 を これに 充て 尙ほ 不足の 場合 は 政府の 一 般牧 ：< ^を 以てす。 

五、 工事の 準備 及實 施の 爲め 建設 會社を 設立す  ， 

(ィ) 資本金 一 一 萬 四千 磅、 但し その 四 九 ％ は佛國 銀行 圑、 五  一 ％ は中國 建設 銀 公司 

( 口) 社長 及 常務 は 支那 八、 會計 主任 は 佛國人 

六、 ( 一 ) 項に 褐 げたる 材料 及 材料費 を 除き 工事に 必要なる 資金 は 左の 順によ つて 醵出す - 

(ィ) 佛國 銀行 團 及び 中 國 建設 銀 公司より 十二 萬磅 

(n) 建設 會 社の 資本金  ， 

( 〈 ) 雲 南廣西 鐵道會 社の 支出す る 七 百 萬 元 又は それ 以上  - 

七、 建設 會社は 先づ鎭 南關、 明 江 間 完成の 上 漸次 南 寧に 向 ひて 工事 を 完成すべく、 全 鐵道は 二 年間に 完了すべし 

かくて 鐵道 工事 は social  de  Grand  Travanx  Extreme  Orient によって 請負 ひ、 一 九 三 九 年 春に は 一 通りの 路盤 工事 を 終 

へ て 援蔣ル I ト としての 重要な 役割 を果す ことにな つて ゐ たが、 我 軍の 南 寧 占領 以來 この ル ー トを 通す る 物資 輸送 路は遮 

斷 される に 至った ので ある。  • 

八、 叙 昆鐵道 建設 借款 

一 九 三 九 年末の U  電報に よれば、 重慶 政府 交通 部と 佛國 銀行 團 との 間に かねて. から 交渉 中であった 川？ 挺鐵路 借款 は 

この 程 交 涉整ひ 契約 調印 を 了した とい はれて ゐる。 川 鎮鐵路 は 雲 南 • 貴 州 • 四川 三省 を 結ぶ 全長 七 百 一 一十 ニキ D の 西南 建設 

第 六 章 借款 及 投贅、  一 七三 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌  .  一七 四 

の計畫 線で あるが、 工事 は 先づ雲 南省昆 明より 四川 省敍 州に 至る 百 三卞キ の 部分より 着手し、 その 條件は 次の 如く 傳へ 

られて ゐる。 

( 一 、借款 額 四 億 八 千 萬 法、 右 借款 は 全部 鐵道 建， y 。費に 充當す 

(二) 利率 年 七 分  .  . 

(三) 償還 期限 十五 年  , 

(四) 檐保 同鐵 道の 全 財産 及び 鹽税 餘剩 

第 四圑匪 賠償金. 

團匪 賠償金の 佛國の 直接 取得 分 及び 金フラ ン 問題に 關 して は 第五 章 第三の 三 項 及び 第 七 章 第二 節 第一 を參 照の こと、 又 

圑匪 賠償金と 關係を 有する 中 法ェ商 銀行 借款に ついては、 第 六 章の その 項を參 照の こと。  ， 

第三 節 投 資 

ルヴィ I  (R.G.  Levy) は 一 八 九 七 年頃の 佛國の 諸 利益 を 五 億 法と 推定した が，、 稍 々詳細な 調査 は 一 九 〇 一 一年 佛國 外相 

の 報告 中に ある。 それに 依る と 六 億 五 千 萬 法の 對支 投資が あると なし、 その 內譯 は、 商業 六 千 萬 法 、不動産 四千 七 百 萬 法、 

鑛山五 百 萬 法、 借款 五 億 三千 九 百 萬 法で ある。 これに 對 して リ I マ— 敎授は 若干の 補正 をな し、 結局 事業 投資 を 一億 五 千 

萬 法、 政府 債務 を g! 億 一千 萬 法と なした。 この頃の 佛國對 支 投資 中 極めて 顯 著な 事 實は、 n  I マ 舊敎の 布 敎財產 が 大きな 


內 

m 
其漢天 

他ロ津 


額に 上って ゐ たこと 並に 雲南鐵 道の 所有 及び 經營 である。 爾來 怫國は 借款 引受に 進出し、 一九 〇 二 年 六 千 萬 米 弗であった 

ものが 一九 一 三年に は 一 億 六 千 萬 米 弗に 達した。 而も 他方 露國 及び 白 耳 義と結 托し、 或は 單獨 に鐵 道利權 獲得に 進出した 

こと は、 東淸鐵 道、 正 太鐵道 及び 隴海鐵 道 (當時 は、 ゅ洛鐵 道)、 同 成鐵道 等々 に 於て これ を 知る ことが 出來る C かくして 一 

九 一 四 年に 於け る佛國 投資 總額を 推算す ると、 事業 投資 六 千 萬 米 弗、 政府 債務 一 億 一 千 百 三十 七 萬 米 弗、 合計 一 億 七 千 百 

三十 七 萬 米 弗に 達する〕 元來 投資 總 額の 計算 は 頗る 困難な ことで あるが、 *リ1 マ— 敎 授の勞 作に 於て 佛國 の對支 投資の 沿 

革 は 次表の 如く 要約され てゐる 。人單 位 百 萬 米 弗) 

事 


^ 投 資 

一九 〇 二 年  二 九 • 六 

一九 一四 年  六 〇 丄ハ 

1 九 三 0 年  九 五 •〇 

右の 一 九 三 〇 年に 於け る 事業 投資の 內譯は 次表の 如くで ある 

雲」 L. 南 鐡 道 

上海に 於け る 事業 投資 

上海 以外の 事業 投資 


收入を 產む布 敎財產 

£ 譯 {5 聽 

合  計 

第 六 章 借， 款及 投資 


政府 債務 

六 一 • 五 

1 1 丁 四 

九 七 • 四 

(單位 米 弗) 

三 二、 〇〇〇、〇〇〇 米 弗 

三 八、 九 〇〇、〇〇〇 

二、 四 〇〇、〇〇〇 

1 、 二 〇〇、〇〇〇 

六 〇〇、〇〇〇 

六 〇〇、〇〇〇 

二 一 、七 〇 七、 〇〇〇 

1 九、 七 八 七、 〇〇〇 

一 、九 二 〇、〇〇〇 

九 五、 〇〇 七、 〇〇〇 


<1ロ  計 

九 三 

1 七 二  •〇 

一九二  • 四 


七 五 
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一 九三〇.ー4^.以後その投资額が如何に變化したか不明でぁるが、 借款に 關 して は 一 九 三 六 年に 外債 整理 委員 會の 設置に よ 

つて、 數重 整理 協定が 行 はれ、 その 中佛 國の關 係す る ものと して は 一 九 三 七 年 湖 廣鐵路 借款 延滯 利息 整理 借款が ある。 叉 

一 九 三 六 年 成 渝鐵道 借款が 成立し、 更に 最近に 於て は 龍 州鐵道 借款 を はじめ、 他方 援蔣關 係の 投資が 可成り 加った こと を 

考慮す ベ き ある。 序でながら 〈ン ゥェ ル氏は ギ，ラ 力 ム氏 (Guy  Lacam) の 計算 を 引用し、 一 九 三 八 年の 「 フ ァ— • 

ィ ー スタン ，サー ヴ エイ」 (第 七卷第 十九 號) に 於て、 佛國 の對支 投資 現在 額 を 論じて ゐ るが、 AJ れに據 ると 

支那 財政 外債 中 佛國持 分  一、 七 四 〇 百 萬 法 

鐵道 借款の 內  三 六 〇 

公共事業 投資  四 五 〇 

雲 南鐵道  一 、六 五 〇 

商業 投資  二 〇〇 

私人の 土地 所有  六 〇〇 

布 敎圑體 の 土地 所有  、  八 〇〇 

合計  ♦  五、 八 〇〇 

であり、 總計 五十八 億 法で ある。 これ をリ I マ- 1 敎授の 推計と 比較す るに 便なら しめる 爲め、 米 弗に 換算す ると 一億 六 千 

百 萬 米 弗と なり、 さきに リ I マ-教授の 計算した 一 九 三 〇 年末 一億 九 千 二百 萬 米 弗より 稍々 少ぃ。 尙ほハ ンゥ H ル氏 は、 

更に 廣州灣 設備 價格 として 二 千 五 百 萬 法 及び 佛蘭西 租界の 價格 として 約 八十 億 法 を 計上した。 これ を 加算す ると 總投资 額 

は， 百 三十 八 億 一 一千 五 百 萬 法に 達する わけで ある。 


第 七 章 文化 事業 投資 

怫國の 對.^ え 文化 事業の 內容は 他の 諸國と 同じく 敎會 ■ 敎育 機關、 醫療 施設、 社會 施設、 博物館、 圖書 館、 研究所、 新聞 

雜 誌等で あるが、 中で も 敎會は 其の 傳道 事業 を 中心として 敎 育- 醫療、 社會 事業 等 を も敷營 して ゐた。 依って 說 明の 便宜 

上 こ れ等を 宗敎的 文化 事業 投資と 非 宗敎的 事業 投資 の 一 一項と に 大別して 概說 しゃう。 

第一 節 宗敎的 文化 事業 投 资  • 

第一 沿  革 

一 、 南京 條約 以前 

怫國の 支那に 對 する 關心 は、 最初 は 商業 的 資本 的よりも 寧ろ 宗敎 的で あつたと 云 へ るで あらう。 されば 其の 初期に 於て 

は宗敎 的對支 活動が 他の 何れよりも 優位 を 占めて ゐた。 

由 來佛國 は 舊敎國 であるが、 舊敎が 支那に 傳 へ られ たの は 新教よりも 遙 かに 古く、 旣に 十三 世紀の 半に 一 一人の フラ ン シ 

ス コ團 宣教師の 支那に 來 たこと が 史實に 見え、 一 一 一九 八 年 他の フラ ン シ ス コ 團の宣 敎師モ ンテ コル ヴ イノ  r  Montecorvino) 

が 始めて 支那に カトリック 敎會を 開いた。 然し これ 等 は 凡ての 歷史 現象に 見られる 微視的、 前史 的 現象であって、 其の後 

第 七 章 文化 事業 投資  ，  一七 七 
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カトリックの 支那 傳播は 一 時 中絶し 十六 世紀末の 一 五八 三年 ジ H ス イト 派の マ テオ • リチ (利 瑪竇) が廣 東に 開敎 したの 

を 以て 舊敎の 支那 開敎の 近世 的發 端と する。 利 瑪竇は 其の後 北京に 上り、 明廷に 時計、 樂器、 萬 國地圖 等を獻 じ、 他に 乾 

坤 體義、 幾何 原本、 測量 法義 等の 著作 をな し、 泰西 文化の 支那 輸入に 努める 所が 多く • 爲 めに 支那 人士に 大いに 歡迎 され 

入信 者 も 次第に 生じ、 利 瑪竇が 一 六 一 〇 年 北京に 永眠す るまでに は 約 一 一千 五 百 人の 支那 カトリック 信徒 を 見る に 至った。 

然しながら 利 瑪竇は 伊太利 人であって 佛國 人で はない。 從て 舊敎に 依る 佛國 勢力の 對支 侵入 は 十七 世紀末の 一 六 八 八 年 公 

式の 佛國ジ H ス イト 敎團の 耶蘇 會士六 名 フォンタネ 1( 洪若 翰)、 ルコント (李 明)、 ヴ イス デル 1( 劉 應)、 ブ I ヴ HI  (白 

進)、 ヂェ ルビ ョ ン (張 誠) 等が 海上の 危險を 侵して 北京に 到着した の を 以て 嚆矢 とする。 彼等 耶蘇 會士は 各々 學識に 富ん 

だ 人士で あつたから 淸朝 康熙 帝に 謁見して 本来の 使命 を 遂げ、 或は 京に 止まり、 或は 地方に 派遣され て 支那 傳 道に 從 事す 

る 傍 支那に ついての 彼等の 觀察、 研究 を フランス 科 學院に 報告して 泰西 人士に 支那に 關 する 新 知識 を 注入し、 驢てョ I  口 

ッパ 學界に 於け る 支那 學 誕生の 先蹤を なした。 

然るに 其の後 所謂 「典 禮 問題」 が 起り、 マ 法王の 指令と 淸朝 宮廷の 基督 敎 政策との 間に 激烈な 確執 を 生じ、 其の 爲 

めに 舊敎宣 敎師の 支那 社會 風俗の 研究 を 刺戟して ョ i P ッパ 支那 學界 に貢獻 する 所が 多かった が、 舊 敎自體 として は 頗る 

窮境に 立ち、 一 八 四 二 年の 南京 條約 締結まで 淸 朝の 禁壓 方針の 下に 僅に 其の 餘喘を 保つ に過ぎない 狀 態であった" 加 ふる 

に佛國 系の ジ H ス イト 敎團、 パリ 海外 傳道會 ( 一 六 八 三年 支那 開 敎)、 ラザ リスト 敎團 (一 七 八 四 年 支那 開敎) 等 は 本國に 

於け るフラ ン ス大 革命の 爲 めに 其の 保護者 を 失 ひ 敎會內 部に 於ても 更に 深い 困難に 遭遇した。 

二、 十九 世紀 後半 


南京 條 約の 締結に 依る 廣東 以下 五 港の 開港 は 基督 敎の對 支 布敎に 對し歷 史的 轉換期 をな した。 次で 一 ぺ四四 年の 黄墙條 

約に 依り 佛國は 先づ五 開港 場に 於て 寺院、 學校、 病院 を 建設す る 權利を 獲得し、 順次 各 國列强 も 宗教 布教の 自由 を 獲た」 

就中 一 八 五八 年の 天津 條約、 一 八 六 〇 年の 同 追加 條約及 一 八 六 五 年の ベル トミ I- 協約 (Berthemy  convention) 等に 依って 

カトリック 布教に 關し 佛國の 獲得した 權利 は、 獨り 佛國の カトリック 敎士及 信徒に 對 して のみなら す汎く 一  般の カトリ ッ 

ク敎士 及 信徒に も 及ぼさるべき 廣 大な權 利であった から、 カトリックに 對 する 佛國の 保護 勢力 は 頗る 大きな ものが あった 0 

素より 佛國が ナ乂那 から 得た 條約 上の 權 益に は 各國 も最惠 國條款 として 之に 均 I 沾 する こと を 得た が、 佛國の 有する 特 權は佛 

國 公使と 總理衙 門との 間に 取り か はされ た 協諾の 形式に 依る ものであるから、 條約 外の 此の 協諾の 利益 は各國 に均霑 する 

權 利を與 へる もので はない。 特に 當 時に 於て は 佛國は カトリック 敎國 中支那に 公使館 を 有する 唯一 の國 であった から、 力 

トリック 敎士が 支那に 布敎 せん 爲 めに 新しく 聖堂 を 建築す ると か、 土地 を 購入す ると か、 或は 內地 旅行の 爲 めに 別の 旅 

行 券 を 支給す ると か は、 其の カトリック 敎士が 何れの 國籍 たる を 問 はす 悉く 佛國 公使の 許可 を 得べき ものであって、 佛國 

政府 も 亦 カトリック 傳 道に 關 する 事件が^る 毎に 之 を自國 の對支 政策に 利用す るの を 怠らなかった， 斯 くの 如く 佛國の 在 

支 カトリック 敎 團に對 する 保護 權は 絶大な ものであって、 羅馬 法王 も 支那に 於け る佛國 の條約 及事實 上の 權利を 公認し、 

支 翔に 於て 布敎 せんとす る敎 士に對 して は佛國 公使の 保護に 依るべき を 訓令し、 支那 政府 も 此の 佛國の 保護 權を條 約上認 

むべき や 否やに ついては 確固たる 考へを 有して をらなかった が、 別に 之に 關し嚴 重 抗議の 擧に 出す 實際上 之 を 承認した 狀 

態であった U 隨 つて 歐洲の 他の カトリック 敎國も 自國籍 の カトリック 敎士を 佛國の 保護から 解放したい 希望 は 有って ゐた 

力 各 sif  士數は 其の 數も 少なく 又自國 の對支 勢力 も 佛國の それに 遙 かに 及ばなかった ので、 强ひて弗國の51^護下から^.? 
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する 利益 を 認めす 却って 佛國に 任せて 置く 方が 自國 に對 して 有利で あると して カトリック 布 敎に關 する 保護 権は怫 國の獨 

占 下に 置かれて ゐ たので ある。  . 

然るに^1田時獨逸政府は對支政策實行の爲めに宣敎師を.利用しょぅとし、同國系カトリック敎會ス タィル會の敎士ァ ン ッ， - 

ル (Jean  waptiste  Air) が 山 東 省 南部の 敎厘を 主宰した のに 着目し、 之 を獨逸 政府の 保護 下に 置くべく 一  八 八 二 年 在 巴 里 

獨逸 大使 をして 爾後 支那に 於け る獨 逸人 (宣 敎師) は獨逸 自ら 保護に 當 りたき 旨佛國 政府に 申入れ、 續 いて 一 八 八 八 年 支 

那 政府と 協約して 獨逸系 カトリック 宣教師の 保護 權を 獲得、 仍て 一 八 九 〇 年 アン ッ - ル をして I-  } マ 法王 廳に 此の 權利を 

歸 めさせた" これ は 佛國の 保護 權の 一 部剝脫 であって 以後 獨逸國 カトリック 敎士 は佛國 公使から 旅行 券 を 受ける の を 止め 

獨逸 公使館から 之 を 受ける ことと なった。 此の 變 化が 事實に 於て 重大な 關係を 及ぼした の は 一 八 九 七 年 山 東 省に 於て 獨逸 

宣教師 一 一名が 殺害され た 際の 獨逸 政府の 態度であった。 この 際獨逸 政府 は 自ら 進んで 淸國 政府と 交渉し、 爾後 佛國 公使館 

は 唯佛國 宣教師に 關 する 事項 だけ を 取扱 ひ、 他國の 宣教師に 關 する 事項 は 其の 國の 公使に 委ねる こと を 通告した U 斯 くし 

て 佛國の 在 支 カトリック 敎に關 する 保護 權は 事實上 消滅す るに 至り、 法文 的に は 一 九 〇 五 年の 分離 令 (separation  Act) に 

依り 名實 共に なくなつ たので ある。 

當 時に 於け る 佛國の 在 支宗敎 圑體の 經濟的 援助 額 は 明かで ない。 由來 カトリック は 新敎と 異なり、 必 すし も對支 布敎費 

を本國 或は 羅馬 法皇 廳に 求めす、 寧ろ 在 支 カトリック 敎會が 支那に 於て 土地、 家屋、 財産 を 保有し、 之 を 賃貸して 得た 利 

益 を布敎 費と して 使用し、 其の 不足 額 を本國 或は 羅馬 法皇 廳 より 援助す る 建前と なって ゐた。 隨 つて 一 八 ニニ 年、 佛國リ 

ォ ンこ 成立した カトリック 言 仰 宣敎會 rAssociation  de la  Propagation  de la  Foi) は 東西 兩 半球に 於け る 異人 種 間に カトリ 


ックの 福音 を {ー 且傳 する の を 目；， cil とし、 支那に 對 して は  、 

一八 四 四 年  二八 〇-〇〇〇 法  一八 五 九 年  五 四 〇、〇〇〇 法 

一八 四 五 年  三 〇 四、 〇〇〇 法  一 八 六 七 年  六 三 七、 〇〇〇 法 

一八 五一 年  二 •-〇 六、 〇〇〇 法  一 八 八 二 年  八 六 一、 〇〇〇 法 

一八 五 四 年  三  一一 、c〇〇 法 

の割當 をな し、 逐年 增 加の 傾向 を 示した。 しかし これ は必 すし も 在 支 佛國系 カトリック 圑體の 全 豫算を 示した もので はな 

く、 寧ろ 全 豫算の 半分よりも 更に 僅かな 費用 を 示した に過ぎない。 大部分 は 上海 其 他の 開港 場に 投資した 土地 家屋の 利益 

を 以て 其の 經營 する 病院 孤 兒院、 學校、 研究所の 經費を 賄って ゐ たやう である。  ， 

宣教の 方法に 至っても 新教の 如く 或は 敎育 機關に 依り、 或は 醫療傳 道に 依り、 叉 文書 傳道 等の 方法に 依って 大規模に 支 

那 民衆に 呼びかける 方法 を 採らす に 信仰 宣傳の 狭い 途を迎 り 自ら 支那 奥地に 分け入り、 其の 風俗 習慣に 馴染んで 個々 の 支 

那人を カトリック 信徒に 敎 化する とい ふ 如き 地味な 方法に 依る ものであるから、 其の 敎育 機關の 大部分 は 初等 學 校に 止め、 

この 階 程より 次第に 信徒 志願者 を 養成しょう とする 方法 を 採った。 而 して 在 支 カトリ ッ ク敎團 の 意 を 用 ひたの は敎育 施設 

よりも 寧ろ 嬰兒 殺しの 惡 慣習の 矯正に あって、 其の 爲 めに 孤 兒院、 遺棄 兒童 保護 院、 病院 等を營 み、 科學硏 究機關 として 

は 一 八 七 二 年 イエ ズス會 が 上海 郊外 徐家 雁に 設置した 大 天文 臺の 如きが 顯 著な ものである。 (徐家 雁に ついては 後述) 

三、 團匪 事變ょ リ歐洲 大戰迄 

圑 匪事變 がカト リック に 5^ ぼした 慘害は 甚大であった。 多 數の宣 敎師及 信徒 は 殺害され、 建築物の 破瓌 された もの も 多 

數に 上った. - しかし 此の 事變が 却って 刺戟と なり 布教に 熱烈の 度 を 加へ た 結果、 一 九 〇 一 年より 一九二 一年までの 十 一 年 
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間に 於け る カトリック の 信徒 は それまでの 約 倍 數に增 加す るに 至った。 素より 上述の 如く カト リ ッ ク敎會 は 新教の 福音 主 

義と 異なり、 必す しも 其の 敎育 活動、 醫療 活動に 依って 基督教の 福音 宣布の 方法 を 採らす、 專ら 支那 人 を カトリック 信仰 

に 入らし めて これ を 育てて 行く ことに 主たる 目標 を 置いて ゐた爲 め、 新教の 如く 世俗の 敎育、 醫療に 熱心でなかった。 一 

九 一 四 年に は舊 政策 を 一 變 して 世俗 敎 育に 力 を 注ぐ ことと した けれど、 其の 敎育 事業 は遙 かに プ n- テ ス タントに 及ばな か 

つた. - 當 時佛國 カトリックの 高等教育 機關 として 上海に 震旦 大學 があった。 該大擧 は 初め 徐家 ；狭 に 設立され たもので 一 九 

〇 八 年上 海佛 租界に 移轉 し、 文、 法、 理、 ェ、 醫の各 舉部を 包含し、 米 國系プ n テス タント 大學と 拮抗す ろ 設備と 陣容 を 

整へ てゐ る。  .  、 

四、 歐洲 大戰後 

歐洲大戰は佛國在支カトリック宣敎師に重大問題.^-惹き起した。 卽ち 一九 一 四 年 * 在 支 カトリック 敎士 一  千 五 百 人中の 

約 八 百 五十人 (半數 以上) がフラ ン ス國籍 を 有して ゐ たが、 其の 中の 多くが 戰 線に 送られた 上- 本國 よりの 送金が 激減した 

爲 めに 布 敎上大 なる 困難に 遭 着した。 東西 兩 半球の 異人 種 傳道を 目的と する 上記の カトリック 信仰 宣敎會 の 一 九 一 四 年の 

收入は 一 九  一 ニー 年に 比較す ると 約 三分の 一 一に 減じ、 支那 布敎 費と しての 送金 も それだけ 減少す る ことにな つた。 由 來カト 

リック 信仰 宣敎會 は 佛國の 勢力 強く、 其の 事務所 も リオ； ノ及パ リに 置いた 程で あるが、 戰 時より 戰 後に 至って 佛國と 白 耳 

義が 疲弊した 爲 其の 勢力 を 維持す る ことが 出来す、 其のた め 一九二 二 年に は 事務所 を！ -  I マに 移す ことと なり、 支那 教育 

の 恢復に も 可成り の 困難 を 嘗めた。 此の間 米國 カトリックの 進出 目醒 しく、 戰後 佛國系 カトリック は 守勢の 位置に 立って 

今日に 至った ので ある。 


. カトリック！ <衫倉 は國 家、 國境を 超越し、 世界的 公 敎會を 志して ゐる爲 めに、 プ 0 テス タントの 如く 國家 別に 依る 敎派勢 

力の 檢出は 頗る 困難で ある。 しかし 支那に 於け る各敎 展 擔當 の敎會 責任者の 國籍別 は 別表の 如く 明かで あるから、 之に 依 

つて 佛國の 宗教 勢力 を 察知す る ことが 出來 やう。 

卽ち 之に よれば 佛國 系の 主なる 敎派は 

1 、 ジ H ス イト 會 (ィ ズ ス 會) 

2  、 ラザ リスト 會 

3、 パリ 外國 宣敎會  ， 

であって， 各々 支那 布教に は 古い 歷史を 有し、 ラザ リスト 會の 如き は旣に 十四 世紀 初めに 支那に 足跡 を 止めて ゐる。 各宗 

派の 布 敎區域 は 支那 全土に 涉る けれども、 北京、 上海の 近傍 を 除いて は 大體廣 東、 廣西、 四川、 雲 南方 面に 布敎地 l5il を 多 

く 有する の は、 佛國の 政治的 經濟 的對支 侵略 過程から 考察して 輿 味 ある 現象で あ X。 唯 特記すべき は、 上海 附近の 徐家滙 

に營 まれて ゐるィ ヱ ズ ス會 の傳道 事業で、 これ は カトリックの 支那 布教に 對 して 典型的 規模と 設備と を 有して ゐる もので 

ある〕  • 

△ 徐家滙 

第 七 章 文化 事業 投資  一 八 三 


八 四 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌 

徐家滙 は 支那に 於け るィ H ズス 會の總 本山と もい ふべき 所で、 江 南傳道 本部 員の 經營に 係り 佛本國 の敎會 本部と 連絡 く 

主として 資金 を 本國並 在留 の カトリ ッ ク敎徒 支那 官民 有志 の 淨財 に 仰ぎ 、 自ら も 諸種 の 附屬 事業 を 經營す る。 ま、 の 直接 傳 

道 區域は 江 蘇 及 安徽兩 省であって、 江 蘇 省に 九 箇所、 安徽 省に 十 箇所の 分院 を 有する。 本部に 直屬 する 入口 三、 五 a 八 V (一 

九 一六 年 調査) の 外に 管轄 下に ある 關係 尼僧 約 八 百 人、 敎育關 係 者 男 六 五 〇 人、 女 七 九 三人と 謂 はれ、 宛然 支那に 於け る 口 

I マ カトリックの 一大 敎國を 形成して ゐる。 此の 地 は、 もと ィ H ズス會 信徒の 淸國 政治家 徐克啓 所有の 古村で あつたが、 一 

八 四 七年ィ H ズス 會が此 處に大 天主 堂 を 建設し、 地名 も 故人に 因んで 徐家滙 としたのに 始まる。 其の後、 天文 臺、 哮％ 館、 

各種 學校、 孤 兒院、 研究所、 附屬 工場 等 相次いで 建設され、 上海が 國際 貿易港と して 繁榮 する のと 相俟って 一大 敎國 として 

發 達した ので ある。 其の 經營 事業 も 左の 如く 多種多様 である。 


A、 徐家 酒の 事業 

1、 天 主 堂 

2、 耶蘇 會 修院 

3、 修  院 

a 、大 修院 

b 、小 修院 

4、 徐酒中 學 

r,\ 満 師中學 (師範 學校 ：} 及附 屬小學 

6、 藏書樓 (圖書 館) (第二 節 第六參 照) 


7、 天文 臺 (第二 節 第六參 照) 

8、 博物館 (第二 節 第七參 照) 

9、 聖母 院 

a  > 極 亡會女 修院 

b、 獻堂女 修院 

c、 徐酒 女子 中學 

d 、聖誕 女 校 

e、 啓 明 女學校 

f  、聾 啞 堂 


g 、幼稚園 

h  - 育 嬰 堂 

,、 刺繊 裁縫 投產場 

J, 善 牧 院 

k 、聖 衣院 

w、  土 山灣育 足 (孤兒 の 授産 事業) 

木 工廠、 五 金廠、 鞋 作廠、 樂 器廠、 圖 書廠、 印刷 廠>  寫 

眞廠、 機器 廠 

U 、施療 院 

^、孤 兒院 

^> 洋漢兩 種 印刷所 

M、 「支那 加特カ 時報」 の發行 

is、 「支那 舊敎 神事 報告」 發行 

^5、 ェ藝學 校 

B、 東 家 渡 (租界 南 市) の 事業 

1、 敎會附 屬宿舍 

2、 安老院 (養老院〕 

c、 洋 ：涇 濱の 事業 

1、 敎會會 計 事務 總括所 
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2、 慈善事業 班 修道女の 設立に かかる もの 

a、 歐米 女子 を敎 育す る學校 

b、 混血 孤兒敎 育の 學校 

C 、施療 院 

3、 佛 租界 立 小學校 

虹 口の 事業 

1 ヽ カトリ ッ ク協會 

2、 聖 芳濟學 校に 於け る 尼僧 敎鞭 

3、 施療 院 

E、 龍 家灣に 於け る 事業 

1 、 震 且大學 

2、 セント • アサ ー 病院 

3、 支那 貧民 施療 醫院 

4、 施療 院 

5、 同上 浦 東 分院 

F、 上海 隣接地 方に 於け る 事業 

1、， 余 山 天文 臺分所 

2、 見 山 藥家濱 天文 臺分所 

3、 浦 良 修道女 子宿舍 

4、 孤兒 院收容 里子 保育 

 .  Ifc^,, 
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以上が 徐家 源の 監督 經營に 係る 附屬 事業であって、 如何に 其の 規模の 犬なる か を 想像し 得よう。 

概觀 すれば 佛國人 經營の 敎區は 支那 全土 一 一十 四敎 l5il に 上り、 此の 敎區に 働く 外人 數 一 、四 九 〇 人 〈內譯 司祭 六  一二. <  、助 

修士 一 一 〇 三人、 修道女 六 七 五 人」 であって、 信徒 數は九 八 三、 九 七 〇 入、 卽ち大 約 百 萬 人の 信者が 佛國 カトリックの 管轄 下 

にある 譯 である。  .  - 

二、 敎 育 施 設 

蠢 

敎育 活動 は 基督 敎布敎 活動の 重要な 一翼で あるが、 カトリック は新敎 (プ & テス タント) ほどに 該 方面の 活動 は活 澄で 

なく、 特に 高等教育 方面に 於て はフラ ンス 系の ものと して は 僅に 上海の 震旦 大擧、 天津の 天津 ェ商學 院が存 する だけで あ 

つて、 米國系 基督 敎大學 の繁榮 に比べる と遙に 勢力 乏しい 現狀 である。 しかし 初等 敎育 方面に は相當 重大 關心を 持つ， てゐ 

るよう である。 

A 、初等 敎 育  . 

佛國系 初等 敎育機 關數は 左の通り  ♦ 

1、 高等 小學校  校數  兒童數  2、 尋常 小學校  校數  兒童數 

男 子  六 八 校  五、 六 五 七 名  男 子  六 二 七 校 三 一 、五 四 八 名 

女 子  四 八 校  三、 五一 〇 名  女 子  二 七- <校  一二、 八 五 二 名 

計  一 1 六 校  九、 一六 七 名  計  九 〇 五 校 四 四、 四 〇〇 名 

此の 他 簡單に カトリック 敎義を 問答 的に 敎授 する 公教要理 教授が あり、 これ は フランス 系の みで 三、 六 七 七 所、 員數七 


〇、 六 九 五名 を數 へ、 カトリック 獨自 の布敎 方法 を 示して ゐる。 斯 かる 初等教育 方面への カトリックの 關心 は、 幼い 頃に 力 

ト リツ ク敎育 を 施し 纏て 之 を 信徒 或は 志願者と して 獲得しょう とする 意圖に 外なら ない のであって、 これにより 一 般敎育 

よりも 宗 敎的敎 育に 力 を盡す カトリックの 方針 を 看 知す る ことが 出來 よう。， 

B 、中等 敎育 

佛國 カトリック 系 中等教育 施設の 主な る もの は 左の 如し。 


所在地  校  名 

北 京  法文 學校 

天 津  天津 ェ商學 院附屬 中學校 

同  法 漢中學 校 

同  聖功 女子 中學校 

同  -究眞 中學校 

上 海  震且大 學附屬 中學校 

武 昌  私立 文 學中學 校 

漢 口  私立 法 漢中學 校 

同  漢光 中學校 . 

重 慶  明 誠中學 

同  成德 女子 中學校 

0 州  ^5^立揚光初級商業學校 
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.0  營. 

カトリ ッ ク敎會 

同  ， 

中華 基督 敎靑 年會 

同 眞原堂 

同 同 

カトリ ッ ク敎會 


備  考 

佛國 式に 依る 中等 學校、 生徒 は 支那 人 


佛 語に 韋.點 を 置- 


七 八 
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廣  東  樂育學 校  巴 里外國 傳道會  中等 程度 

c、 高 等敎育 

高等教育 施設 は 震旦 大學及 天津 ェ商 學院 とする。 

1 、 震旦 大學 (Aurora  university) 

所在 上海 呂班路 ニニ 三、 淸 國光緖 二十 九 年 (一九 〇 三年) ィ H ズス會 に 依り 震旦 學院 として 徐家騰 に 創立、 一九 〇 ズ 

年 春 徐家滙 より 上海の 現地に 移り、 民國 二十 一年、 現在の 組織に 改めた。 

學 制ィ、 法擧院 (法律 學系、 政治 經濟學 系) 

口、 理工 擧院 (數 S 系、 土木 工程 系、 化學 工程 系、 電氣 機械， 系) 

ハ 、 醫學院 (普通 醫學 系、 牙醫 系) 

二、 附屬 高等 中 學校及 初等 中學、 特別 班 

修業年限 四箇年 普通 醫學系 六箇年 

經 費 三  一 A 、九 六 七 元 (中 法 庚款及 イエ ズス會 よりの 補助 を 含む) 

生徒 數 ニー 一三 名 ( 一 九 三 三 丄ニ四 年)  、 

2、 天津 ェ商 學院 (Ha-tes  J&tudes  Industrielles  et  commerciales) 

所在 天津 特別  一 i 場 道 民國士 一年 ( 一 九 二三 年) イエ ズス富 依り ェ 商大 擧 として 設立、 一 九 三 三年 改稱 されて 

現 名と なる。 


學 制ィ、 ェ部 I 橋路 系、 機械 系 

n  、 商 部 —普通 商業 系、 財政 銀行 系 

ハ、 附屬 初級 中學及 高級 中 學， 

修業年限 四箇年 

經 費 ニニ 四、 〇〇〇 元 (ィ H ズス會 より 支給) 

生徒 數ー 一四 〇 名 ( 一 九 三 四— 三 五 年) 

三、 醫療施 設 

敎 きを 通じて 人間の 魂 を 救 ふ を 主要 目的と する カトリック 敎會 では、 人間の肉 體を救 ふ醫療 施設 は新敎 ほどに 熱心で な 

(。 從 つて 佛國カ トリックに 於け る 病院、 施藥 所の 施設 は 左程 多くな く、 養老院と 合して 八十 ニケ 所に 過ぎない。 

其の 主なる もの は 次の 如し。 

營摘耍 

- ヅ ク敎會 


所在  醫院名  經 

天津  佛 國醫院  力 

張 家 口  若 慈 院嬰兒 診療所  同 

靑島  仁慈 堂  同 

芝 nf  天主 堂 法 國醫院  同 

漢 口  天主 堂 附設 災民送 診 施藥所 同 

九 江  民 國醫院  同 
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箇年經 費 八萬餘 元、 敎會 佛 租界 ェ 部局よ 

二 母 年 約 五 萬 元 補助 


受附費 五 仙に て 診療 

支那 人 貧困 者 殊に 癩 患者に 施療 

天主 堂の 補助 一 萬 二 千 元、 佛國 政府 補助 二 萬 元 

1 八 九 
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南  昌  南昌法 國醫院 

同  南昌 法國婦 幼醫院 

重  慶  仁愛 堂醫院 

廣 東  中法蹈 美醫院 

雲 南  若 琴醫院 


九 〇 


力 

同 


ッ ク敎會  貧困 者 施療 

支那 人 婦女子 患者 專門 

眞 原 堂 

. 事 實上は 貧民 幼兒の 收容所 


四、 社 會 施 設 

社會 施設 中 最も 力 を 注いで ゐ るの は 孤 兒院及 遺棄 兒童 保護 院 である。 これ は 死に 瀕した 幼兒が 洗禮を 受ける と 天 國に入 

る こと を 得る とい ふ カトリック 信仰に 基く と共に、 支那に 多く 行 はれる 嬰兒 殺しの 惡 習より 幼兒を 保護しょう とする ため 

でも ある. - 從て敎 育 施設、 醫療 施設に 比べる と カトリック は 支那に 於て 遙に 此の方 面に 力 を 注ぎ、 單に之 を 孤 兒院、 或は 

保護 院に 收容 して 宗敎敎 育 を 施す のみなら す、 之に 職業 敎育 を與 へて 成人 後獨 立の 生計 を營み 得る ようにす る。 

佛國 カトリック 關 係の 孤 兒院數 は 支那 全土に 於て 九十 四 箇所、 兒童數 八、 五 七 九 人、 遺棄 兒童牧 容數は 二 四. 〇〇〇 人 を 

數へ る。 養老院 數は 前述の 如く 病院 數と 合して 八十 二箇所に 及ぶ。 而し てこれ 等の 社會 施設の 主なる もの を 擧げれ ば 左の 

通りで ある〕 

所在地  名稱  經營  摘  耍 

宣  化  若 瑟育嬰 堂  カトリック 敎會  孤兒及 貧民 嬰兒の 撫育 

靑 島  坊子 天主 敎附屬 孤兒院  同  ， , 

芝  Bif  天主 堂 女 孤兒院  司  , 


威海 衞 

同 


上 

九 


海 

江 


香 


天 主 堂- 孤兒院  力 

天 主 敎 施藥所  同 

上海 安老園  同 

武昌 救濟院  同 

武昌嬰 堂 孤兒院  同 

天 主 堂 養濟院  同 

天 主 堂 孤兒院  同 

同  同 

佛蘭西 コ ン ベ ント 孤兒院  同 


ッ ク敎會 


支那 人 貧困 者に 對 する 施薬 及 簡單な 施療 をす る 

六十 歳 以上の 貧苦 廢疾 のた め 老人 _ を收容 

育 所、 殘廢 所、 養老 所、 乞食 收容所 等より 成る 

養老院と 孤 兒院と を兼營  ， 


香港 政府 補助金 平均 額 七 二 〇 弗 


五、 圖書 館、 硏究 所， 博物館 

マテ 才， リッチが 始めて 支那に カトリック 宣敎を 開始した 際 泰西の 科學 文化 を 輸入した ことが、 科學に 依る 支那と カト 

リック の 媒介に 役立った こと は 前述の 沿革に 述べた 所で ある。 其の後 典禮 問題 其 他の ことに 刺戟され て カトリック は 支那 

の 地理、 歷史、 風俗 等に 對 する 科學的 探究心 を增 し、 カトリック 敎 父で 支那に ついての 優れた 科擧的 探究 を 遂げた ものが 

冬數 ある。 これ 等の 業績が 大成され て圖書 館、 研究所、 博物館と なった ものが 多く、 又徐家 酒の 如く 天文 臺、 博物館の 卓 

絶した 施設 を 擁する もの も あり、 此の方 面に 於け る カトリックの 文化 投資 も 巨額に 達して ゐる けれども、 これ 等の 分野 は 

非 宗敎的 方面に 於ても 又 力 を 注ぐ 點 であるから、 後 節 非 宗敎的 文化 投资の 項に 於て 一 括して 述べ る ことと した。， (第一 一節、 

第 六、 第七參 照) 
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第三 結  論 

以上が 宗敎 事業より 見た 佛國の 對支權 益で あるが、 之に 幾何の 物的 投資 を 投下して ゐ るか は、 事宗 敎に關 する 爲 めに 計 

數が 明かで ない。 再述 せる 如く カトリックの 支那 ミッション 經營の 方法 は、 新敎の 如く 本國 よりの 途金を 以て 全部 賄 ふ 方 

法 を 以てせす、 支那 本土に 於て ミッション 所有の 土地 • 家屋に 投資し、 之から 得た 利益 を 以て 活動 資金と し、 病院 • 施療 

所 • 孤兒院 • 養老院 及 敎育學 術 施設の 維持費と して ゐる。 リ ー マ I 敎 授は斯 かる 事業 投資 的 性格 を 持つ 佛國舊 敎團體 の 財 

產を 左の 如く 推算した。 

上  海  一九、 七 八 七、 二 〇〇 米 弗 

天  津  一 、=〇〇、〇〇〇.- 

漢  口  一?j〇〇、〇〇〇 ク 

廣  東  二 〇〇、〇〇〇 ク 

. 計  ニー、 七 〇 七 、二 〇〇 米 弗 

之に 依っても 明かな 如く、 佛國 カトリック 團體 所有の 土地の 大半 は 上海に 集中し、 特に 佛 租界に 集って 多くの 收 益を擧 

げてゐ る J 勿論と 記の 推定 額 中に 算入せられ ない 重要 項目と して、 白 耳義系 商社 「義 品放款 銀行」 (credit  Fonder  d-EX- 

trSme  orient) に委讓 された 約 一 一億 法の 佛國布 敎團體 所有の 土地が ある。 これ は 嘗て 佛蘭 西に 於て 政敎 分離の 行 はれた 際 

宗 敎團體 所有の 財産が 政府に 沒收 される 懸念が あった 爲. 之 を 白耳義 系の 銀行に 供 托した に 由る ものであって、 此の 土地 

は 引 續き同 商社の 所有に 歸 して ゐ た-し 佛國 カトリック 團體は 以上の 財産の 他、 尙 支那 諸 省に 渉って 幾多の 土地 を 保有して 
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ゐる。 卽ち全 支に 涉る 敎區が 各々 百 五十 萬 法 乃至 五 百 萬 法の 財產を 有して ゐる爲 め、 佛 國布敎 WI1 の 支那に 於け る 土地 保 

は 極めて 巨額に 達する ものと 推定し 得よう。 ー佛人 (P 一 y  ？ CP ョ) は 其の 總額を 十二 億 五 千 萬 法と 計算して ゐる。 此の 

他本阈 よりの 送金額が ある 譯 であるが、 それが 幾何の 額に 上つ たかは 明かで ない。 嘗て リオンに 成立した カトリック 信仰 

{: 日 ー敎會 は. 對 支宗敎 送金の 有力な 貯水池で ある けれども、 大戰後 本部 は 0 1 マに 移り、 而も 戰後は 米 國の献 余 急激の 增加 

を 示した 爲 めに、 該宣 敎會を 通じての 佛國 の對支 送金額 は 明かで ない。 國籍を 超越した 世界 公 敎會を 自任す る カトリック 

敎鲁 として は 蓋し 已むを得ない ことで あらう。 要するに、 カトリックに 依る 佛國 の對支 進出 は各國 に比べて 其の 歷史 が遙 

に 古く 其の 地盤 は 牢固と して 拔く ベから ざる ものが ある。 特に 十九 世紀 後半、 カトリック 保護 權を 利用して 佛國對 支 政策 

を運營 した 爲 めに 各 國の宗 敎国體 も 之に 追從 せざる を 得す、 亦 今世紀に 至り 其の 保護 權が 解消し、 特に 大戰 後佛國 本國の 

努力が 衰 へた 爲 めに 直接 之 を對支 政策に 利用し 得ない けれども、 上海 始め 各地に 投下した カトリック • の 事業 資本 は 商業 資 

本に 優に 拮抗す る だけの 力 を 有し 其の 勢力 は 侮り 難い ものが ある" 殊に カトリックの 宣敎 方針 は、 プロテスタントの 如く 

一般 社會を 目指して 派手に 福音 宣傳を するとい ふよりも、 信仰 一天 張りの 地味な、 然しながら 强 固な 途を迪 り、 徐家雁 其 

他に カトリック 共同 社會を 建設して 穩 たる 支配力 を 支那 社會に 持つ 現狀 は、 我 國の對 支經濟 • 文 化工 作 上よりも 看過し 

難い 存在で ある。 

佛國 カトリック 勢力の 現狀を 表記す ると 第三 十三 表の 如くで ある。 

嘛 

# 
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佛國對 支經濟 勢力の 全貌  、 一九 四 

第二 節 非 宗敎的 文化 事業 投资 . 

第一 總說 

佛國 の對支 文化 事業 中 非宗敎 的な もの は、 團匪 賠償金に 基く 諸種の 敎育 文化 事業が 首位 を 占め、 上海に 於け る佛 租界 ェ 

部局 經營の 諸 施設、 雲 南 省に 於け る學 校、 病院 等が 之に 次ぐ。 此の 外 世界 社の 諸事 業、 北京 及 上海に 於け る 新聞、 雑誌 事 

業 等 を 擧げる ことが 出来る。  .  . 

一 、 團匪 賠償金に 基く 事業 は 次 項に 詳述す る〕 

二、 上海の 佛 租界 は 國際的 住宅地と して 發 達した 關係 上、 佛國ェ 部局 は 外國人 (主として 自國 人) の 便宜 を 圖り佛 國式專 

門擧 校、 中等 擧校及 小 擧校五 校 を經營 したの を 始め、 支那 人に 對し佛 語 敎育を 行 ふ學校 三校 を も經營 した。 前者の 外國 

人の ための 學 校に 對 する ェ 部局 補助金 は 一 九 三 五 年度に 於て 三 〇>  七 一 七 弗で ある。 

同局 は 又 租界 內の 支那 人 經營學 校に も 補助金— 一 九 三 五 年度 七 七、 五六 四 弗 I を 交付し 佛語 を獎勵 して ゐ る。 醫療 施設 

として ェ 部局 は 病院、 特に 支那 貧民に 對し 慈善 病院 を經營 する 外、 衛生 試 驗所を 開設して 租界 內の 衞玍 向上に 盡 力して 

ゐる。 (本節 第 四、 第五 參照) 

三い 雲 南 省 は佛領 印度支那と 隣接す るた め、 其の 政治 經濟 上の 諸權 益と 連關 して 佛國 文化 事業の 獨 壇場と 稱 する を 得べ く 

蔣政權 の 移動 後 益.^ 活 澄の 度 を增し ビルマ を根據 地と する 英國 資本と 角逐して ゐる。 同地に 於け る敎育 及醫療 施設が 力 


トリック 布 敎團體 窗援の 下に 佛領 印度支那 總督府 の 經營に 係り、 雲南鐵 道と 密接な 關係を 有する の は 注目すべき 現象で あ 

る。 尙事變 後 「中 法 大學藥 物 研究所」 (本節 第六參 照) の 一 部 研究員 は昆 明に 赴いて をり、 儀 器 類 も 相 當多數 同地に 運ばれ 

て ゐて事 實上同 研究所の 分 所が 設置され た 模様で ある。 叉 一 九 一 一九 年 世界 社の 肝入りで 北京に 設立され た r 國立北 平 研究 

院」 (National  Academy  of  peiping) も 現在 昆 明に 移 轉 して ゐて、 藥學、 動植物 學及 地文 一 般の 研究 を 進めて ゐる。 印度 支 

那總 督府は 其の 經營に 係る 學校、 病院 は 勿論 これ 等 研究所に 對 して 相 當 多くの 經費を 注入した ようで あるが 詳細 は 不明で 

ある。 又 蒙 自には 曾て 佛 租界が あった 關係上 中 法學堂 等佛國 勢力 下の 諸 施設が あり 土着民 族に 對 する 佛國 勢力 を 扶植して 

ゐる。 「世 社」 は 一 九 一 一八 年上 海に 總社を 設置して 以來國 際 的 文化 事業 團體 として 文化 事業より 更に 經濟 事業にまで 相當 

活潑な 活躍 を 成した が 事 變後は 窮境に 陷り 有名 無實 となった (本節 第三 參 照)。 以下 細目に 分って これ 等の 文化 事業 投資 を 

檢 索しょう。 

第二 圑匪 賠償金に 基く 文化 蓽業 投資 

一、 沿 革 

弗 Hf の團匪 賠償金 は 旣述の 如く、 一  九 一 二 一年の 佛支 協定に 依り 主として 中 法實業 銀行の 整理 資金に 充てさ ことと なった 

が、 其の 殘額 は敎 育文 化 事業に 充當 される ことと なった。 然るに 金 フラン 問題が 發 生した 爲 めに 頓挫 を來 した 後、 支那 財 

政 部. 外交 部 及 敎育部 は 佛國當 局と 合議の 結果、 一九二 五 年 右 問題解決に 關 する 佛支 協定 を 改めて 締結し、 中 法實業 銀行 

の 整理 改 f 行 ひ 新に 中 法ェ商 銀行 を 成立せ しめる と共に、 同 協定 第三 條に 於て 賠償金の 一 部 を 以て 文化 事業 を 行 ふこと 
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1 九 山、 

佛國對 支經濟 勢力の 全貌 

と >w 其の 霞と して 「佛豪 育文 化基幽 員會」 を 霞す る ことと なった ぶ 詳細 は證一 I 照) ] 

i 善 文化 基 塞員會」 I  き des  oei  ？ -else  ici 一一) は 支那 側 七 名、 怫國側 一 名の 

養に 依り I せられた ものであって、 I 權 |國各 一票、 寶 會は佛 I 窗 基く 文化 囊 基金の 管理 用途に 任す る 

ことと なった。 本 委員 會の 事業と して は 

1、 怫國巴 里 大學內 に 中 國學院 を 設置、 支那 文化 講座 を 開く こと  . 

2、 支那 北京に 同大 學 分校と して 中 法 大學を 管理 經營 する こと  . 

气 文化 事舊韋 額 一 一十 萬 米 f 折半して 巴里 中 霞 I 北京 中 法大學 SSE 充てる こと 

ir 最近の 使用 狀況  ' , 

民國ー 一十 四 年 ( 一 九 三 五 年) 七月 一 曰より 民國ー 一十 五 年 ( 一 九 三 六 年) に 至る 中法警 基金 養 會の牧 入 及 支出 豫算を見 る 

と 左の 如くで ある。 

厶收 入の 部 (米 弗 は 法幣及 國幣に 換算)  . 


國  幣 

△ 支出の 部 (主なる もの) 

1 、 委員 會自辦 事業 

中 法文 化 交換 出版 委員 會 


、 一 〇〇 、三 九 〇 元 

、七 九 〇、 五一 一 五 法， 


三 四、 五 〇〇 元 


、 補助 教育 機關 

ヒ京孔 德學校 (現在 は 中法大 學文學 部に 合併) 

一 一 一 、五 〇〇 元 

七、 七 一 ー〇 元 

一 〇、〇〇〇 元 及 六 四 一 1 、九 〇〇 法 


同校 建築 校舍費 

佛國 里昂中 法擧院 


匕 


京 中 法大學 


同 特別 補助 費 

雲 南中 法擧院 

巴 里 中 國學院 

上海 中 法國立 ェ學院 

上海 震旦 大學 

國立中 山 大學費 


二 九、 〇〇〇 元 

„ 九 六、 〇〇〇 元 

三 三、 〇〇〇 法 

ニニ 七、 五 〇〇 法 

五八、 五 〇〇 元 

七 四、 九 〇〇 元 

〇〇、〇〇〇 元 


同 委員 會の 自辦 事業 及 在 佛留學 生 後援 事業に ついて 左に 略述 


三、 補助 研究 事業 • 講座 講演 費 

徐家漏 天文 臺 

上海 世界 擧院 ， 

佛國學 者 講演 招待 費 

中 法 大學藥 物 研究所 

孔德圖 書 館 

四、 留學生 費 

在佛 支那 留擧 生學資 八、 一 ーナ 

里昂 中 法 學院學 生學資 

五、 其 他 

杜 美醫院 (廣 東) 

法 團醫院 (雲 南) 

南京 中 法 友誼 會  ， 

しょう。 (其 他 は 本節 各項 參照) 


三、 〇〇〇 元 

三、 〇〇〇 元 

六， 四 一 ニニ 元 

三、 五 〇〇 元 

1 、七 〇〇 元 

一元 及 一 七 五、 五 七 五 法 

三 三、 九 〇〇 法 

三 一 八、 四 〇〇 法 

一 四 二、 五 〇〇 法 

： 三、 一 七 五一 1^ 


(1) 里昂中 法寧院 

始め 「中 法大擧 海外 部」 と稱 した ものであって、 後 支那 擧生 誘致の 便宜上 佛 國里昂 郊外 サ ン， ヂュ スト Q ぇミ に 

里昂 中法大 ikg 會 (Instii  Franco-Chinois  de  Lyon) を 設立し 、「 里 昂中法 擧院」 を 創めた" 學院 とはいっても 所在地に 
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佛國對 支經濟 勢力の 全貌  、  二 〇〇 

Intellectuelle) 

(6) 上海 中 國國際 圖書館 (別 出)  - 

(7  ノ世 文 匕べ 口 作 中 國協會 ^Chinese  National  Committee  on  Intellectual  co.operatloll」 

此の 外經濟 方面に 屬 する. ものと して 中國 農工 銀行の 擴充と 江 南鐵路 公司 設立の 促進、 社會 方面に 關 する ものと して 西山溫 

泉 地 各鄕村 並に 療養 院等衞 生 事業 促成 等の 事業が ある。 出版物に は 世界 小 叢書 數十 種が ある リ 

歲 費 事 變前ニ 〇、〇〇〇 弗 (舊 上海 市 政府 支出)。 經 費の 來源を 前國民 政府より 仰いで ゐた關 係 上、 今 * 變 後は窮 

境に 陷 つた 模様で ある。 

截 員 首席 組織 員 吳 敬恒、 創辦 組織 員 張 人傑、 專任 組織 員 李焜瀛 

二、 上 ，法文 協會 (Alliance  Fran5aise-shanghai) 

所 在 上海 佛 租界 環寵路 一 ー號 

沿 革 一九二 一年 佛ェ 部局 經營學 校長であった 佛 人メボ ン (PP  Maybon) に 依り 設立され る。 總會は 佛國巴 里に 

置かれ、 中國に 於て は 上海の 本會を 中心として 靑島、 北京、 天津に 分會が あり、 上海に 於け る會 址は佛 租界 

-.  ェ 部局の 寄附に 係る。  - 

事 業 佛 語の 普及 を圖 り佛國 文學、 藝 術の 宣揚 及中佛 文化 機關の 聯絡 等 を 行 ふ。 實 際に 行った 事業と して は 

(1) 圖書 館の 經營 (2) 佛 語夜學 校の 開設 (3) 歷史、 文學、 繪畫 等に 關 する 講演 會の 開催 (4) 音 樂會の 開催 (5) 

アマ チュ ァ 演劇の 開演 (6  ) 中 佛兩國 の総畫 展覽會 開催 


會 員 佛國人 を 主として 各 函人 約 三百 五十 名 (一九 三 五 年 六月 現在) 

經 費 事變前 一 年 一 七、 二 〇〇 元 (內 購書 費 六、 〇〇〇 元、 定期刊行物 費 一 、一 一 〇〇 元、 企劃 費 四、 〇〇〇 元、 事務 費 

六、 〇〇〇 元/ 主として 會費 ( 一 人 當りー 一〇 元) 及 外人 圑體の 醵金に 依る 

i 員 弗國則 駐支 代表者 Ch.  Grosbois. 會長 達高鐵 (Mr. づ e  Goth) 副會長 薜凡 及美呢 

歲 書 佛國の もの を 主として 約 二 七、 〇〇〇 部、 外に 佛文雜 誌 類 五十 餘種 

尙本會 は 外人 設立で ある 爲 めに 八 r 事變の 影響 は 蒙らない 模樣 である。 

第 四 教育 施 設 

一、 中 法大學 (university  Franco-chinois) 

所在地 北京 東 皇城根 三 九  ， 

沿 革 一九 一七 年 (民國 六 年) 世界 社の 創設した 北京 佛蘭西 豫備學 校に 端を發 し、 一 九 1 一 〇 年國立 北京 大擧、 廣東 

大學 及佛國 里昂國 立大學 代表の 發 起に 依り 學制を 整備し 中法大 學と改 む。  、 

事 業 文 學院、 理 學院、 醫學院 及 社會科 擧院の gs 院に 分れ 修業年限 四箇 年、 學生ニ 九 三 三丄ニ 四 年) 百 八， 十三 名、 

敎 職員 百 五十 餘名、 卒業 者 (一九二 六 I 三 三年) 百 七 名 を 有し、 別に 上海に 藥學 專修科 (擧 生數 五十 名〕 を 設置 

する。 佛國里 昂の中 法 研究所、 北京の ラ ヂゥム 研究所 及藥材 研究所 は 本 大學の 附設 事業と なった。 

經 費年收  一、 二 ハー、 六 三 〇 元 ( 一 九 三 三— 四 年)、 佛國團 匪 賠償金よりの 補助金、 中 國敎員 部 補助金、 學生 授業 
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料 及 個人的 寄附より 成る。 經常費 年額 約 四 〇 萬 元 

熾 員 擧長 兼理學 院長 李 鱗 玉、 文學 院長 王 鳳 儀、 醫學 院長 朱廣 相、 社 會科學 院長 沈^^默 

二、 中 法國立 ェ學院 (Institut  Technique  Franco- chinois) 

所在地 上海 斐德路 一、 一九 五  •  .  • 

沿 革 一 九 〇 七年獨 逸人 Paulum が 上海の 佛 租界で 創めた 醫學 塾が 本院の 濫觴 をな す。 同 塾 は 其 後生 徒 數も增 加し 

た爲 めに 獨 逸本 國 政府の 許可 を 經て醫 ェ兩科 を 設け 獨逸國 立 大學に 改組 せられて 同 濟大學 となった。 

歐洲戰 後べ ル サイ ュ條 約に 依り 同 濟大學 の 財産 は 中法兩 政府の 共同 監理と なり、 中 法 國立通 惠ェ商 舉校を 創 

設\ 後一 九 二三 年に 至り 排外 風潮の 爲 めに 校務 は 停頓し 商科 を廢 して 工業 專門學 校と なった。 一 九 三 一年 敎 

育 令に 依り 學制を 改定し 中法國 立大學 院と稱 して 今日に 至った。 

事 業 土木 鐵道 部、 電氣 機械工業 部の 兩 部に 分れ 修業年限 四 年、 別に 佛文 補習 班 ( 一 年 制) 及 高級 中學 (三年) を 

特設 C 學生數 ( 一 九 三 三— 三 四 年) 本科 七 一 名、 補習 班 八 六 名、 外に 高級 中學 生徒 若干。 本 大學の 卒業生 席 

次第 一位、 第二 位の もの は 本院より 佛國 又は 白 耳 義國へ 留學の 制度が ある (白 耳義國 留學の 卒業生 は 三 一名 

ある)。  - 

經 費 年限 一 四 三、 九 一 一九 元 ( 一 九 三 三！ 三 四 年)。 中 佛兩國 政府が 各 半額 宛食擔 する。 

職 員 院長 (中國 側) 襟 民 誼 (訓育 主任 兼任)、 (佛國 側) ffisri  Civet  (敎務 主任 兼任/ 秘書 主任 農 汝惠、 敎授 五名 

(中國 四、 佛國 一 )、 講師 一 一十三 名 (中國 十五、 佛國 八)  . 


三、 佛ェ都 局經營 諸學校 

1、 中 國入敎 育 を 主と する もの 

(I) 中 法擧院 (L-Ecole  Municipal  Franco-chinois)  Kte.  lioiilevard  de  Montigny にあり、 校長 J.  Alfred  l.,rcrc 一  九 三 

五 年度 經費三 二、 一四 〇 弗、. 擧生數 は 中國人 一 、〇 三 〇 人、 特に タイプライタ I、 速記術、 簿記 等 を專修 せしめる。 

へ 1=0 初級 學校 rL-Ecole  Primaire  chinoise) 

校長 中 國人侯 溫曜、 經費 (一九 三 五 年度) 八、 六 五三 弗、 生徒 數ー、 二 〇〇 人 (中國 人の みであって 貧困 者の 子弟 

が 多い)、 程度 は中國 初級 學 校の 程度であって 佛語 を敎へ る。 

rBffl)g?f^ 學， rL-Ecole  Primaire  Chinoise  de  Lagren6) 

. 六 歳より 十 一 歳までの 男女 を敎 育、 一 九 三 _ わ 年 九月 開校、 四箇年 修業、 生徒 數五四 〇 人 あり、 經費 ( 一 九 三 五 年 

度、 一 や、 四 〇〇 弗、 校長 は 中國人 T.T.  Chen  Liang 

(2) 外國人 (主として 佛國 人) 敎育を 主と する もの 

rl) フラ ン ス大學 (college  Municipal  Fran9ais) 

專門擧 校 程度、 一 九 三 五 年度 校 費 三 〇、 三 三 五 弗 を 要した。 學生數 三 八 〇 名 (內 佛國人 一 四 六 人)、 校長 は 门プ- 

Grosbois.  - 

rn) フラ ン ス學^  (に Ecole  Municipal  Frjais  R6mi) 校長 は P.  Guilleint、 生徒 三百 人 (大半 は 口 シ ァ 人)、 經費 

(一 九 三 五 年度) 一 一 、三 六 五 弗  — 
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(M) 安 南 人學校 (に Ecole  Franco-Annamite) 安 南 人生 徒 七 〇 人、 程度 は 印度支那に 於け る 初級 程度 

四、 法 越學校 (は 〔ひ Franco-chinoise) 

所 在 雲 南 (以前 は 省 城雲津 街に ある 佛國 天主 堂 經營の 上智 學校々 舍を 借用した ので あるが、 一九 三 七 年より 石橋 

舗の 支那 家屋に 移轉 した) 

沿 革 一 九 〇 三年 つ 雲南鐵 道の 敷設 及經 營に關 する 協定」 第一 一十 八條の 規定に 基き 開設、 佛領 印度支那 總督 府の經 

營に 係り、 當初は 「中 法學 校」 と稱 せられた が、 一 九 一 一七 年 法越學 校と 改稱 して 現在に 及ぶ。 

事 業 五箇 年 制、 ー學級 三、 四十 人 。元来 鐵道從 業 員 及通譯 養成の 爲 めに 支那 人 及 安 南 人に 對 する 佛語敎 育 を 目的 

とする 開設 以來 卒業生 十二 回、 約 五 百 人餘、 眞越鐵 道 及 佛人經 營の會 社 商店に 雇用 せられる もの 五名。 . 

經 費 現在 未詳。 一九 一 一 五年當 時佛領 印度支那 政府 は 本校に 對 して 一 年 一 萬 五 千 元 を 支給して ゐ たり 

職 員 校長 Marcel  Marcadet. 敎員は 大半 佛蘭西 人で ある。 

五、 法 越 女學校 (に は c6Ie  Franyaise  de  fllles) 一 

法越學 校の 附屬 女學 校で 一 九 〇 八 年 開校。  ， 

第五 醫療施 設 

一 、 佛國ェ 都 局經營 病院  ， 

(1) 無料 施療 所 (IMSPensaire  Munidpan 


1 九 三 五 年度に 於て は 六 五、 六 一 一三 名 (內 中國人 五六、 五 〇 六 名) の 診療 をな したし 種痘 を 施した もの 約 1 1 萬 人で ある。 

齒科窒 に 於て は 二、 九  一 二 名の 診療 なした。 中國人 以外の ものが 多い。 特別 病 舍には 六 七 名の 外 支 人 を 牧容。 入院 

患者— 公共 補助金に 依り 入院した もの 一 、五 〇 七 名〕 結核 患者 窒には 三 名、 精神病 者 室に は 三十 二 名 收容。 

(B) 上海 普 慈養院 (Mercy  Hospital) 

北 橋に ある。 一九 三 五 年 八月 新設され たもので あって 上海 各界の 協力に 依る ものである。 中國人 患者 を 主として、 尙 

不治の 外國人 精神病 者 を收容 する。 

(I) ェ 部局 衛生 試驗所 (Laboratoire  Municipal) , 

1 九 三 五 年末 金 祌父路 に 新築され、 顧問と して 巴里パ スッ I ル 研究所より 醫學者 を 招聘した。 

二、 法 團 隱 院 (Hospital  Consulaire  Francais) 

雲 南 省 域寶竹 街に ある o 

1 九 〇 一 年佛領 印度支那 總督府 經營の 下に 佛國 領事館 附 屬醫院 として 開設せられ たもので あって、 其 後 衰微した 爲 めに 

佛國は 一 九 三 三年 甘美 醫院を 設立して 當 時の 副 院長 斐文貴 (佛國 醫院部 出身、 安 卓 人) に 本院の 經營を 委ねて 今日に 及ん 

だ。 本院 は 病窒數 二十 を 有し、 診療 費 及 藥價は 低廉であって、 貧民に は 無料 診療所が ある。 從 つて 患者 は 中流 以下の 支那 

人、 安 南 人 を 主と する。 

三、 甘美 醫院  . 

雲 南 省 域巡津 街に ある。  . 
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一 九 三 三年 佛領 印度支那 政府の 經營に 係り 三階 建の 廣莊な 洋風 建築であって 設備 優秀で ある。 だが 診療 費用 は 一 切 ピア 

ス トル (銀貨、 建で 高價 であるのと、 法 團醫院 との 協定に 依り 入院患者 以外 一 般 支那 人の 往診に 應 じない 爲め 患者 は 主と し 

て歐米 人に 限られる。 

院長 Dr.  G.  Maullac は軍醫 出身の 醫官 であって 元佛領 印度支那 總督 府附屬 醫院に 在職した ものである。 

第 六 圜書館 • 研究所 

佛國 系圖書 館と して は 上海に 於け る國際 的の 圖書館 一 、 大學附 屬圖書 館 二、 及徐家 酒の ものが 著名で ある〕 此の 外敎會 

断設の ものが 多數 あるが 小規模で ある 尙中佛 文化 交換の 一 工作と して 國立巴 里圖書 館と 國立 北京 圖書 館との 間に 館員 交 

換 ひ-希 度が 設置され 支那 側より 一 名、 佛國 側より 一 名、 夫々 相手 國の圖 書 館に 至って 研究に 從 事して ゐる。 

研究所と して は 中 法大學 附設の もの を擧げ 得る に過ぎない。 同 研究所の 分 所が 雲 南 y 設置され ようとして ゐる。 又 北京 

にあつ て 佛國系 の 國立北 平 研究 院も雲 南に 移轉 された の は 注目に 値する。 

一 、 上海 中 國國際 圖書館 (Biblioth~"que  Sino-lnternationale,  Shanghai  sections)  . 

所 在 上海 福 開 森路三 九三號  ノ 

沿 革 始め 世界 社の 圖書 館と して 上海に 經營 されて ゐ たもの が、 一九 三 五 年 (民國 二十 四 年) 中國國 際圖書 (端 

西 ゼネバ に 本館 を 有す) の 上海 支 館と して 開館され たので ある。 此の 中國國 際圖書 館と 云 ふの は 一 九 三 三年 

國立北 平 研究 院々 長 李 siii  (學生 時代 巴 里 留學) の發 起に 依り、 外國 文化の 融合 を 圖る爲 めに 瑞西 ゼネバ 


、 (Frorisant  5) に 設立され た。 

藏 書 約 五 萬 部 洋書 及 華 書)、 外に 各 國の雜 誌 新聞 類 五 百 種 

ま 

職 員 主席 代表者 李 sys、 ゼネバ 本館々 長 胡 天 石. 上海 館長 馮祖恰  、 

二、 震旦 大學圖 書 館 Aurora  University  Library 

所 在 上海 呂班路 ニニ 三 

沿 革 一九二 八 年 設立 

藏 書 七  一、 二三 一部 (內華 書 一 五、 一 七三、 洋書 五六、 〇 五八) 

年經費 約  一 二、 〇〇〇 弗 

統 計 閱覽者 一 ヶ月 平均 一 、五 〇〇 人、. 貸 出 書籍 六 〇〇 部 

嗷 員 館長 p<-re  L.  Richard. 

三、 中 法 大學圖 書 館 Biblioth^qlle  de la  university  Franco.chinols 

所 在 北 平 東 皇城拫 三 九 

沿 革. 一 九 一 一三 年 北 平 西 山 碧 雲 寺に あった 西 山圖書 館に 始まる。 一 九 三 一 年に 至って 別にあった 科學、 翳 擧兩圖 書 

館 を 合併して 新館 建築に 移り、 中 法 大學圖 書 館と なった。 

藏書數 一 九 三 三年 現在 約 一 〇〇、〇ひ〇 部 (洋書 及 華 書より 成る )o 洋書 中には 佛蘭西 書 大半 を 占める。 部門 別に 見 

ると 一般 文化 關係五 〇 パ ー セント、 科學三 〇 パ I セント、 醫學ニ 〇パ} セント 
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年 經 費 購書 費 約 一 一 〇、〇〇〇 弗 ( 一 九 三 三年 度) 

統 計 閱覽者 一ヶ月 平均 二 「 七 八 〇 名 (一九 三 三年 度) 

職 員 館長 李 鱗 玉、 主任 王 鳳 儀 

四、 徐家滙 天 一王 堂 藏書樓 Nlkawei  Library 

所 在 上海 徐家濯 

沿 革 一 八 四 七 年 徐家濯 を傳道 事業の 中心とした French  Catholic  Fathers に 依って 設立され た。 

藏書數 約 一 一 〇〇、〇〇〇 部。 內譯華 書 一 一 一 〇、〇〇〇 部 (鄕土 志 方 一 九、 四 八 九 部 を 含む)、 洋書 八 〇、〇〇〇 部 (希 職 

羅典の 古典が 多數 ある) 

特 色 本 榷は華 文 及外國 文の 貴重な 文獻が 甚だ 多く、 各國 出版の 百科 辭典 類 も 悉く 備 はって ゐる。 其 他 支那 及歐米 

の 古 錢等も 多數藏 し 考古學 者 に は 無二の 研究 材料 を 提供す る。 

五、 中 法 大學藥 物 研究所 

所 在 北 平 東 皇城根 大擧內 (上海 支所 亞爾培 路三九 三) 

沿 革 一 九 三 一 一年中 法 大學當 局が 國立北 平 硏究院 と 協同の 下に 中 法 大擧の 附設と して 設立した ものである。 

事 業 支那に 於け る 漢方 藥及 一般 醫藥の 研究 を 目的と する。 事 變後は 雲南昆 明に 多數の 研究員が 赴いた 爲 めに 上海 

支所 は 規模が 縮少 されて をり、 專ら 止血 藥を 研究 中で ある。 

0 費 一 九 三 五 年度 約 一 一四、 〇〇〇 元 (中 法大擧 より 支出) 


六、 徐家應 天文 臺 

所 在 上海 郊外 徐家酒 

沿 革 明 末 イエ ズ ス會宣 敎士 南京 北極 閣 にあって 觀賞臺 を 建築した" 今 其の 遺 祉が存 する〕 現在の 天文 臺は 前淸同 

治士 一年 ( 一 八 七三 年) 佛國人 高 鎬鼎司 鐸を第 一 の發起 人と して 設立され た。 舊： M は 本来 康嘉濱 岸に あり、 

平家 建の もので あつたが、 光 緖六年 ( 一 八 八 〇 年) 增築擴 張し 光 緒 一 一十 五 年 ( 一 八 九九 年) 徐文定 の 墓 東部 

に 別に 新 臺舍を 建て 翌々 年 竣工、 此處 に移轉 した。 其の 前年 卽ち同 二十 六 年 (一 九 〇〇 年) 新 氣象臺 が徐山 

の 山頂に 疲 土し 天文 學部は 此處に 移轉、 叉 三十 四 年 ( 一 九 〇 八 年) 磁氣學 部 は崑山 陸濱に 移った 爲 めに 今日 

_  の 徐家酒 天文 臺には 地震 氣 象の 兩 部を存 する だけで ある。 

事 業 赛風 機、 測 候 地震 機、 風雨 表 等 儀 器が 頗る 多く 各種の 測定 をな す。 又 時鐘が あって 上海の 正午 及 午後 九 時 を 

報じて 標準時 間 を 示す。 本 天文 臺は專 ら測候 氣象を 司り 中國 沿岸 及 長江 ー帶の 軍艦、 汽船に 殿 風、 驟雨の 所 

在 を 通報す るリ 

職 員 所長 t¥re  P.  Lejay. 氣象 地震 兩學 部長 pe、re  E.  Gherz6, 磁器 學 部長 src  M.  wllTgand. 天文 舉 部長 Pc ざ 

E.  villelnar め u6  、 

第 七 博物館 (宗敎 的の もの を 含む) 
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所 在 上海 呂班路 震旦 大學內 

ルロ 革 一 八 六 八 年 P6re  Keude  (韓 石貞司 鋒) の 創立に 係り、 初め 徐家 酒に あって 徐家滙 博物 院 として 知られた〕 

一 九 三 〇 年 震旦 大擧の 下に 入り 大學の 名 を 冠す。 

事 業 支那に 於け る 動植物の 最も 豊富な 標本 集を藏 する のみなら す、 古物の 乾 集 三， 五 〇〇 餘點に 達する。 

職 員 院長 兼 硏究長 ざ r^iel (鄭壁 爾司鐸 )、 研究員 A.  Savio. 

一一、 北疆 博物 院 Mus6e  Hoang  Ho  Pai  Ho  H.H.P.H. 

所 在 天津 特 一 展ェ商 學院內 

ルロ 卞 民國ー 一 十五 年 五月 ィ、 ェ ズス會 (society  of  Jesus) の P<5re  Licent に 依って 創立 V ん わた。 

事 業 黄河 及 白 河に 依って 洗 はれた る 北支 地方の 產 物を嵬 集す る" 陳列 所 は 二部に 分れ、 地理 化石 部 及 動植物 人類 

學 部より 成る。 主として 設立した Licent 自身が 宽め たもので あって、 それ 以外の ものと して は： ^ の 協力者 

P6re  Teilhard  de  Chardin の 寄贈に 係る〕 _ 公衆に 公開され たもの は纔 かに 其の 一 部であって、 大半 は 非公開の 

ものと して 篤志 科學 者に のみ 縱覽を 許して ゐた〕 天津 洪水に より 被害 を 蒙る。 

^  長 P6re  E.  Licent. 

三、 徐家 i! 博物館 

所 在 上海 徐家滙 天主 堂內 (圖書 館に 隣接) 

^ 革 佛國 カトリック 敎會徐 家 酒 事業の 一 として 前 淸同治 元年 ( 一 八 六 一 一年) の 設立に 係る。 


事 業 江 南 地方の 動植物に 重き を 置き、 尙 各種 物理 化學 用品 を 併せ 藏 する。 規模 廣大 組織 も 亦 良く 整 ひ、 特に 支那 

及歐 米の 動植物 學 著書 を 珍藏し 古書 の 有益な もの が 多く、 上海 方面 博物館 中 最良 の ものである" 

經 費 出資 は 佛本國 信徒の 醵出に 仰ぐ。 又 支那 政府より 隨 時相 當 補助金 を 受けて ゐた。 本國 政府の 補助 監督 を 受け 

す、 圖書 館擔當 敎師の 管理に 屬 する。 

第 八 新 聞、 雜 誌  ♦ 

在 支 佛國系 新聞 雑誌 は英、 米に 比べて 其の 數が少 く 著名な もの は 左の 三種で ある。 別に 宗敎關 係の ものと して は 徐家酒 

に 於け る 「ィ H ズス會 々報」 を 始め カトリック 傳 道機關 新聞、 雜誌 等多數 あり、 佛 語に 依る ものが 九 種 あ. る。 何れも 投資 額 

を 知る に 困難で あるから、 唯 其の 事業の 大要 を 摘記しょう。 此の 外 佛國系 通信社の アバ ス社 (Agence  ffiavas) が 北京、 上 

海に 支局 を 有する 外、 ァゲ フィ社 (Ageti) も 二三の 特派員 を 有する 模樣 である。 . 

一 、 Le  Journal de  Pc5kin  (北京 報)  , 

资本主 及 主筆 Andrd  Nachbaur 

一九 一一 年 創刊、 發行所 甘 雨 胡 同、 日刊 八 頁、 發 行部數 三百、 本紙 はもと 白、 佛、 露三國 人の 一 團に 依って 經營 せられ 

てゐ たもので あるが、 歐洲大 戰中來 燕せ る 佛國人 故 Nachbaur  (現 持主の 父) に買牧 せられた。 佛國 大使館より 補助が あ 

ると 謂 はれる。 

二、  Le  Journal  de  Shanghai  (法文 上海 日報) 
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佛國封 支經濟 勢力の 全貌 

資本 主 G.S.  Moresthe. 主筆 R.  Laurens  (編輯 兼務 元ァ バス 通信員)、 記者 三 名： 一九二 七 年 十二月 創刊、 發行所 公 f 

馬路 ニー！ 二三、 日刊、 發行數 約 二 千 五 百。 

. ^氏 は 過去 三十 年に 亘 つて 發 行せられ た お。 一 S  の 廢刊を 措み アバ ス 通信員 等に 依り 創刊せられ たもので あ 

る。 佛國 領事館 側の 後援が あり、 經 營に關 して は 一定の 保證を 有する。 上海 及 全 支 在留 佛人は 支那に 於け る 最良の 自國 

新聞と して 購讀 する。 從て 其の 論調 は佛國 在留民の 輿論 を 代表し. 穩健 である。 

三、 Revue  Nationale  Chinoise  (雜誌 ) 

主筆 G.  E ヨ. Liere. 月刊であって、 發行所 は ハル，" ド • ヴァ ロン 街 一 〇 八で ある。 外交 評論 を 主と し、 別に 政治 社會 

記事 を も揭げ る。 寄稿者 は 支那 人が 大部分で ある。 

附、 佛國に 於け る 支那 留學生 

佛國に 於け る 支那 留學生 は旣述 の團匪 賠償金に 基く 里昂 中法大 學在學 生が 多數を 占める。 之に 次いで は 巴 里であって 巴 

里の 支那 留學生 は 「中 法 友誼 會」 の 斡旋 を 受けて 駐佛 中華 學生會 本部 を設 く。 更に 滿洲事 變以來 巴 里中國 靑年黨 (p.. ュゅ 

de la  Jeune  chine) を 組織し 排日 宣傳を 行って ゐる。 又市內 に は中國 國民黨 駐歐總 支部が あり、 支那 留學生 

が 多數黨 員と なって ゐた。 支那 留學 生の 總數は 佛全國 にて 五 百 三十 名 ( 一 九 三 一年 調) であった。 

中 法 友 へ晋 へに association  Amicale  et  de  Patronage  Franc().chmolse」 

佛 ■ 里に 本部 を 置き 佛國人 及 支那 人の 役員 を 任命し、 佛國 政府より 年額 五 萬 法 ( 一 九 三 一 年 調) の 補助金 を 受ける。 其 


の 事業 は 

1、 支那 學 生の 留學來 國に對 し 便宜 を 供與す 

2、 支那 留學 生の 國內 旅行に 對し船 車賃 割引證 明 書の 發行 

3、 支那 留學 生に 對 する 卒業後の 就職斡旋 

4、 支那 留擧 生に 對 する 學資の 補助  ， . 

5、 月刊雑誌 R ひ vue  Franco-Chinoise の發行 

6、 巴 里に 支那 學生會 館 (Maison  des  Etudiants  chinoise) の經營 

又 支那 留學 生が 本 國歸還 後 組織した 學會 として 左の 如き ものが ある。 

中華 政治 碟 齊擧き (apolitical &  Economic  Science  Association  of  cwna) 

本學會 はもと 巴 里に 於て 同地に ある 支那 人留學 生の 間に 創立され たもので あるが、 一 九コニ 一年 上海に 於て 正式の 發會を 

見た" 事變前 本部 は 南京に あった。 會員約 一 一 一 〇 名 ( 一 九 三 四 年 三月 現在) 

货中國 農 學會 (S0ci6t6  d- Agriculture  IP  Chme  nouvelle) 

一 九 二 四 年 佛蘭西 ナン シ，. 'に 於け る 支那 人留學 生の 間に 生れ、 彼等の 歸國 と共に 南京に 移り、 事變前 同市に 本部が あつ 

た。 一 九 三 三— 三 四 年度に 於け る 諸 經費約 三、 〇〇〇 弗 (主として 會 員の 支出に 待つ) 


第 七 章 . 文化 事業 投資  二 一  三 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌 


二 1 四 


附錄 在 上海 佛國 重要 商社 一 覽表 


商社 名 

信孚 洋行 

IVIadier,  I^ibet  &  Cie. 

柯思祿 

L.  ICoslofT 

茂 新 洋行 

T.  Spunnt  &  Co. 

倍來享 洋行」 


、貿易 及 商業 

營業 種目 

絲、 絹帽、 堙 草 輸出 

棉花 輸出入 

輸出入 


D.  Beraha  &  Stetten  (s、  A.  R.  L.) 

培 利 洋行  輸出入、 工廠 代理店 

^.  Le  wris  Export-Import  S.  R,  L. 

康 福 洋 行  疋頭 輸入. 

K.  Ckuiibefort  &  Co. 


商社 名 

祥利 洋行 

J.  Azadian,  S.  A. 

凱  時 

At>raham,  JKatz.  Co. 

斯文 洋行 

ひ. W.  shshmoon  &  CP 

達孚 洋行 

ILouis  Dreyfus  &  no. 

福 興 洋 行 

H.  Follet  &  C:ie. 

龍 東 公司 

Roncion  &  Co.,  rE. 


營業 種目 

生絲、 茶、 煙草、 棉布 輸出 兼 

ビ ー ル 會 社經營 

輸出入 代理店 

輸出入、 土地 賣買 

食料品 輸出入  •  ■ 


輸出入 及 洋酒 商 


聯茂 貿易 公司  輸出入 

United  Mercantile  ro. 

c!ompaTOnie  D*Exportation  de  PVoduits  Asiatiques 

中 法 貿易 公司  輸出入 

Franco  Awslcy  Co. 

元 利 公司  輸出入 

2.  clli.lp- ひ aux  & 门0.,  Ltd. 

吉利 洋行  輸出入 

Soci ま Francaise  du  Haut  Yangtse 

有余 洋行  輸出 

立 興 洋 行  輸出入、 薬品、 保險、 運送業 

S.  >.  Racme  &:  ce. 

永 興 洋 行  輸出入、 保險 

Olivier-Chine  (S,  A.)  * 

永 興 洋 行  生絲、 煙草、 綢緞、 草帽 輸出 

L.  P*ernot  &  Cie. 


百 多 洋行  輸出入 

art  h  olid 

百 部 洋行  輸出入 

Ba び oikI,  Mary  &  Cie. , 

聯華 公司 

法 蘭 西 大藥房  藥品 

龍 頗靈聯 合 大藥廠  藥 品， 化 狭 品 

Soci6t6  des  Usines  c^lllmiques  Rhonepoulenc,  Pans 

法 國大藥 房  薬品 

法國酒 公司  洋酒  . 

Vins  de  France 

麥，  瑞  菓子、 食料品 

Marcel  wstablisllments 

曉維 洋行  洋酒- 

Franchine  Trading  no. 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌 

老大昌 洋行 

Tchial<alian  et  ce. 

法 和 食料品店 

ヒ ranco-Tapan ひ se  Store 

法 商 麵包店 

French  wakery 

中國 陣酒廠 

National  wrew ひ ry 

康成 造酒 廠 

soci^te  Franco-Ctiinoise 

隆 高麥洋 行 

ILOnkomay 

德威 洋行 

Hardivilliers  &  Che. 

法！： 靴 店 


パ ン、 菓子 

食料品 

パ ン 

ビ， "ル 製造 

醸造業 

Distillene  de  Hanlsu 

工業 機械 及 醫療品 

金屬、 機械、 化學 製品、 紡織 品 


中國建 業地產 公司 


二、  土地 家屋 賣買、 

土地、 家屋、 建築 


IFrencli  Shoe ひ tore 

法 蘭 西洋 琴 行 

P\  Francais  &  CP 

寶多 洋行 

dompagnie  Optory 

烏 利 洋行 

T.  Ullmann  &  Co. 

禾  威 

Sennet  Freres 

利榮 洋行 

L.  Lion 


S.A.  Pila  &  Qe. 


拉 


R. 1?.  t-irard 


ニニ ハ 

樂器 ，、 

毛織物、 生絲、 石炭、 洋酒、 紙 

時計、 寶石 

寶石、 骨董品 

寶石、 骨董品 


Fondle  et  Immobiliere  ae  Cliin ひ 


上海 地產 公司  土地 賣買、 代理業 

w^paw^w^  Land  D ひ vdoj^ment  &  Companie*s  ひ ncy 


沙發 洋行  不動 產寶買 

Tlieoclor ひ Sopher  CP 

天津 中法義 隆房產 公司 不動産 金融 

Soci お 6  ； FoncR に. e  I つ ranco-C!li mouse  de lientsin 

{society  anony nlc) 

一二、 銀行、 金融、 保險 

東方 應理 銀行 

Banqii ひ de  lL-Indo-£ln ひ 

酒 源 銀行 

union  IVIobiiier ひ 

中 法 ェ商 銀行 

Banqiie  Franco- Chinoise  Jiour  le  commerce  et  rlnclustn ひ 

義 品放款 銀行 

i(rcdlt  ^  oncier  cv.pxtrel.ne  orient 

萬國 儲蓄 會 

International  Savings  Society 

白  散  爲替、 標金 取引 

； L.  ！ Basse け 


魯  衞  诞量及 工事 

Toporeylty  (vibarel &  Co.) 

法 商營造 公司  土木工事、 建築、 測量- 

Miniitti  &  ae. 


斯文 洋行  公債 株券 賣買 

E.  H.  Shahrnoon  ^  no.  、 

上海 銀 公司  土地 投資、 金融、 保險 

Slicinghai  p^inance  Co.,  Ltd. 

中 法 銀 公司 

credit  ！ Fnsco-Gllnois 

保 太保險 公司  水 火災 及 自動車 保險 

Assurance  l*ranco  Asiaticjue 

法 美 保險. 公司  水 火災 及 自動車 保險 


佛國對 支經濟 勢力の 全貌 

四、 ェ鑛業 


自動車 修理 

自動車 販寶及 修理 

電氣 器具、 工事 請 食 


愛捷克 汽車 行 

Isaacs  Motor  Service 

法大 汽車 行 

GraFld  Garage  Fl.  bcals 

法 商 電器 公司 

Compagnie  }.>ancaise  snstallation  wlectnqLle 

法 商 長途 電話 公司  電話 電信機 

Soci お 6  Francaise  des  ，relephone  Interurbams 

東方 修！^ 有限 公司  電氣 溶接 

p.ar  East  oxygen  &  Acetylene  CP,  Ltd. 

五、 蓮 . 輸 

法國 大輪 船 公司  航運業 

Compagnie  des  IVTessageries  Maritime  (French  IVIail roo 

聚 福 洋 行  - 

Union  p-nlnco-cllinolse  de  Navgation 

歐美 旅行 社  旅行 案內、 蓮 送 
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巴黎 工業 電氣廠  機械 鐵道 材料 

National  Tedimque 

上海 商 電車 電燈 公司 

Compagnie  FVancaise  de  TVamways  et  D,Eclalairage 

中 法 求 新 製造 廠  造船 及 機械 

Soci6t6  Franco-chinoise  de  Construction  Aletalliqes  et 

Mectlanic-ue  (Kiou ひ in  Dock に 

鴻 基煤鐵 公司  石炭 

Soci6t6  J?ancaise  des  Charbonnages  du  Tonkin 


orient  Lloyd,  Ltd. 

立 興 內河輪 船 商  水運 業 

Lih  Shing  Inland  Steam  Launch  no. 


六、 其 

哈 瓦斯 通 訊 社  通信 

法文 上海 日報  新聞 

ILe  Journal drt  Shanghai 


錄 


法 商 賽跑場  犬 競爭場 

vJiamp  de  Courses  r  rancaise  r-L,ami3ronl ひ) 

中央 運動場  回 力 球 

Pare  des ひ fsrts 
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昭和 十五 年 六月 二十日 發行 


定 價貳圓 貳拾錢 


if 兼 t  〈41 … 0« 化 
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來京 市中 野" 5! 新 井町 五三 八 

印刷者 中 . 川  二  郞 

來京巿 芝 _51： 南 佐 久間町  一 ノ七 

U1 所  研  ^  社 

束 京 市 芝 區南佐 久間町  一 ノ七， 


東京 市飽町 til 丸ノ內 ニノ 十二 
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第一章 序說 

一節 米國對 支經濟 進出の 沿革 

二 節 米國對 支經濟 勢力の 槪況 

. 一 支那 在留 米國 人人 口 

二 在 支 米國系 商社 

三 米 國對支 投資 額 

四 米 支 貿易 額 

五 支那 各 港 出 人 米 船舶 噸數 

三 節 米國對 支經濟 勢力の 性格 

一 政治的 背景の 稀薄 

二 發展的 門戸 開放 主義 

三 支那の 自主 權 承認 

四 貿易 本位 


五 文化 事業の 重要性 

六 滿 洲に對 する 特殊 開 心 

第二 章 ェ 業 

一節 沿革 

二 節 製造 工業の 現狀 

三 節 ■ 電氣 事業 

第三 章 貿易 

一節 米 支 貿易の 沿革 

.1 一節 米 支 貿易の 現 狀槪說 

三 節 米 支、 王 要 貿易商 品檢討 

四 節 米 支 間 貿易 上の 收支 

五節 支那 事變 後の 米 支 貿易 

第 四 章 交通 及 通信 
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斤 ： ：：  r  -J:  & に  ： 菊判 二八 〇 頁 

0 米國對 支經濟 勢力の 全貌 一 定 價  一 


第五 章 金 融 

二 節 金融 機關及 投資 機關 

二 節 支那 幣制と 米國 

第 六 章 投資 及 借款 

投資 活動の 沿革 ：1  必現狀 

借款 

文化 事業 投資 

宗教 的 文化 事業 投資 

非 宗教 的 文化 事業 投資 

附録 米國對 支經濟 勢力 ー覽表 


